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アレコ・コンスタンティノフ  – 
旅する人
イヴェリナ・ガブロフスカ

2025年大阪万博におけ
るブルガリアの参加

『シカゴへ、そして戻って』より

1970年の大阪万博に
おけるブルガリア 

EXPO'70大阪万博における
ブルガリア館の音響・映像セ
クションを手がけた  
技術者イヴァン・ポプヨルダ
ノフ氏：「大阪万博への参加
を通じて、ブルガリアと日本
の協力関係は新たな次元へ
と進化した」

ボイコ・タコフ氏（ブルガリア中小企
業促進庁〈BSMEPA〉長官）:

「2025年万博で、ブルガリアはある
べき場所に立つ：世界の強国と肩を
並べて」

EXPO’70でのブルガリア国
営ラジオ児童合唱団の忘
れがたい出演 

ブルガリア館コンセプトチーム： 
ブルガリア館を通過ことは、インスピレーシ
ョンを与え、心を動かし、記憶に深残る個人
的な体験なのです。

ブルガリアのヨーグルト ― ト
ラキア人から火星まで

ブルガリアのダマスクロ
ーズ

BTAのアーカイブより
ブルガリアと日本の外交・文
化関係

万国博覧会の歴史概略

BTAアーカイブを通して紹介
される世界博覧会

ブルガリア通信社（BTA）のア
ーカイブ
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アレコ は 遠 き土 地 へ の 旅 を
情熱的に愛していました。1889
年、彼はパリ万国博覧会を訪れ
ます。フランスの 首 都 は 彼 を魅
了しました。この博 覧 会を訪 れ
た一部のブルガリアの政治家た
ちの間で、ブルガリアにも同 様
の博覧会を開こうという構想が
芽生えます。アレコは1891年に

「 陽 気 なブル ガリア 」グル ープ
と共 にプラハ 万 博 に赴き、その
旅の印 象を『バイ・ガニョー、プ
ラハ万博にて』に記しました。

19世紀末、博覧会は各国が自
国の技術進歩、新発明、ファッシ
ョンなどを披露する場でした。

ア レコ・コ ンス タン ティノフ
は、シカゴ万国博覧会のために
海を渡った数少ないブルガリア
人 の 一 人 です。彼 は 、スタンチ
ョ・ラドスラヴォフ博士と親友フ
ィラレット・ゴロヴァノフと共に
新 世 界 へと旅 立ちました 。ニュ
ーヨーク、ナイアガラの滝、シカ
ゴ博 覧 会 、ワシントン、フィラデ
ルフィア、ボストンを訪 れ、美術
館 、劇 場 、公 園 、図 書 館 を見 学
しました。

アメリカから帰 国 後 、アレコ
は紀行文『シカゴへ、そして戻っ
て』を書き、1893年末に雑誌『ブ
ルガリア評 論』に発 表されまし
た。翌 年、著 者 は 写 真 付きの小
冊 子として同 書 を出 版します。
この本にはアメリカ旅行の印象
が生き生きと描かれており、アレ
コは現代世界におけるブルガリ
アを見つめ、旅人としての情熱
と好 奇 心 、そしてブルガリアの
事物を他国のそれと比較しよう
とする強い意志を持って旅をし
ています。西 洋 文 明の発 展した
物 質 的 水 準と技 術 的 成 果 に対

イヴェリナ・ガブロフスカ（スヴィシュトフ歴史博物館 館長）

万国博覧会を訪れたブルガリア人
― パリ（1889年）とシカゴ（1893年） ―

アレコ・コンスタンティノフ  – 

旅する人

する感 嘆 は 、その豊かで整った
社 会 にお ける非 人 道 的 側 面 へ
の懸念と表裏一体です。

この 紀 行 文 は 、ブルガリア 人
が自らと祖国の居場所を見出す
ために世 界を知り始 めた、ブル
ガリアの精神的発展の一時期を
映し出しています。その作家の視
点 は、ナイアガラの壮 大 な美し
さや文明が獲得したものに対す
る驚 嘆 から、そのような社 会 に
おける人間の運命への恐れへと
揺れ動いています。

シカゴからの絵葉書
写真：スヴィシュトフ歴史博物館

アレコ・コンスタンティノフ
『シカゴへ、そして戻って』より

休 む間 もなく、僕たちは 万 博
会場へ 向かった。最初にブルガ
リア 館 にいるショポフ氏（我ら
が代表）を見つけるまでは、どこ
にも寄らずに進もうと決めてい
た 。入 場 料 は 5 0 セント。各 州の
華やかで立派なパビリオンがず
らりと並ぶ 道 を通り抜 け、少し
でも近道しようと美術館のギャ
ラリーを横 切って、南 米の展 示
エリアを通 過し、水 産 館を通り
抜け、政府館を迂回して、ついに

「製 造 業と自 由 芸 術の宮 殿」と
呼 ば れる巨 大 な建 物 に到 着し
た。プロウディフの博覧会に行っ
たことがある人 なら、あの大き
なパビリオンを思い出せるはず
だ。なかなかの大きさだったよ
ね？でもシカゴのこの製造業の
宮殿は、そのブルガリア博覧会
全体を丸ごと収められるだけで
なく、我が国の第二の都市の住
民全員と、その家財道具やら家
畜までもが収容できそうな広さ
だった。建物のサイズは1687フ
ィート×787フィート、つまり132
万 7 6 6 9 平 方フィート（メートル
で知りたけれ ば計算してくださ
い。僕にはその暇がない）。建物
は見るからにどっしりしていて、
石灰で塗られている。両脇には
列柱が並び、壁には装飾、屋根
は鉄製アーチにガラスが張られ
ていて、見た目もなかなか立派
だ。その中に、アメリカ、ヨーロッ
パ、アジア、その他いろんな国の
パビリオンが何百もひしめいて

いる。まさか、全部をひとつずつ
説明してほしいって？僕が全部
見られたかって？無理無理。僕ら
は「絶対に立ち止まらない」と誓
っていたんだ から。迷 路 のよう
な会場で道に迷 わないように、
通路の真ん中をひたすら前へ進

む。目の前に現れてくるのは、オ
ーストリア、ドイツ、イギリス、フ
ランス、ベルギー、ロシアのパビ
リオン。どれもこれも、見事な造
り。しばらくすると、ムーア風の
暗いアーチが続く列柱が現 れ、
まるでアルハンブラ宮殿のよう
な雰囲気だ。あるところで、見慣

れた三色旗が目に入り、「おっ、
ブルガリアか？」と駆け寄ってみ
ると、なんとそれはメキシコのパ
ビリオンだった。さらに進むと日
本、中国、ペルシャの展示を通り
過ぎ、狭くて暗い小道の上にトル
コの旗がぶら下がっているのを
くぐり、ついに小さな出店のよう
な場所に到着 。そこになびいて
いたのが、僕たちのブルガリア
の三色旗（室内なので風がない
から、正 直に言うとなびいては
なかった）。この小さなお店の正
面 には 、美しく飾られたバラ油
のショーケースが2つ。中央の長
いガラス棚 には 、ヴラツァ地 方
の布がずらりと並んでいる。よく
見ると、その合間に液体の入っ
たボトルが数本 。気になる人が
いれば、あれは我が国自慢のワ
インとラキヤ（蒸留酒）だと教え
てくれる。店内はカーペットや民
族衣装の断片で、なかなか愛ら
しく装飾されている。ソフィアの
イヴァン・ブルハ商会が提供した
ブルガリア製の家具も展示され
ていた 。奥の右 手には、電 灯の
光があまり届かないガラス棚が
あって、そこにタバコと巻きタバ
コの箱がぎっしり詰め込まれて
いた。訪問者はそれを目で見る
というより、匂いで気づくことだ
ろう。そして、農村の花嫁衣装を
着た蝋人形、ショプ地方の男の
蝋人形、軍服の少佐を模した蝋
人 形 が見える。ショポフ氏の机
の上にはブルガリアの地図がか
かっていた。

この 地 図 が なかったら、好 奇

アレコ・コンスタンティノフ（1863–
1897）、ブルガリアの作家・公人
写真：ゾヤ・ペンコヴァ（BTA）

アレコ・コンスタンティノフ

『シカゴへ、そして戻って』より
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心 旺 盛 なアメリカ女 性たちは、
バラ油の産地がどこかなんてま
ったく想像できなかっただろう。
ショポフ氏 は 実 に親 切で、いつ
も地図を使って地理の授業をし
ている。授 業 はイスタンブール
から始まり、エディルネを経てブ
ルガリアの首都へ 。杖で国境を
なぞって、最終的には「地上の楽
園」と彼 が改 名していたバラの
谷へと至る。好奇心に燃えてい
るアメリカ女 性たちは 、彼の口
元に目を奪われ、「Oh, yes! Oh, 
yes, all right!」と何度も繰り返
していた。

（…）
ショポフ氏 は 、僕 たちに 本 当

に 親 切 に してくれ た 。会 場 で
見 どころに なって いる 場 所 を
ざっくり教えてくれた だ けでな
く、Midway Plaisance 全体を
案 内してくれて、しか もトルコ
村では 昼 食までごちそうしてく
れ た 。でも、皆 さん は M i d w a y 
Plaisanceって何かご存じです
か？あ れ はです ね 、万 博 の「 番
外編」とも言える、全長約3キロ

（ た ぶ ん … 間 違って た らご め
ん！）の巨大な見本市。全世界を
見 学できる場 所 なんです。世 界
中のあらゆる民族と文化がここ
に集まっていて、アメリカ人たち
の 一 番 のお 気 に入りスポット。
朝から夜の11時まで、閉場の時
間まで、地 球のあちこちから来
た 人 々で ぎゅうぎゅう。入 口 を
入るとすぐに、長 ― い通りが 見
えて、両 脇にはあらゆる種 類の
興味深い展示、アトラクション、
世界中の「村」がずらっと並んで
いる。音 楽、叫 び声、太 鼓、ズル
ナ、タンバリン、シンバル、ターバ
ンにシルワール（ふ わっとした
ズボン）、シルクハット、クリノリ
ン、フスタネラ（ギリシャの民 族
衣 装）、武 具 の 帯 、アメリカ人 、
黒 人 、ヨ ー ロッパ 人 、中 国 人 、

日 本 人 、ダホメ人 、島 国 の 民 、
ラップランド人、そしてなんとソ
フィア出 身のアイヴァジヤン氏
までトルコ・ムーア風の装 飾 が
施 され た 小 屋 で 商 売 をしてい
る。あ、ちょっと待って。Midway 
Plaisanceを本格的に探検する
前 に、まずはそのアイヴァジヤ
ン氏 の小 屋 に立ち寄ろう。そこ
にはヨヴチェフ氏 もいて、彼 は
アメリカ人 の趣 味 をよく知って
いて、英語も堪能。それでアイヴ
ァジヤン氏の商売を手伝ってい
て、「Bulgarian Curiosities（ブ
ルガリアの珍品）」という看板の
下で、ありとあらゆるものを売っ
ている。小屋の前には、ショプ地
方 の 男 女 の 民 族 衣 装 を着たマ
ネキンが並 べられていて、入 口
の左右には古今の硬貨や切手、
ポストカードが陳列されている。
小 屋の他の二 面 も開 け放た れ
ていて、そこには 彼が何 年もか
けて村の女性たちから買い集め
たありとあらゆるもの：刺 繍 入
りのタオル、ハンカチ、靴 下、革
靴、イヤリング、腰巻きのバック
ル、指輪、その他百種類くらいの
飾り、が所狭しと並んでいた。小
屋の中 はカー ペットで飾られ 、
壁にはバグパイプ、カヴァル（縦
笛）、タンブラ、水 筒 、角 、瓶 、財
布などが掛かっている。奥には、
花嫁衣装に身を包み、金属の装
飾 やコ インで 武 装した 蝋 人 形
が、髪 の 毛で顔 を覆 い、大きな
ツゲの扇子を頭にのせて立って
いる。その人形の両脇には、ブル
ガリア公、首相、そして軍事大臣
の肖像画が掛けられていた。

（…）
アイヴァジヤン氏のパビリオン

の真向かいには、「40カ国の美
女たち」という看板のかかった小
屋があった。入口の前では、舞台
衣装をまとった二人の楽士が、
観客を呼び込んでいる。美の祭

典を見逃すな、と言 わんばかり
だ。僕たちは一人25セントを払
って中に入った。そこは大きなサ
ロンで、周囲にはステージ状の
高台が作られ、その上に小さな
テーブルが並び、それぞれの席に

「美女」が一人ずつ座っている。
正面の奥には、豪華な天蓋つき
の装飾が施された玉座があり、
そこには金色の椅子に鎮座する
ファトメという名の「美の女王」
が、侍女たちに囲まれていた。い
やぁ、確かにファトメは美しかっ
た。でも僕としては、彼女の侍女
のひとりのほうが好みだったか
な。会場には、日本人の美女、黒
人の美女（グッドラック！）、そして
フィラレットがロシア美女に「ズ
ドローヴォ、マートゥシュカ（おね
えさん、こんにちは）」と話しかけ
てみたりしていた。だ が彼 女 は
キョトンとした顔をしていて、ま
ったく通じていない様子。まあ、
どこの国から連れてこられたの
か、想像もつかない。そこを後に
して、さらにMidway Plaisance
を進む。左側では「コロラドの金
鉱」が見られるという。右側では

「エレクトリック・シアター」があ
るらしい。どれにしようかな。じ
ゃ、コロラドだ！その「金鉱」は、
巨大な鉱山の内部構造をミニチ
ュアで再 現したもので、仕 組 み
もとても凝っていた。小さな労働
者たちが坑道で採掘し、鉱石を
トロッコ に積 み込 み、それをま
た別の作業員が大釜に移して地
上に運び出す。エレベーターは
上下し続け、鉱山の上には工場
が建ち、そこに向かって小さな列
車が走り回っている。横ではアメ
リカ人が喉をからして説明して
いるが、正直、何を言ってるのか
はよく分からない。なので、早々
に次へ。左手では「潜水士」の展
示、右手では「ガラス製品の製造
実演」があるというので、今度は
そっちに行ってみることにした。

会場に入ると、周囲をギャラリー
が囲み、中央には巨大な炉があ
り、そこではドロドロに溶けた赤
オレンジ色のガラスの塊が熱を
放っていた。職 人たちはその溶
けたガラスを、長い金属パイプの
先につけて取り出し、直径5セン
チほどの溶 融した球 体にして、
それを息で膨らませて成形する。
まるで溶けた赤い蝋のようだっ
た。一人がそれを炉に再び突っ
込み、ガラスを柔らかくし、別の
職人がそれを鉄の台に移し、も
う一人が金属棒を差し込んで転
がしていくと、球体が円筒形にな
っていく。これがグラスの原型 。
その後、円筒の底を切り落とし、
装飾を施す部門に回される。僕
たちの目の前で、何十ものグラス
や花瓶が作られていった。ギャラ
リーの上の階には、さらに面白
いものがあった。なんと、炎の上
で極細のガラス繊維を引き出し、
それを糸巻きに巻き取って、織機
にかけて、ガラスの生地を織って
いたのだ。この布には色とりどり
のガラス糸で模様が施され、そ
れでハンカチ、クッション、スリッ
パ、敷物、その他の装飾品まで作
っていた。中には、ガラスのドレ
スを着た蝋 人 形まであった。会
場を出ると、右手では調教され
たトラやライオンのショー、左手
ではアイルランドの村の再現展
示があるという。うーん…でも、
せっかくだから日本の市場を見
に行こう。いやあ、日本人、すごい
進んでるよ！「東洋のイギリス人」
と呼ばれるのも、伊達じゃない。
活気があって、働き者で、知的な
国民だ。まるで、「世界を驚かせ
てやろう」って一致団結して、こ
のシカゴ万博に乗り込んできた
かのようだ。実際、その通りだっ
た。展示会場には、彼らがいない
セクションなんて存在しない。ど
こへ 行っても、欧 州の列 強に肩
を並べるような立派なパビリオ

ンがあって、そこに「JAPAN」と堂
々と書かれている。

それ に彼ら、日 本 の製 品でし
っかり勝負している。ブルガリア
のように、スタニマカのラキヤや
ボルドー のコ ニャックの 香 料 、
プラハの瓶やウィーンのラベル
なんて、寄せ集 め展示なんかし
てない。あの広 大 なパビリオン
を満たしているのは 、まぎれも
なく日本の産業が生み出した本
物の品々。彼らの磁器は、アメリ
カの 主 要 都 市や西 欧 の 首 都で
倉庫を構えているし、金属製品、
絹織物、金刺繍、麦わら細工、薬
品、米、茶といった商品が、アメ
リカやヨーロッパのあちこちの
店 に 溢 れている。冗 談 抜きで、
日本人は本気だ。着実に前進し
ている。さて、会 場を出ると、左
ではサモアの島民による劇場、
右ではジャワの村がそのまま住
人ごと再現されているという。せ
っかくだし、どっちも覗いてみよ
う。その近くでは、南太平洋の島
々の人々が展示されていた（…
っていうか、サモアってどこだっ
け？まったく思い出せないし、地
図も持ってない）。パビリオンの
すぐそばには、平らな屋 根の小
屋がくっついていて、それがチケ
ット売り場。前にいたアメリカ人
スタッフは 、声 がか れるまで叫
んでいて、「この劇場を見逃した
ら、一生後悔するぞ！」って。誇張
かと思 いきや、どうやらこの 劇
場がMidway Plaisanceの「心
臓」なのだそうだ 。つまり「ここ
を見ずして、シカゴに来たとは
言えない！」ってやつ。

（…）
せ めてざっとでも、展 示 会 の

主要なパビリオンを見て回ろう
じゃないか。

Midway Plaisance を出たと
ころで、目の前に現れたのが「ウ
ーマンズ・ビルディング」、女 性

による労働や創造の展示館だ。
その建築を手がけたのは、ボス
トン出 身 の 若 い女 性 建 築 家 だ
という。アメリカ人 はこの 建 物
をやたら誇らしげに紹介してい
たが、正直、僕には「どこがそん
な にすごいの？」という感じだ
った。中央ホールの入口に立つ
と、まず目に入るのは彫刻や絵
画 の 展 示 。でもそれらは 、どれ
もいたって普通。特に驚くような
作品ではなかった。その次に目
に飛び込んできたのは、女性の
服 飾の歴 史：ブドウの葉っぱの
時 代から、超ゴージャスで破 産
しそうなドレスに至るまで。裁縫
や洋 裁 の 技 術 を示す作 品 も山
ほどあり、子ども向けの道具や
おもちゃも展 示されていた 。さ
らに、繊 細 な手 工 芸 品の数 ：々
裕福な生活の中で、時間や労力
を気にせずにつくられた作品が
並んでいる。上 階 のギャラリー
には、生 徒の作 品かと思うよう
な 素 朴 なスケッチがたくさん 。
まあ、それなりに誇 れる出来で
はあるが、「世界の女性代表」っ
て言うには少し力不足かもしれ
ない。この建 物の中 には 、女 性
による国際会議が行われるサロ
ンも設けられていて、政 治 的 な
意味では進歩が見て取れる。で
も、個人的に一番はっきり「女性
の進 歩 だ な」と感じたのは 、文
学の展示だった。

僕の観 察では、この建 物を訪
れているのは圧倒的に女性が多
く、男性はほんのわずかだった。

さて、次は園芸館へ。僕たちは
植 物 学 者でもなけ れ ば園 芸 家
でもないから、特に長居はせず、
端から端まで歩いて、左右の展
示をざっと見ていくにとどめた。
でも、それだ けでも世界中から
集まった珍しい植物を十分に楽
しむことができた 。中でも僕 の
目 を引 いたの は 、オーストラリ
アから来た植物たち。今まで絵



 6  

LI
K

 2
0

25

ブルガリアと万国博覧会 ブルガリアと万国博覧会  7  

LI
K

 2
0

25

は 何 百 万 個という水 晶 が 埋 め
込まれている。そこに電灯の光
が反 射して、まばゆいばかりの
輝きが広がっている。いや、本当
に… … 想 像してみてほしい。こ
の光の乱反射を。ここではお土
産として、水 晶やそれを使った
装飾品も販売されていた。

次 に僕たちが入ったのは 、交
通館だった。「館」と言っても、想
像をプロウディフの博覧会の建
物に当てはめるのはやめてほし
い。なぜならこの建物はなんと
24万5760平方フィートもある。
さっきの園 芸 館も同じくらいの
規 模 だった 。それでいて、見 た
目もただの大きな箱じゃない。
堂 々としたファサードを持って

いて、建築家なら入口の装飾を
見るだ けでもしばらく立ち尽く
してしまいそうなほど見事な作
りだった 。中 に 入ると、人 類 が
これまで使ってきたあらゆる交
通手段が展示されていた。原始
的なガタガタの荷車から始まっ
て、最 新 の蒸 気 機 関 車 、ワグナ
ー製の豪華列車、プルマンの寝
台車など、豪華で快適さを極め
た 乗り物 たちがずらり。さらに
は、先 史 時 代の丸 太 船から、巨
大な客船や軍艦の模型まで。路
面電車、馬車、電動車、オムニバ
ス、駅馬車、フィアクル、クーペ、
ランドー、カブリオレ：あらゆる
スタイルとサイズの荷車や消防
車までが巨 大 な建 物 を埋 め 尽

でしか見たことがなかったもの
が、実 物として目の前 にあるの
だから、初めて見たはずなのに、
なんだか前から知っていたよう
な不思議 な気分になる。ここの
果 物と野 菜 の 大きさときたら、
すごいけど、この面ではカリフォ
ルニアのパビリオンは予想をは
るか に 超えていた 。そのことに
ついては後で詳しく話そう。この
園芸館の中央には、巨大なガラ
スのドームがあり、その 真 下 の
円形ホールには、大きな岩を囲
むようにして、熱 帯 の巨 大 植 物
が植えられている。その高さとき
たら、もう少しでドームの天井に
届きそうなくらい。その岩の内部
には 洞 窟 が掘られていて、壁に

1893年のシカゴ万博に登場した巨大観覧車
写真：スヴィシュトフ歴史博物館

くしていた。上階のギャラリーに
は、自転車や船の模型が並べら
れていて、小さな汽車が円形の
レールの上をグルグル走ってい
るのも見られた 。さらに驚いた
のは、片側だけにレールがつい
ている新型の列車の模型まであ
ったこと。最初にアメリカで作ら
れた機 関 車 なんて、近くに並ん
でいた巨大な最新型機関車や、
豪 華 な列 車と比 べると、まるで
子どものおもちゃのようだった。
その中には、くるみ材、絹、ビロ
ード、クリスタル、電灯を絶妙に
組み合わせた車内装飾まであっ
て、どんなに洗練された趣味の
持ち主でも満足すること間違い
なし。

次に鉱業館にも立ち寄ったけ
れど、僕たちは 地 質 学 者じゃな
いので、ざっと眺 めただ けで済
ませた 。もしズラタルスキ 氏 が
一 緒 だったら、洪 積 層 がどうと
か、沖積層がどうとか、色々と解
説してくれたかもしれないけど
ね 。とは いえ、石 炭 の 巨 大 なオ
ベリスクや、ほ ぼ透明な塩の彫
刻、鉄・銅・銀・金の鉱石、そして
大理石や花崗岩、宝石の数々を
見るのは面白かった。まあ、それ
だけ。

でも、「電 気 の宮 殿」となると
話 は 別！たとえ牛 をここに放り
込んでも、興 奮して暴 れ出すん
じゃないかってくらい、すさまじ
い展示だった。建物の面積は23
万8050平方フィートで、夜にな
ると、その内 部 はまるで夢の宮
殿のように輝き出す。不 思 議 な
ことに、あれだ け印 象 的 だった
はずなのに、いざ何かひとつ具
体的に思い出そうとすると、これ
がまったく出てこない。今、こう
してペンを手 にして、何 か 五つ
でも展示品を挙げてみようと思
っても、無理 。それくらい僕の脳
はあの時、完全に圧倒されてい
たんだ。電気の光と壮麗さに完

全に包まれて、すべての印 象が
一つの夢のような、まるで妖 精
の国のようなパノラマに溶けて
しまった 。色と光 の絶え間 ない
変 化 が目 をくらませて、僕 は 一
つひとつの展示に意識を集中す
ることができなかったの だ 。建
物全体は何万個という電球で飾
られ、その光が様々な形に配置
されていて、分 単 位でパターン
が切り替わっていく。光と闇のコ
ントラスト、虹のような色 彩、そ
してその無限の組み合わせが織
りなす空間に、僕は現実を忘れ
かけた。『千夜一夜物語』の宮殿
なんて、これに比 べ れ ば色あせ
て見える。東 洋の詩 人たちがど
れだけ想像力を働かせたとして
も、文明社会の冷静な頭脳が実
現したこの電気の魔法の高さに
は、到底届かないだろう。

電 気 の 宮 殿 の 正 面 玄 関 を出
て、視 線 を遠くに向 けると、1キ
ロほど先に美術館のギャラリー
が見え、その先には、ラグーンの
左岸に沿って、イリノイ州のパビ
リオン、ウーマンズ・ビルディン
グ、園 芸 館、交 通 館、鉱 業 館と、
立派な建物がずらりと並んでい
る。右岸側には、アメリカ各州や
南アメリカ諸国の豪華なパビリ
オンが何百と並び、その中に水
産 館 、政 府 館 、そして製 造 業 の
宮殿がそびえていた。いや、この

「宮殿」、とても「大きい」なんて
レベルじゃない。建 物 はおよそ
半キロも横に伸 びていて、その
まま北の運河沿いに続き、運河
の端まで届いていた。

そして僕たちは、ついに「コロ
ンブスの噴水」の前へ。それはま
るで彫刻そのものが物語を語っ
ているような、大 理 石でできた
美しい彫 像のグループだった 。
中 央にはコロンブスが座り、船
をかたどった台座の上でニンフ
たちに囲まれている。ある者 は
彼に月桂冠を授け、ある者は彼

の偉業をトランペットで讃え、ま
た ある者 は オール を漕 いで 彼
の船を進めている。台座の下に
は、流 れ落ちる水が階段をさら
さらと流 れている。噴 水の両 側
には 水 中 に沈 められた 電 気 噴
水があって、それが周 囲の池に
きらめきを与えていた 。池 の向
こう岸には、金色に輝く巨大な「
共和国の像」がそびえている。僕
たちの背後には、エレガントな「
管 理 館 」がある。その 建 物 のデ
ザインは、パリ万 博で見た同 種
の建物を思わせるけれど、装飾
過剰で華美 だったパリに比 べ、
こちらはより大きく、よりどっしり
していて、そして何よりも、その
シンプルで上品な美しさが見る
者の目を引きつける。パリの建
物がまるで着飾った気まぐれな
コ ケティッシュな女 の子 のよう
だったとすれ ば、シカゴの管 理
館は、威厳と落ち着きを備えた
クラシックな 美 女 だ 。僕たちの
左手には電気の宮殿、右手には
機械の宮殿があり、正面には池
が広 がっている。その池の右 岸
には農業館、左岸には製造業館
のファサードが並んでいた。池の
向こうには美しいペリスタイル（
柱 廊）があり、その 両 端 には 対
になった建物が見えた：一方は
音 楽ホール、もう一 方 はカジノ
だ。その奥はもう、ミシガン湖の
ほとり。機械館と農業館の間に
は南運河が流れ、その先には巨
大なオベリスクがそびえ立って
いた。この一帯の景観は、あまり
にも荘 厳で壮 麗で、僕としては
正 直 なところ、かつてのパリ万
博の光景を思い出しても、エッフ
ェル 塔 を除いては 、それらはた
だの漆喰塗りの小屋にしか見え
なかった。そして何より、夜にな
ると、光がすべてを変える。すべ
ての巨大建築が電灯で美しく照
らされ、特に管 理 館の壁とドー
ムが電球の花輪で飾られて、ま



 8  

LI
K

 2
0

25

ブルガリアと万国博覧会 ブルガリアと万国博覧会  9  

LI
K

 2
0

25

さに夢の宮 殿のようだった 。池
の周 囲 も同じようにライトアッ
プされ、電気噴水が左右から放
たれ、その光に誘われるように、
電動ボートやヴェネツィア風の
ゴンドラが集まってくる。その光
景が水面に映ると、金色の湖の
ような 幻 想 的 な 世 界 が 目 の 前
に現れる。そのとき、僕たちは静
かに池の中央で電動ボートを止
め、ゴンドラに囲まれながら、電
気噴水とまわりの輝きを眺めて
いた 。ふと、視 線 を南 運 河 の 方
へ 向 けると、オベリスクの頂 上
のすぐ上に、満月がひょっこり顔
を出していた。…でも、その月が
あまりにもしょぼく見えたのだ。
なんて貧 相で、なんて頼りない
姿なんだろう、と笑えてきたし、
なんだ か可 哀そうにもなった。
僕たちの国では、あの月は詩人
たちにインスピレーションを与
え、愛の告白の見守り役でもあ

るのに……今や電球の海にすっ
かり負けてしまっていた。

展 示 会 場の南 東の端、ミシガ
ン湖の岸辺近くには、あの「サン
タ・マリア号」のレプリカが停泊
していた。そう、コロンブスがア
メリカ大陸を発見したときに乗
っていた、あの船だ。僕たちは中
に入って、文 字 どおり食 い入る
ようにして隅々まで見て回った。
操舵室の一室には、コロンブス
が 実 際 に 過ごしていた 部 屋 が
あって、そこには彼のベッド、椅
子、航海図を描いたであろう机
まで置かれていた。その質素な
小部屋の雰囲気は、まるで古い
修道院の一室のようで、壁には
ちゃんとイコンも飾られていた。
このサンタ・マリア号は、当時の
実物を忠実に再現したレプリカ
だった。そしてそのすぐそばには、

「ラ・ラビダ修 道 院 」もまた、細
部 に 至るまで忠 実 に 再 現され

て建てられていた。中には「コロ
ンブス博 物 館」が設 けられてい
て、訪れる者は、コロンブスの肖
像 画や、彼 が 住んでいた 場 所 、
彼の人生とアメリカ大陸発見に
関わる様々な場面の絵画、同行
者たちの肖 像、そして彼らの描
いた空 想 的 な新 世 界の風 刺 画
まで見ることができた 。さらに
は、コロンブス自身が描いた地
図や、彼の時代の書籍、貨幣、衣
装、生 活 用 品 が並 び、当 時のイ
コンまで展 示されていた（現 代
の僕たちのイコンと見分けがつ
かないほど似たスタイル）。そし
て、ある一 室のとても簡 素 な箱
の中には、なんと、クリストファ
ー・コロンブスの遺 灰が納 めら
れていた。

偉 大 なる冒 険 者、その天 才と
意 志の強さによって、新 大 陸の
発見が実現され、数えきれない
人々に生きる場と未来が与えら

シカゴ万博におけるブルガリア館
写真：スヴィシュトフ歴史博物館

れた。その彼の「聖域」が、静か
に、しかし厳かに人 々を迎えて
いる。…と、ここまでだったら、
本 当 に 心 を打 た れる場 面 だっ
た。しかし、その聖なる場所から
ほんの数歩のところに建てられ
ていたのが、「クルップ館」（あの
ドイツの兵器メーカーによる展
示館）だった。そこには、人類の
進 歩をあざ笑うかのように、戦
争と破 壊のた めの巨 大 な大 砲
や兵 器 がずらりと並んでいた 。
進歩の結晶とも言えるコロンブ
スの偉業と、数百万の命を奪う
道 具 が、たった数 十メートルの
距離で並んでいるなんて…！ク
ルップはこの兵 器 展 示で、まさ
かの「発明の功績」としてメダル
を期 待しているというの だ 。で
も僕はこう思った：もし、この恐
ろしい兵器たちを実際に発動し
たとしたら、数時間のうちに、コ
ロンブス博物館のあの輝かしい
建 物 群 も、美しい展 示 物 も、す
べてが 塵と化していた だろう。
なんという皮肉！

美術館のギャラリーの裏手に
は、アメリカ各 州それぞれのパ
ビリオンが並んでいた。アメリカ
人は、自分の出身州のパビリオ
ンに行け ば、立派な応接室でく
つろいだり、新聞を読んだり、手
紙 を書 いたり、ピアノを弾 いた
り、まるで自宅のように過ごすこ
とができる。ニューヨーク州の
パビリオンの上階にあるサロン
なんて、僕 にはヴェルサイユ 宮
殿のサロンよりも上品で豪華に
見えた。ここで「パビリオン」とい
っても、ブルガリアの首都ソフィ
アがプロウディフ博覧会に出し
た、あの（小さな）建物を思い浮
かべてはいけない。たとえば、イ
リノイ州のパビリオンは72,000
平方フィートもの広さがあって、
その上にはとてつもないドーム
が建っている。あまりに広大で、

ソフィア中の教会のドームが中
でガロップダンスを踊 れるくら
いだ。ペンシルベニア州のパビ
リオンには、1776年にアメリカ
独 立 宣 言 が読 み上 げられた時
に鳴らされた「 自 由 の 鐘 」まで
展示されていた。

そして、カリフォルニア州のパ
ビリオン。これがまた、外観こそ
古くてごつい修道院のような建
物だ けれど、中に入るとまるで

「 地 上 の 楽 園 」！今 まで どこの
国でも見たことがないような、
大きくて美しい果物や野菜がず
らりと並 んでいた 。オレンジで
作られた見事なピラミッドの横
に、あらゆる種類の果実が溢れ
ていた。そこで僕は、梨やリンゴ
を見た：大きさでいえば、あなた
の頭くらい（思い浮かべる唯一
の 単 位）！以 前 、友 人 に 聞 か れ
たことがある。「アメリカにも唐
辛 子ってあるのか？」って。ある
さ。しかも、僕たちのリャスコヴ
ォ村の農夫が見たら、首を傾げ
て「なんだこれは…」と呟くほど
の巨大さ。ただし、ぶどうはあま
り好みに合 わなかったけれど、
カリフォルニア産のワインは 意
外と良かった 。あんなぶどうで
この品 質を出 せるなら、ブルガ
リアのぶどうを使ったら一体ど
んなすごいワインができるんだ
ろう？実 は 僕 は 以 前 、ブルガリ
アの園芸は世界一じゃないかと
密かに思っていたんだ。玉ねぎ、
唐辛子、キャベツ、これらで僕た
ちに敵う国なんてないと。でも、
カリフォルニアのパビリオンに
入って、それは 幻 想 だったと痛
感した。玉ねぎも、唐辛子も、キ
ャベツも、トマトも、全 部 巨 大 。
おそらく一玉のトマトで3キロく
らいあるんじゃないか？ジャガ
イモ もキュウリも、僕 たちのと
は 比 べ ものに ならないほ どの
大きさ。ああ、それにイチゴ！握

りこぶしほどもあるイチゴを見
て、僕 は 目 を疑った 。バナナ も
パイナップルも立派なものだっ
た。これでは、僕たちのキュステ
ンディル地方が果物で勝負して
も、カリフォルニアには 太 刀 打
ちできない（金の産出量でもか
なわ ないだろうね）。ところで、
僕たちの代表であるショポフ氏
は、「ブルガリアのワイン、アメリ
カに売 れるかもしれないよ」と
言っていた。フランスのワインは
まだ 主 流 だ けど、カリフォルニ
ア産がじわじわと市場を奪って
いる。僕たちのも、売り方次第で
可能性はあるかもしれない。

それから、面 白 い話 をもう一
つ。アメリカのある商人が、ブル
ガリアのヴラツァで織られた布
を見 て、すごく気 に 入ったらし
い。「これはカーテンにぴったり
だ！」って。彼が言うには、アメリ
カの女性たちは、もう自国の製
品にも、リヨンのシルクにも飽
きてしまっていて、何 か 新 鮮で
独自性のあるものを求めている
のだそうだ。そしてこう言った。「
この 布 なら売 れる。できれ ば 2
～3千メートル、まとめて注文し
たいんだけど。」それを聞いたシ
ョポフ氏は、僕に「どう思う？ ど
こでそんな大量の注文をこなせ
そうかな？」と尋ねた。僕は答え
た。「ヴラツァならやれるかもし
れません ね 。でも、そんなに 均
一な品質で、あれだけの量をす
ぐに作れるかどうかはわからな
い…」「じゃあ、サモコフやカロ
フェルの修道院のシスターたち
に相談してみようか！」と…
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イヴァン・ラザロフ（BTA特派員）
2025年大阪万博におけるブルガリアの参加

2025年の大阪万博におけるブルガリアの参加の様子は、イベントの公式開幕に際して派遣されたBTA特派
員イヴァン・ラザロフのレポートを通じて追うことができます。

彼は、万博の初日からブルガリア館への強い関心を報じるだけでなく、ブルガリアのこの国際舞台への参加
を支える主要な関係者たちとのインタビューも行っています。

雑誌『LIK』では、彼の現地レポートのハイライトを掲載しています。

初日にできた来場者の行列

4月13日より、大阪・関西万博
（EXPO 2025）のブルガリア館

が一般公開され、初日の来場者
を迎えています。会 場 の 門 が 開
かれると同時に、ブルガリア館に
は来場者から非情に高い関心が
寄せられパビリオンは歓喜にあ
ふれています。

このパビリオンでは、過 去・現
在・未来が交錯し、ブルガリアの
歴 史や伝 統 、文 化 的 な 遺 産と、
革 新 的でインタラクティブな 技

術が融合されています。ブルガリ
アは、世界の地図上で将来性の
ある注 目すべき国として強く印
象づけられています。

今年の万博は、徳仁天皇陛下
と皇 后 雅 子 陛 下 のご臨 席 の も
と、4月13日（土）に日本で正式
に開幕しました。

会場となっているのは人工島・
夢洲で、その中心を囲むように「
大 屋 根リング」と呼 ばれる全 長
2km・高さ20mの木造構造物が

設 置されています。これ は 世 界
最大規模の木造建築物とされ、
万 博 のコンセプトである「 多 様
性と調和」を象徴しています。

この6か月間（10月13日まで）
、160以上の国・地域・国際機関
がそれぞれのパビリオンで、「い
のち輝く未来社会のデザイン」と
いう共 通テーマに基づくビジョ
ンを披露します。

主 催 者 は 、会 期 中 に 延 べ
2,800万人の来場者を見込んで
います。

大阪、2025年4月13日
ブルガリア館が初めての来場者を迎え、早くも大きな関心を集めている。
写真：イヴァン・ラザロフ、BTA

ブルガリア館の公式オープニング

ブルガリア館 は 、万 博 の 初 日で
ある4月13日に公式にオープンし
ました 。オープニングセレモニー
では、ブルガリア副首相 兼 イノベ
ーション・成長担当大臣のトミスラ
フ・ドンチェフ氏 、駐 日ブルガリア
大 使 のマリエタ・アラバ ジエヴァ
氏、中小企業促進庁（BSMEPA）代
表のボイコ・タコフ博士がテープカ
ットに参加しました。

また、E X P O の 象 徴 的 な 大 屋 根

リングを設 計した建 築 家・藤 本
壮 介 氏 は、初 日にブルガリア館
を称賛。SNS「X（旧Twitter）」に

「Simple and beautiful（シン
プルで美しい）」と投稿し、ブルガ
リア館の写真を添えて賛辞を送
りました。

ブルガリア館 の 施 工 は 、日 本
最 大 手 の 建 設 会 社 の 一つであ
るDAIWA LEASE CO., LTDが担
当し、外観設計とレンダリングは

小 林 博 人 が 率 いる建 築 事 務 所 
Kobayashi and Maki Design 
Workshop（KMDW）が手がけま
した。

建築家の小林博人氏（慶應義
塾大学教授）も、オープニングに
出席しました。

2025年4月13日 大阪
中小企業促進庁長官ボイコ・タコフ博士、副首相トミスラフ・ドンチェフ、駐日ブルガリア大使マリエタ・アラバジエ
ヴァ、ブルガリア館設計者ヒロト・コバヤシ教授による開館テープカット
写真：イヴァン・ラザロフ（BTA)
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副首相トミスラフ・ドンチェフ：

ブルガリアが大阪に堂々と再来

「ブルガリア は 大 阪 に 堂 々と
再来し、ブルガリアのパビリオン
は 大きな関 心を集 めています」
と、ブルガリア副首相兼イノベー
ション・成長担当大臣のトミスラ
フ・ドンチェフ氏はBTA（ブルガリ
ア通信社）に語りました。
「 雨 に も か か わらず、長 蛇 の

列 ができており、これ は 二つの
ことを物語っています。まず第一
に、日 本 にお けるブルガリアの
イメー ジ は 、ヨ ー グルトやロ ー
ズオイルのような素 晴らしい製
品と結び付けられているという
ことです。次に、それは建築家コ

バヤシ氏、そして中 小 企 業 促 進
庁（BSMEPA）の支援を受けたブ
ルガリアチームの見事な仕事ぶ
りを示しています。これは商業展
示では なく、大きな問いを投 げ
かける場です。私たちは 自 然と
共 生することができるのか？子
どもたちの未来を破壊せずに生
きられるのか？各 国がこれらの
問いへの答えを提示する機会を
持っているのです」とドンチェフ
氏は強調します。

副 首 相 は 、ブルガリア館 の 準
備に関わったすべてのチームが
見事にその任務を果たしたと評

価しています。
彼によれ ば、ブルガリア館は「

エレガントで洗 練された」方 法
で、ブルガリアの新しいイメージ
を提示しているとのこと。「ブル
ガリアはヨーグルトやローズオ
イルのようなユニークな製品の
国であるだけでなく、それを超え
る経済と産業の実力を示す必要
があります」と述べました。

日本の起業家たちの関心が、ブ
ルガリアが正しい道を進んでいる
ことを示していると語りました。

大阪、2025年4月13日
ブルガリア館の設計者小林博人氏とトミスラフ・ドンチェフ副首相
写真：イヴァン・ラザロフ、BTA

駐日大使マリエタ・アラバジエヴァ：

ブルガリア館は私たちの歴史と現代社会における立ち位置を
示している

E X P O - 2 0 2 5 のブルガリア 館
は、私たちの歴史と現代のデジ
タル社会における立ち位置を示
しています」と、ブルガリア駐 日
大使のマリエタ・アラバジエヴァ
氏はBTAに語ります。
「ブルガリア館では、映像や新

しい技 術 を通じて、私たちの国
の歴史を紹介します。ブルガリア
の文化、伝統、歴史が響き渡り、
ブルガリアがイノベ ーションや
人 工 知 能を生 み出す国として、
現 代 の デ ジタル 世 界 に どのよ
うに存在しているかも示されま
す」と述べました。
「すべてを明かしたくはありま

せんが、ブルガリア館 の 内 部で
は、来 場 者が自 分にとって現 代
において大切だと感じる価値観

を選ぶことができます。信仰、希
望、協力、愛、感謝といった価値
観です。ブルガリア館の基盤は、
ブルガリアの乳酸菌「ラクトバチ
ルス・ブルガリクス」の有名な物
語にあります。ブルガリアのヨー
グルトは、1970年の大阪万博で
初 めて紹 介されました 。そして
55年後、ブルガリアは再び大阪
に戻ってきたのです。

今回の展示では、細菌に関連
するこのストーリーに加え、「ラ
クトちゃん」の物語を通じて、社
会のすべての要素がどうつなが
り合い、協 力して課 題を克 服す
るかを、日 本 人 にも親しみやす
い形で表現します。それは、ひと
つの 生 物 体 の 中 の 細 菌 たちが
協 調して機 能するように、社 会

においても協力が大切であるこ
とを伝えています」と彼女は語り
ました。

駐 日 大 使 は 、ブ ル ガ リア 館
は、1年以上にわたり日本とブル
ガリア両国の政府、中小企業促
進 庁 、そして駐 日ブルガリア大
使館の三者による共同作業の成
果であることを強調しました

「 E X P O - 2 0 2 5 の 準 備 は 大 き
な 挑 戦 でし た が 、私 た ち の 参
加 は 、日 本および世 界に対して
ブルガリアのビジョンを提 示す
るものです」と中 小 企 業 促 進 庁

（BSMEPA）長官のボイコ・タコ
フ博士はBTAに語りました。
「初 日に世 界 的に著 名 な建 築

家・藤本壮介氏から高い評価を
受け、大変うれしく思っています。
彼はブルガリア館を「シンプルで
美しい」と評しました。まさに私
たちが目指したパビリオンです。
大きな ガラスのファサードと開
放 的 なデザインは、日 本 文 化に
も自然に溶け込み、「自然との共
進化」というテーマにふさわしい
ものです」と語りました。

来場者からのフィードバックも
非 常 に好 意 的であり、良 いアイ

デアとその実現が評価されてい
る証であると指摘しました。
「命を救うというテーマ、自 然

と共に進化するという考え、そし
てバランスを求める姿勢：こうし
たメッセージが詰まっています。
微生物の世界を例に取れば、細
菌たちは 社 会のように、危 機に
直面すると協力して乗り越える
のです。私たちの毎 日の選 択 も
未来に影響を与えるという考え
を伝えています」とタコフ氏は語
りました。

また、ブルガリア館の準備は非
常に集中的かつ困難なプロセス
であったことを認め、外観から内
部コンセプトまで携わったすべて
のチームに感謝を述べました。

ボイコ・タコフ（中小企業促進庁長官）：

私たちのビジョンを日本と世界に伝える機会

大阪、2025年4月15日
中小企業促進庁（BSMEPA）長官ボ
イコ・タコフ博士
写真：イヴァン・ラザロフ、BTA

大阪、2025年4月13日
駐日ブルガリア大使マリエタ・アラ
バジエヴァ氏
写真：イヴァン・ラザロフ、BTA



 14  

LI
K

 2
0

25

 15  

LI
K

 2
0

25

ブルガリア、EXPO 2025にて ブルガリア、EXPO 2025にて

ブ ル ガ リア と 万 国 博 覧 会 ブ ル ガ リア と 万 国 博 覧 会

ゲオルギ・コストフ（ブルガリア館ディレクター）：

ブルガリアは日本で最も認知されている国のひとつ

「ヨ ー グルト、バラ、スポーツ
のおかげで、ブルガリアは 日 本
で最も認知されている国の一つ
です」と、EXPO 2025ブルガリア
館のディレクター、ゲオルギ・コ
ストフ氏はBTAに語りました。

彼 は 、今 年 の 万 博 へ の 参 加
と、ブルガリア館のコンセプトに
対する来場者の好反応が、この
認知度をさらに確固たるものに
していると述べました。
「ブル ガリア 館 は 、日 本 人 お

よび外 国 人 来 場 者 の間で非 常
に好 評です。初 日 から多くのブ
ル ガリア 人 来 場 者 も 訪 れ まし
た」と語りました。
「 私 た ちの パ ビリオン は 、最

先端のデジタル技術を駆使しな

がら、ブルガリアの 伝 統 を紹 介
する空間です。伝統とテクノロジ
ー、この二つの要素が巧みに織
り交 ぜられています。私 たちは
自然と共に進化し、次の世代に
持続可能な未来を残すことの大
切さを伝えたいのです」と、ブル
ガリア館のコンセプトを要 約し
ました。
「 デ ジタル 技 術 の お か げ で、

来場者は複数のスクリーンでオ
ーディオビジュアルな体 験を楽
しむことができます。ブルガリア
と日 本の関 係の歴 史 、そしてブ
ルガリアの先端産業や革新的企
業についても知ることができま
す」とコストフ氏は述べました。
「 来 場 者 はこのパビリオンの

コンセプトを高く評 価していま
す。「今」の選 択 が未 来に響くと
いうこと、すべての 行 動 に 意 味
があるというメッセージを感じ
取ってくれているようです」と締
めくくりました。

大阪、2025年4月13日
ブルガリア館の来場者たちがマスコット「ラクトちゃん」に喜ぶ様子

写真：イヴァン・ラザロフ、BTA

大阪、2025年4月13日
ブルガリア館館長ゲオルギ・コスト
フ氏
写真：イヴァン・ラザロフ、BTA

デシスラヴァ・ペトコヴァ（日本学研究者）：

ブルガリア館は伝統と現代を融合させている

EXPO-2025のブルガリア館は、伝
統と現代を融合させています。これ
は日本文化にも深く根付いた価値
観であり、日本人に非常に好まれ、
尊重されています」と、BTAの取材
に対し、ブルガリア館の代表の一
人であり、日本学を学ぶデシスラヴ
ァ・ペトコヴァ氏は語りました。
「日本学の学生として大阪万博

に参加し、ブルガリアを代表するこ
とは、私にとって唯一無二の機会
です。EXPO 2025は非常に重要な
イベントであり、『万博のオリンピッ
ク』とも言えるほどの規模です」と
彼女は強調しました。

ペトコヴァ氏はソフィア大学「聖
クリメント・オフリドスキ」で「日本
学：社会と文化」の修士課程に在
籍しており、日本文化への関心は
数年前から始まったと語ります。

「EXPOはブルガリアと日本の
両国にとって重要であり、両国の
関係にとっても重要です。1970年
の大阪万博では、ブルガリアが初
めて『エリキサ』であるヨーグルト
を紹介し、日本の一般市民だけで
なく天皇陛下にも感銘を与えまし
た。そして今、55年の時を経て、私
たちはマスコットキャラクター『ラ
クトちゃん』を通じて、ブルガリアの
ヨーグルトを少し異なる視点から
紹介する機会を得ました。

ラクトちゃんは来場者に喜ばれ、
ブルガリア原産の乳酸菌『ラクト
バチルス・ブルガリクス』の象徴で
す。日本の子どもたちのグループが

『ブルガリア・ヨーグルト！』と叫ん
だのを聞いて、本当に嬉しく思い
ました」と彼女は話しました。

大阪、2025年4月15日
日本学を学ぶ学生であり、ブルガリ
ア館の代表の一人であるデシスラ
ヴァ・ペトコヴァ氏
写真：イヴァン・ラザロフ、BTA
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エリツァ・マリノフスカ（サイバーセキュリティ・コンサルタント）：

ブルガリア館 は 私たちの国の
可 能 性を明 確に示しています」
と、EXPO-2025を訪れたサイバー
セキュリティ・コンサルタントのエ
リツァ・マリノフスカ氏はBTAに語
りました。
「私 は 世 界 博 覧 会に来るのは

初めてでしたが、ブルガリア館と
そのチームには非常に感動しまし
た」と、展示会2日目に訪れた後の
印象を述べました。
「私はスロバキアからの友人た

ちと一緒に訪れましたが、彼らも
ブルガリアのポテンシャルに感銘
を受けていました。展示の構成は
素晴らしく、ゲーム性もありまし
た。他のパビリオンでは見たことの

ないようなアプローチで、とても楽
しく、素晴らしい体験でした。情報
の選び方も非常に巧みで、ブルガ
リアの文化や伝統から始まり、次
第にデジタル産業の発展に触れる
流れでした」と語りました。

彼女によれば、ブルガリア館が発
信するメッセージは「私たち自身の
価値観を考え、未来をどのように
改善すればいいか」だといいます。
そして、「この展示を通じて、ブルガ
リアのことを世界に広めるきっか
けになる」と付け加えました。

ブルガリア館は私たちの国のポテンシャルを示している

大阪、2025年4月14日
ブルガリア館の来場者エリツァ・マ
リノフスカ氏
写真：イヴァン・ラザロフ、BTA

来場者の多くは、ブルガリアをヨーグルトと結びつけている

EXPO-2025大阪のブルガリア
館に訪 れた来 場 者たちは、ブル
ガリアを主 にヨーグルトと結 び
つけて認識していることが、BTA
のアンケート結 果で明らかにな
りました。

その回答からは、このヨーグル
トの鍵となる「ラクトバチルス・ブ
ルガリクス」という菌についても
知っており、それがブルガリアの
名前に由来していることも理解
している人たちもいるということ
が分かります。

「ブル ガリア に つ いては ヨ ー
グルト以外に何も知りませんで
した が、ぜひ行ってみたいと思
います」と、ある日本人来場者は
語りました。また、ブルガリアと
日本の伝統的な良好な関係や、
その発展についての印象も述べ
ました。

また別の来場者は、ブルガリア
を「温かく迎えてくれる国」「ヨー
ロッパの大家族の一員」と表現
しました。来 場 者が特に印 象に
残ったのは、オーディオ・ビジュ
アルによる情報提供とそのイン

タラクティブ性でした。
ある日本人来場者・マサトさん

は、ブルガリア館のスタッフに「
ドブル・デン（こんにちは）」とブ
ルガリア語で挨 拶し、彼らを驚
かせました。彼は「スラブ世界研
究所」のメンバーであり、ウクラ
イナ語、ロシア語、そして少しの
ブルガリア語も話せると自己紹
介し、学 術 的・現 地 調 査や翻 訳
に関わっていると説明しました。
彼は特に東欧諸国のパビリオン
に強い関心を持っているとのこ
とです。

写真：イヴァン・ラザロフ、BTA
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ブルガリア、EXPO 2025にて ブルガリア、EXPO 2025にて

ブ ル ガ リア と 万 国 博 覧 会 ブ ル ガ リア と 万 国 博 覧 会

ブルガリアは、もはや脇役でいるべき国ではありません。とりわけ観光、投資、そして学術の分野にお
いて、私たちは影響力を持つ存在にならなければなりません。

「2025年万博で、ブルガリアはあるべき場所に立つ：世界の強
国と肩を並べて」

インタビュー：デリャン・ペトリシュキ  

現 在 、ブ ル ガ リア の 政 治 的
状 況 は 不 安 定 です が 、そ れ が
2 0 2 5 年 に 日 本・大 阪 で 開 催
される万 国 博 覧 会 へ の準 備 に
影 響 を 与 えることは ありませ
んでした 。それ は 、国 家 機 関 の
すべての関 係 者 が、ブルガリア
という国 を世 界 の 強 国 と同 列
だ と自 負 を持って 紹 介 すると
いう使 命 感 を共 有していた か
らです。そう語 る の は 、インタ
ビュー に応じた ボイコ・タコフ
氏、ブルガリア中小企業促進庁

（B S M E PA）の 長 官であり、過
去3年間にわたって関係省庁に
よる合同ワーキンググループの

取りまとめ 役 を務 めてきた 人
物です。今 回 の参 加 目 的 は 、こ
れまでに ない最 高レベルの 国
家的プレゼンテーションを実現
し、ブルガリアを世 界に印 象づ
けることにあります。

ブル ガリア 館 は 、2 0 2 5 年 大
阪・関西万博でもっとも格式あ
るエリア に 設 置 される予 定 で
あり、会 場 の 主 要 エントランス
のすぐそば、オランダ館 やシン
ガ ポ ール 館 といった 国 々の 近
隣という、極めて戦略的なロケ
ーションに位置づけられていま
す。この世界博への参加を通じ
て、ブルガリアは 過 去の栄 光を

取り戻し、世 界の投 資 家にとっ
て再 び注 目すべき魅 力 的 な 投
資先としての存在感を確立しよ
うとしています。

また、ブルガリア館では、ブル
ガリアと日 本 の 伝 統 的 な 友 好
関 係 も 強 調 さ れ ます。両 国 が
初 めて 深く交 流 を交 わした の
は 、5 5 年 前 の 1 9 7 0 年 、やはり
大 阪で開 催された 万 博 におい
てでした。そして20 25年、再び
オオサカの地で、両国は新たな
未 来 に向 けて互 いを再 発 見す
るのです。

ボイコ・タコフ氏（ブルガリア中小企業促進庁〈BSMEPA〉長官）: 

ボイコ・タコフ
写真：フリスト・カサボフ、BTA

タコフさん、イノベーションと
成長省傘下の中小企業促進庁

（B S M E PA）の 長 官として、政
治 的および制 度 的 に不 安 定 な
時期に、しかも国家機関で頻繁
に人事異動がある中で、あなた
は 省 庁 横 断 のワーキンググル
ープの 調 整 役 を 務 められまし
た 。この 不 安 定さは 、たとえ ば
ユネスコ の世 界 遺 産 委 員 会 の
セッションがソフィアで開 催さ
れた際など、他の国際的なフォ
ーラムの 準 備 には 影 響 を及 ぼ
しました。そのような中で、ほぼ
3年にわたって、どのようにして
万 博 における国 家 出 展 の準 備
をスケジュール通りに進めるこ
とができたのですか？

イノベ ーションと成 長 省 傘 下
の中小企業促進庁（BSMEPA）
は、今回の万博におけるブルガ
リアの参加に向けて、非常に大
きな 業 務 をこなしてきました 。
政 治 情 勢 が不 安 定で先 が読 め
ない中でも、私たちはそうした
プ ロ セス を 抑 え 込 み 、管 理 す
ることができたと思 います。私
は、どんな変 化 が起きたとして
も、すべての 国 家 機 関（だ けで
はありませんが）の関係者たち
が、ブルガリアが世 界の強 国と
並んで、万 博で堂 々としたプレ
ゼンスを示すという機会に対し
て、使 命 感 を持って取り組んで
くれたと感じています。

最 初 の段 階では 、イノベ ーシ
ョンと成 長 省 の 大 臣 が 任 命し
た副大臣が議長を務 め、私、中
小企業促進庁の長官が副議長
を務めるワーキンググループが
結 成されました 。グループのメ
ンバ ー に は 、イノベ ーションと
成 長 省 、外 務 省 、経 済 産 業 省 、
観 光 省 、文 化 省 、農 業 省 、中 小
企 業 促 進 庁 、ブル ガリア 投 資
庁、日・ブルガリア・ビジネス協
会 、ブルガリア 建 築 家 同 盟 、ブ

ルガリア 建 築 士 会 の 専 門 家 た
ちが名を連ねました。

その 後 、大 阪・関 西 万 博での
ブルガリアのビジュアル表現に
関するアイデア 提 案 の 募 集 が
行 われ、それを機にこのワーキ
ンググループはさらに拡大され
ました 。大 統 領 府 、在 日ブルガ
リア大 使 館、ブルガリア産 業 会
議 所 、国 立 美 術アカデミー 、ブ
ルガリア産業資本協会、ブルガ
リア 起 業 家 協 会 、日・ブルガリ
ア・ビジ ネス協 会 、建 築・測 地
大 学、ソフィア・テックパークな
どの代表者が加 わり、コンセプ
ト選定のプロセスに参加しまし
た。これらすべては、国家として
の総意を示すものであり、数百
万 人の来 場 者 に強い印 象を与
えるという国 の その 総 意 の 象
徴でもありました。

ブルガリア は 、もう蚊 帳 の 外
にいてよい国では ありません。
私たちは、とりわけ観光、投資、
学術の分野において、影響力あ
る存 在 に なっていか な け れ ば
なら な いのです。もちろん 、準
備 期 間の中でも最 も集 中 的 だ
ったのは、万博開幕の数ヶ月前
の段階でした。この時期にはイ
ノベ ー ションと成 長 省 も 非 常
に積極的に取り組み、それまで
に 築 いてきた 基 盤 の 上 にさら
に成果を重ねました。準備全体
を通じて、私たちは課題の進行
を厳格に管理し、主催者側の厳
しい要件を忠実に守ってきまし
た。その結果、ブルガリアは、大
阪での万博を主催する2025年
日 本 国 際 博 覧 会 協 会 から、建
設 完 了 証 明 書 を取 得した最 初
の5か国の一つとして認定され
ました。

準備の初期段階から、タコフ
氏は、ブルガリア中小企業促進
庁 がこれまでで最 も 優 れ た 国
家プレゼンテーションを実現す
ることを目標に掲 げていると発
表されました。本当にそれは実
現できそうですか？

はい、その実現を目指して、私
たちは 日 々取り組んでいます。
私 たち庁 のチーム は 、2 0 2 5 年
の大阪・関西万博において掲げ
ら れ たテーマ「 いのちを救う」
に即して、ブルガリアの 目 覚ま
しい貢献を提示できるように努
力しています。ブルガリア 館 が
位 置するゾーンにおいて、私た
ちの国 の成 果 を革 新 的 な方 法
で紹 介するの が 私 たちの 目 標
です。ブルガリアは、さまざまな
分 野 にお いて模 範 とな れる力
を持っています。今 回の万 博の
テーマは「いのち輝く未 来 社 会
のデザイン」です。私たちは 、ブ
ルガリアの 歴 史 、文 化 、伝 統 に
ついて、特に主要な来場者層と
なると見 込 まれる日 本 の 皆 様
に向 けて、感 動を与えるような
形で語っていきます。私 たちの
科 学 者 たちの 成 果 も紹 介しま
すし、世界の産業界でリーダー
として活 躍しているブルガリア
企業も登場します。

デ ジタル 化 と人 工 知 能 の 時
代 を迎えているいま、ブルガリ
ア人の起業家精神は、世界にと
っての 模 範 であり、インスピレ
ーションとなるものです。私 た
ちの国 が、持 続 可 能 な発 展 、イ
ノベ ーション、そして国 際 協 力
といったテーマに 対して、どれ
ほど巧みにアプローチし、世界
的 なイベ ントの 中 で 存 在 感 を
発 揮できているか、そのことを
万博の場で力強く示していきた
いと考えています。
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ブルガリア、EXPO 2025にて ブルガリア、EXPO 2025にて

ブ ル ガ リア と 万 国 博 覧 会 ブ ル ガ リア と 万 国 博 覧 会

「 A クラス 」パ ビリオンとして
出 展するブルガリアは、E X P O 
2025の中でも目立つ存在とな
っています。パ ビリオンのコン
セプトと、EXPOのテーマ「いの
ち輝く未来社会のデザイン」に
対するブルガリア 独 自 の 解 釈
について教えてください。

ブルガリアのナショナルパビ
リオンは、万博会場の中でも最
も格式の高いエリアに位置して
おり、それにより私たちの国 は
世 界 の強 国と肩 を並 べる位 置
づけとなっています。ブルガリア
館は、会場の主要ゲートのすぐ
近く、オランダやシンガポール
などのパビリオンに隣接した重
要 な場所に建てられています。
これ は 私 たちに 大きな 責 任 を
課す一 方で、ブルガリアにとっ
ては非常に大きなチャンスでも
あります。ブルガリアは、観光大
国としての実力を改めて示すこ
とができると思 います。素 晴ら
しいリゾート地 、海や山でのス
ポーツ、豊 富 な 鉱 泉 、バルカン
半島で最も優れたスパ体験、そ
してローズオイル：日 本でも高
く評価されているこのバラの製
品 は、かつてのブルガリア製ヨ
ーグルトと並んで、私たちの国
を代表するアイコンです。

経済的な繁栄という視点から
も、ブルガリアはかつての競 争
力を取り戻し、投資家たちにと
っての 有 力 な 選 択 肢 となる必
要 があります。南 東ヨーロッパ
に 位 置する戦 略 的 立 地 は 、今
後さらに注 目されるべきです。
そして、ブルガリア人 の 不 屈 の
精 神こそが、私たちがイノベ ー
ターであり、発 見 者 であり、科
学 技 術 の分 野で成 果 をあ げて
きた理 由 なのです。先 ほど申し
上 げたように、ブルガリア館 が
あるエリアのテーマは「いのち
を救う」です。これ は 、健 康 、福

祉、平 和、人 間の安 全と尊 厳と
いった、地球と人類の生存にか
か わ る課 題 をテーマにしてい
ます。私 たちの パ ビリオン は 、
伝 統 的 な 要 素と現 代 的 なイン
タラクティブ技術を融合させて
います。それ は 、現 代 的 なデザ
インというだ けでなく、コンセ
プトが 明 確で、来 場 者 にとって
は 没 入 感 のあるデジタル 体 験
を提 供する場 となっています。
外 装 デ ザイン は 、日 本 最 大 の
産 業スペ ース賃 貸 会 社 である
大 和リースが手 がけています。
また、設 計と施 工には、慶 應 義
塾 大 学 の 建 築 学 教 授 であり、
建築事務所「Kobayashi Maki 
Design Workshop（KMDW）
」の 共 同 創 設 者 である小 林 博
人氏が関 わっています。小林氏
は、私たち庁やブルガリア建 築
家 同 盟 、建 築 士 会 との 打 ち合
わせのために、何度もブルガリ
アを訪 れました。外 装デザイン
は現代的でありながら、ブルガ
リアの 伝 統 工 芸 である織 物 や
自 然 のモ チーフを巧 み に 取り
入 れることで、日本との文化的
つながりも感じさせる仕上がり
になっています。

パビリオンの内 部デザインお
よび 展 示 内 容 につ いては 、1 9
の 機 関 か ら な る 省 庁 横 断 の
グ ル ー プ が 、建 築 家 マ リア・
ゴ ス ポディノヴァ氏 、イスクレ
ン・クル ステフ氏 、そして M P -
STUDIO社のチームによる大胆
か つ 革 新 的 なプ ロ ジェクトを
採 択しました 。彼らは 、既 成 概
念にとらわれない視点を持ち、
信 頼ある専 門 家の支 持 を得 な
がら、ブルガリアをこれまでと
は異なる形で、革新的に紹介す
ることを目 指しています。地 球
上に酸素をもたらしてくれた微
細 な生物の世界から、文化・歴
史・科 学 的 功 績 を織り交 ぜ た
3 D 映 像 の 数 々まで、それ は 未

来 を見 据 えた 、非 常 に 大 胆 な
表現です。

万博におけるブルガリアのス
ローガンは「自 然との共 進 化」
です。このメッセ ー ジ に は 、環
境保護の意義だけでなく、人間
の存 在 が世 界の未 来 を左 右す
るという重 要 な 意 味 が 込 めら
れています。私 たちは 、自 分 た
ちの 行 動 や 生 活 様 式 を通じて
世界の進むべき方向を形づくっ
ているのです。そして、ブルガリ
ア館は、さまざまな国の人々が
未 来 へのビジョンを共 有し、経
験 を分 か ち合 い 、持 続 可 能 な
社 会 を共 に 築 いていく場 所 で
あることを示したいと考えてい
ます。

ブ ル ガリア は 自 身 の パ ビリ
オンを通じてどのようなメッセ
ージを発信しているのでしょう
か？

メッセージは 明 確です：私た
ちは進化し、発展し、そして自己
を高めていく必要があります。新
たな状況に適応し、変化を恐れ
ずに、現代社会の課題に立ち向
かっていくことが求 められてい
るのです。これにはさまざまな
要素が含まれます。たとえば、気
候変動に対する取り組みへの貢
献、あるいは社会のあり方その
ものの進 化といった観 点です。
私たちは、社会として成長を遂
げ、誇り高い国 家、経 済 的に発
展した強い国となり、同時に、技
術革新や投資におけるポテンシ
ャルを持つ先進的な顔を示す必
要があります。ブルガリアのナシ
ョナルパビリオンは 、未 来 へ の
方 向 性を示す場 所です。そこで
は、自然との調和が体現されて
おり、命を救うことだけでなく、
持続可能な世界を共に築いてい
くことができるという模 範を世
界に提示しているのです。

2025年3月24日 ソフィア
中小企業促進庁長官ボイコ・タコフ氏と駐ブルガリア日本国大使館の道上尚史大使
写真：ニコラ・ウズノフ（BTA）
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ブルガリア、EXPO 2025にて

ブ ル ガ リア と 万 国 博 覧 会

ブルガリア館は来場者とどの
ように関 わり、ブルガリアへの
関 心 や 注 目 をどの ように 引き
寄せているのでしょうか？

とても興 味 深いのは 、外 観か
ら内装の細部に至るまで、あら
ゆる要 素 に象 徴 的 な意 味 が込
められているという点です。建
築 デ ザインを通して、ブルガリ
アの歴史、伝統、観光名所が過
去・現在・未来と交錯し、インタ
ラクティブかつ革新的な技術に
よって 来 場 者 が 未 来 へと誘 わ
れていきます。こうしてブルガリ
ア は 、世 界 地 図 の 上 で 将 来 性
の ある目 的 地 としての 存 在 感
を強く打ち出しているのです。

ブルガリア館を訪 れるすべて
の人 が、人 工 知 能を用いて「未
来 をデザインする」体 験 をする
ことができます。E X P O 来 場 者
の 多くは 日 本 人 であ ることが
見 込まれているた め、ブルガリ
アと日 本 の 間 に 存 在する伝 統
的な深い絆が特に際立つよう、
印 象 的かつ力 強い演 出 が随 所
に散りばめられています。55年
前 、1 9 7 0 年の大 阪 万 博で再 び
出会った2つの国：ブルガリアと
日 本 。両 国 をつないだ のは 、ブ
ルガリアのユニークな製 品「ヨ
ーグルト」です。この製品がきっ
か けとなり、当 時 の 昭 和 天 皇・
裕 仁 陛 下 からも特 別 な 評 価 を
受 けました 。現 在 に 至るまで、
日 本ではこの 乳 酸 菌 が 健 康 を
促 進し、治 癒 力を高 めるという
信 仰 が 根 強く残っています。日
本 の 大 手 乳 製 品 メー カ ー「 明
治」は、ヨーグルト製品に「ブル
ガリア 」という名 称 を冠し、今
も市 場 に展 開しています。この
事 実 ひとつをとっても、両 国 の
間 に 築 か れてきた 強 固 な 関 係
性 、経 済 交 流 、そして将 来 に向
けた観 光・スポーツ・投 資の分
野での 可 能 性 の 広 がりが 感じ

られます。これらすべてが、他の
国々にとっても模範となる事例
です。ブルガリアを、歴史と伝統
を備えた観 光 地、そして大きな
投資ポテンシャルとビジネスチ
ャンスを持つ国として再発見す
るきっかけとなるでしょう。歴史
が 証 明しているように、ブルガ
リア人 は 先 進 国 社 会 の 課 題 に
もひるまず立ち向かってきまし
た 。そして 今 も、私 たちに は 世
界 に 与 える価 値 と力 がまだ ま
だあるのです。

博 覧 会 の 6 か 月 間 に わ たり、
併 設 イベントやビジ ネス 交 流
の機会は予定されていますか？

はい、国家パビリオンは、未来
を構 想するた めの空 間として、
特 別 な 機 会 を提 供する場 所と
なっています。万 博の主 催 者 側
では、持続可能な開発、技術革
新、人類の福祉 など、地球規模
のテーマに 関 連する8 つの「テ
ーマウィーク」が設 けられてい
ます。私 たちの 招 致 に 応じて、
すでにいくつかの省 庁、雇 用 者
団体、ビジネス団体から積極的
にこれらの 週 間 に 参 加した い
という意 向 が 寄 せら れて いま
す。ブルガリア館では、プレゼン
テーションや展示会が行えるだ
けでなく、持 続 可 能 なビジネス
パートナーシップを築くための
戦略的拠点にもなっています。

館 内 に は 2 8 台 のスクリーン
を備えた展 示ホールがあり、そ
の中心にプレゼンテーションル
ーム（座席50名分、完全に技術
的設備完備）が設置されていま
す。すでに 多くの 機 関・組 織 が
テーマウィー ク中 の 情 報 発 信
イベントへの参加を表明してい
ます。たとえば、労働社会政策省

（国 立 社 会 保 険 機 構を通じて）
、教育科学省（高等教育の国際
的 広 報と連 携 構 築）、I N S A I T（

ブルガリアの 人 工 知 能 研 究 機
関、トヨタ自動車との協業）、青
少 年・スポーツ省、経 済 産 業 省

（ 経 済フォーラム 主 催 ）、観 光
省（ 9 月 2 7 日 の 世 界 観 光 デ ー
にビジ ネスイベ ントを予 定 ）、
エ ネル ギー 資 源 省 、「スマート
社 会 の た め の ビッグデ ー タ研
究 所（G AT E）」（日 本 の筑 波 大
学と提携中）、乳製品大手「L B 
Bulgaricum」、グローバルネッ
トワーク「Endeavour」、そして

「CreaTech Bulgaria」などが
名を連ねています。

こ れらの 参 加 団 体 の 代 表 者
たちは 、ブルガリアの誇るべき
国際的なプレゼンスを高めると
同時に、世界的なイベントの舞
台で自らを発信する貴重なチャ
ンスを得ることができます。

さらに観光省の参画と、56名
のブルガリア人学生の参加によ
り、ブルガリアは美しい自然、夏
冬 のリゾート、歴 史 的 名 所 、そ
してユネスコ世界遺産の文化・
歴史施設を備えた、感動を呼ぶ
観 光 地 として の 地 位 をさらに
確 立することができます。とり
わけ注目すべきなのは、これら
の学 生 の多くが「日 本 学（日 本
語・日本文化）」を専攻している
ことです。これは、ブルガリアが
日 本 に 対して温 か な 敬 意 を抱
いている証であり、日 本 語を話
す人 々が 自 国 の 日 本 語で私た
ちブルガリアの文化に触れると
いう感動の体験につながるでし
ょう。これこそがブルガリアの姿
であり、国家間の協力関係を育
むことができる存在であるとい
うメッセー ジ なのです。私 たち
は、観光の新たな地平、科学技
術 の 進 歩 、持 続 可 能 な 投 資 環
境の創 出を目 指し、そして何よ
り世 界 に対して「ブルガリアは
ハ イテク産 業 の 拠 点 たり得 る
国である」ことを示すべきなの
です。

2 0 2 5 年 大 阪・関 西 万 博 への
ブルガリアの参加において、成
功とはどのようなものだとお考
えですか？

成功にはさまざまな形があり
ます。今 回のブルガリアの参 加
は 、大 胆 なアイデアとコンセプ
トに 基 づいており、現 在 のとこ
ろ、最 も注 目 される「 いのちを
救う」というサブテーマのゾー
ンにおけるブルガリアの存在が
関 心を集 めています。私たちに
とって重 要 なの は 、ブルガリア
の姿を世 界に示し、それがより
多くの 観 光 客 の 誘 致 につ な が
り、貿 易・経 済 関 係の拡 大 につ
ながること、そしてイノベーショ
ン、文 化、科 学、スポーツといっ
た 分 野での 我 が 国 の 強 みをア
ピールすることです。

準 備・運 営 の 過 程では 、パビ
リオン建設の各セグメントへの
取 り組 み 、主 催 者 側 から 各 国
に課される厳 格 な要 件 へ の対
応など、数々の挑戦を乗り越え
てきました 。ここで思 い出すの
は、ブッカー・ワシントンの言葉
です。「 成 功 とは 達 成した もの
によってではなく、乗り越えてき
た困難によって測られるもので
ある」と。これ は 、中 小 企 業 促
進庁のチーム、長いプロセスに
関 わってきたすべて の 政 府 機
関、建築家マリア・ゴスポディノ
ヴァ氏、イスクレン・クルステフ
氏、MP-STUDIO、そしてブルガ
リア館の建設を担ってくれた日
本のパートナーすべてに当ては
まります。

これらすべての努力のおかげ
で、ブル ガリア は 今 、ある べ き
場所にいます。世界の大国と肩
を並べて、EXPO 2025に堂々と
立っています。

ボイコ・タコフ博士は、2018
年 1 1 月よりブルガリア中 小 企
業 促 進 庁（ B S M E PA ）の 長 官
を務めています。企業経営にお
いて12年以上の実務経験を有
し、2008年から2012年の間に
は 、韓 国 の 大 手 エ ネ ル ギー 企
業のブルガリア現地法人にて、
代 表 取 締 役 兼 取 締 役 会メンバ
ーを務めました。

国立世界経済大学（UNWE）
にて「マーケティングと経済学」
の修士号を取得し、ソフィア工
科大学にて「経済学、産業工学
およびマネジメント」の分 野で
博士号を取得しています。

現 在 は 、教 育 活 動 に も 積 極
的に取り組んでおり、国 立 世 界
経済大学でアシスタントとして
教 鞭を執るほか、2 0 2 1 年 から
は 国 際 中 小 企 業 ネットワーク

（INSME）の理事としても活動
しています。
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ブ ル ガリア 館 を 通 過 す ると
いうの は 、た だ の 空 間 の 移 動
ではありません。それ はインス
ピレーションを与え、心を動か
し、記憶に深く残る個人的な体
験なのです」と雑誌「LIK」のイ
ンタビューで語るのは、E X P O 
2025 大阪・関西のブルガリア
館のコンセプトチームのメンバ
ーのMP-STUDIO、の創設者で
るマリン・ペトコフ氏。

この 万 博プロ ジェクトは 、ブ
ルガリアの 世 界 的 な 舞 台での
存 在 感を示す中 心 的 存 在であ

インタビュー：ヤニツァ・フリストヴァ

ブルガリア館を通過ことは、インスピレーションを与え、
心を動かし、記憶に深残る個人的な体験なのです。

ブルガリア館コンセプトチーム： 

ブルガリア館の外観（大阪・2025年万博）
写真：中小企業促進庁

る、ブルガリア中小企業促進庁
（BSMEPA）の主導で進められ
ています。

プ ロ ジ ェ クト に は 、日 本 最
大 手 の 建 設 会 社 の 一 つ で あ
るDaiwa Lease Co., Ltd、
そして高く評 価 されてい る 建
築事務所KOBAYASHI MAKI 
DESIGN WORKSHOPおよび
Design Arc Ltd.が力を合わ
せて参加しています。

ブルガリアから創造力で貢献
するのは、建 築 家マリア・ゴス
ポディノヴァ氏、MP-STUDIO、

およびイスクレン・クルステフ氏
によって構 成され るコ ン セプト
チームが担っており、彼らは革新
性、文化的価値、そして未来への
ビジョンを融 合させた空 間 を共
同で創り上 げています。プロジェ
クトのコンサルタントは、舞台美
術の専門家であるミラ・カラノヴ
ァ教授です。

マリア・ゴ ス ポディノヴァ氏（
建築家）、イスクレン・クルステフ
氏 、そしてM P-ST U D I O の 代 表
であるマリン・ペトコフ氏（創 立
者、経営者）、ストラヒル・ヨルダ
ノフ氏（クリエイティブ・ディレク
ター）、マリン・ディミトロフ氏（
オペレーション・ディレクター）は、

「LIK」誌に対し、ブルガリアがど
のようなコンセプトで「いのちを
救う」というテーマに参加するの
か、ブルガリア館の来場者の動線
はどう設計されているのか、そし
てこのプロジェクトを国から遠く
離 れた日 本で実 現するうえでの
困難について語りました。
「 挑 戦こそ が 私 たちに 進 化 を

教えてくれるものです。だからこ
そ、ブルガリア館 のモットー は『
自 然との共 進 化』なのです」とチ
ームは語ります。彼らはこのコン
セプトが過去、現在、未来を交差
させるものであること、そしてプ
ロ ジェクトが 革 新 的 なテクノロ
ジーの 活 用 においても際 立って
いることを強調しました。 

ブルガリア館の内装デザイン
コンペ に 勝 利した の はブルガ
リアチームでした 。企 画 は 、他
の応募案と比べてどのような点
で 際 立ち、関 係 省 庁 の 合 同 作
業 部 会 の 注 目 を集 めたのでし
ょうか？

ブルガリア館の内装と体験設
計は、「自然との共進化」という
モットー の もと、明 確 なコンセ
プト、深 い感 情 的 な 訴 求 力 、そ
して 独 創 的 なアプ ロ ー チを備
えています。従来の展示形式に
代 わり、視 覚 的・知 的・感 情 的
に あらゆるレ ベ ルで 訪 問 者 を
引き込 む没 入 型の体 験 が提 案
されました。単に情報を提示す
るのではなく、訪問者自身が物
語 の 一 部 として 参 加する構 成
です。

このコ ン セプトは 、過 去・現
在・未来を「協力」と「環境の能
動 的 な変 革」というアイデアで
繋 ぎ、細 菌の世 界からインスピ
レーションを得 た ものです。意
外性のある発想でありながら、
ブルガリアの 科 学 的・文 化 的・
人 間 的 なアイデンティティに深
く根ざした視点でもあります。

このプロジェクトでは、360度
プロジェクションや人工知能駆
動のインタラクティブ・インスタ
レーションといった先端技術に
加えて、手工芸的要素や織物や
木 材 な どの 伝 統 要 素 、象 徴 性
を建 築に織り交 ぜることで、独
特 な 空 間 体 験 を生 み 出してい
ます。

また、建築家、デジタルアーテ
ィスト、イノベ ーター、ビジネス
の 専 門 家 といった 多 分 野 のメ
ンバ ーで 構 成 され たチーム 自
体 が「 協 力と共 感 」という物 語
の 体 現でもあります。ブルガリ
アを知的で現代的、かつインス
ピレーションに満ちた方法で表
現するという共通の使命のもと

に結集しています。
こ の チ ー ム は 、建 築 家 の マ

リア・ゴスポディノヴァ、イノベ
ーター のイスクレン・クルステ
フ、M P- S T U D I O のデジタルア
ー ティストで 構 成 さ れ て い ま
す。彼らは、持続可能な建築、ビ
ジュアルアート、イノベーション
の分野で実績のあるプロフェッ
ショナルであり、ブルガリアおよ
び東 欧 を代 表する舞 台 美 術 家
のひとり、ミラ・カラノヴァ教 授
の支援も受けています。

ブルガリア館 は 、シンガポー
ル館とオランダ館の間、会場の
主 要 ゲートのすぐ隣という、非
常 に戦 略 的 な立 地 に設 置され
ます。ブルガリアは、EXPO全体
のテーマ「いのち輝く未来社会
のデザイン」に対し、どのような
コ ン セプトで 世 界との 対 話 に
臨むのでしょうか？

イスクレン・クルステフ：ブル
ガリア館 は 、E X P O 2 0 2 5 大 阪・
関西万博のサブテーマである「
いのちを救う」に基づいて設 計
されています。数 十 億 年 前 、地
球 の 海 底で発 生した 藍 藻 が 大
気に酸素を供給し、生命進化の
歯車が回り始 めました。そのお
か げで地 球 は 生 命 に適した 惑
星となり、30万年前には人類が
誕生しました。

細 菌 は もう一 つ 重 要 な 性 質
を持っています。人 間と同 様 に
コミュニティの 中 で 生き、それ
ぞれ が 異 なる役 割と能 力 を持
ち、危機に直面したときには協
力して困 難 を乗り越えます。こ
の微視的な世界の「協働のレッ
スン」は 、人 類 が未 来の課 題に
対処するヒントになるかもしれ
ません。

困 難 は 我 々を進 化 させる も
のです。だからこそ、ブルガリア
館のモットーは「自 然との共 進

化」なのです。
ブルガリアが世界に誇る乳酸

菌、ラクトバチルス・ブルガリク
スは、長年にわたり人々の生活
を豊かにしてきました。1970年
の大 阪 万 博でも、ブルガリア館
の目玉となったのは、この乳酸
菌によって作られる伝統的なヨ
ーグルトの試 食でした 。それ は
日本の観客、さらには皇室の心
をも掴みました。昭和天皇と皇
后 両 陛 下 がブルガリア 館 を訪
れ 、ヨーグルトを高く評 価され
たのです。

この 出 来 事 がきっか けで、ブ
ルガリア産ヨーグルトは日本で
の人 気 を獲 得し、以 後「明 治ブ
ルガリアヨーグルト」というブラ
ンドで定 着 。今 も日 本で広く愛
されています。
「 い の ちを 救 う」という世 界

的 使 命の中で、ブルガリアのイ
ノベ ーター たちは 今 日 も進 化
を支えています。ブルガリアは、
世界で6番目に宇宙に進出した
国であり、宇 宙 食 を開 発した 3
番 目 の 国でもあります。そして
今 、ナノ衛 星 技 術 を発 展させ、
大 気・土 壌・海 洋の汚 染 をリア
ルタイムで観測可能にし、災害
時 の 迅 速 な 対 応 を実 現してい
ます。1平方メートルの火災を、
たった5 分で宇 宙から検 知する
ことも可能です。

世 界 初 の デ ジ タル コ ン ピュ
ーター を開 発した ジョン・アタ
ナソフは ブル ガリア 系 の 技 術
者であり、今 日ブルガリアがヨ
ー ロッパ 有 数 の I T ハブである
の は 当 然 の 流 れ とも言 えるで
しょう。世 界 最 速 クラスのイン
ターネットを有し、母 国 語で動
作する独 自 の 人 工 知 能モデル

「 B g G P T 」も開 発しています。
自然と調和するテクノロジー社
会を目 指し、ブルガリアのA I 開
発者たちはデータの分析をし、
人 類 と自 然 が 共 に 進 化 できる
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世界の創造に貢献しています。
さらに、世 界 初の認 可を受 け

た貨物ドローン航空路の開発、
自 動 運 転・電 気 自 動 車 向 け の
先 進 的 なソフトウェア開 発 、そ
してヨーロッパ有 数の自 転 車・
電 動 自 転 車 の 生 産 国 としても
注目されています。

製 薬 産 業 に も強 い 基 盤 を持
ち、健康技術の分野で成果をあ
げてきたブルガリアは、ハーブ、
薬 草 、スパイスの E U 最 大 の 生
産 国でもあります。バラの栽 培
においては 世 界 シェアの 5 0 ％
を誇り、美しさと健 康 効 果で知
られるローズオイルの世界的リ
ーダーです。ブルガリアは、ただ
の技術革新やビジネスチャンス

にとどまりません。自 然と文 化
の真の傑 作ともいえる国です。
東 洋と西 洋 の 交 差 点 に位 置す
るこの国には、深い文明の根と
伝統が息づいています。

ブルガリア館における来場者
の体験の流れについて、最初の
一歩から最後の瞬間まで、どの
ような体験が待っているのかを
教えていただけますか？

ストラヒル・ヨルダノフ（MP-
STUDIO クリエイティブ・ディ
レクター）：
2 0 2 5 年 大 阪・関 西 万 博 のブル
ガリア館は、協力と共感をテー
マに、過 去・現 在・未 来 が 交 差

する「生きた空間」としてデザイ
ンされています。

来場者は、ブルガリアの文化、
歴 史、科 学の世 界 へと導かれ、
母 国 の 美しい風 景と革 新 的 な
技術に触 れる体験ができます。
今この 瞬 間 に 挑 戦 に 立ち向 か
い、人 命を救っている人 々の姿
も紹介されます。

特に注 目されるのは「未 来ゾ
ーン」です。ここでは 、3 6 0 度 映
像によって、視 覚 的に圧 倒され
る没入型のショーが展開され、
人 類 の 未 来 の 可 能 性 を提 示し
ます。

この体 験 は、私たち人 間 が選
択と行動を通して未来をつくっ
ていくということを、目に見える

パビリオン内のビジュアルエフェクトの一部
写真：中小企業促進庁

かたちで示すデモンストレーシ
ョンになるでしょう。

マ リ ン・ ペ ト コ フ（ M P -
ST U D I O 創 設 者 兼マネージン
グ・ディレクター）：
インタラクティブな仕掛けも豊
富で、来場者は自分のスマート
フォンを使って、未 来 へ の 価 値
観 やメッセー ジ を人 工 知 能 に
伝えることができます。人 工 知
能 はその言 葉 を視 覚 的 に表 現
し、次の訪問者の前に動的なア
ート作品として浮かび上がらせ
ます。

この 仕 組 み により、6 か 月 間
に わたる「リレー 効 果 」が 生 ま
れ 、来 場 者 が 思 い 描く未 来 像
の 全 体 像 を形 にすることがで
きます。

さらにブルガリアの子どもた
ちによる学校キャンペーンも行
われます。彼らが夢や思いを描
いたものが色と形になり、ビジ
ュアル空間に貢献します。

ブルガリア館を通り抜 けると
いう体験は、単なる空間の移動
ではなく、心に残る個人的な旅
なのです。

マリア・ゴスポディノヴァ：
来 場 者 は、ファサードに近づい
た瞬 間から体 験 が始まります。
まず彼らを迎えるのは、光と視
線を折り返すダイナミックなロ
ープ構造です。
見る角度によって徐々に姿を現
すその外 観 は 、象 徴 的 に「ブル
ガリアへ の 道 を解きほぐす」よ
うにデザインされています。

館内に入る最初の一歩では、
「 過 去 と 現 在 が 出 会 う 空 間 」

へと導 か れます。これ は 自 然 、
特 に 森 から着 想 を得 たコ ーナ
ーです。過 去に根を張った木 々
が、今 日 の 実りを与える空 間 。
果 実 のように 配 置 され た 丸 い
モニター が、今のブルガリアの

ダイナミックで創 造 的 、安 定し
た姿を映し出します。

次 に 待って いるの は「 未 来 」
で、角を曲 がった先に広 がりま
す。ここは 、3 6 0 度 の 没 入 型 映
像空間で、人と自然の協働によ
って描 か れる「 明 日 の 世 界 」の
ビジョンを体感できます。

この 未 来ゾーンは また 、ブル
ガリアと日 本 の ビジ ネスに 新
たな接点をもたらすプレゼンテ
ーション空間としての役割も担
っています。

パビリオンの外観デザインに
込められた基本的なアイディア
やシンボルはどのようなもので
すか？また、日本の建築スタジ
オ KMDW によるそのビジョン
は 、どのようにしてブルガリア
の精 神を日 本 の美 意 識と調 和
させているのでしょうか？

マリア・ゴスポディノヴァ：
ブ ル ガ リ ア 館 の 外 観
は 、日 本 の 建 築 ス タ ジ オ

「Kobayashi Maki Design 
W o r k s h o p（K M D W）」が 設 計
し、サステナブルでモ ジュール
式の建 築 に特 化した日 本 最 大
級の建設会社「Daiwa Lease」
とのパートナーシップで実現し
ました。

ブルガリアの文化と日本の建
築を融 合させることで、非 対 称
のファサ ードは 入 口 の 位 置 と
屋根の形状によって際立ってい
ます。このデザインの主 な目 的
は、広 場や周 囲のE X P Oエリア
に 開 か れた 空 間 を創 出するこ
とです。オープンなファサードに
より、訪問者は広場にいながら
展 示 の 一 部 を垣 間 見ることが
でき、内と外の境界が取り払 わ
れます。この建 築 的アプローチ
には 非 常に貴 重 な象 徴 性 があ
り、開 か れ た 姿 勢 、アクセスの
しやすさ、そして好 奇 心 を促し

ます。まさにこの透明性こそが、
外 部 との 視 覚 的 なつ な がりを
制 限するような 閉 鎖 的 なコン
セプトの他の多くのパビリオン
とは 一 線 を画し、ブルガリア館
を際立たせているのです。

ロ ープ を 用 い た ファサ ード
は、入口周辺でも一定のリズム
を保ちながら、訪問者を大屋根
リングからブルガリア館 へと自
然に導きます。ロープは逆方向
に編み込まれた2種類の異なる
パターンを構成し、時間帯や接
近する角 度 によってファサード
の印象が大きく変化する、独自
の 視 覚 モ チーフを生 み 出して
います。来 場 者 は 最 初 、それ を
完 全 に 閉 ざされた 構 造 と感じ
るかもしれませんが、建物の周
囲を移動するにつれてそのパタ
ーンは徐々に「ほどけて」、糸の
隙 間 から温 か みのある内 部 空
間が姿を現します。

ファサードに見られる非 対 称
性は、日本建築の原理　-　自
然 の予 測 不 可 能さや不 均 衡さ
の 中 に も内 なる調 和 とバラン
スが存在し、それが私たちの社
会に継続的にインスピレーショ
ンを与える　 - 　 を体 現してい
ます。

パ ビリオン を 囲 む 広 場 空 間
は、イベントの開催地として、ま
た 大 阪 E X P O の 賑 わ いの 中 で
人々が集い、憩う場として活用
されます。

ファサードには軽量かつ頑丈
な素材が使用されており、展示終
了後にはすべてリサイクル可能で
す。外部構造は、パネル、木製フレ
ーム、布製の表面を含む大部分
の部材が分解・再利用できるよう
に設計されており、パビリオンは
一時的な建築でありながら、循環
型経済と完全に調和した、持続
可能性を見据えた長期的視点を
持つ建築物となっています。
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持 続 可 能 な 開 発 は 、E X P O 
2025の主要なテーマの一つで
す。ブルガリア館 の建 築とデザ
イン に は 、素 材 の 選 定 から 建
造物の将来的な処理まで、この
持 続 可 能 性 の 原 則 がどのよう
に組み込まれているのでしょう
か？

マリア・ゴスポディノヴァ：
私たちのパビリオンでは 、他の
パビリオンと同 様 に、サーキュ
ラー・ポリシーと持続可能性が
中心的な位置を占めています。
プロ ジェクトの初 期 段 階から、
この 原 則 は 私 たちのすべての
判 断 に深く組 み込まれており、
使 用 する素 材 の 選 定 、環 境 配
慮、自然資源の活用にまで及び
ます。ブルガリア 館 は 6 か 月 間
の展 示 期 間 のた めに設 計され
た仮設構造物であり、展示終了
後にはすべての部材がリサイク
ルまた は 再 利 用される予 定で
す。建 設 には 木 材やテキスタイ
ル といった 環 境 に 優しい 素 材
を選 定しており、各パーツは 今
後 の 再 利 用 を見 据えて慎 重 に
設計されています。

ブ ル ガ リア 館 の イン テ リア
空 間 に 込 めら れ た 建 築 的・美
的 なコンセプトとは何でしょう
か？訪問者にどのような印象や
感覚を与えることを目指してい
るのでしょうか？

マリア・ゴスポディノヴァ：
私たちが目 指したのは、美しさ
と軽やかさ、そして来 場 者 にイ
ンスピレーションを与える空 間
の 創 造でした 。インテリアはブ
ルガリア の 国 旗 の 色 を基 調 と
しながらも、白を主とした配 色
で構 成されています。この白 は
光 、清 潔 感 、そして空 間 の広 が
りを感じさせ、来場者に落ち着
きと集 中をもたらし、展 示 内 容

を受 け 入 れるた めの 心 の 余 白
を生み出します。また、この白い
背景はファサードや外部空間と
の 自 然 な 視 覚 的つな がりも生
み出しています。

開 放 的 なガラスのファサード
を通して 外 の 空 間 が 内 へと流
れ 込 み 、内 と外 の 境 界 が 曖 昧
になることで、来場者は明るく、
開かれた、呼吸するような空間
へと自然に導かれます。

構 成 面 においては 、パビリオ
ンは 伝 統 的 な要 素と革 新 的 な
インタラクティブ技 術を融 合し
ています。これによって、モダン
で 明 確 なコンセプト空 間 が 生
まれると同時に、個人的であり
な がら集 団 的 でもあるユ ニー
クなデ ジタル 体 験 が 提 供 され
ています。

インテリア に は 、ブル ガリア
の 伝 統 工 芸 へ の オマー ジュが
繊 細に織り込まれています。例
えば「織り」は 展 示 構 成の構 造
そのもの、あるいは語られる物
語 の「 筋 」として比 喩 的 に表 現
されています。また、木 、根 、果
実 といった 自 然 の シン ボル も
オブジェや 造 形 の 中 に 取り入
れら れ 、自 然 へ の 敬 意 や 手 仕
事の価 値 を重んじるという、ブ
ル ガリアと日 本 に 共 通 する 文
化 的 パラレル が 描 き出 されて
います。

今年3月、2025年大阪・関西
万 博 において、最 上 級クラス「
タイプA 」の 自 国 パ ビリオンを
持 つ 全 4 7 か 国 のうち、ブルガ
リア を 含 む わ ず か 8 か 国 だ け
が、万博の準備と運営を担当す
る日 本 の 協 会 から公 式 認 証 を
受 けました。開 幕 前 にこのよう
な初 期 の成 功を収 めた背 景 に
は、どのような経緯 があったの
でしょうか？

イスクレン・クルステフ：
この成 功 は 、ブルガリアと日 本
のパ ートナ ー の 間 で 行 わ れ た
緻 密 な 連 携 の 成 果 です。関 わ
った の は 、政 府 機 関 、建 築 家 、
エ ン ジ ニア、施 工 会 社 な ど 多
岐 に わたります。ブルガリア館
は 、持 続 可 能 性 、安 全 性 、技 術
的 書 類 の 整 備 といった 主 催 者
側の厳 格 な要 件 を完 全 に満た
した最初のプロジェクトの一つ
でした 。これ は 、私 たちの 高 い
専 門 性 、透 明 性 、そして国 際 的
なコミュニケーションの優秀さ
を証 明するものであり、ブルガ
リア が 公 式 開 幕 前 からすでに
EXPO 2025の中核的な存在と
して認められていることを意味
します。

このプロ ジェクトを自国から
何 千 キロ も離 れた地で実 現す
るにあたり、どのような困 難 が
ありましたか？

イスクレン・クルステフ：
プロ ジェクト全 体 を通じて、私
たちは 数 か 月 に わ たり日 本 側
のチームと継 続 的 かつ 緊 密 に
協 力してきました。建 築 的 要 素
や 素 材 の 選 定 から、万 博 自 体
の厳しい要 件 、プロ ジェクト運
営 、精 密 な ス ケ ジュー ル の 遵
守 、そして全 体 的 なロ ジスティ
クスに至るまで、あらゆる詳 細
が綿密に議論されました。

ビジュアルの面では、技術的・
文 化 的・機 能 的 な 観 点 から最
適な解決策を模索し、複数の開
発段階を経てきました。

特 に 大 き な 課 題 となった の
は 、日 本 特 有 の 建 築・構 造・耐
震基準への対応でした。それに
は 高 度 な精 密 性と適 応 力 が求
められました。また、輸入するす
べての資 材 は 日 本の規 格 に準
拠している必 要 がありました 。
物流面でも、綿密な計画と緻密

な 調 整 が 求 められる非 常 に複
雑なプロセスでした。

マ リン・ディミト ロ フ（ M P -
STUDIO オペレーションディ
レクター）：
もちろん、時には言語の壁に直
面することもありました 。しか
し、まさにその文化的 な違いや
コミュニケーションの課 題こそ
が、より深い相 互 理 解を築く基
盤となったのです。最 終 的に達
成された成果は、共感と協力こ
そが常に正しい道であることを

証 明しています。私たちは 両 国
のチーム間に強い信頼を築き、
日 本 の 企 業 との 安 定したパー
トナーシップを形 成することが
できました。それにより、プロジ
ェクトの 各 段 階 を順 調 に 進 め
ることができたのです。

日本は本当にブルガリアを愛
してくれています。そして私たち
は、この協力関係が今後も続く
べきだと信じています。それ は
建 築や文 化 のレベル だ けでな
く、あらゆる次 元 において実 現
されるべきです。なぜなら、この

関 係 は 相 互の敬 意、信 頼、そし
て真 の 親しみの 感 情 に 基 づい
て築かれているからです。

パビリオンの一部要素がブル
ガリアで製作されたとお話しさ
れていましたが、それについて
もう少し詳しく教えていただけ
ますか？また 、ブルガリアの 製
造業者やアーティストをどのよ
うにプロジェクトに参加させた
のでしょうか？

ブルガリア館の入り口
写真：中小企業促進庁
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マリア・ゴスポディノヴァ：
まず最 初 に、このプロ ジェクト
のコンサルタントについて触 れ
ておきたいと思 います。ブルガ
リアおよび東ヨーロッパで最も
優 れた舞 台 美 術 家の一 人であ
るミラ・カラノヴァ教 授 の 助 言
を得られたことは 、私たちにと
って非 常に幸 運でした。彼 女の
提 案 は、コンセプト面でも構 造
面でも非常に重要でした。

ブル ガリア 館 の 分 子 生 物 学
分野におけるコンサルタントで
あり、ソフィア大 学 生 物 学 部 の
主 任 助 教・博 士であり、C l e a n 
and Circleコンピテンスセンタ
ーの研 究 者でもあるミハエラ・
キリロヴァ氏 に、心より感 謝 の

意 を表する。パビリオンのメッ
セージに科学的基盤を築くうえ
で、彼女の役割は欠かせないも
のだった。

私たちにとって、ブルガリアの
製造業者やアーティストをプロ
ジェクトの 実 現 に 参 加 させる
ことは 、極 めて大 切 なことでし
た 。複 雑 な 物 流 と高 い 国 際 基
準 にもかか わらず、アイデアか
ら実 装までブルガリアらしさの
あるプロセスを作り上げること
に成功しました。

ブル ガリア 国 内 で は 、多くの
優れた企業と才能あるアーティ
ストと出会うことができ、パビリ
オンに独自の要素を加えること
ができました。

また、ブルガリアのアーティス
トが中心となっているチームの
中 には 、ブルガリア在 住のスウ
ェーデン人アーティストである
フィリップ・ヤコブソンも参加し
ており、彼 は 木 々のアートイン
スタレーションの作者です。

特 に 誇りに 思っているの が、
細菌形のベンチです。これは完
全にパビリオンのために作られ
た特注の製品です。  

すべて の 要 素 は 細 部 まで 設
計され、技術的にも洗練されて
おり、必要な国際認証を取得し
た 素 材 を使 用して 製 作 されて
います。加えて、すべてのインス
タレーションはモジュール式で
分 解 可 能 な構 造となっており、

大阪万博ブルガリア館のインテリア
写真：中小企業促進庁

日 本 へ の輸 送や現 地での再 組
み立ても容易に行えるようにな
っています。

この取り組みは単なる物流上
の 選 択では なく、ブルガリアの
産 業や職 人 文 化 を世 界 的 なイ
ベントに参加させるための大き
なチャンスでした。私たちは、ブ
ルガリアがただ紹介されるだけ
でなく、このビジョンの 創 造 に
積極的に関与していることを心
から誇りに思っています。

大阪万博におけるブルガリア
館 は、どのような物 語を語って
いるのでしょうか？

ストラヒル・ヨルダノフ：
ブルガリア館は、私たちに「振

り返ること」を促してくれます。
過去の教訓と、自分たちのルー
ツの力を思い出させてくれるの
です。そして、ブルガリアが今日、
どのようにして世界的な課題に
取り組 み、命を救っているのか
という、意 義ある事 例を紹 介し
ています。同 時 に、自 分 自 身 を
見つめ直し、より調和のとれた、
持続可能な社会を築いていく中
で、自分にはどんな役割がある
のかを考えさせてくれます。そし
て、細菌のように、共感や協力、
そして広い意味での環境の能動
的な変革を優先することの重要
性を伝えているのです。

そ し て 、ブ ル ガ リ ア に も
公 式 マ ス コ ット が 存 在 し ま
す。E X P O - 2 0 2 5におけるブル
ガリアのマスコット「ラクトちゃ
ん」は 、どのような 意 味 を象 徴
しているのでしょうか？

マリア・ゴスポディノヴァ：
ラクトちゃんは、単なるマスコッ
トではありません。友情、科学、
そしてブルガリアと日本の文化
的つながりの象 徴です。その名

前は、ブルガリア原産の乳酸菌
「Lactobacillus bulgaricus」

と、日本語で親しみや愛情を込
めて子どもや友人、かわいらし
いキャラクターなどに使われる
接 尾 辞「ちゃん」を組 み 合 わ せ
たものです。

ストラヒル・ヨルダノフ：
ラクトちゃんは 、いつも笑 顔 の
小さなヒー ロ ーです。彼 は 、私
たちの 目 に は 見 えないけ れ ど
も、命の存 続に欠かせない「共
同 体」や「自 然 界における目に
見えない協力関係」を象徴して
います。ラクトちゃんは、一匹の
スーパーヒー ロ ー 的 な 細 菌で
は なく、力 を合 わ せてこそスー
パーパワーを発揮する「細菌の
共 同 体 」なのです。まさに 人 間
と同じように、協 力し合えば大
きな力になるということを表し
ています。

イスクレン・クルステフ：
ラクトちゃんはブルガリアの国
の 色 をまとっていますが、彼 が
話すのは「思いやり」「順 応 性」

「 創 造 性 」という国 境 を越えた
言 語です。彼 はブルガリア館の
た め に 特 別 に 制 作 され 、一 般
公開される前からすでにチーム
全 員のアイドルになっていまし
た。きっと、EXPO 2025で最も
記憶に残るキャラクターの一人
となり、子どもから大 人まで多
くの人々の顔に笑顔を届けてく
れることでしょう。

ブルガリア館を訪れた日本や
その他の国々の来場者は、ブル
ガリアに対してどのような印象
を持ち、何を記憶に留めること
になるのでしょうか？

マ リ ン・ ペ ト コ フ（ M P -
STUDIO創設者・代表）：
来 場 者 は 、ブルガリアを「 深 い
文化的ルーツを持ちながらも、
未来に目を向けている国」とし
て 発 見することでしょう。伝 統
を守るだ けでなく、それを革 新
によって発 展させている国 家 。
感 情 に訴える力 、インテリジェ
ントなデザイン、持続可能性、そ
して 対 話 に 対する開 か れ た 姿
勢 が 感じられるはずです。ブル
ガリアが「 魂・ビジョン・そして
国際課題への貢献を持つ、イン
スピレーションに満ちたパート
ナー」として記 憶されることを
願っています。

マ リン・ディミト ロ フ（ M P -
STUDIOオペレーションディレ
クター）：
ブルガリア 館 の 技 術 的 実 現 は
非常に印象的で、最新技術にし
っかりと対応しています。

建 物のファサードにはプログ
ラム 可 能 な 照 明 が 施 されてお
り、建築的な造形を際立たせる
と同 時 に、ダイナミックで記 憶
に残るビジュアル・アイデンティ
ティを生み出しています。
「現在」ゾーンでは、来場者は

ユニークなマルチメディア体験
に没入します。14台のモニター
が完全に同期して稼働し、その
映像コンテンツは30基のプロフ
ェッショナル照明機器と精密に
連 動 。リアルタイムで映 像の色
調に合わせたライティング演出
が行われ、魅力的で動きのある
雰囲気を作り出しています。
「 未 来 」ゾ ーン に は 、没 入 型

空 間 が用 意されています。そこ
では 1 4 台のE p s o n 製レーザー
プロ ジェクター が 連 動し、1 4 K
解 像 度 という驚 異 的 な 映 像 を
構 成 。V i o s o 社 による専 用キャ
リブレー ション・システム によ
り、遠隔操作による微調整と再
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キャリブレーションが可 能とな
っており、映像のクオリティを常
に完璧な状態に保っています。

このパビリオンで最も革新的
な技術のひとつは、人工知能シ
ステムによるリアルタイムでの
コンテンツ生 成と再 生です。そ
の た め に 自 社 で 専 用 のメディ
アサーバーを開発し、再生用ソ
フトウェアの開発者とも直接連
携しながら、ニーズに合 わせた

最適化を行いました。
体 験 の 最 後 を 飾 る の

は、Fohhn製の高品質オーディ
オシステム 。これ はパビリオン
の2つのゾーンに配置されてお
り、深 みと感 情 的 なインパクト
をもたらし、来場者を音と映像
の世界に没入させます。

全体として非常に複雑なシス
テムではありますが、その操 作
性は極 めて直感的です。パビリ

オンチームのために、すべてのテ
クノロジーを簡単に制御できる
専用のタッチ式インターフェース
をタブレットで用意しました。

ブルガリア館は単なる技術展
示ではなく、「イノベーション」「
芸術」「デジタルの未来」を融合
させた 体 験 その もの を提 供し
ているのです。

チーム紹介：

建築家マリア・ゴスポディノヴ
ァは、2025年大阪・関西万博ブ
ルガリア館の内装デザインを
担当する主任建築家です。国
際的な経験を持つ実績あるプ
ロフェッショナルであり、ブルガ
リアおよびドイツの建築家協
会の会員です。持続可能で省
エネルギーの企画に特化し、
パッシブハウスの認定デザイ
ナーでもあります。公共空間や
パブリックスペースにおける建
築設計、空間構成、コンセプト
設計において豊富な経験を持
ち、Scalator Ltd.のパートナー
としても活躍しています。
現在のプロジェクトでは、建築
的ビジョン全体、技術的な実
施、そしてブルガリアの関係機
関、日本のパートナー企業・製
造業者との調整を担当してい
ます。

イスクレン・クルステフは起業
家であり、エコシステム構 築
の専門家として、ブルガリア国
内外500社以上の企業にメン
タリングを行ってきました。人

工 知 能の導 入 を規 制された
環境下で指導する「インテグ
レーター」社のCEOであり、ア
ラブ首長国連邦初の科学イノ
ベーションパークの創設者で
もあります。さらに、INCREDA
お よ び G E M（ G l o b a l 
Entrepreneurship Monitor）
ブルガリアの共同創設者・会
長、「教室の起業家たち」イニ
シアティブの推進者、「Power 
of BG」の理事を2023年まで務
め、「The Bridge」などの主要
イベントの共催者でもありま
す。Scalator Ltd.のパートナー。

MP-STUDIOは、ヨーロッパに
おける光のアート分野のパイ
オニアの一つであり、17年にわ
たる経験と、世界中で700件以
上のプロジェクトを手がけてき
ました。国際的な賞を多数受賞
し、世界の象徴的な建築物に
投影を行ってきた実績を持ちま
す。代表的な作品には、ドバイ
のアル・ワスル・エキスポ・シテ
ィ、ベルリンのブランデンブルク
門、ボリショイ劇場、ベルリンテ
レビ塔、クウェート首長のオペ
ラハウス、ハンの洞窟、ローマ

市庁舎、サウジアラビアのマラ
ヤ、ブリュッセル証券取引所、ア
ムステルダムのノルデルケルク
教会、ザグレブのミマラ美術館
などがあります。また、光のフェ
スティバル「LUNAR」の創設者・
主催者でもあります。

Kobayashi Maki Design 
Workshop（KMDW）は、その
子会社であるVeneer House 
Inc.とともに、世界9カ国以上
でプロジェクトを手がけてきま
した。これらの取り組みは、地
域コミュニティの形成や持続可
能な関係構築の促進を目的と
しています。プロジェクトの規
模は多岐にわたり、小さな子ど
も用の遊び小屋（田園調布プ
レイハウス）や、災害時対応セ
ンター（前網浜ヴェニアハウス）
から、като Keio SFC Student 
Build Campus Building (SBC)
などの大規模な建築物まで、
多様な実績を有しています。

Daiwa Lease Co., Ltd.は、日
本有数の大手建設会社の一
つであり、プレハブ建築および
リサイクル可能な建築の分野

大阪・2025年万博におけるブルガリア館
写真：中小企業促進庁

でのリーダーです。持続可能
性に強く焦点を当て、設計か
ら建設、仮設建築物のリース
までを一貫して提供する総合
的なソリューションを展開して
います。Daiwa Lease は、グル
ープ会社である Design Arc と
ともに、大阪・関西万博（EXPO 
2025）におけるブルガリア館の
建設プロセス全体を担当して
います。

ミラ・カラノヴァ教授（コンサル
タント）。国際的な経験を持つ
舞台美術家であり、ブルガリア
国立演劇・映画芸術アカデミー

（NATFA）にて舞台美術の教
授を務めています。「ニコライ・
パブロヴィチ」国立美術アカデ
ミーで舞台美術を専攻し卒業
後、映画学と映画芸術の博士
号を取得。ブルガリア国内外の
著名な演出家たちと協働し、数
々の印象的な舞台作品を手掛
けてきました。「アスケール賞」
を4回、「イカル賞」を1回受賞し
ています。大阪・関西万博にお
けるブルガリア館のチームで
は、舞台美術と空間演出の専

門知識を統合するコンサルタン
トとして参加しています。

フィリップ・ヤコブソンは、国
際的な経験を持つアーティス
トであり、世界各地のフェステ
ィバルやイベントに多数参加
してきたインスタレーションお
よび彫刻作品の制作者です。ソ
フィアで開催された光のショー

「Lunar」から、オーストラリア
の「Rainbow Serpent」フェス
ティバルに至るまで、幅広い舞
台で活躍しています。ヤコブソ
ン氏は、伝統的なクラフトマン
シップと革新的なアプローチ
を巧みに融合させる技術を持
ち、EXPO 2025大阪・関西万博
におけるブルガリア館のため
の主要な構成要素の制作を担
い、そのユニークな外観づくり
に大きく貢献しています。

プロジェクト協力パートナー：

発 注 者：中 小 企 業 促 進 庁
（BSMEPA）

建築設計：Kobayashi Maki 
Design Workshop（KMDW）

主要施工者：Daiwa Lease（大
和ハウスグループ）
内装施工：Design Arc（大和ハ
ウスグループ）
内装デザインチーム：マリア・
ゴスポディノヴァ、イスクレン・
クルステフ
デ ジ タ ル 体 験 設 計：M P -
STUDIO
プ ロ モ ー シ ョ ン 映 像
制作：SPACE DIVE 
PRODUCTIONS
アートインスタレーション製
作：フィリップ・ヤコブソン
彫刻制作：一般社団法人日本
石材産業協会、イヴァン・スト
ヤノフ
コンサルタント：日建設計、リデ
ィア・ヴィタノヴァ、ミラ・カラノ
ヴァ
コンサルタント：日建設計総合
研究所、山村 真司、リディア・ヴ
ィタノヴァ、ミラ・カラノヴァ教
授、ミハエラ・キリロヴァ博士
映像体験には、アレクサンダ
ル・コストフ氏とカリン・イリエ
フ氏による映像素材が使用さ
れている。
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1 9 7 0 年 の 大 阪 万 博 へ の
ブ ル ガ リ ア の 参 加 は 、国
内 の メディア で 広く反 響 を
呼 ん だ 出 来 事 となった 。ブ
ル ガ リ ア 通 信 社 も 例 外 で
は なく、日 本 か ら 直 接 こ の
出 来 事 を 報 道 す る 特 別 特
派 員 、ディミトリ・イ ワノフ
氏 も い た 。雑 誌「 L I K  / 文
学・芸 術・文 化 / 」に は 、当
時 の B T A の 会 報 に 掲 載 さ
れ た ニ ュ ー ス の 抜 粋 を 掲
載 して い る 。

1970年

日本の大阪で開催された
万博

3月9日、3月15日に大阪で
開 幕し1 8 3 日 間 開 催 される
国際博覧会EXPO-70への我
が 国 の 参 加 に 関するジャパ
ンタイムズ 紙 の 記 事 につ い
て、BTA特派員ディミトリ・イワ
ノフが大阪からリポートした。

英 語で最 も影 響 力 があり、
比 較 的 人 気 のある朝 刊 の一
つであるこの日刊紙は、社会
主 義 建 設 2 5 周 年 を祝った我
が国 が初 めて世 界 博 覧 会 に
公式に参加することを読者に
伝えている。
「ブル ガリア 館 のプレビュ

ーを見ると、EXPO-70におけ
るブルガリアの存在は来場者
にとって嬉しいサプライズと
なることが分かる」とジャパン
タイムズ紙は書いている。–ブ
ルガリア館は、EXPO-70 のゲ
ストが見逃せない場所の1つ

1970年の大阪万博におけるブルガリア –
BTA（ブルガリア電信通信社）のアーカイブからのニュース

1970年7月21日 ソフィア：EXPO-1970記念切手
写真：エヴゲニア・マレザノヴァ（BTA）

として浮上している。より多く
の 訪 問 者 の 注 目 を集 めるた
めに、ブルガリア人 はユニー
クなアイデアを採用した。ブル
ガリアのパビリオンの建築シ
ルエットは、印 象 的 な自 然の
シルエットで有名なスタラ・プ
ラニナ山脈 (彼らはこれをネ
イティブ・バルカンと呼んでい
る) を抽象化したものだ。

パビリオンは 青 みがかった
ガラスとアルミニウムのピラ
ミッドで構成されており、バル
カン半島を横切って黒海の岸
に 達するスタラ・プラニナ 山
脈の誇り高い峰を象徴してい
る。四つの山頂を頂く宮殿は、
ブル ガリア の 進 歩 へ の 願 望
と、バルカン半島諸国の人々、
そして世界との平和的な関係
を象徴している。同時に、空に
向かって伸びるシルエットは、
抑圧者や侵略者に抵抗してき
たこの 小さな 国 の 独 立 精 神
を反映している。」
「 宮 殿 内 で は 、同じ精 神 が

感じられ 、4 つの 主 要テーマ
の展開の出発点となる。ブル
ガリア は 古 代 文 化 の 国 であ
り、1300年前に建国された国
家である。ブルガリア人の民
族的・社会的解放のための闘
争を経てブルガリアが社会主
義への道を歩み始めてから2
５年 間 の 産 業 と社 会 の 発 展
があった。そしてブルガリアに
とって最 後のテーマは 、自 然
の美しさと国際観光の発展で
ある。」と新聞は続けている。

パビリオンの装 飾と中 心と
なるのは、民族衣装を身にま
とったブルガリアの少女 15 人
と少年 5 人が、日本の若い女

性 10 人とともに来場者の案
内と情報提供を行っている。

この 記 事 は 、展 示 品 のいく
つかについての説明と解釈を
提供し、トラキア人と原ブルガ
リア 人 の 歴 史 的 経 緯 を簡 単
に説 明し、カザンラク近 郊の
トラキア人の墓の模型につい
て説明し、スラブ文В字がどこ
でどのように作成されたかを
説明している。

* * *

本日、万博が正式に開会さ
れ 、明 日 から 一 般 公 開 さ れ
る。ブルガリアを含む77か国、
国連を含む数十の国際機関、
そして 大 企 業 や 事 業 体 が 参
加するEXPO-70は、9月13日
までの6ヶ月間開催される。

オープニングに は 1 万 人 以
上が参加した。「名誉あるゲス
トの中 には 、昭 和 天 皇 、皇 太
子明仁親王、佐藤栄作首相、
政 府 関 係 者 、各 国 大 使 館 の

長、そして多くのゲストが含ま
れていた」と、BTA特派員ディ
ミトリ・イワノフが3月14日に
大阪から報告した。

佐 藤 栄 作 氏 は 開 会 式 で、「
国 際 博 覧 会 は 常に文 明の進
歩に貢献してきたが、今、世界
の 異 なる人 々や地 域 間 の 深
い理解と信頼がますます必要
になっている。EXPO-70が真
に国 際 的 な 対 話 の 中 心とな
ることを心から願っている」と
述べた。

開会式では、主催者側から、
日 本 万 国 博 覧 会 組 織 協 会の
石坂会長、衆議院議長の船田
中氏、大阪府知事の左藤義詮
氏らが挨拶を述べた。彼らは
皆、この博覧会の非常に充実
したパビリオンにより、来 場
者 が 世 界 の 文 明 の 成 果 をよ
り深く知ることができ、人類の
進歩に貢献するだろうと確信
している。昭 和 天 皇 は 、その
後、EXPO-70の成功を心から
祈念された。

ソフィア、1970年5月15日　ソフィア空港で、ブルガリア閣僚評議会議長トドル・
ジフコフの大阪万博出発を見送る。
写真：ウラジミル・イワノフ、BTA
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公式の挨拶、祝砲、ファンフ
ァーレ、色彩、そして香水まで
が組み合 わされた厳粛な式
典は、衛星経由でさまざまな
大陸に中継された。日本のテ
レビでは、数分間のインター
ルードとして、我 がバルカン
山脈を象徴する4つ山頂を持
つ青みがかった宮殿のショッ
トを使 用している。この宮 殿
は、ブルガリア語、日本語、英
語で「ブルガリア」という碑文
が設置され、開館前日によう
やく完 成した。「実 際、人 口 1
億人の日本で8000万人のテ
レビ視聴者は、昨日放送され
たブルガリアに関する映画、
先週日本の新聞に掲載され
たブルガリアに 関する1 4 の
記事や情報、そして土曜日の

『国際フェスティバル』を通し
て、我 が国について多くのこ
とを学んだ。このテレビフェス
ティバルのコンサート会場で
は、ヨーロッパ大陸はブルガ
リア、アメリカ大 陸 はメキシ
コ、アフリカとアジアはインド
ネシアのアーティストが代表
を務めた。EXPO-70に参加し
た残りの74カ国は、パビリオ
ンホステス色々な諸国からの
少女たちによって、華やかな
舞台を彩った」とディミトリ・
イワノフは書いている。

展示会のグランドオープン
は、30,000平方メートルの面
積を誇る世界最大の透明屋
根 の 下 、展 示 会 の 中 心 に 位
置する、いわゆるシンボルゾ
ーンで行われる。長さ 1 キロ
メートル のゾーンの 主 な 建
築要素は太陽の塔で、その周
りに青 春の塔と母 性の塔 が

ある。「 本 物 の 太 陽 が 出て、
凍えていた 来 場 者 を温 める
まで、1 時 間にわたる式 典の
間、太陽のシンボルは様々な
解釈の対象となっていた。伝
統的な信仰では太陽の女神
の直 系の子 孫とされる日 本
の天 皇の象 徴 だと解 釈する
者もいれ ば、西ドイツの生産
量を追い越し、資本主義国の
中ではアメリカに次ぐ第2位、
ソ連を含 め ば世 界 全 体では
第3位となった日本の経済力
の 高 まりを象 徴するもの だ
と解釈する者もいる」とBTA
特派員は指摘する。

高さ約10メートルのロボッ
ト2 体 が 1 0 0メートルのステ
ージに登 場し、フォーラムに
日本の鳴き鳥の歌声の合唱
を響かせ、多数の反射板と舷
窓が光り、空気が香りのミス
トで満たされると、主催者の
技 術 力について印 象 は 高 め
ていて、さまざまな国籍の人
々が書いた未 来 への願いが
書 か れ たメモと香りのつい
た 紙 吹 雪 の 雨 が 空 から降っ
てくる。

飛んでくる願い事のメモの
1つにはこう書 か れている。

「 平 和 に 向 かって 前 進 する
ことは ど れ ほ ど難しいこと
か 。そして 平 和 が な け れ ば
進 歩 は な い 。島 津 さん 、1 8
歳、日本。」 （…）

社 会 主 義 国からはソ連、ブ
ルガリア、チェコスロバキア
が正式に博覧会に参加した。
キューバも代表されている。
我が国が世界博覧会に公式
に 参 加しているの は 初 めて
だ。これは、地理的にも社会

政治的構造的にも近い国や
遠い国とのブルガリアの経済
関 係の拡 大に対する反 応で
す。私たちの参加は、ブルガリ
アに対する経済、観光、文化
へ の 関 心 の 高 まりに 応える
ものでもある。

1時間の式典が終了して間
もなく、祝賀会に招待された
数百人のゲストがブルガリア
館に押し寄せた。アルミニウ
ムとガラスでできた四の山頂
のピラミッドは 、最 近 ジャー
ナリストらが「内 部 は 驚くほ
ど広 々としている」と評して
いたが、現在では驚くほど狭
く、ブルガリア料理レストラン
にテーブル は 十 分では ない
ことが判明した。開館後わず
か2時間で、14,000人がブル
ガリア館を訪れた。

* * *

「 大 阪（ 日 本 ）で 開 催 さ れ
た E X P O - 7 0 万 国 博 覧 会 の
公式開会直後、アメリカのテ
レビ局 はブルガリア 館 を国
営 放 送 局（N B C）のチャンネ
ルで放 映した。一 方、米 国の
コ ロンビア 放 送 局 システム

「 C B S 」は 、大 阪 から直 接 衛
星 中 継し、特 使チャールズ・
クラルト氏の報告の中で、博
覧会のブルガリア料理レスト
ランの人気とブルガリア料理
の魅力についても言及した」
と、BTAはニューヨークの特
派 員 からの 情 報 を引 用して
報じている。

* * *

「 昨 日 の 正 式 な 開 幕 に 続
き、本 日 、E X P O - 7 0 世 界 展 示
会 は 五つドアを開き、2 5 万 人
の来場者が訪れた。推定来場
者数の数字に新たな修正が加
えられた 。9 月 1 3 日 の 展 示 会
閉幕までの6か月間に6,000万
人の日本人と外国人が大阪に
到 着すると予 想される」と大
阪のBTA 代 表ディミトリ・イワ
ノフ氏は3月15日に書いた。

彼は、第 21 回万国博覧会
である EXPO-70 に対するウ・
タント国連事務総長の挨拶を
出 版 のた め に転 送します。第 
1 回万国博覧会は 1851 年に
最初の資本主義国であるイギ
リスで開催され、そこで初めて
技 術 革 命 が 起こった 。当 時 と
現 在との違いは 、示された技
術レベルだけでなく、統一テー
マにおいても顕著です。1世紀
以上前、当時「世界の工場」で
あったイギリスは、他国に対す
る優位性を示した。 EXPO-70
のエンブレムは五大陸統一の
願 いを象 徴する五 弁 の 桜で、
モットー は「 世 界 は 一つ人 類
の 進 歩 と調 和 」です。その た
め、我 が 国 は 、他 の 7 6 か 国と
香港、国連や欧州共同市場を
含む4つの国際機関、カナダと
アメリカの 6つの 州と、アメリ
カとヨーロッパの3つの都市と
ともに、各国の商工会議所、個
々の大 企 業 、法 人から独 立し
て代表して同展示会に参加し
ている。

ブル ガリア 館 は 、7 7 0 万 人
の 住 民 を 抱 え 日 本 で 2 番 目
に 人 口 の 多 い 都 市 で あ る 大
阪 市 から 2 0 キ ロ メートル 離
れ た 、3 , 3 0 0 デカレの 広 さを

ソフィア、1970年5月15日　日本へのフライトを前にしたブルガリア閣僚評
議会議長トドル・ジフコフ
写真：ウラジミル・イワノフ、BTA

誇る「未 来 都 市」と呼 ば れる
EXPO-70の敷地内にある。正
午前にパビリオンが群衆に門
戸を開くと、最 初の来 場 者が
厳粛に迎えられ、古い慣習に
従ってボウルに水がかけられ、
そして、遅ればせながら、日本
の国営放送局 NHK や関西テ
レビを含むラジオ、新聞、テレ
ビの記者たちが見守る中、マ
ルテニツァが配られ、各 局の
番組でこの色鮮やかな儀式の
映 像が放 送された。ブルガリ
ア宮 殿とは 何ですか？メディ
アはこの問題についてかなり
多く報道し、書いている。しか
し、最初の訪問者である池田
明子さんの反応はこうだった。

「とても気に入りました」とい
う21歳の明子さんの最初の言
葉だった。昨年彼女はソフィア
に滞在し、ソフィア大学でバル
カン半島の歴史を学ぶために
入学した。1か月後には再びブ
ルガリアに向けて出発する予
定だったので、ブルガリア館に

こんなに早く到 着したの だ 。 
「4つの青いピラミッドはまさ

にスタラ・プラニナ山 脈の山
頂を彷 彿とさせます」と彼 女
は説明を続けます。入り口に
向かい、鳩の群れを描いた彫
刻の前を通り過ぎると、バラの
香りが漂ってくるような気がす
る。しかし、これは錯覚ではな
く、池の四つの縁に沿ってせせ
らぎを奏でる香り高い水から
漂ってくる香りだと気づく。ブ
ルガリアを訪れたことがある
人なら誰もがそう感じるだろ
う。そうでない人も、未知のも
のへの好奇心が勝ってしまう
だろう。一歩足を踏み入 れる
と、好奇心はすぐに報われる。
民族衣装をまとったブルガリ
アの少 女たちが、プロ ジェク
タースクリーンの背景に立ち、
笑顔で迎えてくれる。スクリー
ンからは 児 童 合 唱 団 の 歌 声
が流れ、視覚的にも聴覚的に
も、この楽観的な雰囲気をさ
らに高めている。
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それから、歴 史を学ぶ学 生
として私にとって本当に興味
深いものがある。カザンラク
近 郊 のトラキア 人 の 墓 の 模
型、ブルガリアの1300年前の
歴 史 、紀 元 前 9 世 紀 から4 世
紀 の 金 の 財 宝 、ボ ヤナ 教 会
のフレスコ 画、古いイコンな
どである。 （…）2階では、ブ
ル ガリア の 現 在 を紹 介して
いる。ブルガリア は 、農 業 が
成 功し、産 業 が 発 展し、そし
て 最 終 的 に は 、外 国 人 の 観
点から見ると、自然の美しさ
と国 際 的 な観 光の国でもあ
ると言えます。パビリオンで
は 、関 連 分 野 の 専 門 家 の 関
心を引く電子計算機 ELKA 
などの最 新 機 器 も展 示され
ている。 「出口に近づく一般
人は、ブルガリアの名物料理
とワインを提供するブルガリ
ア料理レストランに魅了され
る」と東京生まれのアキコさ
んは結論づける。

* * *

「 本 日 、ブル ガリア が 大 阪
万博EXPO-70に出展するパ
ビリオンに5 0 万 人 目の来 場
者 が 訪 れ ました 。開 幕 から
12日目で50万人という来場
者数は、我が国にとって初の
公 式 万 博 参 加としては 文 句
なしの成功です」と、ディミト
リ・イワノフ氏 は 3 月 2 6 日 付
のBTA通信に記した。同氏に
よると、ブルガリアのE X P O -
7 0 での 成 功 は 、機 械 式 カウ
ンターのデータによって裏付
けられており、ブルガリアの
パビリオンは 博 覧 会 で 最 も

多くの 来 場 者 を集 めた 場 所
の一つであることが明らかに
なった。 「気づかないわけに
はいかない」と毎日新聞は書
き、この意 見 は 京 都 新 聞、産
経 新 聞、読 売 新 聞、ジャパン
タイムズ、石 油 化 学、中 日 新
聞 、福 島 民 報 な どの 新 聞 の
朝刊にも掲載され、館内や雰
囲 気 の 詳しい説 明 も掲 載さ
れた。この評価は、報道機関
だけでなく、他のマスメディア

（テレビ局「 N H K 」と「 関 西 」
はブルガリア館とブルガリア
に関する新 番 組を放 送）、来
場者との個人的な会話、感想
をまとめた書籍、そして全体
像を補足するために、日本企
業 が 博 覧 会 のブルガリア 館
からの眺 めを収 めた絵 葉 書
を発売しているという事実に
よっても裏 付 けられている。
そして、これらの 企 業 は 、一
般の人々が求めているランド
マークの 景 色 だ けを印 刷し
ている。

* * *

4月4日、大阪万博のブルガリ
ア館をチェコスロバキアソシ
エテ共 和 国のルドヴィーク・
スヴォボダ大統領、ヤン・マル
コ 外 務 大 臣とその 随 行 員ら
が訪問した。チェコスロバキ
アのゲストは、EXPO-70 で
のチェコスロバキア SSR 建
国 記 念 日の祝 賀に際し大 阪
を 訪 れて いる 。この 機 会 に
祝賀会の後、チェコスロバキ
アからのゲストはソ連とブル
ガリア の パ ビリオンを 訪 問
した 。彼らは 、ブルガリア の

EXPO- 70参加を担当する政
府委員アヴァクム・ブラニチェ
フ氏の歓迎を受け、民族衣装
を着た少女たちが花束とパビ
リオンのバッジを贈 呈した 。
大 統 領 は 展 覧 会を視 察した
後、「貴館は、この素晴らしい
国の人々が社会主義建設の
年 月の間に成し遂 げた成 功
をはっきりと示している。心か
らお祝い申し上げます。」と述
べた。

午後には、100万人目の来
場者を迎えるもう一つの祝賀
会が行われる。カウンターが 
999,990 を示し、最後の 100 
万になるとき、入口で列に並
んで待っている人たちは、誰
が私たちのパビリオンの 100 
万 番 目の訪 問 者になるのか
を見ることになる。それはは
広島県三次市出身の50歳の
日本人女性、渡辺昌子さんで
あることが判明した。彼女と
孫は政府委員ブラニチェフ氏
にパビリオンに案内され、贈
り物を受け取った。

渡辺さんは、EXPO-70で最
初に訪れたパビリオンがブル
ガリア館だったと語り、テレビ
でブルガリアに関する番組を
3回見て興味を持ったのがき
っかけだったという。写 真 記
者や映 画 記 者 は 1 0 0 万 人 目
の来 場 者の写 真 を撮るのに
長い時間を費やし、日本の新
聞 社 の 記 者 はマイクを手 に
彼女に質問し、200万人目の
来 場 者の最 初の数 1 0 0 人 は
すでに入場を開始している。

* * *

「 万 博 の 理 念 は 数 十 年 に
わたって変化してきた」と、大
阪万博特使ディミトリ・イワノ
フは1970年4月6日に記して
いる。「150年前、ヴィクトリア
女王の支援の下、ロンドンで
開催された第1回万博では、
展示品の中に、当時の最新鋭
の大砲など、現代の来場者を
驚かせるものがあった。1889
年にパリで開催された第9回
万博に、もはや軍事デモンス
トレーションの気配はなかっ
た。フランスは万博に特別に
建設されたエッフェル塔でそ
の工学技術力を披露し、新し
い美 術 館 や 演 劇 作 品 によっ
て、博覧会の伝統に文化的要
素 を加えていた 。セントルイ
スで開催されたアメリカの万
博では、自動車時代の到来を
告げた…」。

* * *

4 月 1 3 日、大 阪 万 博で国 連
デーが祝われました。同組織
のウ・タント事務総長はフェス
ティバル広 場で、この展 示 会
の目 的 は 国 際 理 解の精 神に
合致しており、国連の本質と
一致すると述べた。ウー・タン
氏は、これがアジアで開催さ
れる初の万国博覧会であり、
過 去 最 高の数の国 々が参 加
しているという事実に触れた
後、EXPO-70で国連の青い旗
がはためき、祝祭広場で平和
の鐘の音が聞こえることに満
足感を表した。この鐘は、原子
兵器が初めて使用されたこの
地 域 の何 千 人 もの子 供たち
が集めた小銭から鋳造された

もので、国連に寄贈されたが、
展 示 会の開 幕 前に日 本の主
催者が展示品に臨時的に加
えられるよう要請した。

* * *

5月18日、ブルガリア人民共
和国閣僚評議会議長トドル・
ジフコフ氏を招いて大阪で公
式晩餐会が開催された。イベ
ント中、佐藤栄作内閣総理大
臣 がスピーチを行っている。 

「日本での展示会に、貴国は
初めて参加される。他の東欧
諸 国よりもずっと早く、積 極
的に参加を決定された」と述
べ、近年、両国間の関係や経
済・文化面での交流が深まっ
ていることを指摘した。 「万
博 に お ける貴 国 パ ビリオン
が、多くの日 本 人をはじめと
する来 場 者 の 方 々から共 感
を呼 び、高く評 価されている
ことを承 知しております。貴
国パビリオンは、貴国の経済
と文 化 の 歴 史 と発 展 を示す
とともに、スラヴ文 字 発 祥の
地であるこの国の輝かしい文

化 伝 統を示す美 術 展 示 も含
まれている。貴国の万博参加
が御成功することを心からお
祈り申し上 げます」と、同 氏
は述べた。

トドル・ジフコフ氏もスピー
チを行い、日 本 政 府 に対し、
ブルガリアの 参 加 に 世 界 博
覧 会 へ の温 かい招 待 に対し
て心から感謝の意を表し、ブ
ルガリアの 大 阪 へ の 参 加 が
ブルガリアと日本の絆と協力
の拡大と深化に貢献するだろ
うとの確信を表明した。 「ブ
ルガリアと日本は遠く離れて
いる。しかし、その大きな距離
も社会制度の違いも、平和共
存の原則に基づき、両国間の
良好な政治、経済、文化関係
を築く上で障害にはなりませ
ん」とジフコフ氏は述べた。

* * *

「 今 日 、ブ ル ガ リ ア の 建
国 記 念 日 が E X P O - 7 0 でト
ドル・ジフコ フ 閣 僚 評 議 会
議 長 の 臨 席 の も と 祝 わ れ
た 」と B T A 特 派 員 ディミト

ソフィア、1970年5月15日　大阪へ向けて出発するブルガリア閣僚評議会
議長トドル・ジフコフ
写真：ウラジミル・イワノフ、BTA
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リ・イワノフが 5 月 2 0 日 に 報
じた 。

公 式 来 賓ホールでは、ブル
ガリア首相は、日本万博政府
代 表の萩 原 徹 氏と博 覧 会 協
会 副 会 長の加 納 氏 に迎えら
れ、歓迎を受けた。

午 前 1 0 時 に、ブルガリアと
開 催 国である日 本の国 歌 斉
唱とともに公 式 式 典 が 始ま
っている。祭り広場の鉄塔に
は、我が国の国 旗と、白い背
景に赤い太 陽の円 盤が描か
れた旗が掲げられている。萩
原 氏とトドル・ジフコフ首 相
がスピーチ。

国歌斉唱の後、屋根付き円
形 劇 場 のスピーカー から日
本 の 人 気 曲「さくら」の 音 が
流 れている。同じ瞬 間 、一 人
の日本人女性が公式演壇へ
の階段を上り、首相の娘リュ
ドミラ・ジフコワに花 を贈 呈
した。ブルガリアの少 女が広
場の中央に現 れた全長10メ
ートルのロボット「デメ」に向
かって歩 いていく。デメは 未
来を象徴している。話したり、

オーケストラの演奏を放送し
たり、空 気を嗅いだりするこ
とができ、また、E X P O - 7 0の
中 心 的 な 建 築 要 素であるフ
ェスティバル広場の空中ステ
ー ジや脈 動する噴 水 などの
施 設 を遠 隔 操 作する装 置 を
持っている。

* * *

「ブルガリアは 今 日 の日 本
のメディアにとって中心的な
話 題であり、ブルガリアの建
国記念日である1970年万博
とトドル・ジフコフ首 相 の 訪
日を記念して、我が国に関す
る膨 大 な資 料や写 真 が掲 載
されている。デーリー読売紙
は英語版12ページのうち5ペ
ージをブルガリアに割いてい
る」と、BTA大阪特派員ディミ
トリ・イワノフ氏は5月20日に
報じた。

新聞「毎日新聞」はブルガリ
アについて２ページにわたっ
て記事を掲載した。ジャパン
タイムズに も豊 富 な 資 料 が

あり、我が国に関するニュー
スは 日 本 語と英 語で書 か れ
た他の数 十の日 刊 紙にも掲
載されている。
「 もちろん 、日 本 のラジ オ

やテレビは新聞よりも新鮮な
情報で先を行き、EXPO-70に
おけるブルガリアの建国記念
日に関する報道を放送した」
とディミトリ・イワノフは書い
ている。彼 によれ ば、日 本の
ラジオ局はすべてこのイベン
トをニュース速 報に含 め、ブ
ルガリアの 話 題 に 関する講
演、インタビュー、その他の資
料を個別に放送しているとい
う。朝日放送テレビは関西テ
レビ、そしてテレビ局 最 大 手
のNHKとともに、お祭り広場
での祝 賀 行 事の特 別 番 組を
放送した。

* * *

「 今 日 の日 本 の新 聞 は『 万
博半分が過ぎた』という見出
しで、大阪万博の180日間の
半分が過ぎたと報じている」

1970年7月21日 ソフィア：EXPO 1970記念切手
写真：エヴゲニア・マレザノヴァ（BTA）
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と6月15日のニュース報道に
は記されている。

これまでに2,700万人が同
博覧会を訪れたとされ、この
数字は前回モントリオールで
開 催された 同 時 期 のデータ
を上 回っているという。現 在
までに3,968,000人がブルガ
リア館を訪れ、世界博覧会へ
のブルガリア 初 の 公 式 参 加
の成功を証明した。

* * *

ブルガリアが世界博覧会に
初めて公式参加したことの成
果の一つは、組織的な観光の
基盤が築かれたことだ。6月22
日の報道によると、日本の団
体がブルガリアを訪問する予
定だという。

日本の大手旅行会社5社は、
日本人観光客をブルガリアへ
送る準備が整ったことを発表
した。我が国は世界的に観光
業で名を馳せており、最近では
ブルガリア産の缶詰フルーツ
などの輸入が増加し、日本で
もブルガリアの人気が高まっ
ている。ブルガリアのEXPO70
での成功は、日本の人々の間
で我が国への関心を高めた。

観光委員会代表のカラシェ
フ氏が日本の観光団体との契
約条件を定め、ブルガリアと活
発なビジネス関係を維持する

「東京丸一商事」社が自費で
ブルガリア観光委員会の日本
代表事務所を設立した。最初
の日本人客が到着しているの
は1971年予定している。

* * *

6月29日、日本はEXPO-70
で建国記念日を祝い、古来の
民族舞踊や子どもオーケスト
ラのパレードなど、古い国の
若 々しい 活 力 の 象 徴 となる
多 彩 なプ ロ グラム が 披 露 さ
れた。

これまで、3か月間で3,200
万人がEXPO-70を訪れた。こ
れは、以前の博覧会や当初の
予 測 を大 幅 に上 回る数 字で
あり、主催者の優れた組織力
と博 覧 会 のモットーである「
人類の進歩と調和」の人気を
裏付けている。

割 合 的 に言えば、ブルガリ
アは 全 体 的 な 成 功 において
大きなシェアを占 めている。
こ れ は 、ブル ガリア 館 へ の
訪 問 者 数と、3か月 にわたる
EXPOの日常生活における一
連の事実の両方によって証明
されている。その最後の出来
事 は 、6 月 2 8 日 に祝 われた「
ブルガリアの結婚式」である。
東 京の歯 科 医である大 塚 広
助と、EXPO-70の電気館で情
報 提 供 をしていた 彼 の 婚 約
者和子は、私たちの館のレス
トランでブルガリアの結婚式
を挙 げることを決 めた。ブル
ガリアの慣習に従ってEXPO 
参 加 運 営 者 によって 祝 福 さ
れ、その後、日本の伝統に従
って、この機会のために即興
で作られた詩「私たちの愛を
御国に飛 ばしましょう！」が朗
読された。

* * *

7 月 1 6 日、日 本の昭 和 天 皇
は、東京の公邸から万博70の

112館のいくつかを訪問する
ために到着し、世界博覧会の
ブルガリア展示を観覧した。

皇帝陛下は、民族衣装を着
たブルガリアのインフォーマ
ントガールズ、パビリオン管
理者、館長のA. アンゲロフ氏
に歓迎され、アンゲロフ氏は
当 館 の 展 覧 会 のテーマであ
る我 が 国 と新 社 会 主 義ブル
ガリアの歴 史 、産 業と農 業 、
国際観光、経済と文化生活の
さまざまな 分 野での 成 功 な
どについて、当館の展示内容
を紹介した。

これ はブルガリア館 にとっ
て過 去 最 高の来 場 者 数であ
り、同 館 は 最 近、皇 太 子や皇
室 関 係 者 、著 名 な 公 人 や 政
治 家 も 賓 客 として 迎 えてい
る。

我が国のパビリオンは、3月
1 4 日 の 博 覧 会 開 幕 から7 月
16日までの間に540万5千人
の国内外の来場者を集め、天
皇 陛 下 が訪 問される予 定の
海外の博覧会12カ所の中に
選ばれた。

これまでのところ、ブルガリ
ア館 への訪問者数は博覧会
の 来 場 者 のか なりの 割 合 を
占 めており、博覧会のオープ
ニング数か月間は 12 ～ 14 
パーセント、その後は 13 ～ 
15 パーセントとなっている。

聴衆の関心はマスメディア
の資料やプログラムに反映さ
れており、先週だけでも週刊
誌 3 誌と月刊誌 2 誌がブル
ガリアとその参加に関する資
料を掲載した。 ABCテレビで
は 1 番 組 、読 売テレビでは 同
じテーマの番組を2番組放送
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した 。ブルガリアに関する放
送は、いくつかの国営ラジオ
局の放送にも含まれている。

* * *

7月23日、日本の新聞、ラジ
オ、テレビの記者の大きな関
心 のもと、「日 本 の子 どもた
ちの目から見たブルガリア」と

「ブルガリアの子どもたちの
目から見た日本」をテーマと
した子ども絵画コンテストの
記者会見が開催された。

E X P O - 7 0ブルガリア 館 長
A.アンゲロフ氏は、出席者に
対し、コンテストの内 容と目
標について説明した。その目
標 は「友 情のための絵」とい
う発 表 方 法 にも反 映されて
いる。数十もの質問に答えな
がら、彼は、我が国の名前が
EXPO-70でのブルガリアのプ
レゼンテーションの成功を通
じて日 本で広まったこと、こ
れまでに我が国のパビリオン

を訪 れた 約 6 0 0 万 人 の 訪 問
者 の大 部 分 が子 供たちであ
ること、そして、このコンテス
トの目 的 は、大 阪で6か月 間
開 催される世 界 博 覧 会 を過
ぎても生き続 ける最 年 少 の
子 供たちの 心 に痕 跡 を残す
ことであると指 摘した。日 本
では 佐 藤 大 阪 市 知 事と教 育
委 員 会 の後 援で開 催されて
いる。

* * *

ブルガリアのEXTPO-70参
加により企 画された「ブルガ
リア週 間」が、人 口 数 百 万 人
の 日 本 の 都 市 、大 阪 の 梅 田
地下街で始まったと、BTA特
派員が8月4日に報じた。 •

梅 田 地 下 ショッピングセン
ターは、地下と地上の交通が
交差する地下街で、深夜まで
大都市の鼓動を感じることが
できる。毎 日 1 0 0 万 人 がここ
を通過する。

現 在 、梅 田ではブルガリア
の商品が販売され、ブルガリ
アに関する資料が配布され、
ブルガリアの音楽やブルガリ
アに関する一 般 情 報 が音 響
システムで流され、博覧会の
主催者によって用意された特
別なEXPOコーナーにはブル
ガリアと日本の国旗が飾られ
ている。EXPO-70のブルガリ
ア館にはこれまでに600万人
以上が訪れており、梅田地下
街の通 行 人 数 十 万 人 はここ
でブルガリアに関する最初の
直接情報を受け取っている。

* * *

8月15日、ブルガリア館にお
いて、日 本とブルガリアの子
どもたちによる「 友 情 の 絵 」
展が盛大に開幕した。応募さ
れた絵は、ブルガリアの12歳
までの子 どもたちの絵 5 0 点
と日 本の1 2 歳までの子 ども
たちの絵50点で構成され、「
日 本 の 子 どもたちの 目 を通
して見たブルガリア」と「私た
ちの目を通して見た日本」と
いうコンテストの優勝者によ
るもの だ 。このコンテストで
は、それぞれの国の子どもた
ちが 想 像する相 手 国 を描き
ます。展 覧 会 のグランドオー
プンに は 、左 藤 義 詮 大 阪 府
知 事と妻で地 元 審 査 委 員 長
を務 める芸 術 家 佐 藤 由 起 子
氏 、万 国 博 覧 会 に 参 加した
70カ国政府のEXPO-70政府
代 表 、日 本 博 覧 会 協 会 の 代
表者、絵画で賞を受賞した50
人 の 日 本 の 子 供 たちとその
両親、そして日本の主要新聞

1969年1月10日 ソフィア：大阪万博に建設予定のブルガリア館模型
写真：ヴラディミル・イヴァノフ（BTA）

1969年1月10日 ソフィア：ブルガリア館のエントランスホー
ル・レストランのスケッチ
写真：ヴラディミル・イヴァノフ（BTA）

社、ラジオ局、テレビ局の記者
らが出席した。

ブルガリア館長のA・アンゲ
ロフ氏と佐藤知事が三色リボ
ンをカットし、出席者を展示鑑
賞に招き入れました。その後、
芸術コンクールに参加した若
者たちに賞と証明書が授与さ
れ、来賓とジャーナリストにカ
クテルが振る舞われた。

授 賞 式 後 のスピーチで、大
阪府知事は、ブルガリアが初
めての万博参加で驚くべき成
功 を収 めたこと、ブルガリア
館がE X P O - 7 0で最も人 気の
高い館の一つであること、そし
て、完成した児童絵画コンテ
ストは、この博覧会のモットー
である「 人 類 の 進 歩と調 和 」
の実現に向けたブルガリアの
新たな貢献であると述べた。
万 博 閉 幕 後 は 大 阪と東 京で
も展示される予定である。

* * *

9 月 1 3 日、万 国 博 覧 会 は 閉
幕した。これはヨーロッパ大
陸とアメリカ大陸以外で開催
される初の万国博覧会であっ
た。参加国（70カ国以上）、各
省、州、都市、国際機関、業界
団体の数は記録破りであり、
来 場 者 数 も同 様 に新 記 録 を
達成した。そのうち約7分の1
にあたる900万人以上が、世
界 博 覧 会 に初 めて出 展され
たブルガリア人民共和国館も
訪 れた 。ブルガリアと日 本 は 
14,000 km、つまり 7 本の子
午 線で隔てられている。ブル
ガリア時 間の正 午、つまり現
地時間の夕暮れ時に、ブルガ
リア 館 の 前 で我 が 国 の 国 歌
が鳴り響く中、三 色 旗 が降ろ
され、展示会の閉幕が宣言さ
れた。

ブルガリア参加担当副総監
のA・アンゲロフ氏は、183日
間にわたる万博はブルガリア

にとって初の世界博覧会参加
の成 功 を証 明し、ブルガリア
の 調 和 のとれた 発 展 と進 歩
が900万人を超える日本人や
その他の外国人に示されたこ
とから、この参 加 は 大きな政
治的表明であると指摘した。
来場者数はブルガリアの人口
を上回る。

ナチョ・パパゾフ駐日ブルガ
リア大 使 は、我が国のパビリ
オンに強 い関 心 を示し、高く
評価し、ブルガリアと日本、ブ
ルガリアと世界の間に生きた
架け橋を築いてくれた多くの
日 本 人と外 国 人 の来 場 者 に
感謝の意を表し、また我が国
のパビリオンを主催したブル
ガリア 人 と日 本 人 の 関 係 者
にも感謝の意を表した。
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「55年前の時代に対するいか
なる政治的な憶測や不必要な
郷愁も抜きにしても、1970年の
大阪万博への参加以降、ブルガ
リアと日本の経済協力はまった

く異なる次元へと進化したこと
は、紛れもない事実だと確信し
ています」と語るのは、55年前に
日本・大阪で開催された国際博
覧会で、ブルガリア館の音響・映

像セクションを手がけた技術者
イヴァン・ポプヨルダノフ氏であ
る。彼によれば、当時のブルガリ
ア館の展示は「まだあまり知られ
ていなかった国を、過去・現在・
未来を備えた近代的な国家とし
て紹介する」という願いに基づい
ていたという。さらにポプヨルダ
ノフ氏は、建築の面から見てもブ
ルガリア館は「全大陸から集まっ
た80を超える国々のパビリオン
がひしめき合うバベルの塔のよ
うな状況の中で、間違いなく最
も印象的な存在だった」と強調し
ている。
イ ヴァン・ポ プ ヨ ル ダノフ は
1938年8月14日、ソフィアに生
まれた。1956年に高校を卒業し
た後、ソフィア工科大学に入学す
る。その当時、海外の高等教育機
関に進学できることが公布され、
彼はチェコスロバキアのプラハ
高等技術研究所を目指し、1962
年に映画・テレビ技術専攻で卒
業した。
彼の45年にわたる職業人生のう
ち、17年間は映画業界での活動
に従事した。1963年、プラハか
ら帰国後、彼は劇映画スタジオ「
ボヤナ」に録音部門の技師とし

ヤニツァ・フリストヴァによるインタビュー

EXPO'70大阪万博におけるブルガリア館の音響・映像セクションを手がけた  
技術者イヴァン・ポプヨルダノフ氏：

「大阪万博への参加を通じて、ブルガリアと日本の協力関係は新
たな次元へと進化した」

2008年 アポロニア芸術祭にてイヴァン・ポプヨルダノフ
写真：エレナ・ディコヴァ（BTA）

ポプヨルダノフ氏、1970年の
大 阪 万 博 でブルガリア 館 の 音
響・映像展示をご担当されまし
たが、どのようにしてこのプロジ
ェクトに参 加することになった
のですか？

最近、日本が再び万国博覧会
の開催国となるという報道を目
にしたとき、思わず1970年の大
阪万博の記憶を振り返っていま
した。当時、私は幸運にもブルガ
リア館の制作チームの一員とし
て参加する機会を得たのです。

1969年5月の終わりごろ、当時
私が6年間勤務していた映画セ
ンター（ブルガリア国立映画スタ
ジオ）で、ヴァロ・ラデフ氏のチー
ムから連 絡 があり、彼 が私と会
いたがっているという話 を聞き
ました。

当 時 、ヴァロ・ラデフは『 桃 の
盗人』『王と将軍』『最も長い夜』
といった 映 画 で 成 功 を収 め て
いた、ブルガリアの著 名 な映 画
監督でした。彼に会ったとき、私
は非常に驚きました。彼の提案
は 、1 年 間 職 場を離 れ 、1 9 7 0 年
の大阪万博でのブルガリア館の
プロ ジェクトに加 わってほしい
というものでした。しかも、私の
任 務 は、ブルガリア館 展 示の音
響・映像全体の実現を担うとい
うものでした。確かにこれは、私
の専門分野に深く関わる内容で
した が、日 本 という遠く離 れた
地でその責任を果たせるか不安
でした 。しかしヴァロ・ラデフ氏
には、人を信じさせ、鼓舞する特
別 な才 能 がありました。彼には
カリスマ性だけでなく、どんなプ
ロ ジェクトでも、周 囲 の 人 々に
最大限のプロ意識で取り組ませ
る力がありました。

オンラインインタビューで、1
年 間 日 本 に 滞 在され たとお 話
しされていますが、その 間 のご

活 動 について詳しく教えてくだ
さい。

1969年8月の初 め、私は大阪
で建設中のブルガリア館のチー
ムの一員として日本に向かいま
した。到着してみると、建設は大
幅に遅れており、展示の音響・映
像設備に関して、下請け企業の
契約も未決定の状態でした。東
京での最初の2週間は、「シャー
プ」「ソニー」「東 芝」など、提 案
を出していた複数の日本企業と
集中的に打ち合わせを行いまし
た。8 月 末には、展 示で使うフィ
ルム映像の上映などを中心とし
た音響・映像設備の実施企業と
して、「東 芝」を正 式に選 定しま
した 。この展 示の実 現における
難点は、すでに設計が決定して
いた「交 差するピラミッド」とい
う建築構造の中で、想定された
スクリーンサイズを実 現するた
めの 距 離 を確 保するには 、「 背
面投影（リアプロジェクション）
」という方式しかなかったことで
した。

技 術 的 な詳 細 を詰 める間 、ブ
ルガリアではヴァロ・ラデフのチ
ームの構想に基づいたテーマ別
の映画が撮影・編集されていま
した。、E X P O ' 7 0から5 5 年 が経
過した今でも、あのときの展 示
のコンセプトの核 心 はよく覚え
ています。もちろん当 時 は 一 定
のイデオロギー的な制約もあり
ましたが、それでも「まだあまり
知られていない国・ブルガリア
を、過去・現在・未来を備えた近
代国家として紹介する」という強
い意志が感じられました。

ブルガリア館の建築設計を手
がけたのは、建築家トドル・コジ
ュハロフ氏とエヴロギ・ツヴェト
コフ氏でした。80以上の国々の
パビリオンが並ぶ「バベルの塔」
のような会 場の中でも、彼らが

て就職した。1970年の万博プロ
ジェクトに参加するため、一時
的にこの職を離れたが、万博か
らの帰国後には劇映画スタジオ

「ボヤナ」の主任技師に任命さ
れ、1972年5月末には同スタジ
オの所長に昇進した。
1984年から1988年にかけて
は、再びプラハに赴任し、ブル
ガリア文化センターの所長を
務めた。
また彼は、ブルガリア商工会議
所の主任スペシャリスト、国営
映 画 制 作 組 織「ブルガリア映
画」の副総支配人、文化委員会
のグループリーダーなども歴
任した。
彼のキャリアは、ブルガリア国営
テレビ（BNT）とも深く関わりが
あり、副総局長、業務局長、そし
て総局長を歴任している。また、
アレコ・コンスタンティノフ風刺
劇場の館長も務めた。
雑誌『LIK』のインタビューで、ポ
プヨルダノフ氏は大阪万博に
至るまでの道のりと、1970年の
万博でブルガリアがいかに紹
介されたかについての感動を
語っている。どのようにして演出
家ヴァロ・ラデフの構想を実現
するチームに加わったのか、そ
してブルガリア館がどのような
印象を残したのか、さらにはな
ぜブルガリアがこうした国際的
なフォーラムに参加することが
重要なのかについても、深く掘
り下げている。
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手がけたブルガリア館はひとき
わ目を引く存在でした。

今振り返ってみると、当時の万
博でのブルガリア参加には非常
に多くの人々が関 わっていたこ
とに改 めて気づかされます。投
資を担当したブルガリア商工会
議 所（アヴァクム・ブラニチェフ
氏）、建築家のコジュハロフ氏と
ツヴェトコフ氏、美術家のイヴァ
ン・ラデフ氏、ボリス・キタノフ氏、
イヴァン・ボグダノフ氏、ディミタ
ル・メハンジイスキ氏、映画制作
チームのイヴァン・ハラチェフ監
督、撮影監督のボリス・ヤナキエ
フ氏 など、名 前 を挙 げ れ ばきり
がありません。これは、見事なチ
ームワークの証でもあります。

要するに、多くの人 が、それぞ
れの役 割をしっかり果たしてい
たのです。

日本での約8ヶ月間の滞在（途
中2回一時帰国しましたが）は、
私にとって忘れられない体験と
なりました。この国はあらゆる面
で印象的でした。第二次世界大
戦からわずか20年も経たないう
ちに、日本はインフラが整った超
近代国家となり、先端技術の分

野で目覚ましい成果を上げてい
たのです。

日本製品は世界中の市場に溢
れており、そして何より印象的だ
ったの は 、超 近 代 性 と、日 本 独
自の伝 統 的 な生 活 文 化 が共 存
していたことです。規律と秩序、
そして人々の礼儀正しさ、それら
が、深い印象として心に残ってい
ます。		

ブルガリアに帰国された後、ど
のようにしてその後 のキャリア
が変化したのでしょうか？

1970年5月末、EXPO'70での
ブルガリアのナショナルデーが
終 了した後 、私 はブルガリアに
帰国しました。そして同年9月に
は劇映画スタジオ「ボヤナ」の主
任 技 師 に任 命され 、2 年 後 には
そのディレクター に就 任しまし
た。こうして私は合計で17年間、
ブルガリア映画業界での経験を
積みました。

簡潔に表現するならば、1970
年の大 阪 万 博 は、当 時の音 響・
映 像 技 術 の 成 果 を象 徴する祭
典でした。

この経 験を通して得られた知
識とスキルは、博物館の展示設
計や文化的・歴史的名所のプロ
モーション手法の見直しに活か
されることになりました。その点
において、ヴァロ・ラデフ氏とそ
のチームの貢献は非常に大きか
ったのです。

1 9 8 1 年には、ブルガリア建 国
1 3 0 0 周 年を記 念して「フェステ
ィバル・ホ ール 」にて 大 規 模 展
示「1 3 0 0 年のブルガリア文 化」
が開 催され 、最 先 端の音 響・映
像 技 術 を用 いて我 が 国 の 文 化
遺 産 の 長 い歴 史 が 紹 介されま
した。

さらに1 9 8 5 年には、プラハの
ARGCENTRUMの同僚たちとの
協力で「ツァレヴェツ 音と光」プ
ロ ジェクトが 開 始され 、現 在で
もヴェリコ・タルノヴォの見どこ
ろとして継続されています。

このような世 界 博 覧 会 のよう
なイベントに国家が参加する意
義とは何でしょうか？

国家が万博のような国際的イ
ベントに参加する意義について
問 われると、私 はいつも、1 8 9 3
年のシカゴ万博でのブルガリア
参加に対するアレコ・コンスタン
ティノフの皮肉な言葉「僕たちも
ちゃんと［さらされた］ぞ」を思い
出します。しかし現代のグローバ
ル化した世 界 においては 、この
ような変化と技術進展の流れに
加わらなけれ ば、国家は自らを
孤立に追いやり、発展や自己評
価の機会を逃すことになります。

政 治 的 な 憶 測 や 過 度 な 郷 愁
を抜きにしても、1970年の大阪
万博への参加を契機に、ブルガ
リアと日本の経済協力が全く新
しい次元に発展したという事実
は、私にとって疑いようのないも
のです。

1970年万博向けブルガリア館の表紙ブローシャ
写真：イヴァン・ポプヨルダノフ個人アーカイブ

2012年9月5日 ソフィア：アレコ・コンスタンティノフ劇場再オープン式典でのイヴァン・ポプヨルダノフ
写真：ヴラディミル・ショコフ（BTA）
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1970年、大阪万博の開催期間中、フリスト・ネデャルコフ氏の指揮のもと、ブルガリア国営ラジオ児童
合唱団が出演し、演奏を披露しました。若き合唱団員たちの歌唱力、その声の彩り、そして高いプロフェ
ッショナリズムは、日本の聴衆に忘れがたい印象を残しました。雑誌「LIK」では、当時のメディアに掲
載された記事や、当時を知る関係者の記憶を通じて、この異国でのツアーのハイライトを紹介します。 

「本 日 、横 浜 港 にソビエト船『
ハバロフスク』が入港し、日本の
聴 衆に大 人 気の4 0 名の小さな
歌 声たち、ブルガリア国 営ラジ
オ児童合唱団が到着しました」
と、1970年8月14日付のBTA通
信の記 事に記されています。同
日の記 事 は、ブルガリア国 営ラ
ジオ児 童 合 唱 団の日 本 初 訪 問
が 1 9 5 7 年であったことを思 い
起こさせます。日 本 の ジャーナ
リストによれ ば「言 葉では 表 せ
ないほどの成功」を収めた彼ら
は、1969年に再び日本を訪れま
した。その際、ブルガリアの子ど
もたちを感動的に見送った群衆
の余韻がさめやらぬうちに、「再
び来てくれるのだろうか、そして、
それはいつなのか？」という声が
報道に取り上げられました。

1 9 7 0 年の横 浜 到 着の数 週 間
前から、今回のツアーを主催する

「 日 本 電 波ニュース」の 関 係 者
たちは 、コンサートの日 程 につ
いての 電 話 や 手 紙 での 問 い合
わせに対応し続けていました。

今 回 が3 回 目の訪 日となる小
さな 歌 手 た ちは 、日 本 全 国 の
さまざまな 場 所で2 0 回 以 上 の

EXPO’70でのブルガリア国営ラジオ児童合
唱団の忘れがたい出演 

横浜港に合唱団が到着

公 演を行う予 定であり、その初
回 は 沼 津 市 民 文 化 センターの
大ホールでの開催です。日本で
は、観客から高い人気を集める
児 童 合 唱 団の2 1 曲を収 録した

LPレコードが販売されており、
過去の来日時に録音された2枚
のレコードも引き続き広く流通
しています。 

1970年大阪万博公式ガイドブックに掲載されたブルガリア館ページ
写真：イヴァン・ポプヨルダノフ個人アーカイブ

リアの子どもたちはその卓越し
た演奏技術を披露することにな
ります。

ブルガリア国 営ラジオ児 童 合
唱団は、8月14日から9月26日ま
で日 本 に滞 在します。この期 間
中、フリスト・ネディャルコフ指揮
のもと、日本の主要都市を縦断
しながら約25公演を予定してい
ます。

また、東 京では L Pレコ ード用
のステレオ録音も予定されてい
ます。日本国内の音楽関係者の
間でも大きな関心が寄せられて
おり、静岡市では日本の合唱指
導 者 向 け に 公 開リハ ーサル 兼
コンサートが開催される予定で
す。過去の来日時に撮影された
映画とあわせて、我が国の著名
な 児 童 合 唱 団 にお ける創 作 活
動の技を学ぶ機会としても注目
されています。

…祖国よ、祖国よ、こんなにた
くさんの日光を集めたのはなぜ
だろう！」

心 に響く、魅 力 的 な 子 どもた
ちの歌声が、大阪で開催された
EXPO'70のブルガリア館に足を
踏 み入 れた来 場 者の心 を最 初
にとらえます。広いカラースクリ
ーンから、喜 びに満ちた子ども
たちの顔と輝く笑 顔 が迎えてく
れます。歌っているのは、ブルガ
リア国営ラジオ児童合唱団！

こうして始まるのは、BTAの発
行する雑誌「Paraleli」1970年8
月号（第34号）に全面掲載され
た記事です。

人 々は 足 を止 め、長く丁 寧 に
その歌に耳を傾けたり、夢中で
頭を揺らしたりします。中には、
魔法のような歌声を録音しよう
と、自 分のテープレコ ーダーの
マイクを近づける人もいます。ま

た、親 切 な案 内 係（彼 女 自 身も
元合唱団のメンバー）に合唱団
について詳しく尋ね、レコードで
その歌を手に入れたいと強く願
う人も少なくありません。多くの
来場者は、1967年と1969年の
日本ツアーでこのブルガリアの
小さな歌手たちを知っており、そ
の芸術を深く愛しています。彼ら
の3度目の訪日が近いことも知
っており、再会を心待ちにしてい
ます。

そして、ブルガリアの鶯たちが
また日本へやってきました！

今回は、東京での盛大な初演
よりもさらに感 動 的 な、特 別 な
体 験 が待っています。世 界 的に
有名な数々の演奏団体やアーテ
ィストと共 に、彼らは E X P O ' 7 0
の展示都市での単独コンサート
に招かれているのです。万 国 博
覧 会という大 舞 台から、ブルガ

ブルガリアがEXPO'70で歌う

1986年1月31日 ソフィア：フリスト・ネデャルコフとブルガリア国営ラジオ
児童合唱団

写真：ジヴコ・アンゲロフ（BTA）
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今 回の『L I K』誌の特 集にあた
り、ビリャナ・スタノイロヴィチさ
んに連絡を取り、彼女が55年前
に「日出づる国」日本を訪れた際
の思い出を語っていただきまし
た。当時、彼女はブルガリア国営
ラジオ・児 童 合 唱 団 のメンバー
として来日していました。
「大 阪 万 博 E X P O ' 7 0のブルガ

リア 館 で は 、朝 から晩 までずっ
と、大スクリーンに映し出される
ブルガリア国営ラジオ児童合唱
団によるペタル・ストゥペル作曲
の『ロディノ（祖国よ）』が来場者
を出 迎えていました 。この 歌 は
EXPO'70のスタッフの間でも非
常に人気があり、9月1日に私た
ち合唱団が会場内の数多くのパ
ビリオンを見学していたとき、皆
が私たちに気づき、実 際の歌 声
を聞きたいと声 をかけてくれま
した… 。私も3 6 人のメンバーの
一人であり、パビリオン訪問の思
い出 を今 も大 切 にしています」
と彼女は語ります。スタノイロヴ

ィチさんは、その後ソフィアの第
2 2 高 校 を卒 業し、1 9 7 4 年 には
東 海 大 学 の 奨 学 金 を得て日 本
での学 びを続 けました 。この奨
学 金 は 、ブルガリア国 営ラジオ
児 童 合 唱 団 のメンバ ー のた め
に特別に設けられたものでした。

「それ 以 来 、私 の 人 生 は 何らか
の形で日本と結びついてきまし
た。1994年から2018年までは、
在ブルガリア日 本 大 使 館で9 人
の日本大使のアシスタントを務
めていました」と語ります。

彼女はまた、EXPO'70に合 わ
せて行われた1970年のコンサー
トツアーが、1969年から1972年
にか けて行 われた 児 童 合 唱 団
による3回の大規模な日本公演
のひとつであることを振り返り
ます。彼女によれ ば、指揮者フリ
スト・ネディャルコフのもと、ブル
ガリア国営ラジオ児童合唱団の
すべての公 演が、小さな歌 手た
ちの高い歌唱技術を証明する栄
誉の舞台となっていたそうです。

1974年7月11日 ソフィア：ブルガリア国営ラジオ児童合唱団「私はブルガ
リア人」の演奏

写真：ディミター・ヴィクトロフ（BTA）

ビリャナ・スタノイロヴィチ
写真：個人アーカイブ

ビリャナ・スタノイロヴィチ（当時、来日した合唱団の一員）：

パビリオン訪問の思い出は今も大切に残っています

各 公 演 後 の 拍 手 は 鳴り止 ま
ず、少なくとも3曲のアンコール
が披露され、公演の最後には大
量 の花 かごや花 束 が 舞 台 上 に
届けられました。
「 日 本 人 は 花 のアレンジメン

トにおいて素晴らしい技術を持
っています。伝 統 的 な日 本の生
け花の意味も『花に命を吹き込
む』というものでしょう」とスタノ
イロヴィチさんは述べます。
「 公 演 後 、楽 屋 の 前 で は 多く

のファンが待っていてくれて、そ
の 多くは 私 た ちと同 世 代 でし
た。私たちはお互いに記念品や
連絡先、手紙の宛先を交換しま
した 。こうした 交 流 は いまでも
続いています」と彼女は付け加
えます。特に熱心なファンは、公
演 を追 いか けて都 市 から都 市

へと同 行することもあったそう
です。「日 本 の同 世 代 の若 者た
ちは、自然体で親しみやすく、初
対面では少し内気にも思えまし
たが、交流を重 ねるうちに非常
に好 奇 心 旺 盛で素 直 な人 々だ
と分 かりました 。ほとんどの人
がブルガリアについてあまり知
らなかったので、私たちは 母 国
やソフィアの街、家族、学校につ
いて話しました。そうすることで
私たちの距離はどんどん縮まり
ました」とスタノイロヴィチさん
は語ります。

彼 女 によれ ば、ブルガリア国
営ラジオ児童合唱団は1967年
から2007年までの間に計18回
の日 本 公 演 を行っており、日ブ
ル間の相互理解と音楽・文化交
流 の継 続 において重 要 な役 割

を果たしてきました。「だからこ
そ、日本の人々が『ブルガリア』
という言 葉 を耳 にすると、まず
最初に思い浮かべるのはブルガ
リア国営ラジオ児童合唱団、ブ
ルガリアのヨーグルト、そして日
本 の 大 相 撲で活 躍した 力 士 カ
ロ ヤン・マハリャノフ（琴 欧 洲）
なのです」と彼女は語ります。
「 E X P O ' 7 0 の ブル ガリア 館

も、館の壁に映し出された合唱
団の歌と共に、児童合唱団の認
知 度 向 上 に 大 いに 貢 献しまし
た」とスタノイロヴィチさんは言
い添え、今日ではヴェネツィア・
カラマノヴァ氏の指揮のもと、ブ
ルガリア国営ラジオ児童合唱団
が、音楽および文化の分野にお
ける日ブル交流を引き続き深め
ていることを伝えてくれました。

1988年5月12日 ソフィア：ブルガリア国営ラジオ児童合唱団コンサート
写真：ゲオルギ・カザコフ（BTA）



 52  

LI
K

 2
0

25

 53  

LI
K

  2
0

25

ブルガリア、EXPO 1970にて ブルガリア、EXPO 1970にて

ブ ル ガ リア と 万 国 博 覧 会 ブ ル ガ リア と 万 国 博 覧 会

作家アセン・ボセフ（1986年）：

1988年4月4日 ソフィア：作家・児童
文学作家・翻訳家アセン・ボセフ
写真：ボジダル・トドロフ（BTA）

ラジオ児童合唱団は世界の奇跡

1 9 7 0 年 の 日 本 ツアー にお い
て、ブルガリア国営ラジオ児童合
唱 団には 作 家アセン・ボセフ氏
が同 行していました 。1 9 8 6 年 3
月、合唱団の創設記念を祝う式
典で彼が述 べたスピーチは、ブ
ルガリア国 営ラジオのアーカイ
ブに保存されています。同ラジオ
局はその録音を『LIK』誌に提供
してくれました。ここにボセフ氏
のスピーチの抜粋を掲載します。

「私にとって、児 童ラジオ合 唱
団は世界の奇跡です。私はその
歌やコンサートが世界各地でど
のように受け入れられているか、
ブルガリアの奇 跡として迎えら
れているのをこの目で見てきま
した」と語るボセフ氏は、若き歌
い手たちの歌声がブルガリアの
名を高めたと強調します。

ボセフ氏は、自身が1970年の
日本ツアーに同行できたことは

「忘 れられない思い出」であり、
人 生 における「 消えることの な
い印 象」だと語ります。「私たち
は日本の北の島から南の島まで
旅をしました。そしてコンサート
の連続、連続、連続。私はそれら
を何度も聞きました。聞いて、聞
いて、聞いて、ブルガリアに帰国
した後の最初のコンサートがあ
ると聞いて、私はすぐにチケット
を買い、また聞きに行きました。
あなたたちの歌を聞きたいとい
う欲求、渇望は、私の中で決して
消えることはありませんでした」
と振り返ります。
「 私 は 、児 童ラジ オ合 唱 団 の

歌が日本でどのように迎えられ
たかの証 人です。合 唱 団 はこの

1988年4月15日 ソフィア：国際児童図書の日を祝うアセン・ボセフと子供たち
写真：ディミター・アルタンコフ（BTA）

国 を征 服しました」と作 家 ボセ
フ氏 は 語ります。彼 の 言 葉 によ
れ ば、「 日 本 中 が 児 童ラジオ合
唱 団 の 話 題で持ちきりであり、
日本のラジオやテレビ局も彼ら
に歌声を紹介する機会を提供し
てくれ ました 。子 どもたちが 歌
い、日本が耳を傾ける。学者、教
授 、作 曲 家 、教 師たちが 彼らの
演 奏 を聞く。日 本ではラジオ児
童合唱団が子どもの歌唱の「学
校」と見なされ、その歌唱から学
ぶべきだと日本人は考えたので
す」と振り返ります。

アセン・ボセフ氏によれ ば、日
本 は 技 術 面 で は 超 大 国 のよう
な印象を与えるが、「その超大国
が、ブルガリアから来た『超合唱
団』から『超 歌 唱』を学 ぼうとし

たのです」と述 べます。「ある晩
のこと、5 0 0 人の日 本 中の教 師
たちが集まり、フリスト・ネディャ
ルコフ氏の講義を聞きました。ど
うしてこの『魔法の指揮者』が子
どもたちからあんな声を引き出
せるのかを学ぶために。そして彼
らは座り、耳を傾け、学んでいま
した…」。ボセフ氏の言葉によれ
ば、精 密 機 器や機 械 工 学、電 子
工学の分野でこれほど先進的な
国が、他の何者でもなく、ブルガ
リアの児童ラジオ合唱団から学
ぼうとしているという事実は、非
常に誇るべきことであると。

また、ボセフ氏は、日本の子ど
もたちがブルガリアの合唱団を
どのように迎えたかも語ってい
ます。「日本の子どもたちは、数
百キロも離れた場所からやって

きて、ホールに入 れなくても、せ
めて 合 唱 団 が 会 場 を出 るとき
に並んで、挨拶し、プレゼントや
花 を手 渡 そうとしていました 。
私は、ある子どもが友達に会う
ために、前 回の訪 問で知り合っ
た仲間に花やプレゼントを渡す
ために、列車で200キロ、300キ
ロの距離を移動してきたのを覚
えています」と述 べました。アセ
ン・ボセフ氏 は 、「これ はブルガ
リアの声 楽 芸 術 、そして文 化 に
とって驚くべき成功です」と結び
ました。
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世 界 中 のすべての 大 陸で、ヨ
ーグルトといえばブルガリア、ブ
ルガリアのヨーグルトといえば
健 康と力の象 徴とされている。
それはドイツやノルウェーから、
日 本 、韓 国 、中 国 、タイ、そして
遠く離 れたグアテマラに至るま
で同じである。何 百 万 人もの人
々が、国営乳製品会社「エル・ビ
ー・ブルガリクム」が輸出するヨ
ーグルトスターターにより、その
卓越した効能を知っている。

ブルガリアのヨーグルトは、過
去から現代に至るまで多くの著
名 人 にも愛されてきた 。たとえ
ば教 皇フランシスコ は 、幼 少 期
に祖母が地元の薬局でスタータ
ーを買ってきて育てられたと語
っている。さらに、遠く15世紀に
は 、フランス王ルイ1 1 世 がブル

ガリアのヨーグルトによって苦し
い胃痛を治したと伝えられてい
る。この有名なブルガリアのスー
パーフードは、昨年、NASAによ
って火星での製造と宇宙飛行士
のメニューへの組み込みの可能
性が調査された。つまり、ブルガ
リアのヨーグルトは過去、現在、
未来にわたって生き続けるので
ある。

さまざまな研究によると、ブル
ガリアのヨーグルトは紀元前か
らブルガリアの地に住んでいた
トラキア人 によって作られてい
たとされている。しかし、世界的
に知られるようになったのは20
世紀初頭、ロシアのノーベル賞
受 賞 生 物 学 者イリヤ・メチニコ
フが、36か国を調査した結果、ブ
ルガリアが最も長寿の人々が多

い国であると結論づけたことが
きっかけである。メチニコフは、
その理由をブルガリアのヨーグ
ルトの有益な微生物叢にあると
した。

この研 究の過 程で、発 酵の原
因となる微 生 物 は 何か、という
問いが生まれた。その答えを導
き出したのは、ジュネーブで学ん
でいたブルガリア人 留 学 生 、ス
タメン・グリゴロフ博 士である。
彼は数千回におよぶ実験の末、
新鮮な牛乳をヨーグルトへと変
える菌を単離することに成功し
た。彼は世界的な学者たちに招
か れ 、パリのパスツール研 究 所
で発見を発表した。後に、この菌
は発見者の母国にちなみ「ラク
トバチルス・ブルガリクス」と名
付けられた。

LBブルガリクム社提供写真

ブルガリアのヨーグルト ― ト
ラキア人から火星まで

LBブルガリクム ブルガリア人は何世紀にもわ
たって自 宅でヨーグルトを作り
続けてきたが、1960年代に入る
と産業的なヨーグルト生産が始
まった。1960年に設立された国
営企業「乳業工業総合体」（現在
のエル・ビー・ブルガリクム）がそ
の中心である。この会社は伝統
を守りつつ、ブルガリア独自の乳
製 品レシピを発 展させ、オリジ
ナルのスターターによるヨーグ
ルト製造ライセンスを国内外に
提供している。「エル・ビー・ブル
ガリクム」は、世界で唯一、自社
に研究開発センターを持つ乳製
品メーカーであり、科 学 者たち

が新しい有益なスターターを開
発している。また、世界最大級の
菌 株コレクションを保 有してお
り、それは乳製品の世界におけ
る最大の財産といえる。

近 年、伝 統の継 承と業 務の近
代 化 を両 立 させる方 針 を採 用
し、その努力は 成果を上 げてい
る。売 上 は 増 加し、収 益 も伸 び
ている。最近では、若者たちが「
エル・ビー・ブルガリクム」を志望
する動きも強まっていると、CEO
ジフコ・ジフコフ氏が誇らしげに
語っている。

ブルガリアがヨ ー グルトの 故
郷とみなされるもう一つの理由

は、この地に発酵を促進する優
れた菌株が豊富に存在すること
にある。ギリシャヨーグルトやト
ルコヨーグルトとは異なり、ブル
ガリアのヨーグルトは、カルシウ
ム、マグネシウム、リン、水溶性ビ
タミンなどの有用成分を損なう
ことなく、独 自 の 菌 株と技 術で
作られている。さらに、ブルガリ
アのヨーグルトは、ギリシャやト
ルコのヨーグルトに比 べてラク
トバチルス・ブルガリクスの含有
量が比較的高く、それがブルガリ
アヨーグルトを唯一無二でかけ
がえのないものにしている。

LBブルガリクム社提供写真
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ブルガリアのダマスクローズ

カザンラク市

「この世を去るとき、唯一持っていけるものはバラだ。
バラはこの世のものではないからだ。」  

― 古代ペルシャのことわざ

ブルガリアの ダマスクロ ーズ
は、何 世 紀にもわたって世 界 中
で知られている私たちの宝の一
つである。そして、「バラがどこで
育つか」と尋ねられれば、私たち
はいつもカザンラクとバラの谷
を思い出す。

カザンラクは、ブルガリアの美
しく香り高い顔「バラ」、そして豊
かな「トラキア文化遺産」という
二 つ の 宝 物 を結 びつ ける文 化
的で歴史的な目的地である。バ
ラの谷 を訪 れると、名 高いロー
ズオイルが生み出される無限に
広がるダマスクローズ畑が広が
り、同時にこの地の文化的・歴史
的・考古学的遺産にも触 れるこ
とができる。

バラ属（ R o z a ）は 、インド、中
国、東アフリカ、アメリカの森 林
地帯や湿潤地帯に分布する小型
の常緑樹から始まったとされて
いる。優 れた観賞価値と芳香を
持つバラは、太 古の昔から人 々
の心 を惹きつけ、現 在 に至るま
で愛され 続 けている。バラが 人
々の生活に広く取り入 れられる

ようになったのは、数千年前、イ
ンダス川、アムダリヤ川、ナイル
川、チグリス川、ユーフラテス川
の流域に栄えた高度に発展した
奴隷制国家からである。アッシリ
ア、バビロニア、インド、中国、ペ
ルシャ、エジプトでは、バラの花
や実が香料、ワイン、茶、薬など
に利用されてきた。

ロ ーマ 帝 国 の 最 盛 期 末 期 に
は 、香 水 産 業 が 発 展し、カポア
市がその中心地となった。バラ、
ラベンダー、 クスノキ、ミントの
香りは裕福なローマ人に常に寄
り添っていた。これらの民族は、
バラに神 聖 な起 源を見 出し、さ
まざまな伝 説を生 み出した。ギ
リシャの詩 人アナクレオンによ
れ ば、古 代 ギリシャ人 はバラの
起源を、波間の泡から生まれた

最も美しい女神アフロディーテ
に結び付けている。ローマ人は、
バラは花と春と愛の女神ヴィー
ナスが愛する狩人アドニスに注
いだ熱いキスから生まれたと信
じていた。

カザンラクには、バラにまつわ
る伝説も残っている。ある若いダ
ルヴィッシュがこの地を訪れ、美
しいブルガリア娘に恋をしたが、
運命により二人は永遠に引き裂
かれた。彼は彼女への愛を記憶
に留 めるた め、カザンラクのバ
ラを母国の谷へと持ち帰ったと
いわれている。カザンラクの 人
々は、ダマスクローズがオスマン
帝国支配初期に小アジアからこ
の地に持ち込まれ、最初に今日
のシプカ市周辺に植えられたと
伝えている。

ガリナ・ストヤノヴァ、カザンラク市長
写真：カザンラク市

カザンラク市提供写真

カザンラク市提供写真

何世紀にもわたり、ブルガリア
のバラ生産者たちは蒸留酒製造
の技術を応用し、二重蒸留法に
よるロ ーズオイル 製 造 を発 明・
改 良してきた 。この 技 術 によっ
て、ブルガリアのローズオイルは
世 界で最 も高 品 質で持 続 性 の
あるものとなったのである。

バラを讃える祭りには 古い興
味深い歴史がある。古代では、バ
ラの美しさと香りを称える華や
かな祝祭が行 われていた。この
伝 統 は 中 世、ルネサンスを経て
受 け継 が れ 、ブルガリアでもバ
ラの美、若さ、喜びを讃える週と
日が設けられた。

1903年、カザンラク市民は初
めて「バラ祭り」を開 催し、美 、
花、慈善をテーマにした。展示会
が開かれ、バラの谷やバラ摘み、
ローズオイル製造の様子を描い
た絵葉書が販売された。

1930年代には祭りがさらに発
展し、ブルガリア国鉄が割引切符
を発行して「バラの週間」に全国
からバラの谷への来訪を促した。

1971年、閣議決定によりカザ
ンラクのバラ祭りは国民的祭典
に認定され、「バラの女王」はブ
ルガリアの象徴として正式に位
置づけられた。

バラ祭り創設当初から現在に
至るまで、「バラの女王」の王冠
は 、トラキア王たちの谷 の支 配
者としての権威を象徴する欠か
せないものとなっている。

バラ産業と世界に一つしかな
いバラ祭りのおか げで、カザン
ラクへの関心は国際的に高まっ
ている。ブルガリア産ローズオイ
ルは世界的な名声を博し、カザ
ンラクは三大陸の都市と姉妹都
市提携を結んだ。

1995年には、日本の福山市が
カザンラクの国際的なファミリー
に加わり、15年後には宗像市と
も提携した。福山市との姉妹都
市提携の証として、カザンラク市
民は「日本人女性の像」と題され
た像を市の中心に設置した。

また、日本ではダマスクローズ
の香りを讃えて6月2日を「バラの
日」と定めている。この日は日本
語で「ロ・ズ」と発音され、バラ（
ローズ）に似ているためである。

姉妹都市の市長たちが築いた
絆に加え、日 本 人のブルガリア
産ローズオイルとヨーグルトへ
の 愛 情 も両 国 の 友 好 を深 めて
いる。興味深いことに、日本の皇
后雅子さまもブルガリアのロー
ズオイルを使った化粧品を愛用
している。調査によれば、世界各
国のローズオイルを比較した結
果、ブルガリア産が最も肌に良

い成分を含んでいることが判明
している。毎 年バラ祭りの 時 期
になると、カザンラクには日本か
らの観光客が訪れ、その数は年
々増加している。中にはダマスク
ローズを故郷に持ち帰った人も
いるが、バラの谷以外では育成
が難しく、今のところ移植に成功
したのは 唯 一、ある知られた庭
園のみである。

こうして年月は過ぎてゆくが…
感動は色あせることなく続いて

いる…
6月最初の週末に最高潮を迎え

るバラ祭り！　
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BTAのアーカイブより

ブルガリアと日本の外交・文化関係

ブルガリアと日本の外交関係は、1939年10月12日に樹立された。その後、1944年から1959年
の間に一時的な中断を経て、ブルガリアは1964年に東京に大使館を開設し、日本は1966年にソフ
ィアに大使館を開設した。これは、ブルガリア通信社（BTA）の「参考資料」部門の記録によるもので
ある。両国の関係は、何十年にもわたり、外交、経済、貿易、投資の分野だけでなく、観光、文化、伝統
と民俗の研究、そして両国民の日常生活や習慣の理解など、多岐にわたる分野で発展してきた。

ブルガリアの 政 治 指 導 者 による日 本 訪 問 、日 本 の 皇 室メンバーによるブルガリア訪 問 の ニュー
ス、両国間のさまざまなイニシアティブや協力に関する報道は、ブルガリア通信社のニュースの中で
も重要な位置を占めている。雑誌『LIK』では、それらのうちごく一部ではあるが、両国間の精神的な
絆の深さを示すエピソードを紹介したい。たとえ地理的に遠く離れていても、ブルガリアと日本の間
には、強い結びつきが存在している。

1939年

「ブルガリア政 府 は 、ワルシャ
ワの日本大使館で参事官を務め
ていた蜂谷 輝雄氏を日本の全
権公使としてソフィアに任命する
ことに同 意した」と、1 9 3 9 年 1 0
月17日発行のBTA公報に掲載さ
れた記事に記されている。

その少し後、1 2 月 2 8 日のBTA
の記 事では 、ブルガリア国 王 陛
下が日本の全権公使である蜂谷 
輝雄閣下の謁見を公式に受け、
信任状を受け取る荘厳な儀式の
様子が紹介されている。
「 私 は 、我 が 国 政 府 に よって

任 命された最 初 の者として、我
々 二 国 間 の 関 係 と心 からの 友
好 を築くた めにここに参ること
ができ、大 変 光 栄 に 思 います」
と、蜂 谷 公 使 は 挨 拶の中で語っ
ている。

ブルガリア 国 王 は 、信 任 状 を
受 け 取り感 謝され 、次 のように
応えた 。「 貴 殿 が 我 々両 国 の 関

係を維持・発展させるために尽
力されるとの誓約を、私は誠に
喜ばしく受け止めます (…) 本
日、貴殿を日本からの最初の外
交 使 節としてお 迎えし、心 から
歓迎の意を表します。ようこそ、
閣下」。

1942年

2月11日付のニュースでは、日
本とブルガリアの間で締結され
た 友 好 および文 化 協 力 協 定 に
ついて報じられている。この 協
定は、日本国外務大臣の谷正之
氏と、ブルガリア全権公使のヤン
コ・ペエフ氏によって、厳かに署
名された。

谷氏は式典の中で演説を行い、
「新しい世界秩序の実現のため

に勇 敢に戦っているブルガリア
国民の勇気」を称賛した。

これ に 対しペ エフ氏 は 、日 本
国民が成し遂げた輝かしい成果

を強 調し、「その 成 功 は 我 が 同
胞を大いに励ますものである」
と応じた。

1959年
9月、BTAのニュース配信で発表
された報道によると、ブルガリア
人民共和国政府と日本政府は、
両国間の外交関係を回復するこ
とを望 み、ブルガリア人 民 共 和
国のワルシャワ駐 在 大 使フリス
ト・ボエフ氏 および日 本 のワル
シャワ駐在大使太田三郎氏に、
その目的のための交渉を行うよ
う指示したという。

この交 渉の結 果、両 国 政 府の
間で完 全 な合 意 が成 立し、9 月
1 2 日 、ワルシャワにてボエフ大
使と太田大使の間で、両国間の
外 交 関 係 を回 復する旨 の 書 簡
が交換された。

1977年

3月29日、首都ソフィアの「モス
クワ」パークホテル」において、
日 本 から来 訪した 6 0 名 の 経 済
代表団とブルガリアのビジネス
関係者との会合が開催された。

この 会 合 は 、ブルガリア 商 工
会議所会頭 ペンコ・ペンコフ氏
と、日本通商産業省の顧問であ
る小 松 勇 五 郎 氏 の 主 導 の もと
行われた。

日本側からは、大手産業企業、
専門商社、輸出入銀行、各省庁
および関 係 機 関 の 代 表 が 出 席
し、ブルガリアの経 済 的 成 果 に
ついて紹介を受けた。

会合では、両国間の貿易拡大
の可 能 性や、生 産・技 術 協 力の
展望についても議論された。

1978年

「ブルガリアと日 本 の 科 学 者
の間で、精油植物の品種改良分
野 にお ける有 益 な 協 力 の 第 一
歩 が踏 み出されました 。カザン
ラク市にあるバラ・精油・薬用植
物研究所では、東京農業大学育
種 研 究 所の放 射 線 育 種の経 験
が 導 入される予 定です。ここ数
年、ブルガリアでは 放 射 線 照 射
や 化 学 物 質 を用 いて植 物 の 特
性を変化させる新しい手法に取
り組んでいます」と、3月14日付
のカザンラクからの報道に記さ
れてる。

さらに、同研究所は東京の「マ
ザヒザ・アオキ」社の関係者との
交 流 を継 続しており、観 賞 用バ
ラの育種と栽培に関する文献の
交換が行われていると伝えられ
ている。

1979年

10月10日、国家評議会議長ト
ドル・ジフコフの招待により、日
本国天皇の名代として皇太子明
仁 親 王 殿 下と皇 太 子 妃 美 智 子
殿下が公式訪問のためブルガリ
アを訪 れられた。お二人はボヤ
ナ官 邸に滞 在され、ジフコフ同
志 がお 二 人 のた め に盛 大 な 晩
餐会を催した。  

その席上、皇太子殿下が乾杯
の挨 拶を述 べられた 。「9 年 前、
閣下はブルガリアの首相として
大阪万国博覧会をご訪問されま
した。その博覧会において、貴国
はバルカンの山々を象徴するパ
ビリオンを建設し、出展されまし
た。この万博への参加と閣下の
ご訪問は、両国の友好関係の礎
となり、日本国民の心に深い印
象を残しました」と述べられた。  

また、皇太子殿下は、昨年のト
ドル・ジフコフ氏の日本訪問が、
両国のさらなる相互理解と友好
関係の促進に大きく貢献したこ
とを付け加えられた。

1981年

日 本 の 各 地 では 、ブルガリア
建 国 1 3 0 0 周 年を記 念するため
に数多くの新しい試みが展開さ
れ、日本社会はこれを盛大に祝
った。各都市で開催された展覧
会、コンサート、記念の夕べなど
は 大きな関 心を集 め、これらの
催しは 両 国 間 の 文 化 交 流 にお
ける重 要 な貢 献となった 。これ
は9月14日付の報道で伝えられ
ている。

この記念すべき周年に際し、ブ
ルガリア文化委員会の副議長ト
ドル・リバロフ氏 が 日 本 を訪 問
した 。ブルガリア通 信 社 の記 者
に対し、同 氏 は、「日 本の政 治、
社会、文化の著名人との会談を

通じて、ブルガリアの 国 際 的 な
威 信 の高まり、そして両 国 間 の
関係深化があらためて証明され
ました」と語っている。

1987年

6 月 1 1 日 、日 本の皇 室の一 員
である高仁親王殿下とその妃・
百合子妃殿下が、閣僚会議副議
長 および精 神 文 化 発 展 評 議 会
議 長 ゲオルギ・ヨルダノフ氏 の
招待により、ブルガリアを訪問さ
れた。

6 月 1 2 日 には 、ソフィア大 学「
クリメント・オフリドスキ」大講堂
にて、高 仁 親 王 殿 下 に「名 誉 博
士 」の 称 号 が 授 与された 。この
栄誉は、歴史学および考古学分
野における高い学術的業績に対
する評価であると同時に、「両国
間の精神的・文化的交流の深化
に寄与されたご功績に対して贈
られたものです」と説明された。

1990年

1 1 月 1 1 日 、B TA（ブルガリア
通 信 社 ）の 東 京 特 派 員 ゲ オル
ギ・ア ポストロフは 、翌 日 に 予
定 されて いる 新しい 日 本 の 天
皇、明仁天皇の即位礼正殿の儀
について報じた 。この儀 式 には
3,500人の公式招待客が出席す
る予定である。日本側の招待に
より、ブルガリア共 和 国 大 統 領
のジェリュ・ジェレフも東京に到
着した。

ブルガリア大 統 領 の 5 日 間 に
わ た る 訪 日 時 に は 、日 本 の 首
相・海部俊樹との会談が予定さ
れており、外務大臣の中山太郎、
通商産業大臣の武藤嘉文、衆議
院議長の桜内義雄、そして日本
の経済界の代表者たちとも会談
が計画されている。
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11月13日のニュースでは、武
藤 通 産 相 との 会 談 が 報じられ
た。武藤大臣は、「ブルガリアの
市 場 経 済 へ の 移 行 を支 援する
用意があります」と述 べ、「日本
は 経 済 運 営、生 産 性 向 上、エネ
ルギー 資 源 の 効 率 的 活 用 に関
する経験を共有できることを強
調したいと思います」と語った。

1995年

ブルガリア国 営ラジオ児 童 合
唱団は、1996年7月12日に第11
回目の日本ツアーに出発する。
このことは、同年11月24日に行
われた式典に先立ち、指揮者の
フリスト・ネデャルコフ教授によ
って発表された。同式典では、日
本の地引嘉博（じびきよしひろ）
駐ブルガリア大使より、教授に対
して「瑞宝章金章（ずいほうしょ
う・きんしょう・ロゼット付き）」が
授与された。

地引大使は、「日本政府がネデ
ャルコフ教授に対してこの勲章
を授与した理由は、30年にわた
るブルガリアと日本の文化交流
の発展に多大な貢献があったか
らです」と述べた。

1996年

9月29日、日本の皇族である清
子内親王殿下がブルガリア政府
の招 待により、公 式 訪 問のため
来訪した。訪問の目的は、ブルガ
リアにおける「日本文化デー」の
開会式に出席することにある。滞
在中、清子内親王殿下はジェリ
ュー・ジェレフ大統領との面会、
ジャン・ヴィデノフ首相との会談
を行った。また、訪問日程にはヴ
ェリコ・タルノヴォおよびリラ修
道院の視察も含まれている。

9 月 3 0 日、清 子 内 親 王 殿 下 は
次のように述べられた。「貴国を
訪問し、茶道の儀式に参加でき
ることを大変嬉しく思います。こ
の儀式をもって第7回日本文化
デー が 開 幕することは 、とても
意 義 深いことです」。また、殿 下
はブルガリアへの関心について、

「 私 のブルガリア へ の 関 心 は 、
まず何よりも長い年月をかけて
築 か れ た 文 化 的 価 値 に ありま
す。それらは 日 本 国 内 だ けでな
く、世界中でも知られています」
と述べられた。

1997年

1 1 月 初 旬 、ブルガリア共 和 国
大 統 領 ペ タル・ストヤノフは 政
令 第 4 5 9 号 により、日 本 国 明 仁
天皇にリボン付きの「スタラ・プ
ラニナ勲 章」を授 与した。また、
ブルガリアと日本の友好関係の
発展への貢献に対して、美智子
皇后陛下には金製の「バラの勲
章」が授与された。

同時に、日本の橋本龍太郎内
閣 総 理 大 臣にもリボン付きの「

1987年6月11日 ソフィア：日本皇室の三笠宮親王のブルガリアご訪問
写真：ステファン・ティホフ（BTA)

1996年10月3日 ソフィア：ブルガリア大統領ジェリュー・ジェレフと日本の
清子内親王
写真：ルスラン・ドネフ（BTA）

スタラ・プラニナ勲章」が授与さ
れた。

* * *

11月16日、東京の羽田空港に
て、ブルガリア共 和 国 大 統 領 ペ
タル・ストヤノフが夫人および公
式代表団とともに到着し、21発
の礼砲で迎えられた。

ストヤノフ大統領は日本の橋本
龍太郎首相と会談し、橋本首相
はブルガリア大統領による今回
の最高レベルの訪問を「日本がブ
ルガリアにおける改革を全面的
に支持しているという兆しです」
と評価した。なお、橋本首相によ
れば、その改革はペタル・ストヤノ
フが大統領に選出されたことに
より始まったものである。

明 仁 天 皇 と美 智 子 皇 后 陛 下
は、ペタル・ストヤノフ大統領お
よびアントニナ・ストヤノヴァ夫
人を、日本の閣僚全員の出席の
もと歓迎した。

また、赤 坂 御 所にて晩 餐 会 が
催され 、天 皇 陛 下 は「我 が両 国
の歴史的な道のりは異なるが、
それぞれの文化と芸術を守ろう
とする努力には共通点がありま
す」と述べられた。

2004年

1 2 月 1 3 日 、ブルガリアのシメ
オン・サクスコブルクゴツキ首相
が、5 日 間の公 式 訪 問のた め日
本に到着した。サクスコブルクゴ
ツキ首相と夫人のマルガリータ
は、明仁天皇および美智子皇后
陛下とのご会見に臨んだ。首相
は、天皇陛下よりお茶会に招か
れた初めての首相であり、「これ
は極めて高い敬意と名誉を示す
もの」と評価された。

1 2 月 1 5 日には、サクスコブル
クゴツキ 首 相 が 日 本 の 小 泉 純

一郎首相と会談を行った。両国
政 府 首 脳 は「ブルガリアと日 本
のパートナーシップに関する共
同 声 明 」に 署 名し、その 中で日
本はブルガリア国民に対して短
期滞在におけるビザ免除を導入
することが明記された。

2007年

1 1 月 、ブル ガリア の 副 首 相
兼 外 務 大 臣 イ ヴァイ ロ・カ ル
フィン 氏 が 日 本 を 公 式 訪 問し
た 。カルフィン 外 相 は 、日 本 の
福 田 康 夫 首 相 に 表 敬 訪 問し、
ブル ガリア の 改 革 に 対 する 日
本 の支 援 、すな わち経 済・社 会
分 野 に お け る 優 遇 融 資 、無 償
援 助 、技 術 協 力 に 対して 謝 意
を表した 。

1 1 月 5 日 、カルフィン外 相 は 、
ブルガリアの 日 本 における2つ
目 の 名 誉 領 事 館 を 開 設した 。
名 誉 領 事 には 宗 政 真 一 氏 が任
命 され 、九 州 および 四 国 の 1 2
県 を管 轄 とする福 岡 市 に 拠 点
が置か れた 。

ブルガリア通信社は、「ブルガ
リア が 日 本 に 初 の 名 誉 領 事 館
を開設したのは2003年12月で
あり、その際には中山久氏が横
浜市を拠点とする名誉領事に任
命されました」と伝えている。

2009年

1 月 2 5 日 、ゲオルギ・パルヴァ
ノフ大統領が日本を公式訪問し
た。この訪問は「日本におけるブ
ルガリア年」の幕 開 けを記 念す
るものであり、本年はブルガリア
と日 本 の外 交 関 係 再 開 から5 0
周 年を迎える。国 家 元 首である
大 統 領とその夫 人ゾルカ・パル
ヴァノヴァ氏は、明仁天皇および
美智子皇后陛下とのご会見を賜
った 。大 統 領 は また 、麻 生 太 郎
首相および両院の議長とも会談
を行った。

ソフィアでは、両国の外交関係
再 開 5 0 周 年 を記 念した祝 賀 行
事が2 月 3 日に開 幕し、和 太 鼓、
三 味 線 、篠 笛 による「ようそろ」
グループの伝統的な日本音楽の

ソフィア、2001年10月17日　ペタル・ストヤノフ大統領が、松井 啓駐ブルガ
リア日本国大使に第一等「スタラ・プラニナ」勲章を授与する。
写真：ティホミル・ペノフ、BTA
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コンサートが開催された。
5 月 に は 、秋 篠 宮 皇 嗣 同 妃 両

殿下がゲオルギ・パルヴァノフ大
統領の招待により公式ご訪問さ
れた。5月15日、大統領と秋篠宮
殿下は、アレクサンドロヴォ村に
ある東ロドピ地方のトラキア芸
術博物館センターの開館式を共
にご出席された。この文化施設
の建 設 は 日 本 政 府の資 金 協 力

により実現し、館内にはトラキア
人の墳墓の精巧なレプリカが展
示されている。

12月2日には、「日本における
ブルガリア年」の公 式 閉 幕 式と
して、日本の人形劇『人間国宝』
が国立イヴァン・ヴァゾフ劇場で
上 演された 。ブルガリアの観 客
にとっては初めて、日本の珍しい
人 形 劇の形 式「八 王 子 車 人 形」

と、語り芸「新内浄瑠璃」が紹介
された。

2011年

1 月 2 2 日 、ボイコ・ボリソフ首
相 が 日 本 を実 務 訪 問 のた め 訪
れた。訪 問 中、首 相 は 一 月 場 所
の大相撲千秋楽に出席し、ブル

東京、2009年1月26日　公式訪問中のゲオルギ・パルヴァノフ大統領と妻ゾルカ・パルヴァノヴァが、明仁天皇・美
智子皇后のご接見を受ける。
写真：ヴァレンティン・ニコロフ、BTA

2004年12月15日 東京：ブルガリア首相シメオン・サクスコブルクゴツキと日本首相小泉純一郎、二国間関係強化
の共同声明署名式
写真：ヴラディミル・ショコフ（BTA）

ガリア政 府 杯 を授 与した 。この
大会にはカロヤン・マフリャノフ

（琴欧洲）も出場している。
訪問3日目の始まりには、皇太

子徳仁親王殿下のご接見を賜っ
た。その後、ボリソフ首相は菅直
人内閣総理大臣と会談し、日本
経 済 団 体 連 合 会の米 倉 弘 昌 会
長とも意 見 交 換 を行った 。さら
に、衆議院議長の横路孝弘氏お
よび参 議 院 議 長 の 西 岡 武 夫 氏
とも会談を行った。

2012年

4月、東京のブルガリア大使館
でのヴァシル・レフスキのレリー
フ除 幕 式と、ブルガリア人 留 学
生および日本のブルガリア語学
者との懇談会を皮切りに、国民
議会議長ツェツカ・ツァチェヴァ
の日本公式訪問が始まった。ツ
ァチェヴァ議 長 率 いるブルガリ
ア国会代表団は、日本国参議院
議長・平田健二氏の招待により、
日本を公式に訪問した。

このレリーフは、ソフィア中 心
部にあるヴァシル・レフスキ像の
複製であり、「ヴァシル・レフスキ
生誕175周年を記念して、第41
期国民議会および「ヴァシル・レ
フスキ財団」から寄贈された。

2014年

日本では6月2日が「バラの日」
として制 定された 。この 取り組
み は 、長 年 に わたりブルガリア
のローズオイルを日本に輸入し
てきた原田博之氏によるもので
ある。

5 月 に 駐 日ブルガリア大 使 館
が主催した第15回チャリティー・
レセプション「バラの祭典」にお
いて、原田氏は「日本語では6月

2日が『ロ・ズ』と発音され、美し
い花 の 名 前『ロ ーズ』に非 常 に
近いことからこの日を選びまし
た」と語った。また、「この祭典を
始めた当初は、まさか15年も続
くとは思っていませんでしたが、
ぜひ25回目も迎えたいと思って
います」とも述べた。
「バラの女王」に選 ばれたユリ

ア・ポポヴァ氏は、原田氏のブル
ガリア文化およびブルガリアのバ
ラの普及に対する並々ならぬ貢
献を称え、カザンラク市長の名の
もとで名誉証書を授与した。

2015年

日 本 の「 明 治コ ー ポレーショ
ン」社が実施した調査によると、
毎朝、日本の半数以上の家庭が
ブルガリアヨーグルトを朝 食に
取り入れていることがわかった。
この調査結果は、同社の代表取
締役社長・川村一夫氏が来日中
の経 済 大 臣 ボジダル・ルカルス
キとの4月8日の会談の際に発表
したものである。
「明治」は1972年から、ブルガ

リア国 営 企 業「エル・ビー・ブル
ガリクム」のライセンスのもとで、
ブルガリアヨーグルトを製 造し
ている。現在、日本では「明治ブ
ルガリアヨーグルト」は「コカ・コ
ーラ」や「ダノン」よりも有名なブ
ランドとなっており、調査によれ
ば「57.5％の日本人がブルガリ
アといえば『ヨーグルト』を連想
します」とのことである。

川村氏は、「ブルガリア政府か
らの卓 越したパートナーシップ
に対して、深く感 謝しています」
と述べた。また、「2013年からは
中国、タイ、シンガポールの市場
向 けにもブルガリアヨーグルト
の製造を行っています」と明らか
にした。

2017年

5月11日、ドンドゥコフ2で行わ
れた実務会合において、副大統
領イリヤナ・ヨトヴァ氏と日ブル
友 好 文 化 交 流 協 会の事 務 局 長
猪谷晶子（いがやあきこ）氏は、
ブルガリアと日 本の経 済・文 化
協力について協議した。猪谷氏
によれば、「日本の中小企業にと
って、ブルガリアはヨーロッパへ
の玄関口です」とのことである。

会談では、ソフィアに建設予定
の日本文化センター「キズナ」プ
ロジェクトについても話し合 わ
れた。猪谷氏は、「ブルガリアの
首都に建設されるこの日本文化
センターは、2019年までに完成
する予 定です」と述 べた 。2 0 1 9
年 は 、ブルガリア王 室と日 本の
皇 室との交 流 開 始から1 1 0 年、
日ブル外交関係樹立から80年、
そしてその再開から60年という、
三つの重要な記念年にあたる。

2018年

「ブル ガリア に お 迎 えできて
大変光栄です。日本の内閣総理
大臣による二国間関係史上初と
なるブルガリア訪 問 を、特 に今
年のようにわが国が初めて欧州
連 合 理 事 会 の輪 番 議 長 国 を務
めている重要な年に実現できた
ことを高く評 価しています」と、
ルーメン・ラデフ大 統 領 は、1 月
15日にソフィアで日本の内閣総
理大臣・安倍晋三氏と会談した
際に述べた。ラデフ氏は、日本が
ブルガリアの伝統的な友好国で
あり、共通の価値観と国際的な
重要課題に対する類似した立場
を共有する優先的パートナーで
あることを強調した。

* * *
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1 2 月 、閣 議 決 定 により、福 岡
市 に 駐 在する名 誉 領 事 館 が 日
本に開設されることが承認され
た。領 事 管 轄 区 域 は 九 州・沖 縄
および四 国であり、日 本 国 籍の
宗 政 寛 氏 が 名 誉 領 事 に任 命さ
れた。

こ の 領 事 管 轄 区 域 に は 、約
1 , 7 0 0 万 人 の 人 口 を擁する1 2
の都 道 府 県 が含まれており、そ
の地 域には 4 0 以 上の大 学 が所
在し、「その中のいくつかではブ
ルガリア人留学生も学んでいま
す」と報告された。

2019年

ルメン・ラデフ大統領は、徳仁
天 皇 陛 下 の即 位 礼 正 殿 の儀 に
参列するため、10月21日から24
日まで日本を訪問した。訪問中、
ラデフ大統領は日本の大手企業

「 明 治 」の 経 営 陣 と会 談 を行っ
た。「ブルガリアと『明治』との長
年にわたる成功したパートナー
シップは 信 頼を強 化し、我 が国

での 事 業 展 開 を目 指す日 本 の
投 資 家にとって模 範となってい
ます」と、ラデフ大統領は会談の
中で述べた。

10月23日、ルメン・ラデフ大統
領 は 東 京 の 東 洋 大 学で学 生 に
向けて講 演を行い、同 大 学より
名誉博士号を授与された。

2023年

日 本 の 西 村 康 稔 経 済 産 業 大
臣 は 5 月 初 旬 にソフィアを訪 問
し、計算機科学・人工知能・テク
ノロジー研 究 所（I N S A I T）を視
察した。ブルガリアと日本の間に
お ける科 学 技 術 分 野での 協 力
の 可 能 性 が 会 談 の 主 なテーマ
の一つとなった。今回の訪問は、
日本の経済産業大臣によるブル
ガリア訪問としては過去50年間
で初めてのものであり、INSAIT
へ の訪 問 が 公 式 日 程 の最 初 の
訪問先となった。

* * *

7月末、セント・ヴラスにて、日
本 の 武 士であり、ブルガリア解
放戦争（1878〜1879年）に参加
し、ブルガリアの国 家 的 理 念 の
支持者でもあった山沢静吾のレ
リーフが除幕された。このレリー
フは 、駐ブルガリア日 本 国 大 使
の奈良平博史氏と、「ブルガリア
記憶 − ディネフ兄弟」財団の共
同代表であるディンコ・ディネフ
氏およびヨルダン・ディネフ氏に
よって除 幕された 。山 沢 静 吾の
記念碑は、リゾート地にあるマリ
ーナの「 民 族 の 小 路 」に設 置さ
れている。

ソフィア、2018年1月14日　
ボイコ・ボリソフ首相が、日本の安倍晋三首相と会談する。

写真：フリスト・カサボフ、BTA

ソフィア、2016年7月11日　ローセン・プレヴネルリエフ大統領が、小泉 崇
駐ブルガリア日本国大使に第一等「スタラ・プラニナ」勲章を授与する。
写真：アセン・トネフ、BTA

ソフィア、2018年1月15日　ルメン・ラデフ大統領が、ブルガリアを訪問中
の日本の安倍晋三首相と会談する。
写真：フリスト・カサボフ、BTA
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万国博覧会の歴史概略

産業化と経済発展の成果を紹
介し、国際貿易関係を促進する
ことを目的とする万国博覧会の
伝 統 は 、1 8 5 1 年 、ロンドンで開
催された最初の博覧会から始ま
った。それから一 世 紀 半 以 上を
経た現 在も、E X P O は 世 界 各 地
で開催され、開催国は政治家や
ビジネスリー ダー の み ならず、
多くの観 光 客 を惹きつける。万
博 はしばしば「 時 代 の 鏡 」とも
呼 ば れる。それ は 、開 催 時 にお
ける世界の到達点を、経済に限
らず、科学、建築、芸術の分野に
至るまで映し出すからである。

ヤニツァ・フリストヴァ

1981年6月15日 プロヴディフ：狩猟万博開催式典・民族舞踊パフォーマンス
写真：ディミター・ヴィクトロフ（BTA）

万博の研究者たちは、その歴史
を三つの時 代 に分 類している。
すなわち、産業化の時代（1851
～ 1 9 3 8 年 ）、文 化 交 流 の 時 代

（1 9 3 9 ～ 1 9 8 7 年）、そして国 家
アイデンティティを世 界 に 示す
時代（1988年～現在）である。

出 展 者たちのパビリオンが設
置される都市は、博覧会開催に
先 立つ地 域 の 整 備や近 代 化 に
よって姿を変えることがある。だ
が、多くの場合、その変化は博覧
会 のた め に 特 別 に 建 設された
建 物や塔 、テーマ施 設によるも
のであり、それらは 博 覧 会 後 も

都 市 の一 部として残り続 ける。
たとえば、1889年のパリ万国博
覧会のために建てられたエッフ
ェル 塔 は 、その 後パリを象 徴す
る存在になった。また、技術革新
の成 果や、私たちが日 常で使っ
ているジャケットのファスナーの
ような便利な道具も、長年の万
国 博 覧 会 の 中で初 めて一 般 に
紹介されたものが多い。

最初の万国博覧会は、1851年
5月1日から10月11日まで、ロン
ドンのハイド・パ ー クで 開 催 さ
れた。参加した国は25カ国だっ
た。正 式 名 称 は「万 国 産 業 製 作
品大博覧会」だったが、「グレー
ト・エキシビション」という呼 び
名で広く知られるようになった。
展示ブースはガラス製の仮設建
築物に設置されていたため、「ク
リスタル・パレスの博覧会」とも
呼ばれた。

このイベントは 、ヴィクトリア

大博覧会

現在までの万国博覧会の歩み

初期には開催間隔は一定では
なかった。

1 8 5 5 年 、フランスで第 2 回 万
国博覧会が開催された。その背
後には、フランス皇帝ナポレオン
3 世のイニシアティブがあった。
彼は、自国で開催する博覧会を
イギリスのそれよりも大規模 な
ものにしたいと夢見ていた。クリ
ミア戦争（1853～1856年）がし
ばらくの間この計画を遅らせた
が、博覧会は1855年5月15日に
開幕し、同年11月15日まで続い
た。28カ国の参加国を結びつけ
たテーマは「農 業 、工 業 、美 術」
だった。博覧会では農業と工業
に加えて、豊かなフランスの芸術
作品も展示された。紹介された
発明品には、世界初の芝刈り機
や、最初の非工業用ミシン「シン
ガー」などがあった。

1862年5月1日から11月1日
まで、第 3 回 万 国 博 覧 会 が再 び
ロンドンで開催された。テーマは

「 産 業 と芸 術 」で、3 9 か 国 が 参
加した。

1 8 6 7 年 4 月 1 日 から1 1 月 3 日
まで、パリで万 国 博 覧 会 が 開 催
された。42か国が参加し、テーマ
は「農業、工業、美術」だった。来
場者数は1500万人にのぼった。

1873年5月1日から10月31日
まで、ウィーンで万国博覧会が開
催された 。3 5 か 国 の 参 加 者 が「
文化と教育」というテーマのもと
に集まった。

1 8 7 6 年 5 月 1 0 日 か ら 1 1 月
1 0 日まで、アメリカ・フィラデル
フィアで万国博覧会が開催され
た。35か国が参加し、テーマは「
芸術、生産、土壌および鉱山の産
物」だった。

1 8 7 8 年 5 月 2 0 日 か ら 1 1 月
10日まで、パリで万国博覧会が
開催された。「新技術」というモッ
トーのもと、35か国が出展した。

1880年10月1日から1881年
4月30日まで、オーストラリアの
メルボルンで万国博覧会が開催

された。テーマは「芸術、生産、農
業および工業製品」で、33か国が
出展した。

1888年4月8日から12月10日
まで、バルセロナが 万 国 博 覧 会
の開 催 地となった 。3 0か国 が自
国のパビリオンを出展し、テーマ
は「美術と産業芸術」だった。

1889年5月6日から10月31日
まで、フランスが4 回 目となる万
国博覧会を開催した。フランス革
命100周年を記念するもので、35
か国から6万1000以上の出展者
が集まり、3200万人以上が来場
した。この博覧会のシンボルとな
ったのがエッフェル塔であり、そ
の建設には2年2か月と5日を要
した 。この万 博 は 第 二 次 産 業 革
命 の真った だ 中で行 われ 、最 新
の技術革新が紹介された。トーマ
ス・エジソン自 身もパリを訪 れ、
自身が開発した白熱電球を披露
した。また、アルマン・プジョーと
レオン・セルポレが蒸気駆動の三
輪自動車の初期型を公開した。

女王によって前年に設置された
王立委員会が管轄していた。主
な主催者は、女王の夫であるサ
クス＝コバーグ＝ゴータ家出身
のアルバート公で、産 業 にも芸
術にも詳しい実 業 家 ヘンリー・
コール卿の支援を受けていた。

グレート・エキシビションは産
業革命の時代に開催され、人類
と技術の進歩を中心テーマとし
ていた。テーマは「万国の産業」
だった。開催期間中、600万人以

上 が訪 れた 。訪 問 者の中 には 、
科学者チャールズ・ダーウィンや
作家シャーロット・ブロンテなど
もいた。来場者は、初期型のファ
クス機 や、1 時 間 に 数 千 枚 を印
刷できる印刷機などの新発明に
触れることができた。イギリスの
グレート・ウェスタン鉄道会社が
開 発した 最 新 型 の 機 関 車 も展
示され、視覚障害者が触覚で文
字を読むための特殊なインクも
紹介された。
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1893年5月1日から10月30日
まで、アメリカ・シカゴで万 国 博
覧会が開催された。テーマは「ア
メリカ発 見 4 0 0 周 年」だった 。こ
の万 博には 2 7 0 0 万 人 以 上 が来
場し、その中にはブルガリアの作
家であり社会活動家でもあった
アレコ・コンスタンティノフも含
まれていた。

1897年5月10日から11月8日
まで、ブリュッセルで万国博覧会
が開催された。テーマは「現代生
活」で、27か国が参加した。

4月15日から11月12日まで、パ
リで万国博覧会が開かれた。40
か国が出展し、テーマは「19世紀
の回顧」だった。

この 博 覧 会 に は およそ5 1 0 0
万 人 が来 場し、パリの都 市 景 観
にも大きな影 響 を与えた 。主 な
変 化の一つは 、パリ最 初の地 下
鉄 路 線の開 通 だった 。この万 博
では科学の進歩が中心テーマと
なり、天 文 学や強 力 な望 遠 鏡の
能力が紹介され、月の表面を詳
細に観察できる様子が披露され
た。また、芸術分野では映画や写
真の発展が取り上げられた。ここ
では世界初の映画館の一つが作
られ、リュミエール兄弟の映画が
巨大スクリーンで上映された。

1904年4月30日から12月1日
まで、アメリカ・セントルイスで万
国 博 覧 会 が開 催された 。テーマ
はルイジアナ買収100周年記念
だった。60か国が参加した。

1905年4月27日から11月6日
まで、リエージュで万国博覧会が
開かれた。ベルギー独立75周年
を記念して開催された。

1 9 0 6 年 4 月 2 8 日 か ら 1 1 月
1 1 日まで、イタリア・ミラノで万
国 博 覧 会 が開 催された 。テーマ

は 交 通に関するもので、4 0か国
が出展した。

1910年4月23日から11月7日
まで、ブリュッセルで万国博覧会
が 開 催 され た 。テーマ は「 芸 術
と科 学 、農 業 および 工 業 製 品 」
で、26か国が参加した。

1913年4月26日から11月3日
まで、ベルギーのヘントで万国博
覧会が開催された。テーマは「平
和、産業と芸術」で、24か国が参
加した。

1915年2月20日から12月4日
まで、アメリカ・サンフランシスコ
で万 国 博 覧 会 が開 催された 。テ
ーマはパナマ運河開通の祝賀に
関 連しており、4 1 か 国 が 参 加し
た。この運河は「近代世界の七不
思議」の一つとされている。

1929年5月20日から1930年
1月15日まで、バルセロナで万国
博覧会が開催された。テーマは「
産業、芸術、スポーツ」で、29か国
が参加した。

1 9 3 3 年 5 月 2 7 日 か ら 1 1 月
12日まで、さらに1934年7月1日
から1 0 月 3 1 日まで、シカゴで万
国博覧会が開催された。テーマは

「産業と科学研究の自立」で、21
か国が参加し、3800万人以上が
来場した。

1935年4月27日から11月6日
まで、ブリュッセルで万国博覧会
が開 催された 。これ は 国 際 博 覧
会 事 務 局（B I E）のもとで開 催さ
れた初 の博 覧 会であり、第 一 種
博 覧 会 に分 類された 。テーマは
交通で、大陸ヨーロッパ初の鉄道

（ブリュッセル ＝メヘレン間）の
開通100周年を記念していた。

1 9 3 7 年 5 月 2 5 日 か ら 1 1 月
25日まで、パリで万国博覧会（第
2 種 一 般 博）が開 催された 。テー
マは「 現 代 生 活 にお ける芸 術 と
技 術」で、3 5か国 が参 加した。当
時スペイン内 戦 が 激 化していた
ため、スペイン館はそれを反映し
た内容になった。スペイン共和国
政府の依頼を受け、パブロ・ピカ
ソが有名な絵画「ゲルニカ」を制
作した。高さ3.5メートル、幅7.8メ
ートルの大作だった。

次 の 万 国 博 覧 会（ 第 2 種 一 般
博）は、1939年4月30日から10
月31日、そして1940年5月11日
から10月27日までニューヨーク
で開催された。途中中断されたの
は 、世 界の政 治 情 勢の悪 化と第
二次世界大戦の影が差していた
ためだった。テーマは「明日の世
界を築く」で、54か国が参加した。

1949年12月8日 から1 95 0 年
7 月 8 日まで、ハイチ最 大の都 市
ポルトープランスで万国博覧会が
開催された。テーマは「平和の祭
典」で、このイベントは 国 際 的 な
観 光 客の注 目をハイチに集 める
助けとなった。

1 9 5 8 年 4 月 1 7 日 か ら 1 0 月
19日まで、ブリュッセルで万国博
覧会が開催された。テーマは「世
界観としての新しいヒューマニズ
ム」で、3 9 か 国 が 参 加した 。この
博 覧 会の象 徴 は「アトミウム」と
いうモニュメントで、鉄の結 晶 構
造を1650億倍に拡大したものを
9つの鉄球で表現している。アトミ
ウムは今でもブリュッセルの名所
となっている。

1 9 6 2 年 4 月 2 1 日 か ら 1 0 月
21日まで、アメリカ・シアトルで万
国博覧会が開催された。テーマは

「宇宙時代の人間」で、49か国が
参加した。

1 9 6 7 年 4 月 2 8 日 から 1 0 月
2 9 日 まで、カナ ダ・モントリオ
ールで万 国 博 覧 会 が 開 催され
た。テーマは「人間とその世界」
で、6 2か国 が出 展し、来 場 者 は
5000万人を超えた。

1 9 7 0 年 3 月 1 5 日 か ら 9 月
13日まで、日本・大阪で万国博
覧 会 が 開 催された 。テーマは「
人類の進歩と調和」で、ブルガリ
アを含む77か国が参加した。大
阪万博には6400万人が訪れた。

1 9 9 2 年 4 月 2 0 日 から 1 0 月
12日まで、スペイン南部のセビ
リアで 万 国 博 覧 会 が 開 催 され
た。テーマは「発見の時代」で、こ
れ はコ ロンブスによるアメリカ
発見500周年を記念するものだ
った。フォーラムには108か国が
参加した。

2 0 0 0 年 6 月 1 日 か ら 1 0 月
31日まで、新世紀に入って最初
の万国博覧会がドイツ・ハノーフ

ァーで開 催された 。1 7 4 か 国 が
参 加し、テーマは「人 類・自 然・
技術」だった。このイベントは持
続 可 能 な発 展と人 間・自 然・技
術のバランスに関する国際対話
の促進を目指した。

2 0 0 5 年 3 月 2 5 日 か ら 9 月
25日まで、日本・愛知県で万国
博覧会が開催された。テーマは

「 自 然 の 叡 智 」で、これ は 1 9 9 7
年 1 2 月に採 択された京 都 議 定
書に触発されたもので、温室効
果 ガスの 削 減 と地 球 温 暖 化 対
策 を目 指していた 。1 2 1 か 国 が
参 加した 。この 万 博 は 、市 民 の
地球に対する責任意識を高める
ためのさまざまな取り組みの出
発点となった。

2010年5月1日から10月31日
まで、中 国・上 海で万 国 博 覧 会
が開催された。テーマは「より良
い都市、より良い生活」で、いくつ
かの記録を打ち立てた。敷地面
積は5230デカールで最大規模、

参加国・地域数は246、来場者数
は7300万人に達した。

2015年5月1日から10月31日
まで、イタリア・ミラノで万 国 博
覧会が開催された。テーマは「地
球に食料を、生命にエネルギー」
で、139か国が参加した。

次 の 万 国 博 覧 会 はドバ イで
2 0 2 0 年 に開 催される予 定 だっ
たが、新 型コロナウイルスのパ
ンデミックの 影 響で1 年 延 期さ
れ、2021年10月1日から2022年
3 月 3 1 日まで開 催された 。テー
マは「心をつなぎ、未来を創る」
で、200か国が参加した。

そして、今まさにこの「LIK」誌
を手 にしているころには 、大 阪
での万国博覧会も現実となって
いる。大 阪 万 博 は 2 0 2 5 年 4 月
13日から10月13日まで開催さ
れる。

特別博覧会

特 別 博 覧 会 は 、いくつかの 点
で万国博覧会と異なる。その一
つが開催期間であり、特別博は
3週間から3か月の間で行われ、
敷地面積もはるかに小さい。パ
ビリオンは主催者側から提供さ
れ、参加国はそれを自国の判断
で自 由に装 飾できるが、自ら建
設するわけではない。特別博覧
会では、世界市民が関心を寄せ
る特定のテーマが掲げられる。

こ れらの 博 覧 会 の 開 催 条 件
も、年月とともに変化してきた。

1 9 7 2 年のプロトコルでは、開
催 間 隔 を最 低 2 年と定 めたが、
国際博覧会事務局（BIE）の許可
により例外も認 められることに

なった。しかし、次の10年間で博
覧会の数が増加したため、1988
年には新たな規定が設けられ、
特別博(認定博)の開催頻度は5
年に1回とされ、2回の万国博覧
会（登 録 博）の 間 に 開 催できる
特 別 博 は 1 回に限られることに
なった。

1936年5月15日から6月1日
にかけて、最初の特別博覧会が
開 催された 。開 催 地 はストック
ホルムで、テーマは「航 空」だっ
た。8か国が参加した。

1938年5月14日から22日ま
で、フィンランドのヘルシンキで

特別博覧会が開催された。テー
マは「宇宙飛行」であり、25か国
が参加した。

1939年5月20日から9月2日
まで、ベルギーのリエージュで「
水の芸 術」をテーマにした特 別
博覧会が開催された。この博覧
会は、北東ベルギーに建設され
た12 2キロメートルの運河「アル
ベール運河」の完成を祝う目的
もあった。8か国が参加した。

1947年7月10日から8月15日
まで、パリで「都市計画と住宅建
設」をテーマにした特 別 博 覧 会
が開催され、14か国が参加した。
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写真：ガブリエラ・ゴレマンスカ（BTA）

1 9 4 9 年 7 月 2 7 日 か ら 8 月
13日まで、スウェーデン・ストッ
クホルムで「スポーツとフィジカ
ルカルチャー」をテーマとする博
覧会が行われた。

同じく1 9 4 9 年 9 月 2 4 日 から
10月9日には、フランス・リヨン
で「地方型住居」をテーマとする
特別博覧会が開催された。

1 9 5 1 年 4 月 2 8 日 か ら 5 月
20日、フランス・リールで「繊維」
をテ ーマとする 展 示 会 が 行 わ
れ、24か国が参加、来場者数は
150万人を超えた。

1 9 5 3 年 7 月 2 6 日 から 1 0 月
3 1 日にはローマで「農 業」をテ
ーマとする特 別 博 覧 会 が 開 か
れ、170万人以上が来場した。

1 9 5 3 年 9 月 2 2 日 から 1 0 月
14日にかけて、エルサレムで「砂
漠の開 拓」をテーマにした特 別
博覧会が開催され、13か国が参
加した。

1 9 5 4 年 5 月 1 5 日 から 1 0 月
15日には、イタリア・ナポリで「航
海」をテーマとする特別博覧会が
開催され、25か国が参加した。

1 9 5 5 年 5 月 2 5 日 か ら 6 月
19日、イタリア・トリノで「スポー

ツ」をテーマとする特 別 博 覧 会
が行われ、11か国が参加した。

同 年 6 月 1 0 日 から8 月 2 8 日 、
スウェーデン・ヘルシングボリで

「 現 代 人 と環 境 」をテーマにし
た展示が行われ、10か国が参加
した。

1 9 5 6 年 5 月 2 1 日 か ら 6 月
20日、イスラエル・ベイトダガン
で「柑橘類」をテーマとする特別
博覧会が開催された。

1957年7月6日から9月29日
にはドイツ・ベルリンで「ハンザ
地 区 再 建」をテーマにした展 示
が行 われ、13か国が参加、来場
者数は100万人に達した。

1 9 6 1 年 5 月 1 日 か ら 1 0 月
31日、イタリア・トリノで「人間と
その仕 事：技 術 的・社 会 的 発 展
の一世紀：成果と展望」をテーマ
に特別博覧会が開催され、19か
国が参加、約500万人が訪れた。

1965年6月25日から10月3日
に は 、ドイツ・ミュンヘンで「 交
通」をテーマにした特 別 博 覧 会
が開催され、31か国が参加した。

1968年4月6日から10月6日
まで、アメリカ・サンアントニオで

「アメリカ大 陸 における文 明 の

融 合」をテーマとする特 別 博 覧
会が行 われ、23か国が参加、来
場者は600万人を超えた。

1 9 7 1 年 8 月 2 7 日 か ら 9 月
30日、ハンガリーの首都ブダペ
ストで「世界の狩猟」をテーマと
した特別博覧会が開催され、35
か国が参加した。

1974年5月4日から11月2日
にはアメリカ・スポケーンで「明
日の新鮮で再生された環境を祝
う」をテーマとする特 別 博 覧 会
が行 われ、10か国が参加、来場
者数は550万人以上に上った。

1975年7月20日から1976年
1月18日まで、日本・沖縄で「私
たちが 望 む海 」をテーマにした
特別博覧会が開催され、35か国
が参加、来場者数は300万人を
超えた。

1 9 8 1 年 6 月 1 4 日 か ら 7 月
12日、ブルガリア・プロヴディフで

「地球：生命の惑星」をテーマに
した特別博覧会が開催され、70
か国が参加した。

1 9 8 2 年 5 月 1 日 か ら 1 0 月
31日、アメリカ・ノックスビルで「
エネルギーが世 界を動かす」を
テーマにした特別博覧会が行わ
れ、16か国が参加、来場者数は

1100万人を超えた。

1 9 8 4 年 5 月 1 2 日 から 1 1 月
1 1 日 、アメリカ・ニュー オーリ
ンズで「 川 の 世 界：淡 水 は 生 命
の 源 泉 」をテ ー マ にした 特 別
博 覧 会 が 行 われ 、1 5 か 国 が 参
加、700万人以上が来場した。

1 9 8 5 年 3 月 1 7 日 か ら 9 月
1 6 日 、日 本・筑 波で「 住 居と環
境」をテーマとした特 別 博 覧 会
が開催され、48か国が参加、来
場者数は2000万人を超えた。

1985年11月4日から30日に
はブルガリア・プロヴディフで「
発 明」をテーマにした特 別 博 覧
会 が行 われ、5 4か国 が参 加し、
来場者数は100万人に達した。

1 9 8 6 年 5 月 2 日 か ら 1 0 月
13日、カナダ・バンクーバーで「
輸送と通信：動く世界・つながる
世 界」をテーマにした特 別 博 覧
会が行 われ、55か国が参加、来
場者は2200万人を超えた。

1 9 8 8 年 4 月 3 0 日 から 1 0 月
30日にはオーストラリア・ブリス
ベンで「テクノロ ジー 時 代 の余
暇」をテーマにした特 別 博 覧 会
が行 われ、3 6か国 が参 加し、来
場者数は1800万人を超えた。

1991年6月7日から7月7日、
ブルガリア・プロヴディフで「平
和な世界のための若者の革新」
をテーマにした特別博覧会が行
われ、9か国が参加した。

1 9 9 2 年 5 月 1 5 日 か ら 8 月
15日、イタリア・ジェノヴァで「ク
リストファー・コ ロンブス：船と
海」をテーマとした特 別 博 覧 会
が開催され、52か国が参加した。

1993年8月7日から11月7日、
韓国・テジョン（大田）で「挑戦：
新たな発展への道」をテーマに
特別博覧会が開催され、141か
国 が 参 加 、来 場 者 は 1 4 0 0 万 人
を超えた。

1 9 9 8 年 5 月 2 2 日 か ら 9 月
3 0 日には ポルトガル・リスボン

で「 海 洋：未 来 へ の 遺 産 」をテ
ーマとする特 別 博 覧 会 が 行 わ
れ 、1 6 0 か 国 が 参 加 、来 場 者 数
は1000万人を超えた。

2 0 0 8 年 6 月 1 4 日 か ら 9 月
14日、スペイン・サラゴサで「水
と持続可能な開発」をテーマに
した特 別 博 覧 会が行 われ、1 0 8
か国が参加、来場者は550万人
を超えた。

2012年5月12日から8月12日、
韓国・麗水（ヨス）で「生きた海と
沿岸」をテーマに特別博覧会が
開催され、103か国が参加、来場
者数は800万人を超えた。

2 0 1 7 年 6 月 1 0 日 か ら 9 月
1 0 日、カザフスタンの首 都アス
タナで開催された特別博覧会に
は137か国が参加し、「未来のエ
ネルギー」をテーマに掲げた。

次 回 の 特 別 博 覧 会 は 、2 0 2 7
年 にセルビア・ベオグラードで
開催される予定である。

園芸博覧会

国際園芸博覧会は、最大で6か
月間開催されることが可能であ
る。現在の規定では、二つの別々
の開催回の間には最低2年間の
間 隔 を設 ける必 要 があり、さら
に同一国内で開催される場合に
は 最 低 1 0 年 間 の間 隔 を空 けな
ければならない。

国際博覧会事務局（BIE）の後
援を受ける園芸博覧会は、国際
園芸生産者協会（AIPH）の承認
も必要である。これらのイベント
は 、農 業や園 芸 、持 続 可 能で健
康 的 なライフスタイルに関する

国 際 的 な 知 識 と経 験 の 共 有 を
促進し、グリーン経済を推進する
ことを目的としている。

万 博や特 別 博と同 様に、園 芸
博もそれぞれの開催回ごとに異
なるテーマに基づいている。

最 初 の 園 芸 博 覧 会
は、1960年3月25日から9月25
日にかけてロッテルダムで開催
された。テーマは「国際園芸」だ
った。

これまでに、世界各地で23回
の園芸博覧会が開催され、さま

ざまなテーマが掲げられてきた。

直近では、カタールの首都ドー
ハで2023年10月2日から2024
年3月28日まで開催された博覧
会がある。テーマは「緑の砂漠、
より良い環境」だった。この博覧
会は、極めて乾燥した気候で開
催された初めての園芸博覧会と
なった。その目標の一つは、この
ような地域での生活への理解を
深 めるとともに、環境意識の向
上を促進することだった。 
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プロヴディフの国際博覧会

世界各地で開催される博覧会
に倣い、1 8 9 2 年 8 月 1 5 日、プロ
ヴディフで初のブルガリア農業・
工業博覧会が開かれた。

この博 覧 会 は 、国の経 済と産
業の発展を支援することを目的
とし、国内産業の初期の歩みを
後押しすることを目指していた。
ヨーロッパ、アジア、アメリカ各
地から2 5か国の出 展 者 が参 加
し、ブルガリアの 生 産 者 たちに
国 際 的 な 有 益 な 交 流 の 機 会 を
もたらした。

博覧会は75日間続き、来場者
は16万7000人を超えた。

博覧会の目玉の一つは、電気
照明の実演と、ソフィアとの間で
行われた電話通信だった。

当 初 、プ ロ ヴディフの 博 覧 会

は一度限りの開催とされていた
が、時が経つにつれ、これを恒例
の博覧会として復活させる構想
が生まれた 。そして1 9 3 3 年 、最
初 の 試 験 的 見 本 市 が 開 催され
た。翌1934年には、プロヴディフ
博覧会はブルガリア経済の一翼
を担う存在となり、1936年12月
には国際展示会産業協会（UFI）
に加 盟し、国 際 博 覧 会としての
地位を確立した。

最 初 の 国 際 試 験 博 覧 会 は
1937年5月に開催された。

30年代末には、出展が業種別
に専門化される動きも見られる
ように なった 。この 時 期 に 生 ま
れた「技術と科学における世界
の 動 向 を紹 介する」というプロ
ヴディフ博 覧 会の戦 略 は 、今 日

の21世紀に至るまで引き継がれ
ている。

1 9 4 7 年には、マリツァ川 左 岸
に会 場の建 設が始まった。年々
拡張を重 ね、20世紀末には、南
東ヨーロッパ博覧会の最大の会
場として知られる現在の姿に成
長した。

1 9 6 0 年 代 には 、プロヴディフ
博 覧 会にロゴとスローガン「新
たな可能性を創造する」が制定
された。

近年では、プロヴディフ博覧会
は 世 界 基 準に応えるべく、最 新
のトレンドに遅れることなく、常
に近代化を目指している。

1952年8月31日、プロヴディフ
プロヴディフ国際試験見本市の開会を待つ来場者たち
撮影：シメオン・ネノフ、BTA

ブルガリアのホストシティ

これまでにブルガリアの都 市
プロヴディフは3回、特別博覧会
の開催地となっており、これが同
市の格式と、大規模国際イベン
トの開催地としての名声にさら
なる権威を加えている。

最 初の特 別 博 覧 会 は 1 9 8 1 年
に開催された。この年に行 われ
たのは「世 界 狩 猟 博 覧 会」であ
り、同 様 のテーマによる開 催 は
1971年のブダペスト以来2回目
だった。

イベントはわずか1年という記
録的な短期間で準備され、ブル

ガリア建 国 1 3 0 0 周 年の記 念 事
業の一環として実施された。

博 覧 会のテーマは「地 球 ― 生
命の惑星」であり、その目的は、
世 界 各 地 にお ける狩 猟 業 およ
び漁業の発展を紹介するととも
に、狩猟と漁業が現代人とどの
ように結びついているかを示す
ことだった。

雑 誌『L I K』は 、世 界 狩 猟 博 覧
会のメディア報道に携わった著
名なプロヴディフのジャーナリス
ト、エヴゲーニ・トドロフ氏に連
絡を取った。彼の回想は、当時へ

と私たちをいざなってくれる。彼
によれ ば、当 時 、狩 猟 は 主 にエ
リート層の娯楽の一つだったと
いう。「ご存じのとおり、ジフコフ
同志の狩猟団は、ほとんど政権
の 一 部 だ と言 われていた 。『 共
和 国の狩 猟ナンバーワン』と呼
ばれていたのは政治局員のペン
チョ・クバディンスキーであり、ま
さに彼 が、ジフコフ同 志と政 治
局の支持を受けて、この世界的
な 狩 猟 博 覧 会 の 開 催 を提 案し
た」とトドロフ氏は語る。彼はさ
らに、イベントが「非常に大規模
な催し」であり、数十か国がパビ

1981年6月15日 プロヴディフ：狩猟万博の各国パビリオン内
写真：ディミター・ヴィクトロフ（BTA）
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リオンと展 示を出 展していたこ
とを付け加える。トドロフ氏は、
共和国の主要な狩猟家たちがこ
の機会に自らの成果を披露し、
優 れた狩猟トロフィーには金メ
ダルが授与されたことも明かし
ている。「わが国の指導者たちは
素 晴らしい狩 猟 家でもあった」
と彼は振り返る。また、エヴゲー
ニ・トドロフ氏は作家ゲオルギ・
マルコフの言葉も思い出してい
る。「 生 前 、マルコフは『 狩 猟 は
共産主義の一部であり、共産主
義国家のエリートはみな狩猟家
だった』と書いていたが、我々は
それを超えて世界狩猟博覧会を
開催してしまった」と、トドロフ氏
は述べた。

1985年、国際青年年に指定さ
れたこの年、プロヴディフのフェ
アグラウンドでは、11月4日から
30日までのほぼ1か月間、「世界
若手発明家博覧会」が開催され
た。このイベントをブルガリアで
開 催しようというアイデアが生
まれたのはその3 年 前のことだ
った。当時、世界知的所有権機関

（WIPO）の副事務局長であった
レフ・コスティコフ教 授 が、プロ
ヴディフで開かれていた第12回
ブルガリア青 少 年 技 術・科 学 創
造展を視察した際、その内容に
強い感 銘を受け、ここで世 界 規
模のイベントを開催すべきだと
強く提案した。

ブル ガリア が 選 ば れ た の は
偶然では ない。もう一つの理由
は 、1 9 6 7 年 にブルガリアで「青
少 年 技 術・科 学 創 造 運 動」が発
足し、それが長期的な科学技術
進展を目指す組織的な社会・国
家的システムへと発展していた

1981年6月15日 プロヴディフ：ブル
ガリア狩猟トロフィー館
写真：ディミター・ヴィクトロフ

（BTA）

ことにある。この運 動 は 若 者た
ちに発明の精神を吹き込み、科
学 技 術 へ の 関 心 を高 める原 動
力となった。

1985年の世界若手発明家博覧
会では、73か国から4202件の発
明が出展された。さらに、現代社
会の課題をテーマとした数十回
にわたる会議、ディスカッション、
ラウンドテーブルも開催された。

若きブルガリア人 発 明 家たち
は、フェア会場の7つのパビリオ
ンで自らのアイデアを披露した。
彼らの開 発テーマからは、当 時
の問題意識：生産の自動化と機
械化への関心がうかがえる。

1991年6月7日から7月7日に
は、プロヴディフで第2回世界若
手発明家博覧会が開催された。

この博 覧 会の目 標 は、世 界 各
国 の 若 き 才 能 を 奨 励 し、技 術
的、科 学 的、文 化 的 な交 流を促
進するとともに、発明とイノベー
ションの成 果を紹 介することに
あった。

この 特 別 博 覧 会 に は 3 3 か 国
が 参 加し、1 6 の 組 織 が 支 援し
た。展示された作品は3150点以
上、そのうち2000点以上がブル
ガリアからの出 展 だった 。発 明
品は科学、技術、テクノロジーの
すべての分野にテーマ別に分類
された。

併 催プログラムでは 1 5 0 を超
える会議やシンポジウムが行わ
れ 、なかでも注 目されたの が「
経済・技術発展における若き発
明家たち」というシンポジウムだ
った。このシンポジウムは2日間
にわたり開催され、世界知的所
有権機関（WIPO）とブルガリア
政府が共催した。

プロヴディフでの万博は、アイ
デアと経 験 の交 流 、そして新た
な出会いやパートナーシップの
場を生み出すという主催者たち
の意図を見事に実現した。 

国際博覧会事務局（BIE）

万国博覧会が世界中で大きな
関 心を集 めるようになったこと
で、その開催と運営に共通のル
ール を設 ける必 要 性 が 生 ま れ
た。こうして1928年11月、パリに
おいて31か国が国際条約に署名
した。そして、その施行を監督す
るための組織として国際博覧会
事務局（Bureau International 
des Expositions – BIE）が設立
された。

事 務 局 の 本 部 は パリに 置 か
れ 、現 在ではブルガリアを含 む
184か国が加盟している。

1928年に締結されたパリ条約
では、博 覧 会を第 一カテゴリー
と第二カテゴリーに分類してい
る。その違いは、第二カテゴリー
では参加国が自前でパビリオン
を建設しなくてもよい点にある。
また、この条約により、同一カテ
ゴリー の 万 国 博 覧 会 の 開 催 間
隔は最低6年空けることが求め
られた。

その後、パリ条約はさまざまな
議定書によって補足・改正されて
きた。たとえば1988年の議定書
では、現在適用されている「万国

博覧会は5年ごとに開催」という
間隔が定められた。

今 日 、国 際 博 覧 会 事 務 局
（BIE）の監督下で開催される博

覧 会には、万 国 博 覧 会、特 別 博
覧会、園芸博覧会、そしてミラノ・
トリエンナーレの4種類がある。

本稿における統計データの多くは、国際博覧会事務局（BIE）の公式ウェブサイトに基づいている。
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1851 年、ロンドンのハイド パークで最初の万国博覧会 (EXPO) が開催されました。正式名称は「万国産業
博覧会」、またはよく「万国博覧会」と呼ばれます。それは今日まで続く伝統の始まりを示しています。これらの
主要な国際イベントは世界各地で開催され、数十カ国からの代表者が集まり、貿易関係の構築に貢献し、経
済と産業の発展を象徴します。

長年にわたる世界博覧会の開催と組織は、ブルガリア電信社 (BTA) の情報の流れの中で積極的に存在し
てきました。それらに関する情報は、手書きで書かれた同庁の最初の速報で見ることができます。 BTA は長
年にわたり、万博が開催されているいくつかの国に特別特派員を派遣し、ブルガリアが参加していない場合
でもイベントを綿密に追跡してきました。

LIK マガジンでは、BTA アーカイブから収集した世界の博覧会に関する出版物のハイライトを特集します。
この機関は 1898 年に設立されたため、この国際的な取り組みの初版から本物のメッセージを見つけること
はできません。しかし、1970年の大阪万博の特使ディミトリ・イワノフが次のように書いたことを私たちは思い
出します。

万国博覧会の理念は、数十年にわたって変化してきました。150年前、ヴィクトリア女王の支援の下、ロンド
ンで開催された第1回万国博覧会では、当時の最先端の大砲など、現代の来場者を驚かせる展示品が展示
されていました。1889年にパリで開催された第9回万国博覧会では、もはや軍事デモンストレーションの痕跡
は見られませんでした。フランスは、万国博覧会のために特別に建設されたエッフェル塔でその工学技術力
を披露し、新しい美術館や演劇作品によって、博覧会の伝統に文化的要素を加えました。セントルイスで開催
されたアメリカ万国博覧会では、自動車時代の到来を予感させました。

次のページでは、いくつかの世界博覧会と、その派生である専門世界博覧会と園芸世界博覧会について詳
しく説明します。

楽しい読書をお楽しみください！

1900年

フランス、パリ万国博覧会

ブルガリア電信社設立初期の速
報に手書きで掲載されたニュー
ス記事には、4月2日にパリで何
が起こっていたかが記されてい
ました 。「 万 国 博 覧 会 の 開 会 に
際し、ルベ 共和国大統領はアメ
リカ合衆国マッキンリー大統領
とセルビア国 王アレクサンドル
から祝電を受け取りました。ヴァ
ルデック＝ルソー 首 相 も、州 内
外から数多くの祝辞を受け取り
ました 。万 国 博 覧 会 は 今 朝 8 時

に大勢の観客を迎えて一般公開
されました。天候は良好です。」

* * *

8月9日のニュース記事には、「
展 覧 会のブルガリア館のコミッ
ショナーであるディミトロフ氏が
レジオンドヌール勲章シュヴァリ
エに任命された」とある

1904年

アメリカ、セント・ルイス万国
博覧会

4月18日の速報で発表された短
い告 知 には 、セント・ルイスで「

万国博覧会が本日開幕した」と
書かれていた。

1905年

ベルギーのリエージュ万国博
覧会 

「国 際 博 覧 会の開 幕 は 昨 日の
午後、華やかな祝賀会とともに
行われた」と、4月15日のリエー
ジュからの報道は伝えている。

* * *

7月21日のメッセージには、外
務省の政治部長とリエージュ博
覧 会 のブルガリア代 表 が「リエ

BTAアーカイブを通して紹介される世界博覧会
ージュ行きの列 車」で出 発する
と書かれていた。

* * *

1975 年 7 月 15 日のニュー
ス記 事 は 、ベルコ ヴィツァの 大
理石の名声がいかにしてブルガ
リア国 境を越えて広まったかを
示す例として、リエージュ博覧会
のひとときを回想しています。ベ
ルコヴィツァのイヴァン・ヴァゾ
フ博物館には、1905年の万国博
覧会に参加したトドル・イリエフ
に市から贈られた銅メダルの賞
状 が所 蔵されています。彼 が参
加した大 理 石 製 品 は 、ブルガリ
ア館のグループ1 1 - a 、シリアル
番号63に登録されていることが
示されています。

1906年

イタリアのミラノ万国博覧会

4 月 1 5 日 付ミラノ発 の報 道 に
よると、イタリア王室夫妻はミラ
ノに到着したという。 「激しい雨
にもかかわらず、国 王 夫 妻を待
つために駅に集まった群衆から
熱狂的な拍手が送られた」とニ
ュース報道は伝えた。悪天候の
ため、統治者たちは博覧会への
訪 問 を延 期することに なった 。
当 日の発 表では、「国 王 は 各 国
の 首 席 委 員 に 自 己 紹 介するた
めに、美 術パビリオンへ 行かな
ければなりませんでした。フラン
ス、ベルギー、ハンガリーのパビ
リオンはすでに準備が整ってい
ます。イタリア・マリーナのパビリ
オンも準 備 完 了です。その他の
パビリオンはまだ 準備が整って
いません」と述べられていた。

1910年

ベルギーのブリュッセル万国
博覧会

「 今 日 の 午 後 、国 王 、女 王 、
外 交 団 、大 臣 、国 会 議 員らの出
席のもと、万国博覧会が開会さ
れた」と、4 月 1 0 日のブリュッセ
ル 発 の ニュース 報 道 で 報 じら
れた。

* * *

5月11日付の出版物には、「ブ
ルガリア皇帝陛下は、アルブレヒ
ト国王陛下と共に本日、現地万
国 博 覧 会のドイツセクションを
視察されました。両陛下は枢密
顧問官兼帝国委員のアルブレヒ
ト氏に迎えられました」と記され
ている。

ドイツ委 員 会 の委 員 長とドイ
ツ商工業者協会の会員がブルガ
リア皇 帝 に紹 介されました 。彼
は 、さまざまな 場 所 から多くの
良い話を聞いているので、ドイツ
セクションを訪 問すると本 当に
喜 びを感じると伝えます。国 王
陛 下 は、ドイツの鉄 道 産 業を紹
介する展示会のセクションに特
に興味を持たれました。

* * *

6 月 1 9 日、ブルガリアのマリノ
フ大 臣 とムシャノフ大 臣 は 、参
謀 総 長 のフィチェフ将 軍 、外 務
省儀典長のミルチェフ氏に同行
され、ブリュッセルに到着し、展
示会も視察した。

1913年

ベルギーのゲント万国博覧
会 

BTA アーカイブでは、ベルギー
のゲント市での展示会に関する
ニュース項目が 1 つだけ見つか

りました。この文書は8月8日付
で、イベントに参加していた国の
パビリオンの 1つで発 生した 火
災について伝えている 。

1929年

スペイン、バルセロナの世界
博覧会 

5 月 2 0 日 、B T A はフランスの
通 信 社アヴァスを引 用し、ボン
フー 仏 貿 易 大 臣 、グロ ー 将 軍 、
セルイ氏 が バル セロ ナ に 到 着
し、同 市での 展 示 会フランスセ
クション の 開 会 式 を 主 宰 した
と報じた。

* * *

5月22日の報道によると、「フラ
ンス商務大臣、農務大臣、そして
グロー将軍は昨日、国王夫妻と
プリモ・デ・リベラ将軍の臨席の
もと、バルセロナ万博フランスセ
クションを開会した。フランスは
2万2000平方メートルのスペー
スに1650の出展者を擁する。ド
イツは1万7000平方メートルの
スペースに800の出展者で3位、
イタリアは8000平方メートルの
スペースに300の出展者を擁す
る」と報じられている。

1935年

ベルギーのブリュッセル万国
博覧会 

4 月 2 7 日 、世 界 博 覧 会の開 会
式 で の 演 説 で、ベ ル ギ ー 国 王
は、人々の孤立と貿易関係の拡
大 へ の 願 望 の 間 に は 大きな 矛
盾 があると強 調した 。この展 覧
会は後者の願いを証明するもの
である。 「貿易関係が正常化し、
貿易の自由が回復されるまで、
経 済 発 展 へ の回 帰 は 不 可 能 だ
ろう。時間は待ってくれない。新
た な 流 れ が 世 界 経 済 を回 復さ
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せつつある」と、今日のニュース
で報じられた。

国王は、36カ国が博覧会に参
加し、会 期 中 にブリュッセル で
200の国際会議が開催されるこ
とに満足の意を表した。国王は、
この展覧会が人々の間の連帯を
強 めるのに役 立つことを願って
演説を締めくくった。

* * *

5月29日、ブリュッセル国際博
覧 会のブルガリア館がオープン
した。展覧会の主任コミッショナ
ーであるウォーターズ氏 が ジャ
ーナリストたちを迎えた。

6 月 1 日、BTA はハバス通 信 社
からのニュースも引用し、これも
ブルガリア館の公 式オープンに
焦点を当てた。続いて、パリ及び
ブリュッセル 駐 在ブルガリア全
権公使K・バトロフ氏、博覧会の
チーフコミッショナーのウォータ
ーズ氏、国家経済大臣のヴァン・
イザケル氏がスピーチを行った。

* * *

1 1 月 4 日 の ニュースで は「 国
際 博 覧 会 は 閉 幕した」と報じら
れた。

1937年

フランス、パリ万国博覧会

5月24日、博覧会の開会式後、
ポール・バスティード大臣はハバ
ス社 代 表 に対し、次 のように述
べた 。「博 覧 会 運 営の最 高 責 任
者、そして貿易大臣として、本日
皆様が出席された素晴らしい開
会式に心からの喜びを申し上げ
ます。この博覧会は、この偉大な
事業に携わったすべての産業関
係者、フランス国民、そして参加
した外国人の皆様に敬意を表す

るものです。」BTA は　大臣がい
った言葉を伝えた。

* * *

6 月 1 2 日 の 出 版 物 に は 、この
日が「諸 国 民 俗 学 代 表 団」が国
際博覧会のためにパリにやって
来て参加する「諸国民俗学代表
団」が参加する「諸国民の祝典」
の始まりの日であると記されて
いる。

* * *

7 月 4 日 、アメリカ館の開 館 式
典で、米国大使は次のように述
べ ました 。「 今 日 、独 立 宣 言 の
記念日にあたり、1億3000万人
のアメリカ国 民 は 、当 時 わずか
300万人のアメリカ人が自由の
ために戦っていた時、フランスが
私たちを助け、自 由を実 現させ
てくれたことを覚えています。ア
メリカとフランスの友情は、過去
1 6 0 年 間、幾 多の困 難を乗り越
え、揺るぎない絆で結 ばれてき
ました。そして、その友情は今日
も揺るぎないものです。」

* * *

7月5日、共和国大統領ルブラ
ン氏 は 、1 9 3 7 年 パリ万 国 博 覧
会の建物の定礎式を主宰しまし
た 。この 場 所 には 2つの 美 術 室
が建設され、博覧会終了後も保
存され、近代美術館が入居する
予 定です。多くの 外 交 団 員 がこ
の行事に出席している。商務大
臣は、この展示会の成功が国際
自由貿易による均衡の回復に貢
献するだろうと強調した。

* * *

7 月 2 3 日 、展 覧 会の主 要 委 員
会は、パビリオンの一つで、来場
した3 0 0 人のブルガリアの地 理
教 師を歓 迎するレセプションを
開催した。ブルガリアの教師たち
は 、モルティエ氏と公 教 育 省の
代表であるルーセ氏から祝福を
受けた。レセプションにはブルガ
リア全権公使、公使館職員、アト
教 授、ボーリオ教 授 も出 席しま
した。

* * *

7月27日には同博覧会の国際
パビリオンがオープンした。ここ
には 13 か国と 2 つのユダヤ人
組織のスタンドが入っています。
他の外国のパビリオンを補完し
ます。

同 日 午 後 2 時 過 ぎにも次のよ
うな 報 告 が あった 。国 際 博 覧
会の来 場 者 数 は 二 千 万 人 に達
した 。

* * *

7月31日、BTAは、午後3時に、
ハイマンス国 務 次 官 、ラベ 博 覧
会委員長、ポルティエ副委員長、
ジュスティーヌ・ゴダール上院議
員、外務省代表、カレ全権公使、
ミレット、ボワイエ、ボーリオ各
教授、ピコ大使、ダール大使、多
数の機関および組織の代表、数
名の外 国 委 員 長、報 道 関 係 者、
ブルガリア植民地、ブルガリア公
使 館 職 員 な どが 出 席する盛 大
な式 典で、パリ博 覧 会のブルガ
リア館がオープンしたと報じた。

その日の少し後、BTA は  パビ
リオンのオープンを反 映したハ
バス通信社によるパビリオンの
オープンを報じたニュース記事
を公開した。その後、展示会のチ
ーフコミッショナーであるラベ氏
がスピーチを行い、ブルガリアの

参加を強調し、パビリオンが与え
た好印象を強調しました。 「最も
印 象 的 なのは 、物 質 的・精 神 的
な文化が急速に広がり、人口の
ますます大きな部分をカバーし
ている、最 果ての村 々にまで及
んでいるという印象です」と彼は
言う。「私たちは、国が急速に発
展し、至る所に学校が建てられ、
道路が建設され、鉄道網が整備
され 、黒 海とドナウ川 に港 が 築
か れ 、美 術や彫 刻といった芸 術
の発展が促進されているという
印象を受けます。」

ブルガリアの展覧会コミッショ
ナーであるバトロフ全権公使は、
パビリオンのオープニングに出
席した人 々に感 謝の意 を表し、
祖 国が自らに課した目 標「芸 術
家、職人、農民、土地が生み出す
ものの 総 合 を生 み 出すこと」を
概説した。

バトロフ氏はその後、ブルガリ
アではフランス文化の浸透と普
及に常に有利な土壌があったと
述べ、フランスに敬意を表した。

* * *

11月3日、BTAの会報で、展示
会への外国からのお客様歓迎委
員会が、展示会視察のためにパ
リを訪れたソフィア市長イワノフ
氏とソフィア市 代 表 団を歓 迎し
て昼食会を催すという記事がの
せられたいた 。昼 食 会 にはブル
ガリア全権公使バトロフ氏、リス
トルーベル大臣、博覧会コミッシ
ョナー全権公使モルティエ氏、ブ
ルガリア公使館職員らが出席し
た。そして夜には、パリ市 がソフ
ィア市からの代表団を招いて夕
食会を主催します。

11月12日、BTAはハバス通信
社からのニュースを伝え、ゴール
デンアロー号に乗ってパリ北 駅

に午後5時50分に到着したブル
ガリア皇 帝 ボリス3 世と皇 后ヨ
アンナの到 着を伝えた。共 和 国
防衛隊の一隊が彼らに敬意を表
した。政府を代表して、儀典長の
ロ ゼ氏と共 和 国 大 統 領 の 代 表
であるデ・ベルフォン大佐が彼ら
を歓迎した。出席者の中には、バ
トロフ氏、マリノフ氏、スタメノフ
氏、シクステ＝ブルボン＝パルマ
王 女 、ランジェロン知 事 などが
いた。

パリに 住 んでいるブルガリア
人民を代表して、バトロヴァ夫人
は　ジョアンナ女王に豪華な花
束を贈呈しました。その後、小さ
な行列ができて統治者の車まで
進 み、彼らをホテルまで連 れて
行って上げました。

* * *

11月13日午前10時、ボリス皇
帝とヨアンナ皇后が正式に展覧
会 を訪 問した 。ブルガリア国 旗
がはためくブルガリア館の入り
口では、第一公使館書記官のイ
ヴァン・スタメノフ氏が両陛下を
出 迎え、豊 かに漂うロ ーズウォ
ーターの香りが漂う館内を案内
されました。統 治 者たちは 下の
階に長く滞在し、ウズノフ氏によ
る素晴らしいフレスコ画を鑑賞
し、ブルガリアの 農 民 の 家 を訪
問しました。次に、素晴らしい花
瓶 、絹 、陶 器 、ファイアンス焼き
の製品を集めた名誉サロンと民
芸ホールがある1階と、カーペッ
ト、タバコ 、果 物 、ロ ーズオイル
などブルガリアのさまざまな産
業部門の作品が展示されている
産業ホールに向かいます。

* * *

翌日、11月14日、ブルガリア皇
帝ボリス3世は「早朝にホテル宅

を出て、再び展覧会に向かった。
」国 王 は ジョアンナ王 妃に同 行
し、首 席 委 員 補 佐 官 の ポール・
レオン氏の案内でパリ地方のパ
ビリオンを視察した。その後、彼
は 鉄 道 部 門 を訪 問し、「 優 れた
鑑定家として」最新の改良が施
された機 関 車をじっくりと観 察
した。

その後、ジョアンナ王妃が工芸
部 門とイタリア館を視 察してい
たとき、ボリス皇 帝 は ペレン教
授に率いられて発見の宮殿に向
かいました。

* * *

11 月 15 日、BTA ニュースレタ
ーに掲載された ハバス通信社
からの別のニュース記事を載せ
られた。このニュースは、展覧会
のブルガリア館でブルガリアの
統 治 者を訪 問しているフランス
共和国大統領とルブラン夫人に
ついて語ります。 「昼食は、芸術
家ウズノフによるフレスコ画で美
しく装飾され、ブルガリアの生産
の象徴であるバラの繊細な香り
で満たされたパビリオンの栄誉
の広間で個別のテーブルで提供
され 、パビリオンの 入り口 には
ロ ーズウォーター が 流された」
と、その日のニュースは伝えた。

* * *

1 1 月 1 8 日の夕 方、ブルガリア
の統 治 者たちはパリを出 発し、
スイスに向 かい、そこで短 期 間
滞在した。そして11月25日、BTA
が引用したハバスニュースによ
ると、パリ万 博 は「正 午 過ぎ」に
閉幕した。
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1939年

ベルギーのリジュで開催され
た専門世界博覧会

「 ベ ル ギ ー 国 王 は 王 子 た ちを
伴い、今 日の午 後、リエージュで
国際博覧会を開会した」と、BTA
が引 用した5 月 2 0 日 のハバス通
信は伝えていた。

* * *

フランス共和国のルブラン大統
領は7月19日午前7時30分にパリ
北駅からリエージュへ出発した、
リエージュ博 覧 会 を公 式 訪 問す
る予定であると、当日のニュース
で報じられている。また、彼 は 水
の博覧会とフランス館も訪問する
予定。

ルブラン大 統 領 は 午 前 1 1 時 半
に 町 に 到 着し、すぐに 展 示 会 の
フランスセクションに向かいまし
た。彼 はまた、リエージュの州 宮
でベルギー 国 王レオポルドから
昼食に招待された。

1939年

アメリカ、ニューヨーク万国博
覧会

「ニューヨーク万 博 は 明 日 、日
曜 日 の 午 前 1 1 時 に開 場します。
今日は一日中、5万人の作業員が
会 場と建 物の整 備に奔 走してい
ます。市内のホテルは急速に満室
となり、周辺の道路はニューヨー
クへ 向かう観光客の車で既に渋
滞しています」と4月29日の報道
は伝えています。

家 が強くな れ ばなるほど、その
責任の重荷も重くなると付け加
えた。そして彼 はこう締 めくくっ
ています。「弱い国に対して融和
的であることは、強い国の義 務
である。」

 * * *

6月11日のニュース記事には、
英 国 王 室 一 家 が万 国 博 覧 会 を
訪れ、「白昼堂々のイルミネーシ
ョン」を鑑賞した後、英国とアイ
ルランドのパビリオンへ 向 かっ
た様子が伝えられている。

展 示 会 場を出る後、行 列 は 世
界最大級の橋の一つであるトラ
イボロー橋を渡ります。 45分の
旅の後、国王夫妻はコロンビア
大学に到着し、大勢の聴衆の歓
迎を受けた。

* * *

「ニューヨーク万 国 博 覧 会 は
今夜閉幕する」と10月31日のニ
ュース報 道 は 伝えた 。来 年 5 月
2 5 日に再 開する予 定 だ が、「出
展者が不足するのは確実だ」と
書 か れていた 。新 聞 各 紙 は 、展
覧会の閉幕について概 ね、この
展 覧 会 は 民 主 主 義と国 家 間 の
親 善 の 旗 印 の 下 に 行 われたと
論評した。

1958年

ベルギーのブリュッセル万国
博覧会

「 本 日 、1 9 5 8 年ブリュッセル
万国博覧会が開幕しました。ベ
ルギー国王、ベルギー政府関係
者、博 覧 会 参 加 国の代 表、外 交
団 、ベルギー 国 民 の 代 表 、そし
て数千人の市民が出席し、盛大

 * * *

万 国 博 覧 会の開 会 演 説で、ル
ーズベルト大統領は、今後数年
間でヨーロッパ諸国の間に築か
れた多くの障壁が取り除かれる
だろうという希望を表明した。そ
の後、彼 はアメリカ合 衆 国の歴
史を簡単に概説し、人類に捧げ
る展示会の開会を宣言した。

* * *

ニューヨーク万国博覧会で国
際 連 盟パビリオンが開 設され 、
ウォレス農 務 大 臣 も出 席した 。
同大臣は演説で「民主主義の真
の原理は、いつの日か世界中で
確 実 に勝 利するだろう」との確
信を表明し、国際連盟はすべて
の 人 類 の 兄 弟 愛 を実 現する恒
久的な存在となるだろうとも宣
言したと、5月3日付の出版物で
報じられている。

 * * *

5月10日、イタリア大使の臨席
のもと、ニューヨーク万 国 博 覧
会のイタリア館が正式にオープ
ンした 。ニューヨ ーク市 長 のラ
ガーディア氏 はイタリア語で演
説し、「イタリアの子 供の一 人 、
クリストファー・コロンブスがア
メリカを発見して以来」アメリカ
文明に対するイタリアの多大な
貢献を強調した。

* * *

ニューヨーク万国博覧会のジ
ャパンデー が 6 月 2 日 に 平 和 宮
で祝われた。堀内 謙介大使がア
メリカと日本の友好関係を強調
する演 説 を行 いました 。ニュー
ヨーク市のラガーディア市長は
応答の中で、近年の日本人の急
速 な 進 歩 を強 調した 。彼 は 、国

 

な祝 賀 会 が開か れました。世 界
中から3,000人のジャーナリスト
もブリュッセルを訪 れています」
と、BTAブリュッセル特 派 員 は 4
月17日に報じました。

式 典 では ボードウィン国 王 と
ヴァン・アッカー首相が演説を行
った。

近 年 、人 類 は 極 めて強 力 な自
然の力 を制 御してきたことを指
摘し、国王はこう述べました。「私
たちの前に二つの道が開かれて
います。一つは、科学者の天才た
ちの発見を人類に押し付ける恐
れのある、競争と軍備拡張の道。
もう一つは 、社 会や政 治の見 解
の違いに関わらず、理解へと向か
う道です。理解こそが真の平和へ
と導く唯一の道です。この展覧会
の目的は、協力と平和の雰囲気
を醸成することです。」

この万国博覧会には、ソ連、チ
ェコスロバキア、ハンガリー、ユ
ーゴスラビアといった社 会 主 義
国を含む世界各地から50カ国と
国 際 機 関 が参 加した 。各 国およ
び組織の個別のパビリオンのほ
かに、2 つの大きな共通パビリオ
ンもあります。1 つは国際科学宮
殿で、15 か国の科学者が力を合
わせ、特に原子物理学、化学、生
物学の分野における現在の科学
レベ ル を実 証しています。国 際
芸術宮殿では、世界最大級の美
術館が参加した「近代美術の 50 
年」展や、芸術の歴史的発展に関
する「人間と芸術」展が開催され
ます。

展示全体のシンボルは、巨大な
「アトミウム」です。これは、1500

億倍に拡大された鉄原子の模型
を描 いた 高さ1 0 0メートルの 金
属構造物です。アトミウムは私た
ちの時代を象徴しており、その建
設者の設計には、最も強力なエ
ネルギーである原子力の平和利
用を求める呼びかけが込められ
ています。

* * *

4 月 1 9 日 、B TA 特 派 員 がソ連
館 について語りました 。彼 によ
れ ば、それは2万5千平方メート
ルの広 大 な建 物 だといった。長
さ150メートル、幅72メートル、
高さ22メートルです。パビリオン
は金属構造とガラスを使用して
長 方 形 に建てられています。建
物の壁は屋根を支えるのではな
く、ガラスとアルミニウムででき
ており非 常に軽 量であるた め、
屋 根 から 吊 り下 げら れて い ま
す。展示会では、ジル、チャイカ、
モスクヴィッチなどソ連の乗 用
車の最新モデルも展示され、「美
しい現代的な構造と素晴らしい
室内設備で強い印象を与えた」
といったう。

特派員は米国館の前でも立ち
止まったが、そこは「決して小さ
くない」。金属とガラスを巧みに
組み合 わせて作られた、ローマ
の古代コロッセオに似た円形の
アメリカ館の直径は 116 メート
ルです。しかし、BTA特派員によ
れば、最大かつ最強の資本主義
国 家 の 経 済 、社 会 、文 化 生 活 、
国民の生活様式など、その包括
的な姿を把握することは決して
不 可 能 だ という。彼 は 、電 子 計
算機の操作を実演するスタンド
が最も印象的だと指摘していま
す。放射性同位元素を操作する
ための自動アームの働きを展示
するブースの周りにも来場者が
集まっています。

* * *

4月22日、BTA特派員はチェコ
スロバキアとハンガリーのさら
に2つのパビリオンの状 況 を伝
えた。 「チェコスロバキア共和国
のパビリオンは、その建築デザイ
ンにおいて広々としており、堂々
としている。しかし、最も強い印

象 を与えるの は 、間 違 いなくそ
の素 晴らしい配 置である」と彼
は書いている。彼によれば、パビ
リオンの制作者は素晴らしい趣
味と創 意 工 夫 を発 揮しており、
訪問者は魅了されながらホール
内を歩き回り、数メートルごとに
独 創 的 な 展 示 物や装 飾 要 素 を
発見するそうです。ジャーナリス
トは、チェコスロバキア館では、
活 気 ある現 代 の 文 化 生 活 を展
示しているとともに、文化遺産と
その保存にも大きなスペースを
割いていると付け加えている。
「ハンガリー 人 民 共 和 国 のパ

ビリオンはかなり小さいが、その
独創的なレイアウトと内容でも
際 立っている」とBTA 特 派 員 は
伝えていた。

* * *

ブリュッセル万博は開幕から1
週間が経過したが、まだその完
全 な 姿 を来 場 者 に 披 露 できて
いない。 「フランス、イタリア、ス
ペインなどのパビリオンを含む
多くのパビリオンはまだ 準備が
整っておらず、オープンは5月上
旬に予定だ」と、4月23日のBTA
特派員のニュースレポートを伝
えた。

主要国のパビリオンの中でも、
イギリスパビリオンは 大きな関
心を集 めています。これ は 英 国
の科学技術の最新の成果という
旗 印の下に組 織されています。
興 味 深 いモ デル や 予 測 を通じ
て、医 学、航 空 学、考 古 学、電 波
天文学、その他の科学の分野に
お ける新 た な 研 究 や 発 見 が 紹
介されます。ここでは、繊細な心
臓手術中に、体から酸素を奪う
ことなく血液の循環を止めるの
に役立つ機器の動作を見ること
ができます。

ブルガリアの隣国のうち、この
博覧会に参加しているのはユー
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ゴスラビアとトルコだけだ。ユー
ゴスラビア連邦人民共和国のパ
ビリオンには 、同 国の成 功 を示
す写真が展示されています。

トルコ館はまだ完全には完成
していないが、訪 問 者 はすでに
その大部分を見ることができる。
トルコ 館 は 、民 芸 品 や 考 古 学 、
歴史の展示品でほぼ埋め尽くさ
れる予定です。

* * *

4 月 2 6 日 、国 際 労 働 機 関 のモ
ース事 務 局 長がブリュッセル万
国博覧会の国連パビリオンの公
式オープンを宣言した。パビリオ
ンの 中 央 に は 巨 大 な 原 子 模 型
が設置されている。原子核は地
球であり、その周囲にさまざまな
大きさの小さな球が電子として
配 置され、大きな国と小さな国
を象 徴しています。全 体として、
このモデルはパビリオンの主な
アイデアを体現しています。つま
り、原 子 のさまざまな粒 子 がつ
ながっているのと同じように、世
界のすべての国が地球上で互い
にしっかりとつながっているべき
だということです。

* * *

1 0 月 1 9 日 深 夜 、ブリュッセル
万 博 は 盛 大 な 花 火 大 会 とベル
ギー 国 旗 および 参 加 国 の 国 旗
を降 ろす 厳 粛 な 式 典 で 閉 幕し
た。博覧会の中央広場では、6か
月間燃え続けていたトーチも消
えた。

1961年

イタリア・トリノの専門世界
博覧会

5 月 8 日 の 報 道 によると、「 昨
日、トリノでイタリア統一100周

年 記 念の一 環として、国 際 労 働
博 覧 会 が 開 幕した 。『 技 術 と国
家の100年にわたる進歩、成果、
そして 展 望 』をテーマとした 博
覧 会 は、イタリア政 府 が国 際 労
働機関（ILO）と共同で策定した
プログラムに基づき、1 8カ国の
パビリオンで展開されている」と
いう。

各 国 は 、この 共 通テーマの 特
定の側面を明らかにする展示を
行います。たとえば、フランス館
は研究方法の発展について、デ
ンマー ク館 は 住 宅 建 設 につ い
て、アル ゼンチン館 は 農 業の機
械 化について、日 本 館 は 新しい
漁業技術についてなどについて
話します。

社 会 主 義 国 の 博 覧 会 の 焦 点
は 、大 志とニーズを持つ人 々で
す。たとえば、ポーランドのパビ
リオンは、労 働 者 階 級が権 力を
握っている国における労働者の
社会保障について語っています。
チェコスロバキア社会主義共和
国のパビリオンは 、村の協 同 組
合 運 動 の 勝 利 後 の 農 民 の 生 活
の大きな変化に捧げられていま
す。 「すべては人類の幸福のた
め に」は 、「 安 全 、衛 生 、労 働 条
件」をテーマにしたソ連館のモッ
トーです。

1962年

アメリカ、シアトル万国博覧
会

5月7日、BTAはTASS通信社のニ
ュース記 事 を引 用し、米 国 を旅
行中でワシントン州の州都シア
トルに到 着しているソ連のパイ
ロット兼宇宙飛行士G・S・チトフ
氏 について伝えた 。そこで国 際
博 覧 会 が 開 催されていて、アメ
リカ、ブラジル、カナダ、デンマー
ク、フランス、イギリス、インド、日

本、アラブ首長国連邦、メキシコ
など15か国が参加しました。 4
月25日にオープンし、6か月間続
きます。展覧会のメインテーマは

「宇 宙 時 代の人 間」です。数 多く
の展示ホールでは、原子力と宇
宙 開 発 の 時 代 にお ける科 学 技
術の最新の成果が展示されてい
ます。

シアトルの住 民と全 米 各 地か
らここに到着した何千人もの観
光客は、ソ連の宇宙飛行士を非
常に暖かく心から歓迎した。ゲル
マン・ティトフは市内滞在初日の
大半を展示会に費やした。彼は
展示物を注意深く観察し、パビリ
オンを案内してくれたアメリカ航
空宇宙局の専門家たちと意見を
交換した。いくつかの地点では、
展示場内を移動することがほぼ
不可能になります。非常に多くの
人が常に宇宙飛行士を取り囲ん
でいるからです。

1964年

オーストリア・ウィーンで開催
された世界園芸博覧会

4 月 1 6 日 付の報 道によると、「
オーストリア連邦共和国大統領
アドルフ・シェルフ博士は本日、
ウィーン国際園芸花卉博覧会を
開会した。ドナウ川左岸の1,000
デカレの敷地で開催されるこの
博覧会は、今年10月15日まで開
催され 、ブルガリア人 民 共 和 国
を含む2 8カ国が参 加する」とさ
れている。

1964/1965年

アメリカ、ニューヨーク万国
博覧会

「 本 日 、ゴ ヤの 最 も 有 名 な キ

ャンバス作 品 がスペインから到
着しました 。これらの絵 画 は 、2
日後に開催される万国博覧会の
スペイン館で展示されます。ミケ
ランジェロ、エル・グレコ、ピカソ
などの著名な作品も各国の館で
展示されます」と、BTA特派員が
4月17日にニューヨークから伝
えました。

* * *

「午 前 9 時 、ニューヨーク建 国
300周年を記念した1964-1965
年 国 際 博 覧 会 が 来 場 者 に公 開
された」と4月22日のニュース報
道には記されている。

この展示会には59カ国とほぼ
半数の州が参加するが、大手自
動車メーカーやその他の企業と
いったアメリカの民間企業の巨
大なパビリオンが目立っている。

1965年
ドイツ・ミュンヘンの専門世

界博覧会

6月25日から10月3日まで、ミ
ュンヘン（ドイツ）で第 1 回 世 界
交通通信博覧会が開催され、ブ
ルガリアのブースも出 展されま
す。わが国の鉄道輸送と通信の
発展をさまざまな写真や図表で
説 明します。「バルカンツーリス
ト」は 芸 術 的 な ボードを使って
色々なリゾート建設の様子を示
し、国 際 的 な観 光 地としての我
々の成功について伝えます。

1967年

カナダのモントリオールで開
催された万国博覧会

「 明 日 、最 も独 創 的 な 世 界 博
覧 会 の一つがここで開 幕する。
これは、カナダ連邦（現代カナダ
の前身）の100周年、博覧会の開
催地であるカナダ最大の都市モ
ントリオールの3 2 5 周 年を記 念
するものであるが、何よりも人類
の進歩と人類が生み出した現代
技術に捧げられている」と、BTA
特派員G・ナイデノフ氏は4月26
日に書いている。

合 計で7 0か国がモントリオー
ル に 出 展し、アフリカ諸 国 のグ
ループが共同パビリオンを設置
します。スカンジナビア諸国もま
た、統 一された屋 根の下にあり
ます。

ほとんどすべての宮 殿の建 築
的 外 観 は「未 来 的」で、大 胆 な「
風通しの良い」形状をしており、
あらゆる建築的アイデアを再現
するための現代の材料と建築方
法の可能性を示しています。

開 催 国 は、一 連の建 設と建 築
の偉 業を成し遂 げようとしてい
る。博覧会のために、ブリュッセ
ルでの 前 回 の 世 界 博 覧 会 の 数
倍の面積を持つ人工島を川の真
ん中に丸ごと「建 設」したのだ。
カナダのいくつかのパビリオン
の中で最も興味深いのは、まだ
見ぬ住宅団地「ハビタット67」（「
居住地67」）です。そこには、まる
で存在しない山の斜面に建って
いるかのように近代的なアパー
トが 建てられており、屋 根 が 互
いにテラスの役割を果たしてお
り、外見は私たちのヴェリコ・タ
ルノヴォの一 部 のように見えま

す。しかし、その下には「山」は存
在しません。いずれも露 出 性 に
優れ、屋根付きの通り、歩行者用
の広場、そしてその下には車やト
ラック用の通路が設けられてお
り、歩 行 者の間 を通り抜 ける必
要がありません。

明日から6ヶ月間、EXPO-67は
世界の注目を集めるでしょう。展
覧 会の全 体テーマ「人 間とその
世界」は、フランスの飛行家で作
家でもあるテグジュペリの著書
の 一つに由 来しており、英 訳で
は同じ題名になっています。サブ
テーマは、研究者、生産者、創造
者、農民、そして社会における人
間です。「まさにその通りです」と
BTA特派員は記しています。

* * *

「 こ れ は 人 類 の 記 念 碑 で
す。E X P O - 6 7には、人 類の作 品
と思 想 の 最 も 重 要 なコ レクシ
ョン の 一 つ が 展 示 さ れ て い ま
す」―カナダの首相レスター・ピ
アソンは、4月27日にモントリオ
ールで開催された万国博覧会の
開会の辞でこう述べました。

展 示 会 が 開 催されている6 か
月間、すべての参加国は国民の
祝 日 が 予 定されており、これら
の国や他の国の高官が訪問する
予 定です。モスクワ・ボリショイ
劇場のバレエやミラノ・スカラ座
など、世界の著名な劇場へのゲ
スト出演も予定されている。

さまざまな国の最高の技術的
成 果とともに、古 代から現 代ま
での多くの芸術作品がここに展
示されています。

国 際 規 則 に 従 い 、モントリオ
ール 万 博では 商 業 活 動 は 行 わ
れませんが、ビジネスマンが 情
報 や 経 験 を交 換するた め の 会
議のための特別なセンターがあ
ります。
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* * *

「 またしても、早 朝 から万 博 会
場へと人の流れが広がっている。
至る所から熱 狂 的 な歓 声 が聞こ
え、カメラのシャッター音、映画カ
メラのシャッター 音 が 響く。多 言
語を話す群衆は一瞬たりとも静ま
ることは ない。既に多くの国から
観光客がEXPO-67を訪れている」
と、BTA通信は4月30日にタス通
信 の 記 者 の 言 葉 を引 用して報じ
た 。彼らによると、万 博 の 来 場 者
数 は 最 も楽 観 的 な予 測を上 回っ
ているという。初日には宮殿を33
万5000人が訪れた、その間、 電子
計算機ではその日の訪問者数は
12万人になると予測されていた。 

「しかし、報 道 機 関 と電 子 的 な「
知性」の両方によるもう一つの予
測は裏付けられた。ソ連館が博覧
会で最も人気を博したのだ」とジ
ャーナリストらは主張し、米国、カ
ナダ、チェコスロバキア、アフリカ
諸 国の館 へ の来 場 者 数 も多かっ
たと付け加えた。

* * *

ブルガリアのトドル・ジフコ
フ首 相 は 、カナ ダ政 府 による
万国博覧会への招待を受けて
ニュー ヨ ー クからソフィア へ
向かう途中、モントリオールに
到着した。 6月26日、ジフコフ
氏 はワシントン駐 在ブルガリ
ア大使のリュベン・ゲラシモフ
氏、オタワ駐在ブルガリア大使
館 長のキリル・シュテレフ氏、
ブル ガリア 人 ジャー ナリスト
らとともにEXPO-67を訪問し
た。駐カナダ・ソ連大使の温か
い歓 迎を受けたブルガリアの
来賓は、「すべては人間の名の
下 に、すべては 人 類の幸 福の
ために」というモットーで飾ら
れたソ連館を大変興味深く見
学した。

ブルガリアのゲストはチェコ
スロバキア、ユーゴスラビア、
キューバ、カナダのパビリオン
も訪 問し、友 好 的 な会 話を交
わした。

翌日、ブルガリア人民共和国

閣僚評議会議長のトドル・ジフコ
フ氏は、帰国前にモントリオール
博覧会の他のパビリオンも訪問
した。

彼 は 仲 間とともに、フランス、
イギリス、日 本、アメリカのパビ
リオンを視察した。彼らはどこで
も総代表やパビリオン関係者か
ら温かく歓迎されます。

カナダ政府はトドル・ジフコフ
とその 仲 間たちを偲んで、展 覧
会 場のエスキモーレストランで
昼食会を主催する。その後、ブル
ガリアからのゲストは、オリジナ
ルの実験住宅複合施設「ハビタ
ット 67」や無線電話通信パビリ
オンを見学し、「ラビリンス」映画
館での上映会に参加しました。

トドル・ジフコフ氏 はモントリ
オール市 長のドラポー 氏 、万 国
博 覧 会のコミッショナーのデピ
ュイ氏とも会談した。

夕 方 、ジフコフは 公 式 の 栄 誉
を受けてソフィアに向けて出 発
した。

* * *

10月28日、BTA特派員ゲオル
ギ・トドルチェフ氏がEXPO-67の
閉 鎖 について報 道した 。カナダ
駐 在 のブルガリア通 商 代 表 、イ
ヴァン・ゴロメーエフ氏も同庁特
使と会談した。同氏は、この博覧
会 は「我 が国にとって貴 重 な経
験をもたらし、新たな科学的、技
術的、経済的、商業的、文化的な
つながりを確立した」と語った。
同氏によれ ば、世界的に有名な
ブルガリアの歌手ニコライ・ギャ
ウロフが、展覧会を記念したモン
トリオール世界音楽祭のミラノ・
スカラ座ツアーの中心人物とし
て参 加し、素 晴らしい成 功 を収
めたという。

ジャーナリストは、10月29日日
曜日には、数多くの祝賀行事、式
典、コンサート、競技会、娯楽行

1969年1月10日 ソフィア：1970大阪万博ブル
ガリア館模型
写真：ヴラディミル・イヴァノフ（BTA）

事が行われるため、EXPO-67は
閉幕すると指摘している。 「参加
国 の 国 旗 が 国 家 広 場 に 掲 揚さ
れます。今 年 最 も華やかで華や
かな国際イベントの一つが幕を
閉じます。最新の報道によると、
セントローレンス川の島に位置
するこの美しい展 示 場 には 、過
去最高の5,000万人が訪れまし
た」と彼は記した。

1970年

日本の大阪で開催された万
博

LIK マガジンのこの号のコンテ
ンツの最初の部分では、大阪万
博とブルガリアのその博覧会で
の活躍について読むことができ
ます。

1971年

ハンガリー、ブダペストの専
門世界博覧会

8 月 2 9 日 、ハンガリー の 首 都
ブダペストで開催された国際狩
猟博覧会に合わせて、世界26か
国の作 家による写 真 展「人 間と
自 然」が開 か れた 。風 景 写 真や
動物、花 などの珍しい写真 など
1,500点以上の作品が展示され
ています。

* * *

BTA特派員S・スタモフは、9月
13日に開催されたブルガリアの
建 国 記 念 日 の第 一 回 世 界 狩 猟
博 覧 会についてブダペストから
レポートしています。スタモフに
よると、ブルガリア宮殿は最も多

くの訪問者が訪れる博覧会の一
つだそうです。展 示 会 を訪 れた
約60万人のうち、50万人が当社
の 展 示 をご覧 に なりました 。レ
ビューブックには 8 0 0 件の肯 定
的なレビューがあります。展示さ
れている500点のうち、300点は
狩猟のトロフィーであり、290点
はブダペスト博覧会でさまざま
なメダルを授与されたものであ
る。 5 つの展示作品がブダペス
ト 71 大賞を受賞し、116 作品が
金メダル を獲 得しました 。鹿 の
角のコレクションだけで242.58
ポイントを獲得し、世界第6位と
なった。

全 体 的 な 印 象 としては 、私 た
ちのパビリオンが展示会のテー
マ「人間と自然」に最も近いとい
うものです。テン、イタチ、フェレ
ット、キツネ、ジャッカル、オオカ
ミ、クマなどの狩 猟 動 物の皮 は
非 常に興 味 深いものです。専 門
家たちは、展示されているイヌワ
シ科、ノガン、クマ、コルキスキジ
の剥製を特に高く評価していま
す。これらの動物は、ヨーロッパ
の 動 物 相では 長 い間 絶 滅 危 惧
種とされており、我 が 国での み
保護されてきました。

ご存知のとおり、第1回世界狩
猟 博 覧 会 には 5 2 か 国 が参 加し
ました 。ブルガリアを含 む4 2 カ
国には独立した国立パビリオン
があります。

* * *

9 月 3 0 日 、第 一 回 世 界 狩 猟 博
覧会が閉幕した。 1か月以上に
わたり、この博 覧 会 は 2 0 0 万 人
近くの来場者に地球上の動物の
世界を見せ、狩猟スポーツの多
くの新たなファンを獲得してきま
した。

ブダペストの展 覧 会 はその代
表性によって特徴づけられます。 
50か国以上のさまざまな組織や

代表者が、80,000平方メートル
の展示スペースに展示物を展示
しました 。展 示 会 内で開 催され
る馬 術 競 技やドッグショーも大
きな関 心 を集 めています。展 示
されているのは 狩 猟や漁 業、環
境を汚染から守るための施設な
どです。展 示 会で展 示された最
も興味深い狩猟トロフィーには、

「ブダペスト 1971」の刻印が入
った金、銀、銅のメダルが数百個
授与されました。

嬉しいことに、ブルガリアは世
界 狩 猟 博 覧 会で最 も優 れた 成
績を収めた国の一つであるとい
う印 象が一 般 的です。訪 問 者 は
狩猟のトロフィーが多数展示さ
れた私たちの展示場を強い興味
を持って見ています。

その日のニュースによれば、ブ
ダペスト世 界 狩 猟 博 覧 会 は、そ
の使命を立派に果たしたと断言
できる。 「人間と自然」というテ
ーマにうまく取り組むことで、山
岳 地 帯 、平 野 、深 海 に生 息する
動物界の保護に対する関心を高
めることに貢 献し、環 境 を汚 染
から守るための緊急対策を講じ
る問 題 を議 題 に上 げます。この
展 覧 会 は、国 家 元 首、政 府 首 脳
や政府関係者、著名な公人や文
化人がハンガリーを訪問する機
会となった。狩 猟 観 光の発 展に
貢献しているとともに、狩猟・漁
業 分 野 にお ける国 際 協 力 の 枠
組みをはるかに超えた意見交換
の機会を提供します。

1981年

ブルガリアのプロヴディフ
市で開催された専門世界博

覧会
狩猟用の角笛の音が会場に響

き渡り、色とりどりの若い男女が
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ブルガリア・トロフィー・パレス前
の 広 場 を埋 め 尽くす。彼らの 独
創的で陽気な構成で、世界狩猟
博 覧 会 E X P O - 8 1の厳 粛 な開 会
式 が 始まる。狩 猟 衣 装 をまとっ
た騎手を従えたディアナの戦車
が 通り過 ぎる。弓 を持った 少 女
が 標 的 に矢 を放つ。プロトブル
ガリア騎兵隊が現れ、猟場管理
人 、猟 師 、漁 師たちが 狩 猟 行 進
の音に合わせて行進する」。これ
は、BTAプロヴディフ特派員シメ
オン・シメオノフとリリア・トドロ
ヴァによる6月14日のレポートの
冒頭である。

何千人もの市民がこの印象的
な光景を見るためにやって来ま
した 。古 代の狩 猟シーンを背 景
に、何世紀にもわたる人間と自
然の関 係、そして自 然の法 則に
従った調和のとれた存在を目指
す 人 間 の 努 力 が 表 現 されてい
ます。

公 式スタンドに は 、トドル・ジ
フコフ、ペコ・タコフ、ペンチョ・
クバヂンスキーなどの政府指導
者 、および多くの外 国の来 賓 が
出 席している。ここには 我 が 国
に 認 可された 外 交 使 節 団 の 代
表や団 員 、多くの外 国 人 ジャー
ナリストがいます。

狩 猟 者 の行 列 が終 わると、広
場 は 踊 り子 た ちで 埋 め 尽くさ
れ、民族衣装が輝き、民族音楽グ
ループが1 0 0 本のバグパイプの
音に合 わせて歌い上 げます。群
衆 は 厳 粛 な 式 典 の 参 加 者 に長
い間 拍 手を送り、彼らの視 線 は
公式の演壇に向けられていた。

ハンガリー農業食品産業省の
ガボール・ソス次官が、ブダペス
トで開催された第1回世界狩猟
博覧会のシンボルである様式化
された鹿の像をEXPO-81のコミ
ッショナーであるペンチョ・クバ
ヂンスキーに手渡した。彼は、こ
の 展 覧 会 が 自 然 の 宝 の 保 護 と
賢明な利用に貢献するであろう

ことを大成功に祈った。
ペンチョ・クバジンスキー氏は、

「 地 球 は 生 命 の 惑 星 」をモット
ー に全 大 陸 から6 0カ国 以 上 が
参 加した 世 界 狩 猟 博 覧 会 の 意
義と目標について講演しました。

彼は世界狩猟博覧会EXPO-81
の組 織 委 員 会を代 表し、ブルガ
リア最古の都市の一つであるプ
ロヴディフにすべてのゲストと出
展者を温かく歓迎します。講演者
は 、この展 示 会 が 国 際 狩 猟・野
生生物保護評議会と国際スポー
ツフィッシング連盟の後援のもと
で開催され、国家評議会議長ト
ドル・ジフコフ氏の後援を受けて
いるという事実が、この展示会の
権威と認知度の高さを物語って
いると強調した。

世 界 狩 猟 博 覧 会の目 的 は、さ
まざま な 国 の 狩 猟 および 漁 業
の発展を一般の人々に知っても
らうことです。この展 覧 会では、
現代社会における狩猟、漁業と
人 間 の 関 わ りを 紹 介して い ま
す。産業、交通の発達、大都市の
成長は、自然環境の汚染を招く
条件を作り出します。当然、これ
は狩猟対象や魚類の減少、場合
によっては完全な絶滅につなが

ります。そのため、展示会の展示
では 自 然 保 護 が 大きな 位 置 を
占めています。

ペ ンチョ・クバ ヂンスキ ー 氏
は 、この国 際イベントが地 球 の
美しく豊かな自然についての知
識の向上に貢献し、出展国の野
生生物の保護と繁殖に対する配
慮を示すことで、展示会のモット
ーである「地球 - 生命の惑星」を
現実的に実現できるという確信
を表明しています。ブルガリアが
開 催 地に指 定されたことは、同
国における狩猟や漁業の発展の
ための継 続 的 な配 慮、そして自
然環境とその生きた装飾である
狩猟動物の保護に対する配慮が
認められたことを意味します。

EXPO-81 の来場者は、世界
の 野 生 生 物 の 多 様 性 を 示 す 
11,500 点以上のトロフィーを見
ることができます。近年多くの国
々から入手した最高級のトロフ
ィーが展示されており、そのほと
んどはこの展覧会で初めて公開
されるものです。間違いなく、ハ
ンターや自 然 愛 好 家 など、あら
ゆる人々に忘れられない印象を
与えるだろうと講演者は言う。

展示会の主な目的である狩猟

1981年6月15日 プロヴディフ：狩猟万博開会式・各国代表者たち
写真：ディミター・ヴィクトロフ（BTA）

のトロフィーの展示に加え、ここ
では個別のテーマ別パビリオン
も組 織され 、自 然 環 境 の保 護 、
土地とその肥沃さの保護、森林
の保護、狩猟と漁業、ブルガリア
の 美しさなど、さまざまな 分 野
におけるブルガリア人民共和国
の成功を紹介しています。

さらに、来場者は、展示会のメ
インテーマに直接的または間接
的に関連するさまざまな他のプ
ログラムを訪問する機会も得ら
れます。しかし、他にも達成され
るものがあります。それは、あら
ゆる大陸のさまざまな国の関係
者 を知り、団 結 させることであ
り、それは間違いなくこの分野で
の協力の拡大に貢献し、最終的
には人類の最も貴重な善である
平 和 を強 化し、守ることにつな
がるでしょう。

熱 狂 的 な 嵐 の よう な 心 か ら
の 拍 手 を 受 け、国 家 評 議 会 長
のトドル・ジフコフ氏 が 三 色リ
ボンをカットし、世 界 狩 猟 博 覧
会 EXPO-81 の開会を宣言し
ました。

* * *

6 月 1 5 日 、世 界 狩 猟 博 覧 会 の
ペンチョ・クバヂンスキー総コミ
ッショナーは、E X P O - 8 1の主 催
団 体 の 公 式 代 表 者 である国 際
狩猟・野生動物保護評議会のア
ルフォンス・リヒター・フォン・ヴ
ュンシュハイム副 会 長と国 際ス
ポーツフィッシング連 盟 のヨア
ヒム・ディース副会長と会談しま
した。

イタリア狩 猟 協 会 副 会 長エン
ツォ・ミンゴッツィ上院議員も会
話に参加した。

権 威ある2つの国 際 機 関の代
表者は記者との会話の中で、盛
大 な オープ ニング式 典 が 展 示
会のレベルの高さに相応してい
ると述 べ た 。展 示 会 は 、出 展 国

の数、トロフィーの数、そして世
界 新 記 録の樹 立という点で、こ
のテーマでこれまで開催された
すべての国 際 展 示 会 、さらには
ブダペストで行 われた第 1 回 世
界狩猟博覧会を大きく上回って
いる。

* * *

6 月 1 5 日 、世 界 狩 猟 博 覧 会 の
来場者にとって最も興味深いイ
ベントは、最 初の犬 種 競 技であ
る外 観 展 示 競 技であった 。その
目的は、世界における犬学研究
の発展を紹介することです。 25
種類以上の犬種、約600匹の犬
が国際委員会の前に展示されま
した。

4日間にわたり、犬学愛好家は
展示されている犬の狩猟能力に
ついて学ぶ機会を得ました。ヴォ
イヴォディノヴォ村とトゥルド村
の近くで現地試験が実施されま
した。

* * *

6 月 1 8 日 、世 界 狩 猟 博 覧 会 の
ペンチョ・クバﾁﾞンスキー総コミ
ッショナ ー が、「 狩 猟 、漁 業 、環
境 保 護」をテーマにした国 際 図
書 博 覧 会 の 枠 組 み 内で開 催さ
れ、最優秀レイアウト・印刷パフ
ォーマンス・コンテストの賞を授
与した。

イタリア の 出 版 社「 アルノル
ド・モンタドーリ・エディトリ」の
豊富なイラスト入りマニュアル「
自然の中での写真」が最優秀賞
と金メダルを受賞しました。  銀
メダル は 、ドイツの 出 版 社 ポー
ル・パライの「アカシカ」「ノロジ
カ」「保 全」シリーズに授 与され
ました。

このコンテストで は 、2 3 か 国
34の出版社から約700冊の本が
出 品されました 。展 示 会のブル

ガリア部門で最も多く展示され
ているのは、約 80 タイトルの「
ゼミズダット」とブルガリア科学
アカデミーの出版社です。 「祖
国」出版社による動物界に関す
る人気の児童書が展示されてい
ます。

* * *

6 月 2 2 日、E X P O - 8 1の科 学プ
ログラムは、ノボテルプロヴディ
フで開 催される2 日 間 のシンポ
ジウム「野生生物と環境」の「農
業 - 森林 - 狩猟」セクションの
トピックに関する全 体 会 議から
始まっています。「主要な環境保
護 問 題 に 関する包 括 的 な 議 論
は、世界の狩猟科学の発展への
新たな貢献となるだろう」と、高
等 林 業 研 究 所 学 長タチョ・イリ
エフ教授はシンポジウム参加者
へ の挨 拶で述 べた。このシンポ
ジウムには、13か国から狩猟と
自 然 保 護 の 分 野 の 科 学 者や専
門 家 約 2 5 0 人 が 参 加しました 。
シンポジウムのプログラムでは
100件を超える報告が求められ
ました。

* * *

世 界 狩 猟 博 覧 会 のモットー「
地球 - 生命の惑星」は、6月22日
にバルカン映画館で開幕した狩
猟 、漁 業 、環 境 保 護 に関する国
際 映 画 祭の全 体テーマである。
科学、科学普及、ドキュメンタリ
ー、教 育 映 画 約 1 2 0 本を上 映し
ます。 20カ国の映画作品を展示
します。
「この 映 画 祭で最 も重 要 なの

は 、映 画 の 真 正 性 と、その 制 作
者の真摯な取り組みです」と、ブ
リュッセルの国 際シネテカ会 長
で、審査員でもあるポーランド出
身のヤン・ヤコビ教授は語る。

ブルガリア、ソ連、ジンバブエ、
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カナダ、アイルランド、フィリピン
からの映画が上映され、非競争
プログラムでは 、観 客 は ベルン
ハルト・グジェメク教 授による3
時間の映画「セレンゲティを滅ぼ
してはならない」を鑑賞した。

* * *

6 月 2 3 日には、シンポジウム「
狩猟動物と環境」に引き続き、「
狩猟動物の保全と繁殖」セクシ
ョンの 会 議 が 開 催されます。狩
猟産業が野生の動物に与える影
響 、希 少 動 物 種 の狩 猟と保 護 、
環 境 汚 染 の 指 標 としての 狩 猟
動 物 など、さまざまな狩 猟 管 理
問題について報告が行われまし
た。 ブルガリアの専門家が、ブル
ガリアにおけるオオライチョウの
人工繁殖の試みの結果、猛禽類

の状 態と保 護、ヒグマの家 畜や
狩猟動物に対する行動について
報告します。

                                                                        
* * *

6月24日、「現代の生態学的条
件におけるアカシカの管 理」に
関する学術会議が大きな関心を
集 めて開 催されました 。このイ
ベントは 、国 際 狩 猟・野 生 動 物
保護評議会のビッグゲーム委員
会 の 参 加 により開 催されます。
ほとんどすべてのパビリオンで
アカシカのトロフィーが代 表 的
な場所を占めているという事実
を考えると、出 展 者 が議 論され
たレポートに注目するのは当然
のことです。

* * *

6月25日に「現代の狩猟にお
ける犬」をテーマにしたセミナ
ーを開 催し、E X P O - 8 1の科 学
プ ロ グラム は 、現 代 の 狩 猟 慣
行に影響を与える具体的な問
題にますます近づいています。

ソ連、東ドイツ、チェコスロバ
キア、キューバ、ルーマニア、ブ
ルガリアの専門家らは、狩猟中
に負 傷したり発 見され なかっ
た獲 物 による損 失 を減らすた
め に、狩 猟 犬 の 質 を向 上させ
る可能性と方法について議論
した。

* * *

E X P O - 8 1の科 学プログラム
は、6月26日の「魚の養殖とス

1981年6月15日 プロヴディフ：ソ連館内の様子
写真：ディミター・ヴィクトロフ（BTA)

ポーツフィッシング」に関する国
際セミナーで終了しています。養
殖と漁業の理論家による会合で
は、メッシュケージ、ワイス装置、
密 度 の 異 なる魚 養 殖 のた め 資
料を入れた桶などを使用して貯
水池からの漁獲量を増やす新し
い方法に大きな関心が集まりま
した 。ブルガリアにお ける集 約
的 な 温 水 盆 型 魚 養 殖 の 発 展 の
見通しが議論されました。

* * *

7月12日、1か月前のEXPO-81
開 幕 時と同じように、狩 猟 笛の
常の音 が再 びフェアシティに響
き渡った。参加64カ国の国旗が
徐々に降ろされていきます。わが
国では初、組織的狩猟の歴史で
は3回目となる世界狩猟博覧会
が終了に近づいています。

出展者と来場者は、色とりどり
の光に照らされた会場の湖に向
かいます。ここでは、ミュージシ
ャンやダンサーたちがすでにそ
れ ぞれの場 所 に着いています。
彼らは、EXPO-81 のプログラム
にある多様な文化、科学、スポー
ツ イベントの成功に貢献した来
場者、出展者、競技者、射手、漁
師たちへの感謝の印として組織
委 員 会 が 主 催した 盛 大 な 舞 踏
会の参加者です。

世界狩猟博覧会の公式閉会式
は短く、博覧会ディレクターのイ
ヴァン・グルエフ森林・林業第一
副 大 臣 がスピーチを行い、その
後、ブルガリア狩 猟 漁 業 連 合 中
央評議会議長のフリスト・ルスコ
フ中 将 が 優 秀 な 出 展 者 に 大 賞
を授与します。

EXPO-81 のコミッショナー、ペ
ンチョ・クバヂンスキー氏が受賞
者と来賓全員に挨拶を述べた。

夜も続くお祭り気分は、ヴォイ
ヴォディノヴォ村、トゥルド村、そ

して「 4 0 の泉 」の競 技 会 場 付 近
で、ホ ールに展 示された 美しい
狩猟のトロフィーを前に、映画、
写真、貨幣収集と切手収集のコ
レクション、そして展示会のテー
マサークル「地球 - 生命の惑星」
のモットーにまとめられた本の
多くの競技の賞の発表が行われ
る間、日 々の興 奮と調 子と気 分
において一致しています。

今月懸命に努力してきた主催
者たちは、まだ 努力の最終結果
を評価できていないが、ひとつは
っきりしているのは、世界の動植
物の多 様 性を1 1 , 0 0 0 点 以 上 展
示したこの素晴らしい展示会を
見たすべての来 場 者の心に、消
えることのない思い出が残ると
いうことだ。
「テーマ は 狭 い が アイデア に

富んだこの展示会は、我が国が
重 要 な 世 界 的 課 題 の 解 決 に 成
功裏に参加できることを改 めて
証明しています。

生態系のバランス、天然資源の
保護、希少種や絶滅危惧種の保
全、狩猟資源の維持など。

私たちは 、展 示 会 の 科 学プロ
グラムで発表されたテーマに対
して、多くの 外 国 人 科 学 者 が 関
心を持って反応してくれたことを
嬉しく思います。 「展示会の質自
体 に満 足 せざるを得ません。こ
れほど多くの希少で貴重な狩猟
トロフィー が 一 堂 に集まったの
はかつてありませんでした」とク
バヂンスキー 氏 は 述 べ た 。さら
に彼 は 、「世 界 狩 猟 博 覧 会の閉
幕によって、あらゆる大陸の様々
な国の代表者の間で得られた理
解は、EXPO-81の高い目標の実
現 だ けでなく、我 が国の平 和 政
策の強化にも貢献するだろうと
確信しています」と付け加えた。

1985年

つくば市で開催されている輝
る専門的世界博覧会

国際博覧会EXPO-85が本日、
筑 波 科 学 館で正 式 に 開 会され
ました。6ヶ月 間、この博 覧 会 は
科 学 者 、専 門 家 、そして一 般 の
人 々の 注 目 を集 めるでしょう」
と、BTA特派員のイヴァン・ガイ
タンジエフ氏が3月16日に報じ
ました。

この大 規 模 な国 際イベントの
メインテ ー マ は 、「 住 ま いと環
境 ― 人類に役立つ科学技術」
です。

20万平方メートルの敷地にそ
れぞれ独自の展示やパビリオン
が設置され、47か国と37の国際
機 関 の ほ か 、富 士 通 、三 菱 、東
芝、日立など数十社の日本企業
が出展します。

つくばE X P O - 8 5の参 加 者 は、
日 本 および 世 界 各 地 からの 来
訪 者 に 現 代 世 界 にお ける科 学
技術の役割を紹介し、次の世紀
の 文 明 の 方 向 性 と展 望 を示し
ます。

我が国にとって、世界博覧会は
人々の進歩と相互理解を促進す
る重要かつ影響力のある手段で
あり、独立したパビリオンで参加
しています。ブルガリアは、1970 
年の大阪万国博覧会と 1981 年
の神戸万国博覧会という、日本
で開催された過去 2 回の万国
博覧会に出展し、大きな成功を
収めました。

今 回 の 参 加テーマは「 命と子
ども」です。主 催 者 は 、このアイ
デアは関連性があり重要である
だけでなく、特に 1985 年が青
年の年と宣言されて以来、非常
によく練られたものであると断
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言しています。さらに、最も現代
的な表現手段を用いて展示され
るこの展 覧 会では、現 代ブルガ
リアとその歴史的、文化的ランド
マークを来場者に紹介します。

E X P O - 8 5 へ の 関 心 は 非 常 に
高いです。 2,000 万人を超える
来場者が見込まれており、大成
功となることはほぼ間違いない
と思われます。

ブルガリア館 の 最 初 の ゲスト
の 一 人であり、ブルガリア日 本
経 済 科 学 技 術 協 力 委 員 会 日 本
側の会長で、日本のビジネス界
の 著 名 な 代 表である永 田 隆 夫
氏は、ブルガリアのEXPO-85へ
の参加は、日本での同国の宣伝
に役 立つだ けでなく、理 解を深
めることにも貢 献するだろうと
語った。

* * *

4 月 4 日 、特 派 員 は 、日 本の筑
波科学センターで開催された世
界 博 覧 会 の 枠 組 み 内で行 われ
たブルガリア科学の日について
報告した。

この重 要 なブルガリアのイベ
ントに関 連して、国 家 科 学 技 術
進歩委員会の副委員長であるマ
リン・ペトロフ教授の率いるブル
ガリアの著名な科学者の代表団
が来日しています。

筑波のEXPO-85プレスセンタ
ーの大ホールで行われた興味深
く有 益 な 会 合 の 後 、ブルガリア
科 学 代 表 団 長 は 記 者 会 見で新
聞や専 門 科 学 出 版 物 の記 者 に
対し、ブルガリア科 学 の 個 々の
成果、その構造、そして社会主義
国や一部の西側諸国とのブルガ
リアの科学技術協力の課題と目
標を紹介した。

科 学 技 術 庁 や 日 本 科 学 者 会
議でも重要な会議が開催されま
す。会談では、ブルガリアと日本
の 間 の 科 学 技 術 協 力 は 前 向き
に発 展しているものの、情 報 交
換において科学技術関係を拡大
するた めに、より積 極 的 かつ合
理的に利用すべき機会があるこ
とが強調された。

* * *

4 月 4 日 、特 派 員 は 、日 本の筑
波科学センターで開催された世
界 博 覧 会 の 枠 組 み 内で行 われ
たブルガリア科学の日について
報告した。

この重 要 なブルガリアのイベ
ントに関 連して、国 家 科 学 技 術
進歩委員会の副委員長であるマ
リン・ペトロフ教授の率いるブル
ガリアの著名な科学者の代表団
が来日しています。

筑波のEXPO-85プレスセンタ
ーの大ホールで行われた興味深

く有 益 な 会 合 の 後 、ブルガリア
科 学 代 表 団 長 は 記 者 会 見で新
聞や専 門 科 学 出 版 物 の記 者 に
対し、ブルガリア科 学 の 個 々の
成果、その構造、そして社会主義
国や一部の西側諸国とのブルガ
リアの科学技術協力の課題と目
標を紹介した。

科 学 技 術 庁 や 日 本 科 学 者 会
議でも重要な会議が開催されま
す。会談では、ブルガリアと日本
の 間 の 科 学 技 術 協 力 は 前 向き
に発 展しているものの、情 報 交
換において科学技術関係を拡大
するた めに、より積 極 的 かつ合

理的に利用すべき機会があるこ
とが強調された。

* * *

1981年6月15日 プロヴディフ：ブル
ガリア狩猟トロフィー展示館
写真：ディミター・ヴィクトロフ

（BTA）

1981年6月15日 プロヴディフ：新築
パークホテルから万博会場を望む
写真：ディミター・ヴィクトロフ

（BTA）

5月12日、世界博覧会EXPO-85の
枠組み内でのブルガリアのイベン
トは大盛況のまま継続されていま
す。この日は国際子ども会議「平和
の旗」に捧げられています。 「平和
の旗」運動の崇高な理念は日本国
内に多くの支持者を抱えておりま
す。「平和の旗」運動の第3回大会
が国際青年年と宣言された年に開
催されていて、関心は高い。

* * *

筑 波 万 博 E X P O - 8 6 の 開 館 以
来、ブルガリア館は、最も興味深
く、多くの来場者を集める場所の
一つとして、当然ながら高い評価
を得てきました。その大きな理由
は、「子どもたちの目を通して見
る人 生」というテーマが、日 本の
一般観客に非常に魅力的だった
からです。 「これまでに70万人以
上がブルガリア館を訪れ、感想文
には私たちの展覧会に対する好
意的で熱狂的 なレビューが満載
されていることがその証拠です」
とBTA 特 派 員 は 5 月 1 5 日 に書い
ている。

* * *

5月27日、イヴァン・ガイタンジ
エフ氏は、ブルガリア人民共和国
国家評議会議長トドル・ジフコフ
氏 の 日 本 訪 問 2 日 目 について語
り、その訪問では「重要かつ非常
に有益な会談」が行われたと伝え
た。ブルガリアの国家元首は昭和
天皇の賓客である。宮殿での会談
では、ブルガリアと日本の発展の
成功を互いに願う気持ちが表明
された 。二 国 間 関 係 にお ける現
在の良好な環境は相互理解を深
めるのに有 益であるという意 見
が表明された。その後、日本の皇
太子明仁親王と妻の美智子も会
話に加わった。

トドル・ジフコフ氏 は 中 曽 根 康

弘首相の公邸も訪問した。ここ
で、日本政府のトップが貴賓を
歓 迎して公 式 昼 食 会 を開 催し
ました。

* * *

5 月 2 8 日 は 、つくば万 博の中
心となるイベントとして、ブルガ
リアの 建 国 記 念 日 を祝う式 典
が開催だった。午前10時30分、
エキスポプラザの 中 央 広 場で
数千人の観客が見守る中、開幕
した。トドル・ジフコフ氏とブル
ガリア側および日 本 側 の 随 行
員らは 公 式 ボックス席 に 着 い
た。ブルガリアと日本の国歌斉
唱後、ブルガリアの国旗とこの
素晴らしい国際イベントの開催
国の国旗がフェスティバル広場
の塔に掲揚されました。

展覧会総コミッショナーの井
川 勝 一 氏 がブルガリア人 民 共
和国国家評議会議長のトドル・
ジフコフ氏 に挨 拶 の 言 葉 を述
べた。
「EXPO-85の目標は、人類の

幸福に真に貢献するために、21
世 紀 の 科 学 技 術 が どう あ る
べきかを示すことです。もちろ
ん、21世紀は現代の子供たちの
世 紀であり、ブルガリア館のテ
ーマはまさにふさわしいもので
す。展示の魅力をさらに高める
ため、ブルガリアはEXPO-85に
素晴らしい子供たちの代表団を
派 遣しました 。その中 には 、子
供ラジオ合唱団、子供ダンスグ
ループ、新 体 操のチャンピオン
たちが含まれていました」と彼
は語る。トドル・ジフコフ氏も歓
迎の挨拶を行い、その後、豊か
で多様な音楽と芸術のプログラ
ムが始まりました。この公演に
は、日本で非常に人気のあるブ
ルガリアテレビ・ラジオの児 童
合唱団と、芸術監督の人民芸術
家フリスト・ネディャルコフ氏、そ

して児 童 民 族 舞 踊 団「セヴェル
ニャチェ」が出演します。

ここには、ブルガリアの素晴ら
しい新体操選手、リリ・イグナト
ワ、ビアンカ・パノバ、マヤ・タス
コバ、そしてアンサンブルコンビ
ネーションの6 人の少 女たちも
います。観客は私たちの代表者
たちのあらゆるパフォーマンス
に拍手喝采を送ります。トドル・
ジフコフが最初に訪れるのはブ
ルガリア館です。同氏は、つくば
博覧会のブルガリア人民共和国
のペータル・ルセフ総局長の歓
迎を受けました。古い民俗習慣
に従い、民族衣装を着た若い女
性らがパンと塩を贈 呈した 。そ
の後、ブルガリアの指導者は「子
供時代」というモットーのもとに
企画された展示会を視察した。
彼 は、国 際 子ども会 議「平 和の
旗」の理 念のもとに集まった世
界中の子どもたちがソフィアで
楽しい集会を開いたことを伝え
る特 別ビデオグラムや、平 和と
友 情 をテーマに 最 新 の 表 現 手
段で用意されたメインのショー
を鑑賞しました。その後、ジフコ
フ氏とその随行員は 日本政府
の主要 展示パビリオンを訪れ
た。このパビリオンは「我々の土
地」と「我々の生活」という 2 つ
の大きなブロックに分かれてい
ます。数 々の 展 示 品 は 、日 本 の
国 土や自 然 、産 業 、そして人 類
の 生 活 と調 和した 科 学 技 術 の
成果の特徴を伝えています。

* * *

ブルガリア観 光デーは 7 月 1 8
日に開催されています。展示会
の最 も代 表 的 なホ ールには 数
百人が集まり、その中には若者
も多くいます。バルカンツーリス
ト社の副 総 裁アレクサンダー・
スパソフ氏は、出席者に対し、ブ
ルガリアの観光分野における大
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きな可 能 性を紹 介した。私たち
の最も有名な海辺と山のリゾー
トを紹 介するドキュメンタリー 
2 本が上映されました。青年の
ダンサーたちは 、気まぐれ な 北
地方、トラキア地方、ショピア地
方 の ダンスの 感 動 的 な 見 事 な
パフォーマンスで、ー を喜 ば せ
ました。
「 ブル ガリア を 知って い ます

か？」クイズ 大 会 を開 催しまし
た 。正 解 者 数 が 非 常 に 多 い た
め、賞品を分配するために抽選
が必 要となります。最 優 秀 賞 は
ブルガリアでの1 週 間の無 料 休
暇です。

* * *

9月16日、つくば万博が閉幕し
た。 「184日間にわたり、この一
大国際イベントは科学者、専門
家、そして一般大衆の注目を集
めました。2030万人という来場
者数だけでも、この博覧会への
関 心 の 高さを物 語っています」
と、BTA特派員のイワン・ガイタ
ンジエフ氏 は 記しています。彼
によれ ば、EXPO-85では見るも
の、学ぶものがたくさんあったそ
うです。 「何よりも、平和な生活
のた めに科 学 的 、技 術 的、経 済
的問題を解決することに向けら
れた人間の思考には、計り知れ
ない可能性と力があることを証
明した」とこのジャーナリストは
記した。

1985年

プロヴディフ市の専門世界博
覧会

「 若 手 発 明 家 の 世 界 博 覧 会『
ブルガリア-85』が11月4日から
30日までプロヴディフ市で開催

されます。これは 国 際 青 年 年に
おける最大のイベントの一つで
あり、地球上の若者たちの創造
的思考の祭典とも言えるでしょ
う」と10月28日の報道は伝えて
いる。

この展 覧 会 は、国 家 評 議 会 議
長トドル・ジフコフ氏と世界知的
所有権機関事務局長アルパド・
ボグシ氏の後援のもとで開催さ
れます。我が国がこの博 覧 会の
開 催 国として選 ばれたのは、ブ
ルガリアが17年以上にわたり青
少 年 の 科 学 的 創 造 性 を組 織し
てきた豊 富 な経 験と、これまで
に青少年技術科学的創造性運動

（T N T M）の1 2の全 国 博 覧 会で
発表された発明の高い技術レベ
ルによるものです。

若手発明家業績世界博覧会「
ブルガリア-85」には、人類の活
動のさまざまな分野から3,300
点 の発 明 品 を携えた約 7 0 か 国
の代 表 者 が 参 加します。ブルガ
リアの 展 示 会 は 最 も印 象 的 で
す。850 点を超える発明が選ば
れています。ブルガリアの若者の
この報告書は、「TNTM 第 13 回
全国博覧会」と呼ばれ、2 年間
の創造活動とブルガリアの若い
革新者の大胆さをまとめたもの
です。

* * *

1 1 月 4 日、若 手 発 明 家 業 績 世
界博覧会「ブルガリア-85」が開
幕しました。
「創 造 性と創 造 力 への高い志

に突き動かされ、世界の若い科
学 技 術 思 想 の最 高 の代 表 者 が
プロヴディフ市にやって来た」と
BTA特別特派員のペータル・コ
チャノフとゲオルギー・ナイデノ
フが報じている。

開会式には国内の政治家や海
外からの来賓など関係者が出席
している。式 典 はブルガリア 国

歌で幕を開 けています。少 女た
ちは 参 加 国 の 国 旗 を展 示 会 に
持参しています。

展 示 会 組 織 委 員 会 の 委 員 長
で、閣僚評議会第一副議長のチ
ュドミル・アレクサンドロフ氏は
スピーチの中で、何 千 人もの若
いイノベーターが展示会への参
加の招待に応じたことに満足の
意を表した。

世 界 知 的 所 有 権 機 関 の 事 務
局 長アルパド・ボグシ氏 も演 説
した 。彼 によれ ば、発 明 は 経 済
発展の基盤である。それらは生
産 をより効 率 的 にし、私たちの
生活をより安全で快適なものに
します。つまり、発明は大きな社
会 的 価 値 を持っているのです。
それらは 社 会 進 歩 の 条 件 の 一
つです。トドル・ジフコフも挨 拶
をしていた。 「ブルガリア人民共
和国は、国際的な経済、科学、技
術、文化協力の発展を目指すあ
らゆる取り組みを積極的に支持
する」と彼は述べた。

* * *

「 今 夜 、青 年 の 街 で、世 界 若
手発明家業績博覧会『ブルガリ
ア-85』の旗が降ろされました。」 

「 地 球 上 の 科 学 技 術 の 進 歩 に
おける若き創造者たちの祝賀行
事 が終 わりを迎えようとしてい
る。彼らは約1か月間、人類の平
和な現在と明るい未来のために
自らの才能と仕事を捧げる意志
をここで示してきた」とプロヴデ
ィフのBTA特派員は11月30日に
書いた。展覧会の終了を記念す
る祝賀会では、展覧会組織委員
会の副 委 員 長であるヴァシル・
ネデフ氏がスピーチを行った。同
氏によれば、展覧会の「戦争と破
壊の炎では なく、創 造の炎と科
学技術の新たな高みを目指す闘
いの中で奮闘しよう」という呼び
かけは、平和に暮らし、善を創造

するためにあらゆる努力をした
いという若い芸術家の揺るぎな
い願いを一つにするだろう。

1990年

大阪で開催される園芸万博

「 環 境 保 護 をテーマにした 初
の国際花と木の博覧会が本日、
大 阪 市で開 幕しました。会 期 中
の6ヶ月間で、フラワーEXPO-90
には2,000万人以上の来場者が
見込まれています」と、BTA特派
員のゲオルギ・アポストロフ氏が
3月31日に報じました。

この展 示 会 にはブルガリアを
含む54の国際 機 関と8 0か国が
参加しています。展示会には ヒ
マラヤ、東アフリカ、南アメリカ
からの 極 め て 珍しい 種 を含 む 
250 万種類の花が展示されてい
ます。

これは、過去 20 年間で日本で
開催される 4 回目の国際博覧
会であり、大阪では EXPO-70 に
続いて 2 回目となります。

* * *

4月23日、世界フラワーショー
のブルガリア展示品は、一連のコ
ンテストの最初の部門で最も名
誉ある賞をアイルランドと共 同
受賞した。

庭園デザインコンペティション
の第1ラウンドでは、建築家ラシ
ュコ・ロベフ氏のリーダーシップ
のもとに開発された作家チーム
が金メダルを獲得しました。

コンテスト第2ラウンドでは、今
回は参加80カ国と54の国際機
関によって推薦された金メダリス
トの中で、ブルガリアとアイルラ
ンドの庭園が最高の栄誉を獲得
しました。

大きな人気を博したEXPO-90
は、最初の20日間だけで200万
人を超える来場者を集めました。

* * *

3 月 2 1 日 、日 本の皇 太 子 徳 仁
親王は世界フラワーショーを訪
問し、ブルガリア館 を含 む参 加
80カ国の展示物を視察された。
徳仁親王は、14の賞を受賞した
ブルガリアの展覧会全体を視察
されている。ブルガリア館 の 発
表 は 、ブルガリアの参 加 費 用を
全額負担した日本のスポンサー
企業の社長らと、EXPO-90のチ
ーフコミッショナーである西 田
誠也氏らが出席する中、大使館
代理のスタニスラフ・バエフ館長
によって行われた。皇太子は、建
築における国民的要素と、展覧
会でアイルランドの庭園と一等
賞を分け合った庭園のレイアウ
トに特に興味を示した。ブルガリ
アの展示には、伝統的な木造パ
ビリオンと伝統的な中庭の噴水
が含まれます。

* * *

9月6日、大阪90年万博のブル
ガリア公式代表、ペータル・ベロ
ン博 士 が 東 京で国 会 議 員 や 政
治家らと会談する予定 。会談の
主 な議 題 は 、ブルガリアで進 む
民 主 化 の 文 脈 にお ける二 国 間
協 力の拡 大の見 通しであった 。
ブルガリアの 来 賓 を記 念して、
衆議院ブルガリア友好議員連盟
会 長の小 此 木 彦 三 郎 氏 が公 式
昼食会を主催していいる。

1991 年

ブルガリアのプロヴディフ市
で開催された専門世界博覧

会
„「1991年6月7日から7月7日ま
で、第 2 回 世 界 若 手 発 明 家 功 績
博覧会EXPO-91がプロヴディフ
で開催される。これは前に国際
博 覧 会 事 務 局（I B）第 1 0 4 回 総
会で正式に承認された。同博覧
会 は 、国 家 評 議 会 議 長トドル・
ジフコフ氏とアルパド・ボグシ博
士、　世界知的所有権理機関の
事 務 局 長 の 名 誉 後 援 を受 けて
開催されている予定だった」と、
１９８９年1月27日の報道で報じ
られた。その後、E X P O - 9 1 組 織
委員会の第1回会議が首都で開
催された 。ブルガリアおよび外
国 の ジャーナリストは 、組 織 委
員 会 の 委 員 長である経 済 企 画
大臣ストヤン・オフチャロフ氏か
ら若手クリエイターの世界展の
準備について説明を受けた。

* * *

「ブルガリア 万 博 1 9 8 5 から6
年 後、再 びブルガリアは 若 手 発
明 家 万 博を開 催します。前 回の
万博は、政権の組織力と自信を
世 界に示すという使 命を帯 び、
実 際 的 な 目 標 よりもイデ オロ
ギー 的 な 目 標 を掲 げ ていまし
たが、今やブルガリアの経 済 状
況と政治的多元主義が、この万
博に新たな局面をもたらしてい
ます」。6 月 8 日 に開 幕する万 博
1991のニュースは、この言葉で
始まります。

「 私 たちは 今 日 、若 い 発 明 家
たちの功績を称えるためにここ
にいます。彼らの激励と支援は、
将来 への大きな財産であり、投
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資でもあります」と世 界 知 的 所
有権機関のシャヒド・アリハン副
事務局長は開会の辞で述べた。

ブルガリアのジェリュ・ジェレ
フ大 統 領 が 博 覧 会 の 開 会 を宣
言した。彼は、数百人の公式ゲス
トを喜 ばせたフォークロアコン
サートプロ グラムに 出 席し、展
示 会を鑑 賞しました。博 覧 会の
屋 内 面 積 は 3 2 , 0 0 0 平 方メート
ル、屋外面積は4,000平方メート
ルで、3,000を超える展示物が展
示されています。これまでに2 5
カ国の代表者が会場に到着して
いるが、7月7日の展示会閉幕ま
でに 合 計 3 2 カ国 からの 企 業や
個人の参加者がここを通過する
ことになる。公式出席国は ベル
ギー、中国、韓国、チェコスロバ
キア、スイス、ユーゴスラビア、日
本 、ソ連 、ブルガリアである。国
際 審 査 員 が 最 も興 味 深 い展 示
品に賞を授 与します。主 催 者 は
約 3 0 0 枚のメダルを用 意してお
り、ジェレフ大 統 領 に賞 が 授 与
されるほか、世界知的所有権機
関の事 務 局 長アルパド・ボグシ
博士にも賞が授与される。

* * *

6月21日、発明協会東京支部長
の大野家達氏率いる日本代表団
が見本市会場に到着した。 NTT
データ、新日本製鐵、三菱、日立、
小松製作所、サッポロビールなど
14社の企業と特許事務所の代表
者が、EXPO-91で発表された若
者の発明や革新を審査していま
す。ゲストはブルガリアのビジネ
スマンや特許専門家とも会いて
います。

* * *

7月6日、EXPO-91賞の授賞式が
厳粛に行われました。全部3,493

人の応募者から、国際審査員団
は若手発明家・革新者博覧会で
金メダルを受賞した189人を選出
していた。

自然換気を制御し、動物飼料を
加工、投与、分配するための一連
の技術設備を備えた畜産農場を
開発したコンデュ・アンドノフ氏
率いる専門家チームが「ブルガリ
ア最優秀発明家」に選ばれた。韓
国のウォンヨン・チェ氏は、産業
用ロボットの安全システムの開
発により最優秀外国人発明家賞
を受賞した。

1992年

スペインのセビリア万国博
覧会 

「地 球 最 古の金 製 品 は、古 代 文
明の発祥地であるシュメールや
エジプトでは発見されませんで
した 。ペルーやコ ロンビアの金
で知られるコロンブス以前のア
メリカでも発 見されませんでし
た…6000年以上前の最古の金
の宝 は、ヴァルナ近 郊で発 見さ
れました 。この 最 初 の 農 耕・牧
畜文明の輝きは、EXPO-92のブ
ルガリア館を訪れる何千人もの
来場者の目を惹きつけるでしょ
う」と、ヨシフ・ダビドフは 4 月 9
日、セビリアからBTAに寄稿しま
した。

パビリオンの 最 初 の ゲストは
ジャーナリストたちです。今 週 、
セビリア万博のリーダーたちは、
メディア向けに EXPO-92 のプ
レゼンテーションを数日間にわ
たって企画しています。 4月20
日に正式にオープンし、10月12
日まで開催されるこの展示会に
は、世界中から900人を超えるジ
ャーナリストが訪れる。

ブルガリア館では、館長のコス
タディン・ヴラドフ氏がジャーナ
リストたちを歓迎した。彼はヴァ
ルナとヴァルチトランの宝 物か

ら出 土した 古 代 の 金 製 品 の 実
物を披露した。来場者は、キュリ
ロスとメトディオスの作品、完璧
なイコン、巨匠ウラジミール・デ
ィミトロフの素晴らしいキャンバ
スなど、展 示 会 の 他 のセクショ
ンにも興味を持って鑑賞します。

* * *

「 セビリアで 開 催 される世 界
博覧会 EXPO-92 のブルガリア
館 は 完 全 に 準 備 が 整っていま
す」と 4 月 10 日のニュース報道
は伝えています。

ブルガリア館の総責任者であ
るウラジミール・ランブレフ氏に
よれば、私たちのプレゼンテーシ
ョンは控えめではあるものの価
値のあるものになるだろうとの
ことです。ブルガリアは多くの文
化の歴史的中心地であり、遠い
過去の記憶を守りながら未来に
向かって進む国です。これが私た
ちの展覧会のテーマです。パビリ
オンのゲストは、2 階のレストラ
ンでブルガリアの郷土料理を試
すこともできます。

* * *

「 セビリアのように 万 国 博 覧
会の開催にこれほどふさわしい
都市は世界にほとんどありませ
ん。ローマ人のセビリア、アラブ
人、ユダヤ人、キリスト教徒、イン
ディアンのセビリア。このセビリ
アが築き上げた文化遺産を、私
たちスペイン人 は 今、世 界 中か
ら訪れるお客様にお見せしてい
ます。万国博覧会は、来場者に、
人 間 が 創 造した 文 化 の 多 様 性
と豊かさ、人間の個性の再生能
力、そして寛容、多様性の尊重、
国際的な連帯といった理念を伝
えたいと考えています。」 4月20
日、スペインの国家元首フアン・
カルロス国 王 は、この言 葉をも

って、アンダルシア州の州都セビ
リアで世界博覧会を正式に開会
した。

王室全員、スペイン政府、スペ
インの17自治州の指導者、そし
て何千人ものゲストが出席する
中、セビリアが世界の象徴的な
首都となる176日間の最初の日
が始まります。

ここで、フェリペ・ゴンサレス首
相は「…私たちは過去 5 世紀に
わたる人類の創造的精神と、次
の千年紀という新たな発見の時
代の到 来を祝います」と述 べて
います。

* * *

レフ・ワレンサはアンダルシア
州の州都で開催された世界博覧
会を訪問した最初の外国の国家
元首であった。スペインで人気の
ポーランドの政治家は、5月3日
のポーランド記念日の祝賀行事
に参加した。この日は、展示会場
やセビリア市内で多くの文化イベ
ントが開催された。

BTA代表の質問に答えて、ワレ
ンサ大統領はEXPO-92の「ポー
ランドのメッセージ」として「ヨー
ロッパと世界中の人々の世界的
な連帯」を明らかにした。

レフ・ワレサはスペイン、ロシア、
ドイツ、アメリカ、ブルガリアの国
立パビリオンを訪問。

* * *

万国博覧会にはさまざまな定
義があるが、英国のチャールズ皇
太子は、ジャーナリストたちの心
を即座に捉えた新たな定義を加
えた。「万博は変化を反映してい
る」皇太子と妻ダイアナ妃は、5
月21日に厳粛に祝われる英国デ
ーの主賓となっている。

ヘンリー・キッシンジャー元米
国務長官もオランダ館で選ばれ

た政治学者や実業家らを前に「
変化」について語った。 「ヨーロッ
パを見つめて」セミナーの一環と
して、ノーベル平和賞受賞者が旧
ソ連と東欧諸国の変化について
興味深い見解を述べています。

5月22日、EXPO-92のゲストと
してノルウェー王室のメンバーが
ノルウェーデーに参加しました。
ドイツのリヒャルト・フォン・ヴァ
イツゼッカー大統領もセビリア
に到着。

* * *

5月24日、ブルガリア共和国の
ジェリュ・ジェレフ大統領は、セ
ビリア万 博 において、適 切 な軍
の栄誉と国歌を背景にした国旗
掲 揚をもってブルガリアの日を
開会した。

E X P O - 9 2 の 文 化 生 活 の 中 心
である超近代的なパレンケホー
ルで、ブルガリア大統領は、博覧
会の何百人もの来場者の前で、

「ここセビリアでのこの会合で、
ブルガリアは千年の歴史を持つ
国 の 威 厳 と新しい 未 来 へ の 意
志を持って立ち上がっている」と
指摘した。

ジェリュ・ジェレフと仲 間たち
は万国博覧会の一部を見学して
いる。ブルガリア館で彼らはパン
と塩で歓迎され、展示会につい
て紹介されましていた。

大統領はまた、スペイン、ポー
ランド、欧州共同体、ドイツのパ
ビリオンも訪問した。夜には、セ
ビリア 市 長アレハンドロ・ロハ
ス・マルコス氏 が市 庁 舎でブル
ガリア国家元首を歓迎するレセ
プションを主催する予定。

また、ABC 新聞はブルガリア
デーに 3 ページを割き、ブルガ
リアが 1893 年のシカゴ博覧
会に参加したことを強調してい
ます。

* * *

「 万 博 のブル ガリア 館 は 、来
場 者 数 が 1 0 0 万 人 を超 えた 後
も、展 示 だ けでなくさまざまな
取り組みで注目を集め続けてい
る」と9 月 1 7 日 の報 道 は 伝えて
いる。
「古代の金の魔法」をモットー

に2日間の科学会議が開催され
ました。現在セビリアに滞在して
いるスペイン、ロシア、トルコ、エ
クアドル、チリからの専門家や博
物館職員25名が参加し、報告や
発表を行っている。

科学会議自体も発見物の一つ
である。ラテンアメリカ諸国のほ
とんどを統 合したパビリオンに
展 示されたインカの黄 金 、セビ
リアの宮殿の一つに収蔵されて
いる「エル・カランボロ」の財宝、
ブルガリア博覧会の中心を占め
るヴァルナとヴァルチトランの財
宝などである。

1993年
韓国・大田[テジョン］市で開

催される専門世界博覧会 

A P 通 信 に よる と、国 旗 が は
た めき、マーチングバ ンドが 演
奏し、ダンスが 繰り広 げられる
中 、次 期 国 際 博 覧 会 E X P O - 9 3
が本日、韓国の大田市で開幕し
た。BTA通信は8月6日、AP通信
の報 道を引 用した 。1 3 0 以 上の
国と国際機関が参加し、来場者
向けに充実した文化イベントや
アトラクションが 企 画されてい
る。41ヘクタールの敷地に常設
パビリオンの 大 半 は 、ヒュンダ
イ、サムスン、大宇といった韓国
の複合企業がスポンサーとなっ
ている。展 覧 会 は 3 か 月 間 開 催
され、約 1 , 0 0 0 万 人の来 場 者が
見込まれている。

昨年セビリアで開催された世



 96  

LI
K

 2
0

25

ブルガリアと万国博覧会 ブルガリアと万国博覧会  97  

LI
K

 2
0

25

界博覧会をきっかけに起きた観
光ブームとは異なり、ソウルの南
約140キロに位置する大田市を
訪 れる外 国 人 は 減 少しそうだ。
しかし、多くの韓 国 人 にとって、
世 界 の科 学 技 術 の成 果 に触 れ
ることは 人 生 最 大 の 出 来 事 で
す。約 20 のパビリオンでは、高
度 な技 術、宇 宙 技 術、環 境 保 護
の成果を紹介しています。すべて
のパビリオンを見て回るには 20 
～ 30 時間かかるため、訪問者
は忍耐力を備えておく必要があ
ります。

展示会の主催者は、記録的な
数の参加者を集めたことを誇り
に思っている。彼らは、EXPO-93
が 韓 国 の科 学 技 術 の成 果 に世
界の注目を集め、経済を活性化
させる可能性があると期待して
いる。

金 容 三 大（キム・ヨンサム）統
領 は 開 会 式 の 演 説 で 次 のよう
に述 べた 。「世 界 は 新たな発 展
の 道 を模 索するた め に 大 田 万
博 に 集 まっています。すべての
人 々の 幸 福 に必 要 な 科 学 技 術
について語るとき、『我々』と『彼
ら』という区 別 が あっては なり
ません。」

 * * *

1 1 月 7 日 、韓 国 の大 田 市で開
催された世界博覧会「EXPO-93
」は、約50万人の外国人を含む
1,400万人が来場し、254億ウォ
ン（3,140万ドル）の黒字で閉幕
した。 93日間にわたる展示会に
は108カ国と33の国際機関が参
加した。
「韓 国 は 1 9 8 8 年のソウルオリ

ンピックに 続き、大 田で開 催さ
れたE X P O - 9 3で再 び世 界を驚
か せた 。そして今 、韓 国 人 は 誇
りに 思うに 足 る 十 分 な 理 由 を
持っている」と国 際 博 覧 会 事 務
局長テッド・アラン氏は述べた。 

「 E X P O - 9 3 によって、我 々は 必
要な飛躍を遂 げ、先進国となる
ための大きな自信と可能性を示
した」と、韓国の黃寅性［ファン・
インソン］首 相 は 博 覧 会 閉 幕 時
の声明で述べた。

1998年

ポルトガルのリスボンで開催
された専門世界博覧会 

5 月 2 2 日、リスボン万 博が、ポ
ルトガルの 首 都 東 部 、テー ジョ
川沿いの98ヘクタールの敷地に
集まる向けて厳粛に開会した。

展覧会場の4つの扉のうちの1
つ「ポルタ・デュ・ソル」を最初に
訪れたのは、54歳のスイス人男
性だ。彼は　さっそく、EXPO-98
の目玉である巨大水族館「オー
シャナリウム」へ向かいます。

主催者は、展示会場に毎日10
万人から15万人が訪れると予想
している。 9月30日の閉幕まで
に、E X P O - 9 8 は 1 5 0 0 万 人 が観
覧することになる。

E X P O - 9 8の初 日 は、ポルトガ
ルのマスコミによって誇りと高
揚感をもって祝われた。

スペイン国王フアン・カルロス
は 自 国 のパビリオンを視 察し、
リスボン万国博覧会は「真の奇
跡」だったと宣言した。

* * *

5 月 2 4 日 、昭 和 天 皇と皇 后 美
智子さまは2週間の欧州歴訪の
始まりとして、3日間のポルトガ
ル公式訪問のため到着された。
両陛下はリスボンで開催される
世界貿易博覧会にもご来場され
る予定です。

* * *

「 ペ タ ル・スト ヤノフ 大 統 領
は 本 日 、リス ボンで 開 催 され た
E X P O - 9 8においてブルガリアの
建 国 記 念 日 を開 幕した 。現 地 時
間午前11時ちょうど、EXPO式典
広 場 に お いて、ブル ガリア 大 統
領、ポルトガルのアントニオ・コス
タ国会担当大臣、そして博覧会コ
ミッショナ ー のトレス・カンポシ
氏らが出席する中、ブルガリア国
歌が鳴り響く中、国旗が掲揚され
た」と、BTA特派員のエフゲニア・
ドルメヴァ氏が9月6日に報じた。

今 世 紀 最 後 の 博 覧 会となるリ
スボン万博は、大西洋とインド洋
を越えてヨーロッパとアジアを結
んだヴァスコ・ダ・ガマの航海500
周年を記念したもので、「海洋 ― 
未来への遺産」がメインテーマと
なっている。
「今 日グローバリゼーションに

ついて語るなら、その根源はテー
ジョ川（リスボン）の 岸 辺 から始
まった旅に見出すことができる。
この5世紀の間に、人類は驚異的
な進歩を遂げたが、5世紀が経っ
た 後 も、世 界で最 初 の 通 信 路 を
築いた人々の先駆的な仕事は忘
れ去られることはないだろう」と、
ストヤノフ大統領はポルトガル宮
殿での歓迎式典での演説で述べ
た。 ブルガリア大統領によれば、
世 界のさまざまな地 域の人 々を
結びつけるつながりとしての海洋
というテーマは、ポルトガルにと
って最も適切であり、経済のグロ
ーバル化と大規模なインフラプロ
ジェクトの 実 施 に関 連する新 世
紀の始まりに特に関連していると
いう。

その後、ペータル・ストヤノフ氏
と同行の代表団は博覧会のブル
ガリア館を訪問した。宮殿の前で
披露される「トラキア」アンサンブ
ルのダンスは、すぐに訪問者の注
目を集めます。

ブルガリア 館 のメインテーマ
は「過去から未来へ」です。合計
1 3 6 点、9 6 8 点の展 示 品 が展 示
されています。その中には、ヴァ
ルナ 博 物 館 所 蔵 の 世 界 最 古 の
加 工された金の複 製、ヴァルナ
造船所で製作された船の模型、
ブルガリア科 学アカデミーで設
計された 海 洋 調 査 船 の 模 型 な
どがある。ブルガリアと黒海のつ
ながりも追跡されました。

2000年

ドイツ、ハノーバー市の万国
博覧会

「ハノーバーに一目惚れする
人はまずいないと言われていま
す。北ドイツ、ニーダーザクセン
州の州都であるハノーバーは、
有名な見本市会場ではありま
すが、ニューヨークのような世
界的な大都市でも、パリのよう
な芸術の聖地でも、インドのバ
ンガロールのような情報技術の
中心地でもありません。しかし、
このハノーバーが、2000年とい
う節目の年に開催される万国
博覧会「EXPO-2000」のために
6月1日に開会します。万国博覧
会の150年の歴史において、ドイ
ツは初めてこのような国際イベ
ントを開催するという栄誉に浴
するのです」と、BTAのイスクラ・
ボリソワ氏は5月20日に書いて
います。

人々は協力してこそ未来を築
くことができる、それがこの展覧
会の公式メッセージです。すべて
の大陸の約 200 か国の文化や
伝統に直接触れ、人間生活のあ
らゆる分野からアイデアを得る
機会が、千年紀最後の展覧会に
独自性を与えています。 マルチ
メディアとインターネットの時代
においても、異 なる人 種の人 々

との直接の接触や会合は、ユニ
ークな 体 験であり続 けます。こ
れはドイツのゲアハルト・シュレ
ーダー首 相の言 葉です。これが 
EXPO-2000 の真のメッセージ
であるように思われます。

この展覧会は、「人間・自然・テ
クノロジー」というモットーのも
と企 画されており、未 来の課 題
に人間がどのように対処できる
かという問いに対する独創的な
視点、アイデア、答えを 153 日間
にわたって研究する実験室とな
ることを目指しています。

これは決して単なる技術的な
驚異の集大成ではなく、テクノロ
ジーの助けを借りて人間と自然
の間の新たなバランスを見つけ
ようとする試みです。

* * *

5月31日の夜、ゲアハルト・シュ
レーダー 首 相 はハノーバーで、
各界の著名人3,000人が出席し
た祝賀晩餐会で、EXPO-2000万
国博覧会を開会した。

シュレー ダー 氏 は 演 説で「 国
際社会がドイツに２０００年万博
の開 催を託したことは 、我 々に
とって大きなチャンスだ」と述べ
た。 「地球規模の視点で考え、計
画し、行動することが、私たちに
とって当 然のことになるべきで
す。誰 も、未 来 の 問 題 の 解 決 策
を独力で見つけることはできま
せん。EXPO-2000は、世界中の
人々が経験、アイデア、そして意
見を交 換する素 晴らしいフォー
ラムです。」

* * *

6月1日、ドイツのヨハネス・ラ
ウ大 統 領 は、ドイツ初の万 国 博
覧会「EXPO-2000」を一般公開
した。 「ここに来る人は、親切で
寛容で、世界に対して開かれた

ドイツに出会うはずだ」と彼は言
う。彼の言葉によれば、外国の文
化や生活様式を知ることは人を
豊かにすることができる。

ハノーバーの170ヘクタールの
展示エリアには、170を超える国
と国際機関が参加します。

* * *

万国博覧会の開幕日だけで15
万 人 が 万 国 博 覧 会 を訪 れ まし
た 。ヨーロッパ諸 国 の 宮 殿で開
催されるブルガリアの博覧会は、
この博覧会の精神に完全に沿っ
ています。タイトルは「人 間の健
康とレクリエーションのための自
然の贈り物」です。主催者はブル
ガリアの自然、建築、文化の豊か
さを組み合 わせることに重点を
置いています。ブルガリアの参加
のハイライトは、何世紀にもわた
る歴史の象徴として特別に作ら
れたトラキア人の墓の模型です。

現代のブルガリアは、バイオテ
クノロジー、マルチメディア、レー
ザー技術の製品で知られていま
す。ブルガリア科学アカデミーの
宇宙食品研究所が、初 めて非専
門分野の展示会で自社製品を展
示する。ブルガリア 館 の 訪 問 者
は、宇 宙 飛 行 士の食 事 がどのよ
うなものかを見ることができる。
ブルガリア館では1時間ごとに民
族音楽が流れます。

* * *

7 月 2 日 、ハノーバー 万 博 に参
加する1 0 0 カ国 の 代 表 が、国 連
事 務 総 長コフィー・アナン氏 を
EXPO-2000に迎えました。万博
で祝 われた国 連デーには、壮 麗
な国連通り沿いで、仏教僧、アラ
ブ系ベドウィン、そして「青いヘル
メット」の人々が事務総長夫妻に
拍手を送りました。

2000年万博のテーマ「人間、自
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然、技術」は、現在の状況に極め
て適切であるとコフィー・アナン
氏 は 言う。な ぜ なら、彼 の 言 葉
によれ ば、人 々が直 面している
問題の複雑な性質上、人々が力
を合 わせる必 要 があるからだ。 
2000年万博が、世界をより良い
場所にするためにあらゆる努力
をしようという私たちの意 欲を
高 めてくれることを、コフィー・
アナン氏は願っています。

* * *

1 0 月 7 日 はブルガリアの建 国
記 念 日です。式 典 は 、博 覧 会 の
中央広場にブルガリア国旗を掲
揚することから始まっています。
ペタル・ジョテフ副 首 相 は 挨 拶
の中で、ブルガリアの建 国 記 念
日 は、ブルガリアが古 代の歴 史
と文 化 、そして美しい自 然 を持
ち、現代社会を勇敢に歩んでい
る国であることを世界に見せる
機会であると強調した。 「ブルガ
リア は 世 界 史 の 中 で 地 位 を確
立しており、将 来 的には 未 来の
世 界 の 共 通 ホ ーム にその 地 位
を確立するだろう」とジョテフ氏
は言う。

EXPO-2000 のブルガリアの雰
囲気は、民俗アンサンブル「スレ
デツ」、ビセロヴィ姉妹、合唱団「
子 供 の花」によって演 出されま
す。ボニョ・ルンゴフ監 督のアル
ベナ劇場のアーティストたちが、
ミニチュア人形劇で観客を熱狂
させている。

* * *

1 0 月 3 1 日 、数 千 人 の 来 賓 が
見 守る中 、ドイツ議 会 のヴォル
フガング・ティール ゼー 議 長 が
ドイツ初 の 万 国 博 覧 会 の 閉 幕
を公 式 に 宣 言したとD PA 通 信
が 報じ、B TA が 引 用した 。式 典
中、2005年に次回の万博を開催

する愛 知 県 知 事 に 万 博 旗 が 手
渡された。

2002年

オランダのハールレムで開催
された世界園芸博覧会

5月24日、メフメト・ディクメ農林
大臣とニハド・カビル副大臣は、
第 5 回 国 際 博 覧 会「フロリアダ
2002」に出席するため、オランダ
のハ ールレム市に到 着した。展
覧 会 は 4 月に開 幕し、1 0 月に終
了する予 定 。現 在までにこの世
界園芸博覧会を100万人以上が
訪 れています。大きな関 心を集
めているブルガリアのブースの
モットーは「ブルガリア - 古代の
文化と純粋な自然の国」です。

ブルガリアの建国記念日と宣
言されたブルガリア文 化とスラ
ブ文 学 の 祝 日 を記 念した 式 典
で、大臣は世界博覧会に参加す
るブルガリア 企 業 2 0 社 を歓 迎
し、農業が我が国の経済発展に
おける優先分野であることを強
調した。

式 典 に は 万 国 博 覧 会 の 会 長
デュイスブルク氏も出席し、その

後、組 織 委 員 会のメンバーとと
もに、総面積500平方メートルに
展示されたワイン、ブランデー、
チーズ、果 物 、バラ、ゼラニウム
などのブルガリア産品の豊富さ
を視察しました。

2005年

愛知万博

本日名古屋で開幕した国際博
覧会 EXPO-2005 には 120 か
国 以 上 が 参 加しているす、BTA 
が引用した ITAR-TASS が 3 月 
24 日に報じた。

開 会 式 に は 天 皇 、皇 后 両 陛
下、小泉純一郎首相が出席して
いる。

185日間開催されるこの展示
会は、東京、大阪に次ぐ日本で3
番目に大きな工業中心地である
名古屋地域の173ヘクタールの
面積を占めています。

EXPO-2005 の目的は、最先端
のテクノロジーと環境に対する
配慮が共存できることを示すこ
とです。展示の主役は、掃除をし
たり、子どもと遊んだり、来場者
に情 報 を提 供したりしてくれる

2005年3月25日 愛知県：経済大臣ミルコ・コヴァチェフと駐日ブルガリア
大使ブラゴヴェスト・センドフによるブルガリア館開館式（愛知万博）
写真：ミルコ・フリストフ（BTA）

数多くのロボットです。展示会場
では 、水 素と酸 素で走る環 境 に
優しいバスや、「スマート」な自動
運転車が走行している。

* * *

3月27日、フランスのジャック・
シラク大統領が愛知県で開催さ
れた世 界 博 覧 会 を訪 問した 。彼
はまず日 本 のパビリオンに立ち
寄り、それからフランスのパビリ
オンまで歩いています。

1851年以来の世界博覧会の歴
史で初 めて、フランスとドイツは
共通のパビリオン、真の「共通の
家」を持つことになったと、BTAが
引用したAFP通信が伝えている。
シラク大 統 領 に は ベルナデット
夫 人とティエリー・ブルトン財 務
大臣が同行している。

* * *

5月13日には、ブルガリア共和
国のアンゲル・マリン副大統領の
出席のもと、世界博覧会における
ブルガリア建国記念日の公式開
会式が開催されます。

日本政府を代表して、谷川外務
審議官が挨拶を述べる。

祝 賀 会の主 催 者と来 賓に対す
る演説で、ブルガリア共和国のア
ンゲル・マリン副大統領は、日本
政府と万国博覧会の主催者らの
おもてなしに感謝の意を表し、人
間と自然の寛容な共存を目的と
したこの 世 界 的 なイベントの 開
催を高く評価した。

ブル ガリア の 建 国 記 念 日 は 、
フィリップ・クテフ国 立 民 謡 舞 踊
団、テオドシイ・スパソフ・トリオ、
芸術監督ネシュカ・ロベヴァ率い
る国立芸術団、歌手ニーナ・ニコ
リナ、バグパイプ奏 者のクラシミ
ラ・チュルトヴァらが出 演するガ
ラコンサートで祝われました。

* * *

ブルガリアのブースは、愛知万
博 2 0 0 5で最 も多くの 来 場 者 を
集めたブースの一つです。ブルガ
リア産のローズオイル、ヨーグル
ト、ワイン、ミネラルウォーター、
蜂蜜、ハーブなど、ブルガリアは
多くの来場者を博覧会に惹きつ
けています。万博へのブルガリア
の参 加テーマは 、「ブルガリア：
健康、豊かな生活、そして寛容な
共 存 のた め の 自 然 の 知 恵 と恵
み」です」と、ブルガリア貿 易 協
会（BTA）特使ミルコ・フリストフ
氏は6月5日に報告しました。

私 た ち の 国 立 パ ビリオン は
324平方メートルの面積にあり
ます。イタリア、スペイン、ドイツ、
フランス、トルコ、ギリシャのパビ
リオンの隣にある展示会の中心
部にあります。
「 3 月 2 4 日 の 展 示 会 開 幕 後 、

最初の数日間は毎日約2,000人
が来場しました」とブルガリアブ
ースの副ディレクター、ヴィクト
ル・ナルバントフ氏はBTAに語っ
た。 「しかし、今日は1万人を超
える来場者がいました。」ヴィク
トル・ナルバントフ氏はプロヴデ
ィフ国際博覧会の副理事長であ
り、ブルガリアの EXPO-2005 参
加を主催しています。

朝早く、ブルガリアのブースの
前にはバラジャム入りのブルガ
リアヨーグルトを試食しようとす
る人たちの列ができています。ミ
ルクには飾りとして新鮮なブル
ガリア産のバラも加えられてい
ます。ブースにお 越しのお 客 様
は、日本で最も人気のあるブル
ガリア製品であるヨーグルトに
加えて、バラの香りのブルガリア
アイスクリームも無 料でお試し
いただけます。

朝 から晩まで、当 館 の 郷 土パ
ビリオンではブルガリアの音 楽
が流れ、アンサンブル「ブルガレ」

のダンサーたちがお客様をお迎
えています。来 場 者 全 員 にブル
ガリアに関するパンフレット、展
示品、ちょっとしたプレゼントが
贈られています。

* * *

日 本 の 皇 太 子 徳 仁 親 王 殿 下
は、6月6日にEXPO-2005のブル
ガリアブースを訪問されました。
「本日、ブルガリア館にて皇太

子をお迎えすることができ、大変
光 栄 に存じます。皆 様のお越し
はブルガリアにとって大 変 光 栄
であり、日 本との伝 統 的に良 好
な関係と協力関係を維持・発展
させるための努力に新たな弾み
を与えるものとなるでしょう」と、
万国博覧会におけるブルガリア
参 加のコミッショナーも務 める
ミルコ・コヴァチェフ経済大臣は
皇太子への挨拶の中で述べた。
「 3 0 年 前 、前 回 の 博 覧 会で天

皇陛下が初めてブルガリアヨー
グルトを味 わっていた だきまし
た。今ではブルガリアヨーグルト
は日本人なら誰もが知る、貴重
な 商 品となっています」と大 臣
は指摘した。

* * *

愛 知 万 博 の 最 終 日 は 9 月 2 5
日です。万 国 博 覧 会 は 6 か 月 間
開 催され 、予 想より7 0 0 万 人 近
く多い2,200万人が来場した。

小 泉 純 一 郎 首 相 は 展 覧 会 の
閉 幕 式 で「 地 球 資 源 を 守 る 考
えが世界中に広がり、人と自然
が 調 和して 生 きる 社 会 を築 い
て いくことを 願って い ます 」と
述 べた。
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2008 年

スペイン、サラゴサの専門世
界博覧会

6月13日には、スペインのサラ
ゴサ市で「水と持続可能な開発」
と題した展覧会の公式オープニ
ングが開催されています。ブルガ
リアも参加しています。ブルガリ
アのプレゼンテーションの主なテ
ーマは「生命のための水」です。キ
リスト教の儀式の要素としての水
の使用についてのプレゼンテーシ
ョンが予定されています。水とス
ポーツ、水とレジャーは、パビリオ
ン内のブルガリアの展示のその
他のテーマです。訪問者はパビリ
オン内のレストランで伝統的なブ
ルガリア料理を試食したり、お土
産を買ったりすることができます。

この国際展示会の目的は、参加
者が社会の持続可能な発展に適
合したこの資源を管理するため
の新しい技術に関する情報を交
換することです。

9 月 1 4 日まで開 催されるこの
博覧会には、650万人の来場者
がサラゴサを訪れると予想され
ている。

EXPO-2008 は 25 ヘクタール
の敷地に開催され、参加国の 102 
のパビリオンが展示されます。

* * *

「水の使用は国民の最優先の
権 利であり、すべての国と政 府
の共通の責任であるという考え
を、ブルガリアは 全 面 的に支 持
する」と、アンゲル・マリン副大統
領 は 6 月 2 1 日 、サラゴサで開 催
された世界博覧会のブルガリア
建国記念日に来賓らに語った。

彼は、ブルガリアのブースを訪

れる投 資 家 が 水 資 源 の 保 護 と
利 用に関する多くのアイデアを
見つけることを期 待していると
述べた。

ブルガリアのスタンドは383平
方メートルの面積をカバーして
います。 EXPO-Zaragoza の来
場者はブルガリア館でパナギュ
リシテの黄金の宝を見ることが
できます。建 国 記 念 日のプログ
ラムには 、ブルガリアの 民 俗 芸
能のダンスと音 楽パフォーマン
ス、伝統的な歌と踊りに現代的
な響きを与える現代的アレンジ
を含 む「ブルガリア民 俗 芸 能の
魔法」という2つのコンサートと、

「ブルガリア民 俗 芸 能の源 泉か
ら現 代 の 響きまで」という音 楽
とダンスのパフォーマンスが 含
まれます。

2010 年

中国の上海万博

「誇り高き上海は今日、花火、動
く噴 水 、レーザー 光 線 を特 徴と
する豪 華 な式 典で2 0 1 0 年 世 界
博覧会の開会を厳粛に祝った。
その式典は、2008年北京夏季オ
リンピックの印象的な開会式に
匹敵する」とAP通信は4月30日
に報じ、BTAはこれを引用した。

胡锦涛国家主席は、式典観覧に
招待された著名人らを招いた祝
賀晩餐会での乾杯の挨拶で、世
界中の人々が成功し、壮大で忘
れられない展示会を目撃するだ
ろうと自信を表明した。

屋内プログラムには合計 2,300 
人の参加者がおり、その中には
さまざまな国や文化界のスター
もいます。主賓の中にはフランス
のニコラ・サルコ ジ大 統 領と妻

のカーラ・ブルーニ氏もいる。

この展 覧 会 は 5 月 1 日 に一 般 公
開され、6か月以内にブルガリア
を含む約200か国のパビリオン
を7,000万人が訪れると予想さ
れている。地球上で最も重要な
テクノロジーイベントのモットー
は、「より良い都 市、より良い生
活」です。

* * *

上 海 万 博 にお ける我 が 国 の 建
国記念日は、6月14日に中華人
民共和国とブルガリアの国旗掲
揚式で始まります。

このイベントには、ブルガリア参
加の国家総局長でもある経済・
エネルギー・観光大臣のトㇻイチ
ョ・トレイコフ氏と上海市の副市
長の趙文氏が出席した。

世界最大のこの見本市は、メデ
ィアから「経 済オリンピック」と
呼 ばれ、産業、科学、技術、文化
の 分 野 で1 9 2 か 国 と5 0 の 国 際
組織の成果が結集します。今年
のEXPOはこれまでで最大の展
示 会となります。その 面 積 はモ
ナコ の 2 倍 、スペ インの サラゴ
サ市で行 われた 前 回 の 展 覧 会
の20倍の広さです。黄浦江両岸
に沿った 5 . 3 平 方キロメートル
が展示スペースに割り当てられ
ています。閉 鎖 後 は 公 園と森 林
地 帯 として上 海 初 の「 緑 の 肺 」
となる。

この 博 覧 会 は 初 めて環 境 に 配
慮したテーマに焦点を当ててお
り、同博覧会は初の環境に優しい

「グリーンE X P O」として宣 伝さ
れている。施 設の一 部として中
国 最 大の太 陽 光 発 電 所 が建 設
され、輸送にはゼロエミッション
車が提供される。 「エネルギー、
資 源、水の節 約、環 境 汚 染の削
減、『スマート』ハウス、風力・太
陽 光パネル、電 気 自 動 車といっ

たテーマは 、ブルガリアの 経 済
とエネルギーの優先事項の重要
な部分である」とトレイコフ大臣
は述べた。趙文副市長との会談
で主に強調されたのは観光と、
二国間関係の拡大におけるこの
産業の役割だった。

面 積 3 2 4 平 方メートルのブルガ
リアのスタンドは、共通ヨーロッ
パパビリオンのゾーン「C」にあ
ります。私たちのプレゼンテーシ
ョンのテーマは「共 通 の遺 産 を
持つ都市」です。 「リュウトヴァ・
カシタ」のブルガリア・ルネッサ
ンス建築の通り、出窓、ベランダ
は、12 の文化層の変容した遺産
と現代都市 (および現代のライ
フスタイル) のフィルムイメージ
と絡 み 合っています。展 示 の 環
境への配慮はファサード下部の
緑 によって示され 、私たちの 国
民的アイデンティティはファサー
ド上部の三色旗によって示され
ています。

* * *

中国は10月31日、国家の誇りを
盛大に示して記録破りの上海万
博を閉 幕し、この大 規 模イベン
トの 主 催 者 は 持 続 可 能 で均 衡
のとれた成長に向けて努力し続
けることを誓った。

来場者数は、1970年に日本・大
阪で開 催された 万 国 博 覧 会 が
記 録した 6 4 2 1 万 人 というこれ
までの記録を上回った。5.2平方
キロメートルの展示エリアには
1 日 平 均 3 7 万 人 の 来 場 者 が 訪
れ、10月16日には1日当たりの
来場者数103万人という記録を
樹立した。

次回の世界博覧会は「グリーン
成長、ブルーエコノミー」をテー
マに 韓 国 で開 催 され 、2 0 1 5 年
にはイタリアのミラノで開 催さ
れる。

2012年

オランダ、フェンロで開催さ
れた世界園芸博覧会

4 月 4 日 、オランダの ベ アトリ
クス女王は、10年に一度開催さ
れる農 業 、園 芸 、花 卉 栽 培の世
界 博 覧 会「フロリアード」をフェ
ンロー市（リンブルフ州）で開会
した 。ブルガリア も参 加してい
ます。

展 示 面 積 は 6 6 ヘクタールで、
サッカー場130面分に相当しま
す。この 展 覧 会 の た め に、1 8 0
万 本 の 球 根 花 、5 , 0 0 0 本 の バ
ラ、18,000本の低木、19万本の
多 年 草 、3 , 0 0 0 本の樹 木 がここ
に植えられました。こうしたさま
ざまな色 彩と香りが、緑の牧 草
地、池、ガゼボ、彫刻、噴水、そし
て気まぐれなパビリオンと見 事
に融合します。領土の一部は本
物の森林に占められています。

来場者は展示のスケールを堪
能し、全 長 1 . 1 k mのエレベ ータ
ーで端から端まで素早く移動す
ることができます。 6人用パノラ
マキャビンでは、高さ30メートル
から素晴らしい写真を撮ること
ができます。

展 示 会 に は 1 0 0 社 を 超 える
企 業 が 参 加し、3 5 カ 国 からパ
ビリオンが 出 展します。最 大 の
ものの一つは 中 国 にあります。 
1,500平方メートルの面積に、中
国 庭 園 の 何 世 紀 にもわ たる伝
統と現代のトレンドが紹介され
ています。

ドイツ、イタリア、スペイン、ベ
ルギー、ロシア、トルコ、アゼルバ
イジャンなどの国々が、フロリア
ード 2012 に独自のパビリオン
を出展します。

今年のフロリアードにおけるブ
ルガリア国 立 庭 園と博 覧 会 は、
展 示 会 のメインテーマである「
自然の劇場の一部になろう！」に
沿っています。自 然と文 化 は 密
接に結 びついています。民 俗 芸
術、文 化、娯 楽 は 園 芸 分 野に刺
激を与え、またその逆 もまた同
様です。したがって、ブルガリア
の世 界 園 芸 博 覧 会 へ の参 加 の
ビジョンは、「ブルガリア - 古代
の文化と純粋な自然を持つ国！
リラクゼーションとトリートメン
ト！」というモットー に従 属して
います。

ブルガリアの 参 加 は 、油 を生
産し、観賞用のブルガリアのバラ
に焦点が当てられています。ブル
ガリアのハーブ ― ブルガリアの
土 地の生 命 線 。アロマテラピー 
- 治療と喜び、そして環境に優し
い天然製品。

今年のフロリアードでは、子供
向けのプログラムに大きな注目
が 集 まっています。彼らのた め
に、インタラクティブなゲーム、
遊 び場 、料 理コンテストなどが
考案されました。イチゴ、キノコ、
野 菜、果 物 がどのように栽 培さ
れ、蜂 蜜 がどのように生 産され
るかを詳細かつわかりやすく示
す特別なパビリオンも作られま
した。

この 展 覧 会 はテーマ別 に5つ
のセクションに分かれており、今
年10月7日まで開催されます。 6
か月間を通して非常に豊富な文
化プログラムも実施されます。

2015年

イタリアのミラノ万国博覧会

5 月 1 日 、ミラノで世 界 博 覧 会
EXPO-2015が開幕します。テー
マは「 地 球 に食 料 を。生 命 にエ
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ネルギーを。」イタリアの主催者
によれ ば、これ はこれまでに開
催された食に特化したイベント
として は 最 大 規 模 とな る 予 定
だ 。主 催 者の目 標 は 、地 球 上の
人々の生活に関わる多くの疑問
に答えることだけでなく、地球の
天 然 資 源と環 境 の 保 護 に 関 わ
る疑問にも答えることです。

ブル ガリア、国 連 、E U を 除く
1 3 5カ国の代 表 がミラノで開 催
される2015年ミラノ万博に参加
します。今 年 のミラノ展 示 会 に
は、オックスファム、カリタス、イ
タリアの歌手アンドレア・ボチェ
ッリ財 団 な ど、数 多くの 非 政 府
組織や人道支援団体も参加する
予定だ。参加者の中には食品業
界からの企業も多数含まれてい
ます。

これらはすべて独 自 のパビリ
オンで展示されており、そのいく
つかは 建 築の真の傑 作であり、
想像力の飛躍を示し、建築の革
新 に触 発されています。それ ぞ
れの国で栽培される特定の作物
や特 定 の 気 候 条 件 に 応じて、9 
つのテーマ別ゾーンが区別され
ています。

万博タウンは総面積110万平
方メートルで、ミラノの西に位置
しています。

中国の上海と韓国の麗水麗水
(ヨス)で開 催された過 去 2 回の
展覧会では、都市生活、海洋、海
岸線が主なテーマでした。 2017 
年 にカザフスタンのアスタナで
開催される次回の展示会では、
エネルギーとエネルギー源が焦
点となります。

ミラノ博覧会のテーマは、これ
までの博覧会のテーマとは異な
り、地 球 上のすべての国 が参 加
できるものとなっています。彼ら
のうちのある人々にとっては、農
業や食料生産における自分たち
の能 力 を示す機 会であり、また
ある人々にとっては、より多くの

観光客を誘致するために、自分
たちの 食 べ 物 、文 化や伝 統 、生
物多様性や気候を宣伝する機会
である。他の人にとっては、潜在
的な投資家や他の国々との協力
を模索する機会となります。

イタリアのマッテオ・レンツィ
首相がミラノ万博を正式に開会
した。 「今日、イタリアは世界を
受 け入 れつつあるようだ 」と彼
は指摘する。

フランシスコ 教 皇 は ビデオメ
ッセー ジで、食 をテーマにした
この博覧会が「連帯を世界規模
で実 現する」機 会 となるよう呼
びかけた。

* * *

5月13日、BTAのガブリエラ・ゴ
レマンスカ氏が世界博覧会にみ
んなさんを案内させています。 「
ミラノ万博では、イタリアと国連
のパビリオンに加え、多くの国の
パビリオンも素晴らしい。ネパー
ルのパビリオンは伝統的なネパ
ールのパゴダを思 わ せるもの、
ルーマニアのパビリオンは木造
の 農 家 風 、トルコ のパビリオン
は鮮やかなブーゲンビリアとモ
ザイクで彩られた農 家 風 だ 」と
BTA特派員は書いている。

ベルギーとスペインのパビリオ
ンは、カシーネと呼 ばれる典 型
的なイタリアの長い木造農場に
似ており、ベルギーのパビリオン
の中 央には、ラーケンの王 立 温
室と温室を彷彿とさせるガラス
の半球もあります。メキシコとマ
レーシアのパビリオンは、それぞ
れトウモロコシの殻と小麦粒の
ような形をしています。

オマーン・パビリオンは砂漠の
真ん中にあるピンク色のオマー
ン風の大邸宅で、一方UAEパビ
リオン は 波 打 つ 砂 丘 を思 わ せ
るピンク色の波打つ形をしてい
ます。カタールパビリオンもアラ

ブの邸 宅ですが、その中 央には
巨大な籐のかごが置かれていま
す。ポーランド、アンゴラ、エスト
ニア、日本、チリ、スロベニア、ス
ロバキアでは、木の板を織り合
わ せた 特 徴 を持 つ木 造 建 築 物
が建てられています。

タイのパビリオンは、田んぼで
働く人 がかぶっている帽 子のよ
うな、巨 大 な木 製のタイの帽 子
です。麓には 小さな田ん ぼがあ
り、その中央には労働者や動物
の像が置かれています。パビリオ
ン内には 3 つの映画館があり、
映 画や光と音のショーでタイの
食と農 業、そして国 王の環 境 保
護 、農 業 、水 資 源 に関する政 策
が紹介されます。一方の映画館
では、スクリーンはパビリオンの
タイ帽の内側の輪郭に沿って設
置されており、もう一 方 の 映 画
館では 、スクリーンは 鏡 張りの
井 戸の底 に設 置されています。
ある時 点で、おいしい食 べ 物を
表現するさまざまな形容詞が飛
び 交 い 始 め 、その 中 に「 お いし
い」という言葉が登場します。

オーストリア館 の 前 には 小さ
な森があり、アゼルバイジャン館
には植物が生い茂った巨大なガ
ラスの地球儀があります。ベラル
ーシのパビリオンは、2 つの緑の
丘 に挟まれた 水 車です。カザフ
スタン館は、騎士の甲冑に似た、
膨らんだ銀色の光沢のある壁が
特 徴です。一 方、トルクメニスタ
ン館 は 色 鮮やかで、正 面にはト
ルクメニスタン絨 毯に似たスク
リーンがあります。エクアドルの
パビリオンは、ネックレスに似た
色とりどりのビーズの列で覆 わ
れています。アルゼンチンはサイ
ロ 型 のパビリオンで展 示され 、
モナコのパビリオンは積み重ね
られたカラフルな貨物コンテナ
で構成されています。

いくつか のパビリオンは 船 の
ようなデザインになっています。

クウェート館の前にはダウ船の
帆 が絡 み合っている。その下に
は 砂 漠 から運 ば れた 砂 が 敷き
詰 められており、その後ろには
展示エリアへの入り口がありま
す。一定の間隔で、入り口の前に
水の壁 が降りてきて、この壁の
噴 流 に巧 みに光 が反 射し、「水
は生命の鍵」という言葉が青い
文字で書かれています。

ハンガリーのパビリオンは、片
側 は 木 造 船に似ており、もう一
方はかじられた動物の骨格に似
ています。ロシア館 は 巨 大 なノ
アの箱舟で、この船の船首の下
部 は 巨 大 な鏡 になっています。
アメリカ館は巨大な木造の納屋

ですが、その形を最もよく理解す
るには屋上テラスに登る必要が
あります。 5月9日、ロシア館の
前で、赤軍兵士に扮した美しい
ロ シアの 少 女 が、ナチスドイツ
に対する勝 利を記 念して、来 場
者一人ひとりに聖ゲオルギオス
のリボンを結びました。

いくつかのパビリオンでは、子
供の頃を思い出すことができま
す。ドイツのものは滑り台を降り
て残るもので、オランダの もの
は遊園地になっています。ブラジ
ル館の細長い木造ホールでは、
来 場 者 は 硬 い木 の床 の上 を歩
くのではなく、巨大なハンモック
の上でバランスを保とうとしま

す。エストニア館のブランコは、
競技者が巨大なブランコに乗っ
て頭上を転がることを目的とす
る、エストニアの典 型 的 なスポ
ーツであるキーキングを彷彿と
させます。

フランスは 、ミラノ万 博で、木
製の洞 窟と、その前にあらゆる
種 類 の 野 菜 が 育つ緑 豊 かで香
り豊かな果樹園を展示していま
す。洞 窟の天 井からはワインの
ボトル、銅製の食器、シリアルや
パスタの入った巨大な瓶が吊る
されています。フランスのチーズ
の盛り合わせがニッチに並べら
れています。

英国パビリオンは白い蜂の群

2015年5月13日 ミラノ：EXPO-2015の散策風景
写真：ガブリエラ・ゴレマンスカ（BTA） 
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れのような形 をしています。彼
の目の前の緑豊かな庭園では、
ミツバチの羽音やコオロギの鳴
き声が聞こえます。

中 国 は 3つのパビリオンで参
加しています。 1 つ目は国営企
業、2 つ目は万科不動産ホール
ディングス、3 つ目は中国企業
です。国営のものは中国の建築
家の作品であり、訪れる人の想
像力次第で、波打つ麦畑や波打
つ 屋 根 を持 つ 奇 妙 な 家 のよう
に見える。彼の目の前には香り
の 良 い黄 色 い花 の 海 が 広 がっ
ています。建築家ダニエル・リベ
スキンドが設計した万科パビリ
オンはカタツムリのような形を
しているが、企 業パビリオンは
チェコ共和国、韓国、リトアニア
のパビリオンと同様にまばゆい
ばかりの白色である。

エキスポタウンには緑があふ
れています。米 国とイスラエル
のパビリオンの壁には、万博の
6か月間に収穫が期待されるさ
まざまな 作 物 が 植えられた 垂
直庭園があっています。アメリカ
館では、天井の照明もさまざま
な植物が入った箱になっていま
す。ベトナム館では巨大な竹の
漏斗に木が生えており、コロン
ビア館の白い柵の中には、高度
に応じて気 候 が 変 化する同 国
の5つの温泉地帯で見られる植
物種が囲われている。

ミラノで の 展 覧 会 の テ ー マ
は 、地 球 の 食 糧と生 存です。し
かし、参加国のパビリオンが食
べ物でいっぱいになっているわ
けではありません。食糧、生産、
生存、食糧不足は別の形で存在
します。たとえば、スペイン館で
は、これらすべてが巨 大 なスク
リーンに映し出され、作物の栽
培、国の自然、典型的な料理の
調 理 などの 映 像 が 映し出され
ます。パビリオンのホールの 1 
つは、壁と床が透明なパネルで

覆 われた板で作られており、食
べ物や食事を思い出させます。

* * *

ミラノ万 博 は 1 1 0 万 平 方 メ
ートルの敷 地 面 積を誇り、1 3 5
カ 国 、数 多くの 国 際 機 関 、企
業、NGOが参加しています。50
以 上 の国と企 業 が独 自 のパビ
リオンを建 設しています。上 空
から見ると、万 博 は 魚のように
見えます。かつての集 落を模し
て、十字形に建てられ、2つの大
きな通りが交 差しています。長
い方のデクマーノ通りは1600メ
ートルに及び、その両側には万
博参加国のパビリオンが並んで
います。それを横 切る通りはカ
ドロ通りと呼 ばれ、その両側に
はイタリアの様々な地域のパビ
リオンと、壮麗なイタリアパビリ
オン、そしてその向かい側には、
より控えめな欧州連合パビリオ
ンがあります。2つの通りが交差
する広 場 は 、もちろんイタリア
広場で、日差しや雨から来場者
を守るた め に巨 大 な 日よけ が
張られています」 と、   5月14日
BTAのガブリエラ・ゴレマンスカ
記者は書いています。

エキスポビレッジの最東端に
は地中海の丘があり、そこから
すべてのパビリオンを眺 めるこ
とができます。最南端には野外
劇 場 があります。そしてその反
対 側、最 北 端には、磁 石のよう
に 訪 問 者 を惹 きつ けるエリア
があります。丸い湖のある湖ゾ
ーンで、その中 央 には「生 命 の
木 」と呼 ば れる巨 大 な 木 造 建
築物が立っています。湖の面積
は28,000平方メートルで、最大
20,000人を収容できます。円形
の湖自体の直径は 90 メートル
で、その水は、エキスポタウンの
他の場所にも水を供給している
隣接するヴィロレジ運河から供

給されています。一日の特定の
時間になると、湖畔では大音量
の音楽が響き渡り、生命の樹に
は巨大な造花が咲きます。

万 博 の 街 を訪 れる人 々を魅
了するもう一つのものが、金メ
ッキのブロンズで作られた高さ
4メートルの聖母マリア像です。
これは、1 7 7 4 年にジュゼッペ・
ペレーゴによって作られた金メ
ッキの銅で作られたマドンナ像
の正確な複製で、ミラノ大聖堂
の上にあり、街のシンボルとな
っています。この像の複製は、万
博の町の最 も西 側 にある最 大
の入口に設置されている。

エキスポビレッジのパビリオ
ンは 環 境 に 優しい材 料で建て
られています。木 材とガラスが
主 流です。博 覧 会 終 了 後 、パビ
リオンは解体され、資材はリサ
イクルされる。パビリオンの 建
築は目が回るほどです。この点
で、おそらくその素晴らしさと壮
観さのリーダー は 、ミラノ万 博
のツアーが必然的に始まるイタ
リア館と国 連 館もであり、後 者
はパビリオン ゼロと呼ばれてい
ます。

12,000平方メートルのイタリ
アパビリオンは 複 数 の 企 業 の
共 同 作 業で、4つのレベルに分
か れており、最 上 階にはパノラ
マテラスがあります。この 構 造
は 白く、枝 が絡 み合ったような
光起電性で、使用されているセ
メントは「イタルセメンティ」社
によって特別に設計されたもの
で、光 触 媒 特 性 を持ち、光と接
触すると空 気 中 の 汚 染 物 質 を
捕 捉して不 活 性 塩 に 変 換しま
す。建築における真の革新の殿
堂であるこのパビリオンは 、万
博後も存続し、新技術センター
が入居する予定です。

ゼロのパビリオンは、ディレク
ター兼セットデザイナーのダヴ
ィデ・ランペ ロと建 築 家のミケ

ーレ・デ・ルッキの作 品です。万
博会場の西側の入り口にそびえ
立ち、その外観はエウガネイ丘
陵（イタリアの都市パドヴァの南
西に位 置し、平 坦 なヴェネト州
の真ん中に群島のようにそびえ
立つ火山起源の丘）に似ていま
す。パビリオン ゼロの丘の奥深
くには、まるで地 球の中 心にい
るかのように暗闇が支配してい
ます。それ ぞれ のパビリオンの
丘の下には、さまざまなものが
展示されている独立したホール
があります。ホールの 1 つには、
人間が家畜化し、農業活動に取
り入れるようになった動物の像
があり、別のホールには何世紀
にもわたる集 落 の発 展 の様 子
が示され、3 つ目のホールには
巨大な木の幹があり、4 つ目の
ホ ールには 人 工 の果 物と野 菜
の巨大な山があり、世界中で何
億 人 もの人 々が栄 養 失 調 に苦
しんでいる一方で、人類が年間 
13 億トンもの食料を無駄にし
ていることを思い起こさせます。
ホ ール の 一 つの 壁 に は 色 とり
どりの皿がずらりと並んでいま
す。近づいてみると、大理石やテ
ラコッタ、彩色ガラスでできてい
るのではなく、2枚のガラス板の
間 に敷き詰 められた 本 物 の 穀
物やさまざまな色の作物である
ことが分かります。人 が地 球の
奥 底 から現 れると、パビリオン 
ゼロの中 庭 にたどり着きます。
そこには 、イタリアの家 具 会 社 
Riva 1920 が Pangea という名
の巨大な木製のテーブルを設置
しています。それは、かつて全世
界 を一 つにまとめた 広 大 な 大
陸を思い出させるものであり、
団結の象徴であり、世界には国
境や偏見や違いがあってはなら
ないことを訪問者に思い出させ
るものです。テーブルの表面は、
ニュージーランドの樹齢千年の
カウリ材の 19 個の要素で作ら

れており、テーブルの脚 は ベネ
チアの潟湖で採れるブリコラ材
の栗の棒で作られています。

この必 見の場 所の後 は、エキ
スポのタウンのツアーが始まっ
ています。ツアー に は 少 なくと
も 1 日かかります。パビリオン
の中にはプログラムや上映会が
行われるものもあれ ば、軽量で
解体しやすい構造のため、一定
数の人しか収容できないものも
あります。いくつかのパビリオン
の 前 に は 必 ず長 い行 列 ができ
ているので、たとえばイギリス、
クウェート、エクアドル、中国、ド
イツ、スイス、イタリア、コロンビ
ア、タイ、アラブ首長国連邦の博
覧会を見たい場合には、忍耐力
が必要です。不思議なことに、自
らを世界のリーダーと称するア
メリカやロシアのパビリオンは、
大きな関心を集めていない。 4
月 2 5 日の壊 滅 的 な地 震とその
後の一連の強い余震によって壊
滅 的 な 被 害 を受 けたネパール
館は、この悲劇のために当局が
完了することができなかったた
め、今も無人のままである。しか
し、ボランティアたちは 毎 日 努
力を惜しまず建設に取り組んで
おり、完成すれ ば訪問者を受け
入れるようになるだろう。

* * *

ブルガリアとイタリアの 90 社
を超える企業が、我が国におけ
る協 力、貿 易、投 資の機 会を探
しています。彼らは、9月8日にミ
ラノ万博の枠内で開催される我
が国の全国プレゼンテーション
に参加します。

フォーラムの開会式で、リュベ
ン・ペトロフ経 済 副 大 臣 は「 我
が 国 が 最 も大きな 潜 在 力 を持
つ分野は、機械工学、自動車部
品製造、電子・電気工学、IT、食
品・飲 料 、製 薬 産 業 だ 」と述 べ

た。このイベントは、ミラノ商工
会議所、イタリア企業国際化促
進庁（PROMOS Milano）、ブル
ガリアのイタリア商工会議所が
主催しています。
「ブルガリア は ビジネスを行

う上で最 も有 望 な 場 所 の 一つ
と考えられている」と、ブルガリ
ア駐 在イタリア大 使マルコ・コ
ンティチェッリ氏はフォーラムで
述べた。

* * *

ミラノ万博は10月31日に閉幕
していた。次回の万博は2年後、
カザフスタンの首都アスタナで
開催され、「未来のエネルギー」
をテーマとし、「 二 酸 化 炭 素 排
出 量 の 削 減 」、「 エ ネル ギー 効
率」、「すべての人のためのエネ
ルギー」をサブテーマとする。こ
れまでに100か国が参加を招待
されている。

2017年

カザフスタンのアスタナ市で
開催されていた専門世界博

覧会
カザフスタンの専門世界博覧

会は、2017 年 6 月 10 日から 9 
月 10 日まで開催されています。

「 セル ビア の アレクサンダル・
ヴチッチ大 統 領 は 本 日、アスタ
ナでカザフスタンのバクイツァ
ン・サギンタエフ首 相と会 談し
た 。E X P O - 2 0 1 7 国 際 博 覧 会の
開会式のためアスタナに滞在し
ているヴチッチ大 統 領 は 、サギ
ンタエフ首相と二国間関係や協
力 拡 大 の必 要 性 について協 議
した」と6月9日の報道は伝えて
いる。

7月12日の出版物によると、ド
イツのフランク＝ヴァルター・シ
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ュタインマイヤー大統領はカザ
フスタンを中央アジアにおける

「安定の錨」と定義している。ド
イツ大統領の訪問は、アスタナ
で開 催 されるエネル ギー 部 門
の 将 来 に関する国 際 展 示 会と
関連している。ドイツ館は、より
環 境 に 優しいエネル ギー 源 へ
の移行を推進しています。

2020年

（2021-2022年）

アラブ首 長 国 連 邦ドバイ
万 博

Н2020年3月30日、EXPO-2020
国際博覧会の主催者は、コロナ
ウイルスのパンデミックにより
イベントの延 期 を要 請した 。こ
のフォーラムは当初、2020年10
月20日から2021年4月10日ま
でアラブ首長国連邦（UAE）のド
バイで開 催される予 定でした。
主催者は5月初旬、2021年10月
1日から2022年3月31日までの
間に開催することを提案した。

* * *

2 0 2 1 年 9 月 3 0 日、ドバイで世
界博覧会EXPO-2020が開幕し
ています。この博覧会には190か
国以上が参加し、コロナウイル
ス危機が始まって以来最大の世
界的イベントとなっていります。
この未来的な展示複合施設は、
ドバイの南郊外のかつて砂丘だ
った場 所に建てられ、まるで都
市全体が建っているかのような
雰囲気を醸し出しています。

このイベントは「心を一つにし
て未来を創る」をテーマに開催
されます。

1,000人の出演者とプロのス
タッフが、最新のテクノロジーと
視覚的な光のショーを駆使して
90分間のスペクタクルを演出し
ています。ショーは、世界最大の
360度投影面であるアルワスル
プラザの70メートルの格子ドー
ムに投影されています。パノラマ
画像やビデオを表示することが
でき、屋内でも屋外でも画像が
はっきりと見えるというユニー
クな効果を生み出します。

オープニングを記 念したガラ
コンサートには 、ゴールデング
ローブ賞受賞者のイタリア人テ
ノール歌手アンドレア・ボチェッ
リ、女 優 、歌 手 、ソングライター
のアンドラ・デイ、イギリス人歌
手エリー・ゴールディング、中国
のピアニスト名手ラン・ラン、ベ
ナンの歌手アンジェリカ・キジョ
ー、そしてアラブ世 界で人 気の
アーティストたちが招 待されて
いる。

* * *

カザフスタンの首都アスタナで開催された世界博覧会の広告
撮影：BTA

2021～2022年にドバイで開催された世界博覧
会におけるブルガリア館の様子
撮影：BTA

ブ ル ガ リア は 、世 界 博 覧 会 
EXPO-2020 に独自のパビリオ
ンで参加しています。 「ブルガリ
ア：コネクティビティの中心、未
来のエンジン」はブルガリア館
のコンセプトであり、ブルガリア
のサブテーマ「モビリティ」とド
バイ EXPO-2020 のメインテーマ

「心をつなぎ、未来を創造する」
をインタラクティブに展開してい
ます。

世界中の訪問者が見るがこと
になっているブルガリア館で展
示される展示品の中には、パナ
ギュリシテの金の財宝のレプリ
カやヴァルナの墓地遺跡の金な
どがある。この展示品は国立歴
史 博 物 館 の 専 門 家 も同 行して
います。

E X P O - 2 0 2 0のために特 別に
制作されたビデオインスタレー
ションがパビリオンの床と壁を
覆いています。この構造は、空間
を記念碑的な展示に変えるマル
チプロ ジェクションシステムで
構築されています。ビデオ イン
スタレーション「伝統と芸術」お
よび「科学と成果」は、合計高さ 
350 cm、幅 180 cm の 6 台の
モードマウント垂 直モニターを
含むマルチ スクリーンで表示さ
れます。

パビリオン、ロゴ、付随プログ
ラムは、バルカン半島、ヨーロッ
パ、中東の連携の中心としての
ブルガリアの地位と役割を紹介
しています。ここは、人と物の移
動、東洋と西洋、宗教と文化、過
去と未 来 、自 然と観 光 、経 済と
社会、人と技術のつながりを刺
激するセンターです。

このコンセプトは、1,300年の
歴史の中で、さまざまな時代を
通じてイノベーションを生み出
す原動力としての我が国の役割
を示しています。

サブテーマ「モビリティ」の5つ
の主 要テーマとE X P O - 2 0 2 0の
メインテーマは、パビリオンの建

築デザイン、ロゴ、6か月間のプ
ログラム、ブルガリア建 国 記 念
日 の特 別イベント、そして記 念
品や販促資料の提供からブルガ
リアパビリオンのソーシャルネッ
トワークやウェブサイトの維 持
に至るまで、付 随するすべての
活 動 に概 念 的 に組 み入 れられ
ています。

* * *

2022年2月9日、ブルガリアの
機 関 の 代 表 者 による公 式 訪 問
は なかったものの、ブルガリア
の建国記念日がドバイ万博で非
公式に、インパクトと感動をもっ
て祝われました。

このパビリオンはアラブ首 長
国連邦のさまざまな地域から来
たブルガリア人たちの集会の場
となっていて、中には 家 族 連 れ
で来る人 もいています。参 加 者
は全員、「ラクリマ」社の色付き
塩と乳製品を使ったパンを試食
しています。

この非 公 式の祝 賀 会では、オ
リンピックの新 体 操チャンピオ
ン、無形文化遺産、ブルガリアの

民 間 伝 承や料 理の紹 介 が行 わ
れました。

ブルガリアの「ダイヤモンドチ
ーム」、つまり東 京 第 3 2 回 夏 季
オリンピックで優勝した新体操
チームは本当にセンセーション
を巻き起こしている。少 女たち
は大きな関心を持って迎えられ
ました。ファンたちは、チームの
一員であるシモーナ、エリカ、シ
ュテフィに会うために、わざわざ
ブルガリア館にやって来ました。

* * *

「世界中から何百万人もの来
場者が、象徴的なドーム型のア
ルワスル広 場の下、1 8 2 日 間に
わたり多様で充実した活動やイ
ベントを楽しんだ後、中東、アフ
リカ、南アジア地 域で初 めて開
催され、アラブ諸国で初 めて開
催された万国博覧会であるドバ
イ万 博 2 0 2 0 が昨 日 閉 幕しまし
た」と、UA M 事 務 局 長のモハメ
ド・ジャラル・アル・ライシ氏は4
月1日に述べたし BTAの報道を
引用していた。

2021～2022年にドバイで開催された世界博覧会におけるブルガリア館の
様子
撮影：BTA
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「
ア ラ
ブ 首
長 国
連 邦
は 、
こ の
よ う
な 困
難 の
さ な
か 、
最 大
の 世
界 博
覧 会
を 開
催 す
る こ
とで、

『 不
可
能 』
と い
う 言
葉 を
そ の
語 彙
か ら
消 し

去り、このイベントの長 い歴 史
に残る素 晴らしいエディション
を披 露した、とアラブ首 長 国 連
邦副大統領兼首相、ドバイ首長
シェイク・ムハンマド・ビン・ラシ
ッド・アル・マクトゥーム殿下は、
この巨大世界的イベントの閉会
式で配信された音声メッセージ
で述べた」。

2025

日本の大阪で開催された
万博

2022年5月5日、政府は、2025
年 4 月 1 3 日 から 1 0 月 1 3 日 ま
での 期 間 、日 本 の 関 西 地 方 大
阪 市で開 催される国 際 博 覧 会

「EXPO-2025」へのブルガリア
共和国の参加を承認しました。

* * *

2 0 2 4 年 5 月 1 7 日、ブルガリア
中小企業促進庁（BSMEPA）の
ボイコ・タコフ長官と道上尚史
駐 ブル ガリア 日 本 国 大 使 が 、
ブルガリアの 大 阪 万 博 参 加 準
備について協 議しました。二 人
は 、2 0 2 5 年 博 覧 会 にお けるブ
ルガリアのプレゼンテーション
のビジョンと構成について話し
合い、会議では準備が予定通り
に進んでいることが伝えられま
した。

会談で、ボイコ・タコフ氏と道
上 尚 史 氏 は、1 9 7 0 年の万 博 後
に日本人がブルガリアに恋をし
たように、2 0 2 5 年 に は 我 が 国
も両国民を結びつけるもの、す
なわちブルガリアの古代文化と
歴 史 、伝 統 、功 績 、革 新 へ の 敬
意 を示す 必 要 が あることに 同
意した。

* * *

2024年5月、ボイコ・タコフは
BTAのデリアン・ペトリシュキに
インタビューを行った。ブルガリ
アの大阪万博（EXPO-2025）へ
の参加に係る当初予算は、過去
3年間の米ドルとブルガリア・レ
フの為 替レートの差 異 を除き、
変更はありません。将来的にこ

のような 変 更 が 行 わ れるか ど
うかは、経済環境における客観
的なプロセスの進展次第です。
パビリオンのレンタル予算も更
新されておらず、為 替レートの
差異も依然として存在していま
す」と、BS M E PA 事 務 局 長 は 述
べています。彼 は、すでに2 0 2 2
年に閣僚理事会が一貫してタイ
プ「B」のパビリオンを選択した
が、その枯渇によりタイプ「A」に
なったと述べている。ボイコ・タ
コフ氏は、行われた交渉を踏ま
え、現 時 点では「A」タイプの ほ
うが下 位クラス「B」のパビリオ
ンよりも有利な賃料が実現され
ていると伝えた。ブルガリアは、
ブルガリア館をリースする日本
の企業である大和リース株式会
社と契約を締結しました。次の
ステップは、屋 内および屋 外 展
示エリアのコンセプト設計と、ブ
ルガリアの実際のプレゼンテー
ションです。 2025年に大阪で開
催されるブルガリアのビジュア
ルプレゼンテーションの概念提
案の手続きも完了しようとして
います。ブルガリアの参 加 計 画
を改良するプロセスには、全国
的 に 代 表される雇 用 主 および
業界団体のメンバーも含まれ、
参 加 の招 待 状 が 送られる予 定
である。 「国民の間には、自分
たちのアイデンティティを名指し
せずに、同じような形でしか自
分たちの姿を表現できないとい
う疲れを感じます。個人的には、
ブルガリアの顔は色鮮やかで現
代的であり、世界に見せるべき
ものがあると信じています。特
に、この博覧会のテーマと私た
ちの位置する地域を考えるとな
おさらです」と、ボイコ・タコフ氏
はコンセプトについての自身の
ビジョンを語った。

* * *

EXPO2020ドバイにおけるブルガ
リア館
撮影：BTA

我 が 国 が 世 界 博 覧 会 に 参 加
するブル ガリア 館 の 建 設 開 始
を記 念する厳 粛 な式 典 が 大 阪
で 行 わ れ た 。こ れ は 、東 京 駐
在 の 外 交 使 節 団 の チ ー ム が
Facebookページの投稿を通じ
て発 表したものです。公 開され
た情報から、式典は2024年6月
2 4 日 に 行 われ 、東 部 の 国 の 伝
統と文化の精神にのっとって行
われたことは明らかです。

式 典 には 、駐 日ブルガリア特
命 全 権 大 使のマリエタ・アラバ
ジエヴァ氏、東京の貿易経済サ
ービス局 長（ST E V）のクラシミ
ル・イワノフ氏、ブルガリア経済
社 会 開 発 庁（BS M E PA）のボイ
コ・タコフ長官、日本ブルガリア
協会、泉大津市のブルガリア名
誉 領 事 館 、日 本 国 際 博 覧 会 協

会、在日ブルガリア人コミュニテ
ィの代表者らが特別出席した。

* * *

ブルガリアは、国のブースを出
展して世界博覧会に参加し、観
光省の提案によりブルガリアの
学生がそこで働くことになると、
観光省は2025年3月3日に発表
した。

観 光 省 は 、ブルガリアの参 加
組織に関するすべての決定を行
う省 庁 間 作 業 グル ープの 一 員
です。これは、ミロスラフ・ボルシ
ョシュ大臣とBSMEPA長官ボイ
コ・タコフ博士との会談の議題
でもありました。

ブルガリア政 府 は 、私 たちの
学 生たちに大 阪 万 博で自 国 を

代表するまたとない機会を与え
ることができます。全 国の大 学
から観 光 学 と日 本 学 を専 攻す
る学生を推薦し、博覧会期間中
にブルガリアブースで6ヶ月間働
く60名のブルガリアの若者を選
抜します。 「これは、最も若く、
最も経験豊富なブルガリア人が
交代で参加し、貴重な経験と実
践的なスキルを習得できる十分
な 期 間である」とボルショシュ
大臣は指摘する。

ブルガリア館 は 3 7 6 平 方メー
トルの 広さがあり、シンガポー
ル館とオランダ館の間にある展
示会用に新しく建設された島の
900平方メートルの敷地に位置
しています。その主なコンセプト
は、過去、現在、未来を共通の時
間 的 空 間 的 次 元 に統 合するこ

2025年4月13日 大阪：EXPO-2025に参加するブルガリア
写真：イヴァン・ラザロフ（BTA）
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とを目的としています。

* * *

大阪万博で最高クラスの「Aタ
イプ」のパビリオンを出 展する
全47カ国のうち、博覧会の準備
と運営を担当する日本の協会か
らすでに認定書を受け取ってい
るのは 、ブルガリアを含 むわず
か8カ国だけだ。これは3月13日
に共同通信が報じたもので、日
本 の 首 都で開 催される世 界 博
覧会の準備状況について報じて
いる。

この 展 示 会 に は 世 界 中 から
2,820万人の来場者が訪れると
予想されている。大阪湾に位置
する人 工 島「 夢 洲 」で開 催され
ます。

* * *

日本企業のブルガリアへの回
帰と両国間の良好な関係は、大

阪で開催される2025年国際博
覧会EXPOを契機として、日本と
ブルガリアの交流における新た
な「 黄 金 時 代 」をもたらす可 能
性がある。これは、3月24日にソ
フィア・ヒルトン・ホテルで開 催
された、日 本ブルガリアビジネ
ス協会（JBBA）がブルガリア駐
在 日 本 大 使 館および中 小 企 業
促 進 庁（BS M E PA）の協 力を得
て主 催したビジネス朝 食 会で、
道上尚史駐ブルガリア日本大使
が述べたものである。

外交官は、大阪で開催される
2025年世界博覧会「EXPO-2025
」は未来と先進技術に捧げられ
たものだと回想する。
「オリンピックは 4 年ごとに開

催され 、万 博 は 5 年ごとに開 催
されることは皆さんご存知でし
ょう。（中略）人類の生活と技術
の発展という点では、万博の方
が少し重要だと言えると思いま
す」と、オリンピックの方が歴史
が長いにもかかわらず、道上氏

は言う。
同氏によれ ば、日本や世界の

人々は、先進技術と人間性が同
等に重要であり、技術だけでは
十分ではなく、むしろ補助として
使われるということを明確に理
解しているという。

道上大使閣下は、1970年、当
時 1 1 歳 だった自 分 が大 阪 万 博
を6回訪れたとき、当時アメリカ
とソ連 の 2つのパビリオンに月
の 小 石 が 展 示 され 、何 百 万 人
もの 来 場 者 を集 め たことを思
い出したと語りました。 「この
展 覧 会には 毎 回 膨 大 な数の来
場者が訪れます」と道上氏は言
い、前回の大阪での展覧会には
6 4 0 0 万 人 が来 場したことを指
摘した。

大使は、1970年の博覧会にブ
ルガリアが独自のパビリオンを
出 展したことを思 い出し、ブル
ガリア 館 の 三 角 形 の 構 想 を個
人的に覚えていることを示唆し
た。彼によれば、その後、日本の

2025年4月13日 大阪：副首相・イノベーション成長大臣トミスラフ・ドンチ
ェフ、駐日ブルガリア大使マリエタ・アラバジエヴァ、建築家小林博人、ブル
ガリア館公式開館式
写真：イヴァン・ラザロフ（BTA）

2025年4月14日 大阪：開幕後、多くの人々が訪れるEXPO-2025
写真：イヴァン・ラザロフ（BTA）
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天 皇 がブルガリア館を訪 問し、
そこで天 皇 皇 后 両 陛 下 がヨ ー
グルトを試食して大変気に入っ
たのが「明 治ブルガリアヨーグ
ルト」の始まりだったという。こ
のことに気づいた例の会社が日
本でのこの製品開発を始めてい
たのだ。

また、ブルガリアの首脳らも日
本を訪問し、日本の発展に感銘
を受け、教育分野での交流を希
望していることが大使の言葉か
ら分かった。
「こ れ が 、ビ ジ ネス だ け で な

く、両国間の緊密な交流の始ま
りでした。これが両 国 間の黄 金
時 代の始まりでした」と道 上 氏
は語る。

同 氏の言 葉によれ ば、かつて
の大阪博覧会がブルガリアと日
本 の 緊 密 な 関 係 とビジネス活
動の出 発 点となったように、今
年の博覧会でも同じことが起こ

る可能性があり、「私たちの次の
黄金時代」の出発点となる可能
性があるという。

ビジネス朝食会にはブルガリ
アのルメン・ラデフ大統領、ミロ
スラフ・ボルショシュ観光大臣、
ペ ータル・ディロフ経 済 大 臣 が
出席した。
「ブル ガリア は 、その 戦 略 的

な地理的位置だけでなく、質の
高い人的資本、安定性、社会経
済 的 環 境 、そしてブルガリアへ
の投資とビジネスを行うための
条件によって、東欧・中央ヨーロ
ッパ地域にとって日本の真の戦
略的パートナーとなり得る」と、
ビジネス朝 食 会 の 参 加 者 を歓
迎したルメン・ラデフ大 統 領 は
述べた。

国 家 元 首 は 、ブルガリアの 大
阪万博への参加は、両国を結び
つけるもの、すなわち何世紀に
もわたる文 化、古 代の伝 統、科

学、経済、ハイテクにおける先駆
的な成功を示す機会となるだろ
うと指摘した。
「 1 9 7 0 年 の 大 阪 万 博 につ い

ては何度も言及されました。半
世 紀 前 、あの万 博 によってブル
ガリアと日本の経済関係は新た
な段階に入りました。歴史は繰
り返さないと言 われますが、今
年の万 博をきっかけに、本 当に
新たなページがめくられ、新た
な段階に入ることを期待してい
ます」と、トミスラヴ・ドンチェフ
副 首 相 兼イノベ ーション・成 長
大 臣 は 述 べた。同 氏によれ ば、
良 好 な政 治 関 係や国 民 間の友
好感情に加え、日本企業がブル
ガリアに戻ってくるなど、その兆
候はすべて現れているという。
「ブルガリアは 日 本では ヨ ー

グルト、ローズオイル、そして屈
強な体格の男性でよく知られて
います。これは否定しませんが、

2025年4月13日 大阪：民族衣装を纏った少女たちがブルガリア館のゲストを歓迎
写真：イヴァン・ラザロフ（BTA）

ブルガリアの位置づけを変える
必 要 が あると私 は 考 えて いま
す。これらに加えて、ブルガリア
はビジネスを行うのに適した環
境、科学、情報技術、機械工学、
人工知能といった分野における
独自の成果で知られる必要があ
り、これらは 新たな発 展の機 会
を切り開くでしょう」とドンチェフ
氏は述べた。
「ブル ガリア は 日 本 をアジア

における戦略的パートナーとみ
なしている」とペタル・ディロフ
経 済 産 業 大 臣 は 述 べ た 。同 氏
は、経 済 産 業 省 は、現 地で企 業
が参加する経済的なイベントを
開催することで、EXPO-2025に
積極的に参加する予定であると
述べた。大臣は日本が大阪で開
催する万 博に祝 意を表し、大き
な 潜 在 力 を持つ日 本 が 万 博 を
成功裏に開催するだろうと自信
を表明した。
「博 覧 会の主 な目 的であるビ

ジネス以外に、観光省の私たち
にとって、日本国民とブルガリア
国民はお互い歴史を知る出会う
のはもう大切なことです」とミロ

スラフ・ボルショシュ観光大臣は
述べた。 「私たちの国が知られ
ていないという事実について話
すことがどんどん少 なくなるこ
とを望んでいます。そして、大 阪
がそれが起こる場所になること
を願っています」と彼 は 付 け 加
えた。
「 ビ ジ ネ ス に お いて、持 続 可

能なパートナーシップは、忍耐、
努力、そして長期的なビジョンに
よって構築されます」と、日本ブ
ルガリアビジネス協 会（J B B A）
の 会 長トドル・ケシモフ氏 は 語
る。彼 は 、大 阪 万 博 へ の参 加 は
ブルガリアにとってその潜 在 力
を示す機会であり戦略的に重要
であると指摘する。 「ブルガリア
館は、技術と伝統が出会う魅力
的な中心地となり、我が国の文
化と歴史を展示するとともに、ブ
ルガリアの製造業者や企業との
ビジネス、投 資 、協 力 の 機 会 も
紹介することになるだろう」と彼
は付け加えた。

B S M E PA 事 務 局 長 ボイコ・タ
コフ博 士 は 、今 日 の博 覧 会 は 、
現 代 の 最 も重 要 な 課 題 に 対す

る人類の対応を形作る対話とア
イデアの場であると述 べていま
す。彼によると、私たちのパビリ
オンを含むこの展示会のサブテ
ーマは人命を救うことであり、地
球上の人々と生命を脅かす課題
を網羅しています。このサブテー
マは、健 康、幸 福、平 和、人 間の
安全保障、尊厳などの分野に関
連しています。

ブルガリアは 、参 加 準 備 の 過
程で、特別にカスタマイズされた
貸し出し用パビリオンを提供す
るよう認可を受けた日本企業に
アプローチし、提出された提案、
技術分析、オンライン会議、ワー
キンググループの決定を検討し
た結果、大和グループの一員で
あり、日本最大の産業用スペー
ス貸し出し企業である大和リー
ス株 式 会 社が選 定されました。
このパビリオンは 、慶 応 義 塾 大
学 建 築 学 部 教 授で建 築 家 の小
林博人氏の協力を得て設計・施
工されました。建築家の小林氏
は、建築庁、建築家組合、建築家
会議所との業務会議のためにブ
ルガリアを数回訪問しています。
タコフ氏 によると、空 間 的 な 観
点から見ると、私たちのパビリオ
ンは伝統的な要素と現代のイン
タラクティブ テクノロジーを組
み合わせており、モダンなデザイ
ンと概念的にクリーンな空間だ
けでなく、独 自の没 入 型デジタ
ル エクスペリエンスも生み出し
ています。タコフ氏はさらに、工
芸品や織物、自然のシンボルな
どの 伝 統 的 な 要 素 を丁 寧 に 織
り込むことで、ブルガリアと日本
の類似点が生まれると付け加え
た。私たちのパビリオンだけでな
く、E X P O 全 体においても、循 環
型 の 政 治と持 続 可 能 性 が 中 心
的 な位 置を占 めています。展 示
会 終 了 後 、パビリオンのすべて
の部品はリサイクルまたは再利
用されます。建設には木材や繊

2025年4月13日 大阪：ラクトちゃん – 
ブルガリア館公式マスコットキャラクター
写真：イヴァン・ラザロフ（BTA）
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2025年4月13日 大阪：ブルガリア館内、国をテーマにしたオーディオビジ
ュアルショー
写真：イヴァン・ラザロフ（BTA）

維などの環境に優しい素材が選
ばれ、施設のあらゆる部分は将
来の用途を考えて慎重に検討さ
れたとタコフ氏は語る。

私たちのパビリオンのコンセプ
トを選 択する過 程で、我 が国の
ビジュアル表 現に関するアイデ
アや提 案 を公 募しました 。この
目的のために、作業グループが
拡大され、省庁、機関、協会など 
19 の機関が一連の会議と議論
を経て、指名された 5 つの概念
提案を発表するよう招待されま
した 。その後 、建 築 家マリア・ゴ
スポディノワ、イスクレン・クラス
テフ、MP-Studio社のプロジェク
トが投票によって選ばれました。

2025年万博におけるブルガリ

ア館 のモットー は「 自 然と共 に
進化する」です、とイスクレン・ク
ラステフ氏 は 報 告します。彼 は
先見の明を持つ起業家であり、
数百社の企業を指導するメンタ
ーでもあります。イノベーション・
エコシステムの構 築や、規 制 産
業におけるAI技術の導入を主導
しています。クラステフ氏 は 、ブ
ルガリアの乳酸菌「ラクトバチル
ス・ブルガリクス」が何世代にも
わたって世界中の人々の生活を
向上させてきたことを改めて強
調します。5 5 年 前 、再 び大 阪 万
博で、昭和天皇ご夫妻がヨーグ
ルトの 効 能 を好 まれたことで、
ヨーグルトは日本の食文化と健
康の一部となり、「ブルガリア」と

名付けられました。命を救うとい
う世 界 的 な使 命 において、ブル
ガリアのイノベーターたちは今
日、世界の発展に貢献していま
す。世 界 6 位 の 宇 宙 開 発 国であ
り、宇宙食開発で3位にランクさ
れるブルガリアは、超 小 型 衛 星
の開発にも誇りを持っていると
クラステフ氏は語ります。

M Pスタジオのクリエイティブ
ディレクター、ストラヒル・ヨルダ
ノフ氏は、2025年博覧会のブル
ガリア館は協力と共感の名の下
に過 去 、現 在 、未 来 を結 びつけ
ることを目指す生活空間となる
だろうと指摘する。

ブルガリア通信社 （BTA）のアーカイブ

2 0 2 1 年 、ブル ガリア 通 信 社
（ B T A ）の 組 織 内 に「 アー カイ
ブ・参 考 資 料 局 」が 設 立 さ れ
た 。新しく設 置されたこの局 に
は 、「 歴 史 アー カイブ部 門 」、「
参考資料部門」、「写真・映像ア
ー カイブ部 門 」、そして B T A 図
書館が所属している。

それぞれの部 門 は、かけがえ
の ない歴 史 の 断 片 を保 存して
いる。

1934年6月、BTAに「文書資料
部」が設置された。この部門は、
ひとりの担当者、すなわち報道
担 当 官 によって運 営され 、ブル
ガリア 国 内 外 の 新 聞 や 雑 誌 を
収 集し、ブルガリアに関する記
事の切り抜きを作成し、印刷局

長のためにリファレンス資料を
作成する役割を担っていた。

今日、BTAの「参考資料部門」
は豊富な知識の蓄積を誇ってい
る。新聞や雑誌からの切り抜き
5千箱、約25万件のカード索引、
さらに図書館には9万冊の蔵書
がある。

歴 史アーカイブ部 門 には 、こ
れまでに作成されたBTAのニュ
ース速報が保管されている。そ
の中には、1898年2月16日に初
代 局 長 オスカル・イスカンダル
が自らの手で書き、署名した最
初のニュース速報も含まれてい
る。127年にわたり、BTAはブル
ガリアと世界の記憶を守り続け
てきた。保存されている何百万

ページもの資料には、ブルガリ
アと世 界 の 歴 史 の 一 端 を伝え
る情 報 が 詰 まっており、そこに
描かれる人々の運命は、読者を
127年の時の流れの中へと誘っ
てくれる。

これまで、B TA は 通 常 のニュ
ース 速 報 に 加 え 、特 別 版 と呼
ばれる限 定 配 布の速 報 も発 行
してきた。それらには、王宮、首
相 、印 刷 局 長 、アーカイブ向 け
に限られた情報が記載されてい
た。1935年には、ブルガリアにと
って不利益となる内容をまとめ
た「Hors Bulletin」という機密
速報が発行された。さらに1975
年から1989年にかけては、「特
別速報付録」C-、C-2、C-3（第1

2025年2月16日：BTA創立127周年を記念し、モダナイズされた新アーカ
イブ施設が開館。ブルガリア通信社の貴重な記録を保存。
写真：BTA
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От 2023 г. в модерния дигитализационен център на БТА 
бюлетините и снимките от архива се дигитализират.

Снимка: БТА 

巻、第2巻、第3巻）が発行され、
機密レベルに応じた区別がなさ
れた。中でもC-3は、ブルガリア
共産党中央政治局メンバーのみ
に配布される最高機密とされて
いた。BTAのニュース速報は、復
興プロセスにおける出来事を伝
えるだ けでなく、当 時 の記 者た
ちの視点を通して、人間ドラマそ
のものを語りかけてくる。

1964年、BTAは週刊誌の発行
許可を取得する。当時の局長ロ
ザン・ストレルコフは、画 家 ボリ
ス・アンゲルシェフに雑誌タイト
ルのデザインを依 頼し、各 誌の
タイトルには 必ずBTAのロゴマ
ークを入れるよう求めた。こうし
て1 9 6 5 年 1 月 、『 世 界 一 周（По 
света）』『科学と技術（Наука и 
техника）』『LIK』『パラレル（Па-
ра л е л и）』という、BTA 発 行の
四つの雑誌が新しいロゴを冠し
て登場した。1991年にはロゴに
BTA創設年が加えられ、1994年
に特許庁に正式登録された。こ
れらの雑誌は文化、科学、ファッ
ション、音 楽の世 界 へ の窓 口と
なり、BTA の 記 者たちはイニシ
ャルでは なく、名 前 を持つ存 在

として文化史に足跡を残してい
った。

BTA 初 の専 属 写 真 家 は 1 9 4 0
年 に 任 命され 、1 9 5 2 年 に は 独
立した「プレスフォト」編 集 部が
設立された。同社の最大の成果
の一つは、1972年に写真家ステ
ファン・ティホフがハノイで捕虜
となった米 軍パイロットを撮 影
した写真で「ワールド・プレス・フ
ォト」賞を受賞したことにある。

BTAは自社のテキスト・写真ア
ーカイブを活 用し、未 発 表 資 料
を集 めたドキュメンタリー 写 真
展をいくつも開催してきた。

2023年、BTAは、ブルガリア国
営ラジ オ、ブルガリア 国 営テレ
ビ、国家公文書館、ブルガリア国
立フィルムアー カイブ、電 子 政
府インフラ執 行 機 関と協 力し、
文 化 省 および財 務 省 の 支 援 の
もと、「ミュージアム・コレクショ
ン、図書館、アーカイブのデジタ
ル 化プロ ジェクト」の 実 施 に着
手した。これは、国家復興・持続
可能性計画の一環である。この
プ ロ ジェクトの もと、B TA は 最
新鋭のデジタル化センターを整
備し、プラネタリースキャナー4

台、フォトアーカイブデジタル化
用のフォトスキャナー 6 台 、マイ
クロフィッシュ専 用 のビジュア
ライザー兼スキャナーを導入し
た 。2 0 2 5 年 3 月 時 点で、約 5 3 0
万ページあるBTAのニュース速
報のうち、262万1453ページが
デジタル化され 、約 1 8 0 万 枚 あ
る 写 真 アー カイブのうち3 0 万
8 8 4 5 点 のデジタル 化 が完 了し
ている。

また 、国 家 復 興・持 続 可 能 性
計画のもと、BTAは完全新設の
アーカイブ保 管 庫 を整 備した 。
この保 管 庫 は 、可 動 式ラックと
固定式ラックシステムを備え、ア
ーカイブスペースを最大限に活
用できるように設計されており、
書類、カタログ、フィルム、カード
ファイルへの迅速かつ簡単なア
クセスが可能になっている。さら
に、長期保存に最適な環境管理
を維持するため、ブルガリアのア
ーカイブ標準に準じた精密な空
調 システムも整 備されている。
設 置されたシステムには、換 気
機能付き空調室があり、新鮮な
空気の供給に加え、温度と湿度
を一定に保つことができる。

ブルガリア通信社には「BTAリ
ーディングルーム」という情報セ
ンターも設置されている。このリ
ーディングルームは、ジャーナリ
ズム、文化、教育、科学の分野で
活動するすべての関係者にBTA
のアーカイブへのアクセスを提
供している。リーディングルーム
の入り口には、国立美術アカデ
ミー 学 長 ゲオルギ・ヤンコフ教
授によるアートインスタレーショ
ン「あ なたの 視 聴 者 」が 設 置さ
れている。

2023年より、BTAの近代的なデジタル化センターにおいて、アーカイブの
公報や写真のデジタル化作業が進められている。
写真：BTA
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